
国立断熱樹 皮
第 10号

(昭 和 84年 度)

- 国立遺伝学研究所-

1960



...ヽ

良 次

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

昭和 34年度の概観

研 究 皇 一 覧

研 究 諌 鴬

研 究 墓 の 概況

A.形 質 辻 伝 部

B.細 胞 漣 伝 部

C.生 理 遺 伝 部

D.生化学遺伝部

E.応 用 遺 伝 部

F.変 異 遺 伝 部

1

3

5

9

9

10

ll

13

14

15

G.J ㌢タ フ &テ-財伊からの研究熱こよる協同研究････- ････････-･････-16

V. 研 究 葉 兼
1.植物の遺伝ならびに細胞学的研究
2.栽培輔の海尉こ隣する研究 (｡･?クフ王ラー財団の研究費による)･･･--39
3.動物の遺伝ならびに育棲学的研究

4.集団速伝学的研究

5.藤の遭伝学的研究

6.放射浪速伝学的研究

A.動掛こおける放射息の辻伝的影響に恥する研究 (pックフェラー
財団の研究費による)

a.その他における放射魚辻伝学的研究

7.動植物の生理逮伝学ならびに生化学的研究･････････････--･･･････････129

8.枚生物の遺伝学的研究

9.発 表 文 献

10.発 表 講 演

ll.その他の研究活動

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ
附

- 国事お よび出版

行事および新親の施設

実 験 圃 場

突放材料の蒐集と保存

145

149

154

161

162

163

167

168

庶務その他,沿革,機構お よび組織,会合および人事往来 -----174

蘇

日本専売公社秦野たばこ釈放場三島分場

- て こ 瓜 ごてて ~ ､~ ~



蔓

■リl
I

E
を

(国立遺伝学研究所玄関)

昭和34年度 の概観

昭和 34年度の事業で第-にあげられるのは本研究所の十周年記念式典であ

る.6月1日が丁度創設の口にあたるので,その日を選んで式典をあげた.秦

会者は創設に直接間接に功労のあった人々その他で 281名,幸にも好天気に恵

まれ盛会であった.十周年記念の学術講演と映画の会を東京 と二島で開いて,

これまた盛会であった.

昨年度に引続き第三:.回遺伝学夏期講座を開いた. 1遺2府 39県から 68名

の受講者があり,毎年の行事として歓迎されている事は喜ばしい.

本年報に抄録された各研究室の業績は145篇で昨年の116籍に比して多 く,

活発である.一段と内容の充実と新鮮を期待したい.

外国への出張は稲採集乃至研究のため岡,古里,勝屋,木原の4氏が中華民

国,アフリカ,インド,ビルマ等に出張 して成果をあげた.阪本 (ミネソタ

大学), 坂口 (ェ-ル大学),館岡 (モントリオール大学) の3教官が研究のた



昭和34年度概観

め外国の大学に留学した.外国から帰所したのほ近藤教官 1名であった.

来訪者は毎年の通 り多数であって,その中海外からほ 28氏であった.

本年度においてほ部の新設と増員はなかった.施設の主なものは 33年度の

予算で完成した Ⅹ線実験室と 34年度で通過した特別蚕室,移動網室である.

その他車僅子照射装置, 137Csγ線照射装置,倒立型顕微鏡,願徴分光光度計,

冷凍遠心機等が備えつけられた.

木村教官は集団の遺伝的荷重とその進化における意義に対し日本遺伝学賞,

木原所長はダーウィン百年祭に当 って独乙学士院からダーウィン牌をうけた.

(木 原 均)
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IlA.研 究 室 一 覧 (昭和34年12月末現在)
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ⅡB.ロックフェラー財団からの研究費による協同研究組織一覧
(昭和34年 12月末現在)

(1) 栽培稲の起原に関する研究 (2) 動物における放射線の遺伝的影響に関する研究

* +

委 員

田島弥太 郎

菅 原 努

吉 田 俊 秀

辻 田 光 雄

大 島 長 造

_ ー- ･L--_-. -立 i
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Ⅱ.研 究 課 題

(*は本年新たに研究を開始したものを示す)

課 題

1.植物の遺伝ならびに細胞学的研究

コムギとその近縁種による核置換の研究

パンコムギの起原に関する研究

植物の左右性の遺伝学的研究

コムギ近縁程の糸田胞遺伝学的研究

日本産カモジグサ属の研究

基本染色体数の諸問題

アサガオの遺伝子分析

*染井吉野の起原

性の決定と分化

稲の雑桂不稔性の遺伝学的基礎

瓜塀の苦味成分の遺伝

種子なし西瓜の改良

柑橘類の遺伝育夜学的研究

甜菜の三倍性育撞

2.栽培稲の起原に関する研究
(ロックフェラー財団の研究費による)

イネ栽培在と野生種の系統維持と形質の調査

イネの日長性の研究

イネの解剖学的研究

野生種の集団遺伝学的研究

イネの種の統計学約分摂

野生および栽培稲系統問の類縁関係

イネ属の発生学的研究
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〝
〟

応用第 3
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研 究 課 題

3.動物の遺伝ならびに育種学的研究

蚕の遺伝学的研究

〟

家蚕の遺伝子座の特異性に関する研究(科研総合研究)

昆虫煩の食性転換に関する研究

ネズ ミの系統繁殖に関する研究

ネズ ミの 2,3異常形質発現機構の研究

無脊椎動物の細胞遺伝学的研究

動物における量的形質の遺伝

ニワトリにおける経済形質の遺伝

*乳牛における主要形質の統計遺伝

*ニワトリの血液型に関する研究

4.集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ショウジョウパェの殺虫剤抵抗性の研究

選抜に対する集団の反応

遺伝子型間の競争

ショウジョウバェにおける移住力の研究

育種法の基礎理論

5.癌の遺伝学的研究

瞳癌の細胞形態学的ならびに細胞生理学的研究

細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制

動物の細胞分裂物質に関する研究

6.放射凍遺伝学的研究
A.動物における放射線の遺伝的影響に関する研究
(ロックフエラー財団の研究費による)

蚕の放射線誘発突然変異率.生殖細胞の放射線感受性
放射線誘発突然変異の適応度についての研究

形質第 1

生化学第 3

形質第 1

形質第 1
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研 究 課 題

マウスの特定遺伝子座の人為突然変異率,γ線長期照
射による劣性致死突然変異率,放射線による性比の
変動についての研究

マウスの放射線感受性の細胞形態学的ならびに細胞生
理学的研究

ショウジョウバエの選抜に対するⅩ線の効果

量的形質の倍加線量

集団中における致死因子の頻度変化,致死因子の-チ
ロの生存力の研究

放射線の遺伝物質におよぼす作用機構

B.その他の研究

一粒コムギの放射線遺伝学,とくに各種放射線による
比較研究

放射線突然変異体の生理生化学的研究

倍数性による放射線の影響の差異

有用突然変異の誘発とその利用

野生型および栽培型アサガオにおける放射線感受性の
比較

ショウジョウバェの核酸合成に対するⅩ線の影響

放射線感受性と放射線障害の防御

人煩に対する放射線の遺伝的影響

アイソト-プ トレーサー法の応用

*アイソトープ水溶液につけた種子の研究

･γ線の一時照射と連続照射とによる突然変異の発生率
の比較 (InternationalAtomicEnergyAgencyの
研究費による)

7.動植物の生理遺伝学ならびに生化学的研究

ショウジョウバェの限色素形成に関する生理遺伝学的
研究

ショウジョウバエのプリン代謝に関する遺伝生化学的
研究

1節異変
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研 究 課 題

プチリジソ代謝に関する遺伝生化学的研究

蚕の致死遺伝子作用の発生遺伝学的ならびに遺伝生化
学的研究

蚕における tyrosinaseの活性化機構の遺伝生化学的
研究

Pseudoallelism に関する研究

臓器組織特異性蛋白の遺伝生化学的研究

コロシソトウリ苦味成分の遺伝生化学とその利用

花色の遺伝生化学的研究

イネ,コムギの病菌に対する感受性の研究

遺伝子の形質発現に関する研究(科研総合研究)

8.微生物の遺伝学的研究

細菌およびウイルスの遺伝に関する研究

電子顧微鏡による生物突然変異体の分子細胞学的研究

サルモネラ菌鞭毛抗元の遺伝学的分析(各個研究)

+サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国 N.Ⅰ.H.の研究費に
よる)

9.人類の遺伝に関する研究

近親結婚調査による日本人の遺伝学的研究 (科研総合
研究)

10.有用生物の系統保存

ムギ類とその近縁種

花井,その他

ショウジョウバェ

カ イ コ

ネ ズ ミ

生化学第 1

生化学第3

生化学第 1

生化学第3

生化学第2

十重琵警嘉2

生化学第2

変異第2

生理第2

生化学第 3
〟
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研 究 室 の 概 況

●

Ⅳ.研 究 室 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では生物におけるいろいろな遺伝形質の分析およびその遺伝様式を明かにす

ることを目的として研究を行なっている.第 1研究室では遺伝形質の実験的分析を主とし

て扱い,第2研究室では生物集団における遺伝様式の数理的分析の研究を行なうことにな

っている.

昨年度よりこの部の重要な研究課題として放射線による遺伝的障害に関する研究が加え

られ,第1研究室では蚕を材料に突然変異の誘発機構について,第2研究室では突然変異

の集団内における保有機構および遺伝的負荷の問題についてそれぞれ研究を進めた.なお

昭和 34年 12月 15日この部とInternationalAtomicEnergyAgencyとの問に研究

契約が結ばれ ｢放射線緩照射と急照射の場合における突然変異率の相違｣の研究を新たに

開始した.

第1研究室 (田島)においては研究材料としてもっぱら蚕を用い研究に日本的な特色を

出そうと努力している.このうち主なものに文部省科学研究費の補助のもとに国内の多数

家蚕遺伝学者の協力を得て実施している ｢家蚕における遺伝子座の特異性に関する研究｣

がある.この研究班では過去3カ年間に4個の新連関群を発見し,また 32個の新しい遺

伝子座を確定することができた.また作用の環似した遺伝子が同一染色体上に集中して存

在する傾向のいちじるしい事実について検討した結果は蚕の染色体には諸所にこのような

区域が分化していると見た方が妥当であるという結論に到達した. また複合 E座位を研

究した稲垣は従来 1個の遺伝子座と考えられていた E El座位は更にいくつかの小さな遺

伝単位に分ち得られると推定すべきいくつかの根拠を得た.

放射線による遺伝的障害の研究は主として雄不妊現象の成因解明に向けられ機能的精子

の欠亡がその原因と見られるいくつかの事実が明かにされた.

佐渡は照射を受けた精原細胞の恢復について研究した.これによって蚕の精子形成は精

原細胞から精子完成まで約 20日間を要することが明かにされ,精原細胞における突然変

異率を求めようとする場合には2令中期以前に照射を行なう必要があることも判った.ま

た従来染色体欠失によると想像されるにすぎなかった特定座位の突然変異が実は遺伝子突

然変異に基くと見なさねばならないことも明かになり,この方面に新知見が加えられた.

第2研究室 (木村)集団遺伝学の数理に関する研究としては本年は遺伝的荷重の問題に

主力をそそぎ,2･3の新しい結果を得ることに成功した.その1つである ｢遺伝的荷重

を最小にする原理｣については近く論文がJournalofGeneticsに発表されることになっ

ている.また,集団遺伝学の数学的理論に情報理論の考えを導入し,適応的進化の過程に

おける遺伝的情報の蓄積率をはかる1方法を見出した.これについても近く結果を発表す



10 研 究 室 の 概 況

る予定である.それ以外に前年度からの引つぎとして突然変異の保有機構,近親婿の遺伝

的影響,放射線による遺伝的障害などについての研究を行なった.

木村は田島部長と共に学術会議の ICRP新勧告案小委員会の委員の1人として報告書

の作成に努力し,その結果は8月 10日に発表されている.また 11月4日の日本遺伝学

会第 31回大会では ｢集団遺伝学の数学的理論に関する研究｣によって遺伝学賞をさずけ

られた.

B.細 胞 遺 伝 部

本部の研究課題は,大きく分けて動物系と植物系となる.動物系ではネズミを材料とし

て,癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を課題とし,ほかに細胞化学的研究を行なってい

る.またロックフェラー財団の寄付金による 〟動物における放射線の遺伝的影響に関する

研究''の一部を担当して,癌細胞並びに正常細胞に対する放射線の影響につき研究をして

いる.植物系では性の決定と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,タバコ属の細

胞遺伝学および各種植物の細胞学ならびに核分類学などの研究を進めている.またロック

フェラー財団の寄付による 〟栽培稲の起原に関する研究''の一部を分担し稲属の細胞学的

ならびに核学的研究を行なっている.

第1研究室 (吉田)前年度に引きつづき陸癌細胞の発生と変異に関する研究をなしてい

るが,本年度は二倍性と四倍性瞳癌細胞の増殖性,組織浸潤性の比較をなし,青田肉瞳,

エールリッヒ腹水癌共,二倍性は四倍性に比し,増殖能力は旺盛であったが,組織浸潤性

は逆に四倍性が強いことを知った(吉田･伊藤).血液の瞳痔と考えられる白血病の研究を

今年度より開始した.その研究として,ラットおよびマウスの正常状態における血液像,

Ⅹ線照射による血液像の変化,自然発生およびⅩ線により誘発した白血病の血液所見等に

つき研究をなしたが,結論的なことはまだいえない(栗田･吉田).

つぎにエール7)ッと腹水癌を材料としての放射線の影響について研究した.X線照射に

ょる分裂頻度の研究,染色体の切断と融着の問題を主に研究しこれらの問題に対して新し

い知見を加えた(高橋 ･吉田).

ネズミの系統維持,繁殖に関する研究は,この研究室の重要なテーマである.2,3年

前より引きつづきなされた研究のうち,野棲ラットの変異型と既知遺伝子をもったラット

との交配実験,新しく生じた神経異常マウスの遺伝調査等をなした(吉田).さらに無毛症

マウス (rhino)と正常マウスの皮膚の移植実験 (辻 ･青田)および酸性フォスファクーゼ

活性の比較 (森脇)などにより遺伝子発現機構に関する研究がなされた.

別にマウスの横隔膜を用いて,筋組織含水量の維持と高エネルギー燐酸量との関係を研

究した(森脇).

第2研究室 (竹中) 1)性の決定と分化に関する研究 (竹中): 喧 々の雌雄異株植物を

用い,倍数体および異数体をつくり,その子孫における性の表現状態を性染色体と常染色

体との比において,また放射線処理植物の子孫における染色体異常と性表現との関係につ

いて,それぞれ研究している.
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2) 突然変異誘起物質と細胞分裂抑圧物質に関する細胞遺伝学的研究 (竹中 ･青田 ･小

川 ･天野･小EEl切 ･軽部): 種々の抗菌性物質および僅々の高等植物の抽出液を,ソラマ

メとこソニクの根端細胞およびネズミの腹水癌細胞 に作用させ,その結果を観察してい

る.

3) タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 (竹中): この研究は専売公社の委托による.メ

ノミコ属植物の系統関係を知るための種間交雑を行ない,その Fl減数分裂を観察してい
る.半数体を得るために各種の野生桂の花粉に放射線を照射して,それぞれの種または他

瞳に交配し,また遠縁種問の交配を行なっているが,本年も成功しなかった.つぎにタバ

コに各種疾病の免疫性や耐病性を導入するために,2∬および 加 の N.tabacum と多数

の野生種とを交配した.また同じ目的で昨年までに交配したものの Flおよび F2から若

干の種子を得た.

4) アサガオにおける多面発現機構に関する研究 (竹中): 1958年よりこの課題で研

究を開始し,多数の交配および種子の放射線処理を行なったが,1958年および 1959年

の2カ年とも,それぞれ3回と4回の台風に見舞われ,予期の成績はあげ得なかった.し

かし若干の種子を得て,目下進行中である.

5) イネ属植物の発生学的ならびに細胞学的研究 (竹中 ･土井田 ･下山): 土井田はイ

ネ属植物間の隆義発生と旺形成についての比較研究を,下山はイネ属植物の核学的研究を

行なって若干の成黄をあげた.

6) イネ科植物の核学的分塀学 (館岡): イネ科各群の染色体構成と外部形態ならびに

組織との関係について論じた.1959年8月以来カナダ国モソト1)オ-ル大学に滞在し,

この研究を継続している.

7) イーストの核学的研究 (米田): 1959年 10月東京大学理学部植物学科大学院 よ

り,本研究室に研究員として転じ 大学院時代の研究課題たるイーストの核学的研究を継

続している.

8) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･鈍間･土井田 ･下山 ･片岡): 土井田はタデ料植物

で旺嚢と花粉形成ならびに染色体の研究を行ない新知見を得た.下山は トウダイグサ料植

物の生態と染色体型の研究ならびにナルコユリ属の染色体型について研究した.片岡は竹

節の染色体の研究を開始した.

9) 遺伝学的有用花井の菟集保存 (竹中･古里 ･宮沢 ･田村): サクラ･ツバキ ･アサ

ガオ ･日本サクラソウ･ウメ等の系統保存をしているが,本年度はカエデ晶怪の蒐集を開

始した.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は動物および植物の遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研

究する部門である.動物部門の第 1研究室には大島部長,平研究員の外に特別研究生とし

て森田敏照 (阪大大学院学生)ロックフェラー動物遺伝委員会の協力研究員として北川修

(東京都立大大学院学生)がショウジョウバェを材料として集団遺伝学的にあるいは生理
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学的に研究した.植物部門の第2研究室は木原所長が室長を兼務している.阪本研究員は

8月に渡米し現在 ミネソタ大学に留学中である.代ってアメリカ･カナダの留学から帰国

した常脇恒一郎研究員を迎えた.昨年に引続き片山忠夫 (京大大学院学生)がイネの研究

に協力した.

第1研究室 (大島) 1)ショウジョウバェの殺虫剤抵抗性の研究 (大島): キイロショ

ウジョウバェの多数の実験系統の DDT抵抗性と静岡県須山,十里木,山梨県甲府,勝沼

の自然集団の DDT 抵抗性を調査研究した.綜合研究,吉川 ｢昆虫の薬剤抵抗性の研究｣

の分担である.

2) ショウジョウバエの自然集団における致死遺伝子の研究 (大島 ･北川):前記自然

集団における第2染色体上の劣性致死遺伝子を,逆位をもつ特別な系統と交配する方法で

抽出し集団中に含まれる頻度を調べた.綜合研究,森脇 ｢自然淘汰の集団遺伝学的研究｣

の分担である.

3) ショウジョウバェのⅩ線誘発致死遺伝子の研究 (大島 ･北川): 400代以上も同系

交配した Samarkand系統の雄にⅩ線を照射し第2染色体上に誘発された劣性致死遺伝子

を抽出し,それをヘテロにもつ個体の生存力を調べた.またその致死遺伝子をもつ集団を

連続飼育し集団中の頻度の変遷を研究中である.

4) ショウジョウバエの腹節腹板の剛毛数の淘汰とⅩ線照射の影響 (北川 ･大島): 前

年より継続中の研究であったが本年中にほぼ終了した.なお前項研究と関連して自然集団

中の遺伝的変異を推定するた削 こ採集した雌の Flの剛毛数を計数し分散分析を行なっ

た.

5) ショウ')ヨウバ-の核酸合成に対するⅩ線の影響 (平 ･森田): Ⅹ線は細胞の核酸

合成を抑制するが特に変態中の核酸の前駆体のヌクL,オチドの変化を調べた.綜合研究,

本城 ｢細胞における放射線作用機構の生理生化学的研究｣の分担である.

6) ショウジョウバエの限色素形成の研究 (平): 前年より継続中の研究であるが限色

素形成を異常にする種々の突然変異遺伝子の作用およびそれらの間の相互作用を研究し

た.

7) ショウジョウバエのプ1)ソ代謝の研究 (森田): 前年より継続中の研究で婦から抽

出した Ⅹanthine･oxidaseと DPNH酸化酵素の性状について酵素学的に分析した.

第2研究室 (木原) 1)コムギとその近縁種による核置換の研究 (木原): Aegilops

caudata と Tritieu耽mLlgareを用いて核置換と核復元の研究を継続している.

2) コムギにおける雄性不稔の遺伝学的研究 (木原): AegilopSCaudataの細胞質に

Triticum 4種の核を置換し雌,雄性器官の発育におよはす影響を解明した.

3) 普通系コムギの種の分化に関係する因子の遺伝子分析 (木原): 普通系コムギ5種

を相互に交配しこれらの種の分化に与っている主要遺伝子の分析を始めた.

4) イネの栽培,野生種の系統維持と形質の調査 (木原 ･片山): 各地より採集された

イネの系統維持を行なうと共に諸形質の調査が継続されている.

5) SUMP法によるイネ属の分類 (木原 ･片山): 頴の表面構造を SUMP 法によっ
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て観察しイネ属分類の決め手とする研究がなされた.

6) 日本産カモジグサの研究 (阪本): Agropyrontsukushienseの生態塾を使いその

開花期の遺伝学的分析を行なった.

7) コムギにおける致死因子のモノソミック分析 (常脇): 普通系コムギにおいて補足

致死遺伝子の坐粟する染色体がモノソミック分析法により決定された.

8) 稲属の日長性の研究 (片山): 稲属栽培憧および野生種の多くの系統について日長

感受性の特徴を研究した.

D.生化学遺伝部

第1研究室 (名和) 1)昆虫のプテリジソ代謝に関する遺伝生化学的研究 (名和三郎 ･

辻田光雄 ･坂口文吾): ショウジョウバェの限色発現に関する遺伝生化学的研究の一部と

して本年は特に黄色色素の構造式が決定され,これが一種の-イ ドロブテ1)ジンであるこ

とが明らかにされた.この成果は今後のこの方面の研究進展に対する1つの礎石となるで

あろう.カイコの黄色致死,アルビノ致死などの遺伝子の発現機構の解明についても従来

の実験を総合し,さらにプテリジンの補助因子としての役割を考慮に入れて今後の研究を

企画すべき段階にある.カイコの新自卵油蚕 (wog)は尿酸およびプテ1)ジソの両代謝に

関連のある遺伝子であるが,これについて遺伝生化学的研究が行なわれた.

2) カイコの E 遺伝子群と U遺伝子群に関する研究 (辻田光雄): カイコの第Ⅵ染

色体の E部位と第 ⅩIV 染色体の U部位に関する研究が引続いて行なわれた.また第

Ⅵと第 ⅩⅠⅤ 染色体の付着のしかたについて考察された.

3) ショウジョウバエにおける細胞質遺伝の研究 (坂口文吾): 昭和 34年9月より米

国エール大学動物学教室の PotJLSON教授の研究室に留学中の坂口研究員は Drosophila

willistoniを材料として一種のウイルスと考えられる細胞質因子による異常性比突然変

異体について研究中である.

第2研究室 (小川) 1)生長 ･分化および再生に関する生化学的ならびに免疫遺伝学的

研究 (小川): 発生初期ならびに再生時における臓器組織分化機構の問題をとくに筋蛋白

質を中心として検討している.骨桔筋蛋白質の分化に際しては,動物の種叛を問わず,ま

た発生初期でも再生時でも常にアクチソがミオシンに先んじて分化することを確かめるこ

とができた.この所見から,アクチソがミオシソ分化を誘導するか否かについてさらに調

査が進められた.X線を照射された陸における骨格筋分化を調べることによって両蛋白質

の発現機構には相関性がみとめられず互に独立していることを明かにすることができた.

一方,動物の生長促進性化学物質についても昨年に引きつづき実験が行なわれた.

2) コロシソトウリの苦味成分に関する研究 (′J＼川 ･古里 ･外1名): コロシソトウリ

苦味成分中もっとも代表的な苦味質,CitbittoIA に対する味覚試験を PTC と対比しつ

つ全国各地において実施し,味覚試験試薬としての CitbittoIAの性格を明かにした.普

た,コロシソトウリ苦味成分の遺伝生化学的研究も進行している.

3) 植物色素の遺伝生化学的研究 (遠藤): イ)パンジーの研究,花色と色素構成との
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関係をはば明かにし得たので,色素群の遺伝ならびに遺伝子分析が試みられつつある.こ

の結果,アソトシアニンとキサントフィルの生産に関与する遺伝子間には遺伝子量にもと

づく競合現象の存在が暗示された.

ロ) トレニヤの研究,とくに遺伝子分析に好都合な材料として撰択 されたもので,色

素の分析の結果,3種のアソトシアニソと1種のフラボソ (恐らくは 1uteolin)が単離さ

れている.

第3研究室 (辻田) 1)サルモネラの免疫遺伝学的研究 (飯野): 昨年度に引続きサル

モネラの免疫遺伝学的研究が行なわれた.昨年9月米国の NationalInstituteofHealth

より研究費をえて研究を発展させている.現在とくに鞭毛の部分抗元と特異性決定遺伝子

の構造に関する研究に重点がおかれている.

2) 微生物の突然変異に関する研究 (辻田 ･名和 ･中井 ･斎藤): 遺伝子突然変異生起

の生化学的機構を究める目的で,酵母を材料として放射線による酵母の突然変異率におよ

はす後処理の影響が追究されている.また同様の研究員的を以って,昭和 34年 10月よ

り京都女子大学中井助教授が流動研究員として採用され,当研究室で同じく酵母を用いて

紫外線による復帰突然変異と誘発機構を代謝の面より研究中である.なお大腸菌のグァニ

ソ要求性菌の復帰突然変異に関する実験が行なわれている.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部では,農作物や家畜など,有用な動植物の育種に役立つような基礎的研究を

行なっている.すなわち,第1(動物育徒),第2(育種理論)および第3(植物育種)の3

研究室での活動はつぎのように要約される.

第1研究室 (山田)では,山田･河原が従来にひきつづき,鶏の経済形質について集団

遺伝学的研究を行なっている.柑 こ山田は,鶏の育種集団の最適な繁殖構造について理論

的に研究を進め,また河原は,実馴こおける-テロ-シスの問題を研究している.さらに,

量的形質に関する育種理論の研究のため,ショウジョウバエを用いて実験を進めている.

他方,特別研究生の光本は,鶏の血液型の遺伝と,それの育種-の応用につき,また同じ

く特別研究生の鈴木は,血液成分と経済形質との遺伝的関係について,山田 ･河原と協同

して研究を進めている.

第2研究室 (酒井)では,酒井 ･井山 ･成減が,協力して,有用動植物の育種に関する

基礎的研究を行なっている.それらの研究は,大きく,(1)動植物における競争の研究,

(2)植物の量的形質における細胞質遺伝の統計遺伝学的研究,(3)野生イネの集団遺伝学

的研究,(4)熱帯イネの育種学的研究,(5)陸稲の集団に混入する赤米の研究,(6)メ/,'

コの実用形質の遺伝学的研究,(7)ショウジョウバエの移動性に関する研究,および (8)

育種法の理論的研究に分けられる.

第3研究室 (岡)は,野生イネと栽培イネとの間の遺伝学的関係を明らかにするため

に,岡 ･森島 ･日向の3名が,すべての研究努力を傾注している.すなわち,(1)Oryza

属の種間変異の統計学的研究,(2)栽培イネの 0･sativaと 0･glaberrimaに関する遺
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伝学的研究,(3)栽培イネと野生イネである 0.perennis,0.salivaI.Spontaneaお

よび 0･breviligulata等の相互間の雑種における不稔性の研究,および (4)栽培イネの

晶種間雑種における不稔性の遺伝学的研究を主な研究課題として,それに附随的にでてく

る問題を含めて解明に努めている.

F. 変 異 遺 伝 部

既設のアソトープ実験室にⅩ線,γ線および中性子照射実験室を増築していたものは4
月に完成し,放射線実験室と改称された.9月には Ra-Beによる中性子照射装置が,漢

た 12月には 137Csの γ線照射装置が据えつけられた.第1研究室 (動物)の菅原努室

長はロックフェラー財団の援助により3カ月間にあたりアメリカ各地の研究機関を視察

し, ドイツにおける第9回国際放射線学会に出席して8月に帰任した.土川清研究員のは

か特別研究生に橋本暫明,尾上正明,山本五郎,安田徳一 (放医研),土川琴代,武田好

子がいる.第 2研究室 (植物)は松村清二部長,藤井太朗研究員のはか稲研究会研究員と

して根津光也,勝星敬三がおり,勝星は2カ月にわたりビルマ地方に稲の採集旅行にでて

12月帰任した.国際原子力機構 (IAEA)の留学生として台湾より黄真生 (1カ年),負

正華,林宝金 (1カ月),また特別研究性に小野幸夫 (田方農高)がいる.第 3研究室 (放

射線)は近藤宗平が3月にアメ1)カ留学より帰任し室長となり,動物遺伝研究会の一員と

してⅩ線技師加藤武司が協力した.また伊豆逓信病院のⅩ線技師清水克豊ほか8名と大屋

正二が特別研究生となった.8月には3日間にわたり静岡県教育委員会主催のアイソトー

プ講習会を放射線実験室で行ない,変異遺伝郡その他の研究員が指導,農業関係の高校教

員 24名が受講した.

第1研究室 (菅原)マウスを材料とした放射線遺伝学的な実験を中心とし一部人類に関

するこの方面の調査研究にも協力している.

1) 放射線誘発突然変異率の突放 (菅原 ･土川)については本年度は菅原は主 として

HALDANEの方法により,土川は性比による研究を行なった.前者の研究は IAEA との

研究契約に発展し,後者は総合研究:村地 ｢放射線による突然変異の誘発と保有｣の分担

である.

2) 放射線防御剤の遺伝的影響に対する効果は総合研究:福田 ｢放射線の化学的防御に

関する研究｣の分担として,ひきつづき優性致死遺伝子について研究した (菅原 ･武田).

(3)放射線感受性の遺伝的背景を明らかにするため数系統のマウスについてⅩ線による致

死率,体重の変化,麻酔剤の影響などを調べた (尾上).4)各器官の核酸代謝に対する放

射線の影響の研究 (LIJ本),セロトニソなど種々の薬品の放射線防御作用のスクリ一二ソ

グテスト (橋本)が前年度にひきつづき行なわれた.

5) 総合研究 ｢近親婚調査による日本人の遺伝的研究｣および ｢医学診療用放射線によ

る遺伝有意線量に関する研究｣の分担を行ない (菅原),6)三重県立大学と協同して患者

の被曝量減少を中心としたⅩ線撮影法の研究が行なわれた (菅原).

第2研究室 (松村)ムギ塀の放射線遺伝学と細胞遺伝学が主題 日で,1)γ線の連続照
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射と 32P,131Ⅰによる β線照射実験 (松村),2)中性子による遺伝的影響は ｢JRR-1原

子炉共同利用｣総合研究の分担として研究され,一部は OakRidge国立研究所での照射

が利用された (松村 ･根津).3)葉線素突然変異の生理生化学的研究は総合研究 ｢遺伝子

発現機構の研究｣の分担として研究され (藤井 ･小野 ･勝星),4)種間雑種や零染色体植

物の細胞遺伝学研究も継続した (松村 ･根津 ･防塵 ･原田).

その他,5)各種植物の放射線感受性 (藤井),6)イネの放射線遺伝学 (黄),7)ビー

ルオオムギ,タバコでは突然変異の誘発とその利用 (松村 ･藤井)および 8)カネーショ

ン,キク,チューリップ,イチゴ,ブドウなどの芽条変異の誘発とその利用 (松村 ･藤

井)では少しずつ成果をえてきた.また,9)甜菜の三倍性育伍や不稔性の研究が木原生

研との協力で行なわれた (松村 ･原田).

第3研究室 (近藤) 1)Ra-Beの中性子線量測定,Ⅹ線および 60Coγ線室からの散乱

線のエネルギースペクトルをシンチレーションカウソターで測定した (近藤 ･加藤).2)

新しい 137Cs2,000Cをもちいた高線量の γ線照射室内の線量およびリーク線量を測定し

た (近藤 ･加藤).3)科学研究費 (試作研究)による銀りんさんガラス線量計試作が完了

し,いろいろの新しい応用の道がひらけた (近藤).4)県水産試験場と協同でニジマス体

内の食餌吸収状態を 82Pをもちいて研究し (原田･阿井 ･近藤),またアコヤガイのⅩ線

とγ線照射による真珠層形成促進に関する研究をした (原田･近藤).

G. ロックフェラー財団からの研究嚢による協同研究

1) 栽培稲の起原に関する研究

本研究計画は昭和 32年5月に,ロックフェラー財団の補助金を得て発足したのや,衣

年までに3カ年を過ごしたことになる ●従来の年報に述べたように,採集 (木原),形態

生理 (松村),集団遺伝 (酒井),遺伝子 (岡)および細胞遺伝 (竹中)の5班に分かれ,

各班の代表者と庶務部長を委員とし,所長を委員長とする ｢稲研究委員会｣によって運営

されている.本年度も今までに引続いて,一同それぞれの研究に努力したが,研究の進展

と共にますます研究を要する問題が増加してきた.昭和 34年度の研究活動の概況は以下

のごとくである.

採集と保存 :本年は木原均が大阪府立大学中尾佐助助教授と共にシッキムおよびアッサ

ム地方へ,勝星敬三がビルマへ,古里和夫はアフリカ諸国-,それぞれ稲の採集調査のた

め旅行した.それらの採集品を加えV現在本研究所に保存される稲系統は .本年報 ｢実験

材料の蒐集と保存｣の項に述べるごとくである.ア71)カの材料からは種々の新知見が期

待される.

形態生理班 :本年度の研究は昨年度に引続き,主としてイネ属各種の鼠の表面構造 (木

原),野生稲における感光性の変異 (片山忠夫),野生および栽培稲のイモチ病抵抗性 (防

屋敬三)などの方向に行なわれた.またイネ属各種の放射線感受性の比較研究 (藤井)が

報告された.

集団遺伝班 :野生稲の集団遺伝学的研究については ｢セイロン研究室｣の項に述べる.
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三島では井山が日本の陸稲畑中の ｢赤米｣について研究を進め,その結果を整理報告し

た.

遺伝子班 :本年度の主要な仕事はイネ属の種間ならびに穫内変異の統計学的研究 と栽

培稲 ･野生相聞の雑種不稔性の調査であって,岡 ･森島啓子 ･日向康吉が協力してこれに

当った.またイソドにおける野生稲 ･栽培稲間の導入交雑の研究 (岡)が報告された.

細胞遺伝班 :昨年に引続きイネ属各種の染色体の形態の比較 (下山昭八),イネ属種間

雑種における染色体の接合 (根津光也),肱のう発生についての種間の比較 (土井田幸郎)

などの研究が行われた.また胡兆華 (台湾研究室)は 0.glaberrima と 0.saliva の

-プロイ ド植物の染色体を比較観察し,核型とゲノム内接合について両種は異ならないこ

とを認めた.

セイFEソ研究室 :昭和 32年9月以来酒井が成漸隆と共にセイロンに滞在し,主として

野生稲の集団遺伝学的研究に従事してきた.しかし酒井は本年9月コロソボ計画専門家と

しての任期が終ったた捌昂国し,成瀬も残務整理の上 11月帰国したので,セイロソ研究

室は閉鎖され,残された仕事は台湾において継続されることになった.セイロソで行なわ

れた主要な研究は野生稲集団問および集団内の遺伝的変異と他殖率の研究 (酒井 ･成怖),

野生稲におけるイモチ抵抗性の変異 (成漸),野生稲の開花期の変異 (成沸)などである.

野生稲と栽培稲との交配も多数行なわれたが,その雑種植物は台湾で調査される.

台湾研究室 (台湾省立農学院):岡は本年 10月より3カ月間台湾に渡 り,協力研究員

胡兆華および張文財と共に,インドおよびタイ国の多数の稲集団について形質の変異を調

査すると共に交配を行ない,野生稲と栽培稲との遺伝学的関係に関する種々の研究を行な

った.

木原,勝星,成瀬および古里はそれぞれ採集旅行の帰途台湾に立寄り,研究の概況を視

察した.

2) 動物におよはす放射練の遺伝的影響についての研究

ロックフェラー財団の援助による放射線の遺伝的影響に関する研究は第2年目に入り,

各分担研究者の研究もようやく軌道にのった感がある.すなわち集団遺伝学的研究を担当

する大島長造,細胞および癌を担当する吉田俊秀は米国留学を終ってこの年初めから本格

的に研究列に加わり,また生化学部門では放射線による突然変異の誘発機構を研究するた

め,かねてより研究協力者を依板していた京都女子大学助教授中井斌氏を新制度による文

部省流動研究員として迎えて研究陣容を一段と強化することができた.このことについて

は文部省当局の特別の配慮に負 う処多く,感謝にたえない次第である.

突然変異 (責任者 :田島弥太郎)

前年度までの研究により蚕の発育段階に応じてたとえ同線量を照射した場合でも生ずる

突然変異率にいちじるしい差が認められる事実が判明したので,今年度はこれを生殖細胞

の発育階程に照応させ,相異の生ずる原因を明かにして行くことに研究を集中した.

研究員佐渡敏彦は主として精細胞 の発達に関する細胞学的研究を進め,それぞれの

stageのあらわれはじめの時期,および各 stageを経過す るに要する時間を推定をして,
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精原細胞から精子完成に至るまでに約 20時間を要することを知った.また照射を受けた

精原細胞が照射後快復して,完成精子となり,受精に参加する可能性についても検討を加

えた.

5令初期の精細胞の照射が,いちじるしい雄不妊をまねく原田については前年度にのべ

た後期精原細胞の高感受性だけでは完全には説明されないので,田島は照射をうけた精細

胞から生ずる精子が受精に参加する可能性について遺伝学的標識を用いて検討を加え,た

とえ形態的には正常に近い精子が形成されても,これらはほとんど受精に参加し得られな

いのであろうと考えるに至った.

また雌照射の場合に見られる一見優性致死の現象が実は卵細胞質の形成異常に基因する

らしいとの見解に到達した.

その他 Specificlocimethodによって検出される欠失型突然変異体の大部分は実は逮

伝子突然変異に基いて生ずると見なされねはならぬことを知った.

哨乳動物の突然変異 (責任者 :菅原 努)

この部門では,人叛に対する放射線の遺伝的影響を推定するための資料とするために,

二十日ネズミに放射線の長期照射をした場合の突然変異率を種々の角度から求めようとし

ている.

実験としては三代にわたって継続照射した材料について EFALDANEによる方法の外,

性比,一腹子数などから劣性致死因子についての突然変異率を求めた.技術的な失敗のた

めに突然変異率そのものを求めるために必要な数がえられなかったが,予備実験として多

くの意味ある結果をえた.また,人炉について性比が重視せられているのにかんがみ長期

照射の子の性比に対する影響を二十日ネズミについて調べた.雄の照射により線量に比例

して子の性比が減少する結果をえたが,その機構については決定しえなかった.なお特定

遺伝子座法による大規模な実験を行なうべく準備中である.

細胸および播 (責任者 :青田俊秀)

前年度にひき続いて瞳癌細胞におよはすⅩ線の影響が研究された,今年度はエールリッ

ヒ腹水癌を用いてつぎのごとき結果を得た.(1)比較的低線量のⅩ線照射は一時的に細胞

分裂を刺激する.(2)娘染色体切断の頻度は照射後 30分,染色体切断のそれは照射後 12

時間で最高となる.(3)分裂後期における遅滞染色体の頻度と中期染色体切断の頻度とは

必ずしも一致しない.(4)分裂後期にみられる染色体橋の大部分は,細胞の生理的障害に

原因すると考えられる.(5)遅滞染色体の一部分は小核を形成するが,大部分は退化消失

する.

北大牧野教授は前年度に引きつづいて,バッタの懸滴培養細胞の染色体におよはす放射

線の影響について研究した.

生 化 学 (責任者 :辻田光雄)

遺伝物質におよはす放射線の影響を研究する目的で,つぎの3つの研究題目について実

験が行われた.

1.放射線による突然変異の誘発機構
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酵母の核酸構成要素を含むいくつかの栄養素を要求する突然変異体を材料として,ある

遺伝子の逆突然変異の頻度におよはす放射線の影響を,種々後処理の条件を変えて比較研

究した.これまでの結果を総合すると,照射後突然変異に至る代謝過程はつぎの3つの段

階に分けられる.

第 1段階 プリン,ピリミジン合成が突然変異の頻度を減少せしめる.

第 2段階 アミノ酸の合成が突然変異の生起を促進せしめる.

第 3段階 プリソ,ピリミジソの合成が突然変異の生起を促進する.

2.被照射 RNA 構成要素の突然変異におよはす影響

被照射 RNA 構成要素を含む培養基中で細菌の突然変異頻度を高め うるかどうかを見

るため,霊菌を材料として実鮫を行なったが,この実験の範囲では否定的の結果に終っ

た.

3.放別線による酵母の突然変異体におよはす後処理の影響

細菌では,照射後クロランフェニコル処理により突然変異頻度が減少することが知られ

ている.併し酵母を材料としてこの実験を行なった結果は,クロランフェニコルの後処理

により却って突然変異率を増加するような結果をえた.そしてこれに対する考察を行なっ

た.

集団遺伝学 (責任者 :大島長造)

この部門ではⅩ線照射を受けたショウジョウバエがどのような突然変異を起すか,特に

その突然変5'l与によって生じた遺伝子が,個体の量的形質や生存力にどのような影響をもつ

か,また集Efl中でどのような行動をとるかを研究することを主限とした.

量的形質 (腹部節板および胸側板上の剛毛の数)に対するⅩ線による突然変異率を変異

の巾の増大率から推定する研究は昨年 よ り引続 き行ない CLAYTON andRoBERTSON

(1955)とPAXMAN(1957)の推定した同形質における自然突然変異率を使用 して,それら

量的形質における遺伝的変異増加率 (rad当り8.7×10~5,3.5×10-5) に基ずいて倍加線

量 D2〒60r(腹部節板剛毛)D2≒30r(胸側板剛毛)を得ることができた.一方X線照

射による同形質の選抜効果の研究は昨年より引続き行なわれていたが,一応まとめる段階

になった.選抜効果から前述同様の遺伝的変異増加率を求めたところ,それは 0.000203

(腹部節板剛毛)になった.

X線照射によって生じた第 2染色体上の致死遺伝子は27を数えるにいたったが,それら

致死遺伝子をヘテロにもつものの生存力を,もたないものと比較すると平均5%低下する

ことがみられた. しかしこの場合遺伝的な背景が homozygousであるか heterozygous

であるかによって影響を受けることがわかった.後者の場合,前者の場合に比して,約数

パーセント生存力が増大し,致死遺伝子のもつ害作用をおおいかくすような結果を認める

ことができた.なお,27の誘発致死遺伝子の中から若干のものをそれぞれ別々の集団中

にいれて (最初の頻度は 50%)6ケ月連続飼育した後, それらの頻度を調べたところ,

それぞれ低下することを認めたが,(13.33%～0%)さきに調べた-テロの生存力におけ

る有害の程度とそれぞれかなりな相関関係にあった.なおこの実験は継続中である.



20. 研 究 業 続

V.研 究 業 績

日 次

1. 植物の遺伝並びに細胞学的研究 (1-18)

1. コムギにおける雄性不稔の遺伝学的研究 (木原 均)--･-----･--･-･25

2. 六倍性コムギにおけるモノソミック分析 Ⅱ.致死因子の遺伝子分析

(常脇恒一郎)

3. Agropyrontsukushiensevar.transiensにおける生態型の生理

遺伝学的研究 (阪本寧男)

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

｢⊥
l

l

｢⊥

ニソニク染色体の構造変化 (竹中 要)

タデ属植物の発生学的並びに細胞学的研究 Ⅲ (土井田幸郎).･･.･--- --28

日本種子植物に関する細胞分類学的知見 I (下山昭八)-‥--･･---･･-31

日本慣子植物に関する細胞分校学的知見 II(下山昭八･井上拓光)･･----32

トウダイグサ属植物の細胞学的研究 Ⅳ (下山昭八)----･------･-32

ナルコユリ属植物における染色体分化 (下山昭八)----------- -33

コウボキソの核の構造について (米田芳秋)

正逆交雑によって異なった成続の得られる一原因 (F.A.LILIENFELI))--･･.･34

イネの早生 isogenic系統における生産力の変異 (岡 彦-)---- ---･35

スイカと近縁種との雑種について (古里和夫 ･宮沢 明)･---------36

種子なしスイカの靴について (古里和夫 ･宮沢 明)･･---･-･････････････37

苦瓜の斑人について (宮沢 明)

コロシソトウリとスイカとの雑種の苦味成分の遺伝について (古里

和夫 ･宮沢 明)

17. 環境による受精率の変化 (古里和夫)

18. ビートの低温による不稔現象の細胞学的研究 (原田朋子 ･松村清二)-･---･39

2.栽培稲の起原に関する研究 (19-40)

19. イネのゲノム分析 (木原 均 ･根津光也)

20.SUMP法によるイネ属の分析 (Ⅰ)(木原 均 ･片山忠夫)--.･.･･･-････-40

21. イネおよびイネ属の生理形態学的研究 (Ⅱ) イネ属種子の発芽調査

(片山忠夫)

2

3

4

5

6

2

2

2

2

9山

イネおよびイネ属の生理形態学的研究 (Ⅲ)開花時間 (片山忠夫)------42

イネ属の日長性の研究 (片山忠夫)

野生稲集団における形質の変異 (酒井寛一 ･成瀬 隆 ･井山審也)--- ･--44

野生稲の自然交配率 (続報)(酒井寛一 ･成漸 隆)････-････----- ･････45

インドおよびセイロソの野生稲の開花期の変異 (続報)(成瀬 隆 ･

井山審也) 45
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27. 野生稲の競争力 (成僻 隆 ･酒井寛一)

28. 野生稲 (Ory之aSalivaI.Spontanea)におけるイモチ病感受性の

変異 (成瀬 隆)

29. 統計的方法によるイネ属の分類 (続報)(森島啓子 ･岡 彦-)------･-･48

30. 0.salivaI.spontaneaと 0.perennisとの比較 (森島啓子 ･岡 彦-)･-･49

31. 雑程不稔性による栽培稲および野生稲の分化の観察 (日向康吉 ･岡 彦-)-･･50

32. 野生稲における種子休眠性の変異 (森島啓子 ･岡 彦-)--･-------･51

33. 野生稲集団内の雑任不稔性に関する変異 (岡 彦一 ･張 文 財)--･･---･･52

34. 野生稲の浮稲性について (森島啓子 ･日向凍害 ･岡 彦-)･･･-- ････････-52

35. タイ国野生稲集団間の感光性の変異 (岡 彦一 ･張 文 財)-･- ･--･･--･53

36. タイ国野生稲および栽培稲集団におけるモチ遺伝子の分布 (岡 彦-)----54

37. 台湾野生稲集団内の変異の分析 (岡 彦一 ･張 文 財)----･･-----.･54

38. 野生稲 (0.satitIaI.Spontanea)集団に対する栽培の圧力

(岡 彦一 ･張 文 財)

39. 0.glaberrimaの-プロイ ドにおける核型とゲノム内接合

(胡 兆 華 ･竹中 要)

40. イネ属植物の発生学的研究 (Ⅰ).数榎の旺嚢形成 (土井田幸郎)--･･----56

3.動物の遺伝並びに育種学的研究 (41-54)

41. 蚕の第8連関群所属遺伝子の座位 (田島弥太郎 ･小沢民治 ･稲垣栄一

･小林孝雄)

42. 蚕の E 複合座位を精成する小遺伝子の作用分担と形質発現 (田島

弥太郎 ･稲垣栄一)

43. カイコの E 遺伝子群と U遺伝子群に関する研究.牛引二第 ⅤⅠと

第 ⅩⅠⅤ 染色体の附着のしかた (辻田光雄)-----------･--･59

44. カイコにおける Nl型突然変異体について (辻田光雄)-･･････-･･-･･---61

45. カイコの E複合部位の研究. ENGNS より ENNsの分離について

(辻田光雄)

46. 実験用小動物の繁殖と遺伝,(i).三島市内外で採集された2変異

ラットとその遺伝 (吉田俊秀)

47, (2).新しく発見された神経異常マウス 〟falterリとその遺伝 (吉田俊秀)---64

48. (3).ライノ (rhino)と正常ネズミの皮膚の交換移植実験 (辻 繁勝

･吉田俊秀)

49. (4).脱毛突然変異ライノマウス (hrrh)における皮膚酸性フオス

ファクーゼの研究 (森脇和郎)

50. 動物の染色体調査 (Ⅲ).クロゴキブリの精原細胞染色体数および

性染色体 (辻 繁勝)

51. 遺伝的進歩を最大にする鶏の最適繁殖構造について (山田行雄)-･--･---67
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52. 家鶏の産卵数に対する-テロシスと正逆交雑 Flの差異 (河原孝忠)--･････167

53. 家鶏の体重における遺伝的分散の変動 (河原孝忠)

54. 家鶏における内臓型白血病感受性 (河原孝忠)

4.集団遺伝学的研究 (55-68)

55

溺

57

粥

59

00

61

62

6

集団の有効な大きさを与える公式 (木村資生)

突然変異による荷重の計算 (木村資生)

置換に伴なう荷重の計算 (木村資生)

適応的進化の過程における遺伝的情報の蓄積について (木村資生)-

キイロショウジョウバエの自然集団および実験系統における DDT

抵抗性の遺伝的変異 (大島長造)

ショウジョウバェの長期選抜系統における遺伝変異分析 (山田行雄)

-68

-75

･76

陸稲と ｢赤米｣の Fl雑種の繁殖力と競争力 (井山審也)-----･-- ･･-78

イネにおける傾母遺伝の研究 (酒井寛一)

自殖性植物の雑種集団の遺伝的変異におよはす傾母遺伝の効果

(井山審也 ･酒井寛一)

64. イネ育成品椎の遺伝変異(続報)(酒井寛一)

65. イネの種子の大きさの統計遺伝学的研究 (酒井寛一 ･M.E.R.PJNTO)･･-･･･181

66. イネの雑草扶抗性 (酒井寛一)

67. セイロンイネ品性の肥料反応 (酒井寛一)

68. 熱帯におけるイネの季節的不稔性 (酒井寛一)

5.癌の遺伝学的研究 (69-77)

69. 吉田肉睦における二倍性および四倍性細胞組級浸潤性 (吉田俊秀)･･･----･84

70. 吉田肉腫における四倍性細胞の消長 (吉田俊秀)-･-･---- ･----･-･85

71. 二倍性および四倍性エールリッヒ腹水癌細胞の混合移植とそれらの

細胞の組織浸潤性 (伊藤倉雄 ･吉田俊秀)

72. ネズミ白血病に関する細胞学的研究.(1).系統における末梢血液

73

m

75

7

像 (吉田俊秀 ･浜田忠雄 ･田端敏秀 ･栗田義則)- ･----------86

(2).放射線照射後における血球数の変動 (栗田義則 ･吉田俊秀)･-- --･･88

(3).AKR系マウス自発白血球の移植実験 (栗田義月い 吉田俊秀) - ---･88

(4).X線誘発白血病の移植実験 (栗田義則)

Gentiana抽出液の植物細胞におよはす影響 (竹中 要 ･小川恕人 ･

77. Glucuronicacidの生長促進性 (小川恕人)

6.放射線遺伝学的研究

A.動物における放射横の遺伝的影響に関する研究 (78-97)

(ロックフエラー財団の研究費による)

78. Speci負cLoci法によってえられる蚕の放射線誘発突然変異の性質
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(田島弥太郎)

79. 蚕の卵細胞形成の異なる時期にⅩ線を照射した場合に見られる優性

致死についての考察 (田島弥太郎 ･鬼九善美治)- ----------･93

80. 放射線による蚕の堆不妊現象の成因に関する 2,3の観察 (田島

弥太郎 ･鬼九喜美治)

81. 蚕における Spermatogenesisの所要時間 (佐渡敏彦)-･---･------95

82. X線照射後における蚕の精原細胞の再増殖について (佐渡敏彦)････--･･--95

83. マウスのγ線長期照射による突然変異の誘発 (菅原 努 ･武田好子)-----96

84. マウスの生殖細胞におよはす γ線長期照射の影響 (Ⅰ)(士川 清)----････97

85. 雄マウスに対するγ線長期照射の性比におよはす影響 (II)(土川 清)-･･････98

86. 放射線による染色体の切断と融着.(5).X線照射によるエールリ

ッヒ腹水癌細胞の分裂頻度 (吉田俊秀 ･高橋貞一郎)- -------- 99

87. (6).ェ-ルリッヒ腹水癌細胞における染色体切断の3型とその頻

磨 (高橋貞一郎 ･吉田俊秀)

88. (7).分裂後期における遅滞染色体の頻安 (高橋貞一郎 ･吉田俊秀)

89. (8).分裂中期にみられる異常染色体と分裂後期にみられる染色体

橋との関係 (吉田俊秀 ･高橋貞一郎)

0

1

2

9

9

9

(9).小核形成 (高橋真一郎)

選抜に対するⅩ線の作用 (Ⅱ),選抜効果の分析 (北川 修)------･-･102

選抜に対するⅩ線の作用 (Ⅲ).腹筋腹板剛毛の誘発突然変異率 の

推定 (北川 修)

93. 量的形質の倍加線量 (山田行雄 ･北川 修)

94. X線誘発致死突然変異を-テロに持つ個体の生存率 (大島長造 ･北川 修)･･105

95. 放射線による酵母の突然変異率におよはす後処理の影響 (斎藤和男 ･

96. 紫外線突然変異の代謝による回復作用 (中井 斌)･･･-･･･････････-･･- ･106

97. 突然変異の誘発に対する代謝感受性の時間的変化 (中井 斌 ･斎藤和男)-- 108

B.その他における放射線遺伝学的研究 (98-123)

98. コムギにおける中性子の放射線障害と遺伝的影響.A)一粒コムギ

における遺伝的影響 (松村清二)
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0

0

1
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1

1

1

B)倍数性と染色体異常の関係 (根津光也)

C)倍数性による放射線障害の比較 (松村清二 ･根津光也)-

放射線による芽条変異の誘発 (松村清二 ･藤井太朗)----

倍数性植物と放射線感受性 (藤井太朗)

一粒コムギの葉緑素突然変異体の葉緑素回復について (藤井大胡)--

Ⅹ線照射イネの細泡学的研究 (黄 真 生)

一粒コムギにおける β線の遺伝的影響 (松村清二)･-----･-･･
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106. 種子の形成におよはす放射線の影響 (限津光也)-----･--･･･

107. 一粒コムギの放射線による葉緑素突然変異体におけるアミノ酸の消長

(小野幸夫 ･藤井太朗)

108. X線照射したコムギにおける遊離アミノ酸と銑歯感受性の相関

(小野幸夫 ･勝屋敬三)

09. 菊に対する放射線の影響について (古里和夫 ･宮沢 明)--- --

10. ショウジョウバエ核酸合成に対するⅩ線の影響 (平 俊文 ･森田敏照)

ll. S.β-Aminoethylisothiuronium のX線誘発致死因子に対する影響

(菅原 努 ･武田好子)

112. マウスの放射線感受性について,dd系マウスの放射線感受性の検討

(尾上正明)

113. マウスの放射線感受性について,近交系マウスの放射線感受性の検討

(尾上正明)

114. 臓器核酸代謝に対するⅩ線と 60Cor線の生物学的効果の差異につ
いて (山本五郎)

115

115

117

117

118

119

119

120

120

5. 臓器核酸代謝に対する放射線防御剤の作用効果 (山本五郎)- - -･---･121

6. 点線源に対する電離熱線量計の読みの逆自乗則からのずれ (近藤宗平)･･･-･121

7. 銀活性化 りんさんガラスによる液体固体内の β線の絶対線量測定

(近藤宗平)

18. Ra-Beの中性子線量測定 (近藤宗平 ･加藤武司)----･･-----･--･123

19. 60Coγ線,137Csγ線およびその散乱線のスペクトル (近藤宗平 ･加藤武司)-124

20.KXC-18のⅩ線エネルギースペクトル (近藤宗平 ･加藤武司)-- --- -125

21. ニジマスの生夕直細胞におよはす放射線の影響 (原田堆四郎 ･阿井敏夫

･阿井敏雄 ･近藤宗平)

122. アイソトープによるニジマスの飼料消化の追跡 (原田排四郎 ･阿井

敏雄 ･近藤宗平)

123. 外的条件によるアコヤガイのカルシウム代謝の変化のアイソトープ

による追跡 (原田雄四郎 ･近藤宗平)

7.動植物の生理遺伝学並びに生化学的研究 (124-141)

124. ショウジョウ/ミニo限色素形成の研究,ell遺伝子の限仏系形一式へ

の影響 (平 俊文)

125. ショウジョウバェのプリン代謝 (Ⅲ)(森田敏照)- ---･･--1

126. ショウジョウバエのキサソチソ脱水素酵素のいくつかの性状につい

て (森田敏照)

127. ショウジョウバェの眼色発現に関する遺伝生化学的研究.主として

黄色色素の構造 (名和三郎)

128. 新自卵油蚕 (wok)の遺伝生化学的研究 (辻田光雄)
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129. 家蚕における黄色致死遺伝子 Iem己およびアルビノ致死遺伝子 al

の発現機構について (辻田光雄)

130. 蚕における各種卵色ならびに限色突然変異の研究 (小林孝雄 ･佐渡敏彦)--135

131. アカノ､ライモリの杓生抑 こおける筋蛋白質分化 (小川恕人)日日･---･--136

132. 発生初期の骨格筋蛋白質生合成におけるアクチンとミオシソの相関性

(小川恕人)

133. マウス横隔膜の含水量の変化と高エネルギー燐酸量との関係 (森脇和郎)･-･138

134. 味覚試験試薬としての CitbittoIA.(小川恕人)日-･--･--･-･･･--- 140

135. パンジー花色の遺伝生化学的研究.(1).花色の三属性とアントシ

アニソ含量との関係 (遠藤 徹)

136. (2).紫み青色花と濃紫色花のアントシアニン (遠藤 徹)--日-･---･142

137. (3).花CLに関与する遺伝子と遺伝子型 (遠藤 徹)･･･-･････････-･･--142

138. (4).アントシアニンおよびキサントフィルの生産に関与する遺伝

子問の遺伝子量にもとずく競合について (遠藤 徹)=-----･--･143

139. 野生稲のイモチ病菌に対する感受性 (勝星敬三)----- --･

140. コムギ零染色体柾物とその巨態型のコムギ赤銃病菌に対する感受性

(松村清二 ･勝崖敬三)

141. コムギ赤銃病偽および黒鉄病掛こ対する一粒コムギの albinaの感

受性 (防6号_敬三)

8.微生物の遺伝学的研究 (142-145)

142. 大腸府のグアニン要求性菌の復帰突然変異に関する研究 (辻田光雄)

143. Drosophilawillistoniの異常性比突然変異体におけるウィルス様因

子の分布とその特性 (坂口文吾 ･D.F.PoULSON)･･-･･-････

144. サルモネラ鞭毛の部分抗元と特異性決定遺伝子の構造 (飯野徹雄)-

145. サルモネラにおける重複-相型 (飯野徹雄)

･--145

1.コム半における雄性不稔の遺伝学的研究 (木原 均)

先に木原 ('58)は Triticumvulgareの核を Aegilopscaudata の細胞質に置換し雄

性不稔の系統を得た.更にこの雄性不稔が T.vulgareの核と Ae.caudataの細胞質の

相7i-_作用に由来することを核復元実験により明かにした.

本研究では Triticum に属する他の speciesの核が Ae.caudata の細胞質と如何に

撒き合 うかを調べる研究の一環として,T.spelta,T.compactum,T･仇aCha および

T.durum を雄性不稔系統 (SB8)に戻交配した.T.macha の Flは致死性を示し子孫

を残さなかった.Bl世代における他の核置換系統の花粉および桂子稔性を衰Ⅰに示す,

対照区にあたる SBIOは雄性不稔であるが雌性配偶子は正常に近い機能を持つ.T.

speltaの核を置換すると雌性器官は正常に近い機能を持つが雄性は完全に不稔である.

換言すれば,T.vulgareと T.spellaとでは配偶子の機能におよはす影響に大きな差が
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表 Ⅰ 4種の核置換系統の花粉および種子稔性 見られない.

核 置 換 系 統

SB8

SBIO

花粉稔性

(%)

着 粒 率 (%)

自 殖

0.0 , 0.0

0･5 1 010

T･co的PaCtun の核を置換した

場合,雌性の機能が正常に近くな

人工授粉 ることは前二者と変りないが雄性

72.2 の機能もはば正常にまで回復す

51.9 る.すなわち,T.compaotum に

62･5 は雄性不稔回復遺伝子 (restoring

67･6 gene)が存在する.

T.durun の核を置換した場合

' 例外的な 1個体は 217% の着税率を示した. は,雄性器官が不稔になるばかり

でなく雌性化する.同時に雌性器官も殆んど機能を喪失する.

今後の課題は,T.compactun の雄性の稔性向上に与る遺伝子および T.durun の雌

性不稔や薪の雌歪化を起す原因を追究することである_

2.六倍性コム羊におけるモノソミック分析.ⅠⅠ.致死因子の遺伝子分析 (常脇恒一郎)

普通系小麦(TritieumaestiJUu肋L.)の8品種,Elgin,Kharkov,JonesFife,Chinese

Spring,Prelude,RedBobs,RedEgyptianおよび S-615の diallelcrossesにおい

て,Preludeと Kharkovおよび Preludeと JonesFifeの間に優性補足致死因子の存

在することがわかった.

KharkovxJonesFifeFlと Preludeの間の交配から得られた子孫は全部致死性であ

った.このことは Kharkovと JonesFifeの致死因子が a11elicであることを示す.

Preludeの致死因子の乗っている染色体を決め るために,Preludeのモノソミックス

21系統と Kbarkovを交配した. この Fl世代において mono-Ⅴ の子孫だけが異常な

分離比を示した.第Ⅴ染色体に乗っているこの致死因子を Lelと命名した.

Kharkovの致死因子の乗っている染色体を決めるために Kharkovのモノソミックス

21系統と Preludeを交配した.この Fl世代では mono-XIIIの子孫だけが異常な分離

比を示した.第 ⅩⅠⅠⅠ染色体に乗っているこの致死因子を Le2と命名した,

研究に用いた8品種をその遺伝子型に従って分けると次の3群になる.

LelLel++;Prelude

++Le2Le2;Kharkov,JonesFife

++++;Elgin,ChineseSpring,RedBobs,RedEgyptian,S-615

3.AgropuronLSukuShienBeVar.LTanSl'ensにおける生態型の生理遺伝学的研究

(阪本幸男)

三島附近の丘陵部の休閑田に群生す るカモジグサ (Agropyro78tSukushienBeVar.

transiensOHWI;2n-42)の1生態型の生理遺伝学的研究をおこなった.この生態型は

野原や路傍で普通に見られるカモジグサ (普通型)に比べて,出穂開花期の早いことが最

も大きな特徴である,本年度は主として開花期の遺伝学的分析をおこな うと共に他の形質

との相関を調査している.



研 究 業 績 27

実験に用いた系統は次のごとくである.

(調査個体数)

Pl: 生態型の1系統 (三島産) 43

P2: 普通塾の1系統 (三島産) 45

Fl: PIXP2 35

F2: Flを自殖したもの 248

Bl: FIXPl(庚交雑) 15

B2: FIXP2(庚交雑) 15

1958年 10月下旬に播穫し,12月中旬に圃場に定植して,自然温度ならびに自然日長

の下で生育させた.環境条件をできるだけ斉一にするために3EFJj反覆して定植した.開花

期は一株の穂の開花開始日を毎日一定の時間に調査し,測定の基準とした.出穂開始日も

併せて調査した.

実験結果の総括は表 Ⅰの如くである.開花期指数 (aoweringtimeindex)は全調査個

体のうちで,最初に開花開始した株のみられた4月 27日,ならびに最後に開花開始した

株を認めた5月26日までの30日間を2日毎に区切って1から15までの指数を与えた.

表 I AgropyrontsukuShienSeの生態型の雑種後代における開花期の分離

■

P1 43 I9

1

P2 45 弓
I

Bl 15

B2 15

3

6

4

6

1

7

3

3

1

1

3

2!ll.89±1.93

2;6.96土2.79

:4.53土1.69

i9.20土4.75

各世代の開花開始期の頻度分布ならびに平均値よりみて,開花期は明かに連続的な変異

を示し,遺伝学的背景はポリジーソ系であろうと思われる.詳細な分析は末だ完了してい

ない.更にこれと同時に他の特徴的な形質,草丈,第-節問の長さ,止葉の長さ,穂の長

さ,小穂の数,小樽の長さ,種子の大きさなどについても調査した.その殆んどが量的な

変異を示すが,開花期との相関について分析中である.

以上の如くカモジグサのこの生態型は普通型に比べて多くの量的形質において異ってお

り,開花期および生育環境の差異と相侯って生愚型分化の一般的な特徴を示していると考

えられる.生態型の生育環境が普通型と異なり,明かな棲み分けを示すが,その原因につ

いては末だ明かでない.

なお,この生態型と同じ様に休閑田にみられる (三島附近)他の種,オオタチカモジグ

サ (A.mayebaranumHonda;2n -42)との混合密生集団について調査をおこない,自

然雑種形成ならびに移入雑種形成のおこなっていることを認めた.
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4.ニンニク染色体の構造変化 (竹中 要)

ニンニク(Alliumseorodoprasu仇L var.tj･iviparumRegel,A･salivumL.forma

pekinenseMakinO-A.pekinenSeProkh.)の体細胞染色体数については数人の研究があ
り,いずれも 2n-16を算定した.竹中 (1931)は体染色体に少なくとも1組の不等対

のあることおよび花粉母細胞減数分裂に少なくとも1箇の染色体環のあることを報告し

た.そのことからニソニクは雑程であるか,或いは染色体興常を通じて二次的に生じた植

物であると推察した.それを刊:び詳細 こ研究し,この年報第4号 (1954)に報告した.

その後台湾産ニンニク3品種 (北蒜 ･軟骨 ･硬骨)を台中農学院助教授.li掴巳華氏の好意

により入手し,また本研究所間彦-博士の好意によりタイ国産ニソニクを得たので,それ

らの一部について若干報告する.

(1) 在来品種と軟骨品種との8オキシキノ1)ソ前処理,塩酸酢酸オルセイン圧しつぶ

し法による根端細胞染色体の顕微鏡写真を測定した結果,a,a',b,b',a,eは各一対ずつ

あり,それらの染色体間の長さの比およびそれぞれの両腕の長さの比が両品種間において

ほは同一である.また f染色体は1箇であるが,その両腕の比は, これまた両品種問に

おいてほほ同一であった.しかるに dとd'ぉよび g染色体は何れも1筒でありかつ3

折からなり,その各析の長さの比が両品種間に相違のあることがわかった.

(2) 花粉母細胞減数分裂第-中期の染色体接合について,在来,北蒜および軟骨の3

品位について観察した.

在来品種では 5jl+1Ⅵ 染色体構成のものが絶対多数で全休の 73%に達した.北蒜品種

でも 5皿+1Ⅵ のものが多数で全休の 470/Oであったが,4n+1Ⅷ のものも相当数あ り,全

体の 22%に達した.軟骨品種では 4｣Ⅰ+1Ⅷ のものが多数で全体の 49%あったが,なお

3II+1X の開成を示すものも 24%の多きに達した.

以上のことからニンニクは離任起源であるとしても,その成立以後において染色体構造

変化をした,或いはしつつあるといえよう.そしてそれには d,d'および g染色体が深

い関係をもっているものであろう.

5.タデ属植物の発生学的,並びに細胞学的研究 ⅠII.(土井田幸郎)

A.タデ属および近縁属の染色体数

タデ属植物で極めて特徴的な花粉形成過程および花粉形態に関する面と考え併せて,本

属植物の系統関係を知るため細胞分析学的な見地より,タデ属および近縁属の植物の染色

体数を調査した.

本年は表 Ⅰに示す各種について染色体数を調査したが,次の如き点が注目される.

(1) 本属植物の基本染色体数として,新たに b-12が認められた.これまではb-

10,ll,(17)が知られている.

(2) 数桂において JARETZKY,杉浦等の研究と異なった数を得たが, これは異数性

(JARETZKY が ミズヒキで報告している)と関係があるのかも知れない.

B.再び花粉数4なる2種について

前年-ルタデ (PolygonunpersicariaL.)の花粉形成について観察した結果,薪の1
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表Ⅰ タデ属お よび近縁属の染色体数表

=ニ ー ~｢~妄p~-訂 ~㌃ 盲
種 名

M uehlenbeckiaarisaneneisHay
PolygonumhydropiperLinn.

var･Maxi7nOWiczii(Regel)Makino
P.nipponenseMakino
P.weyrichiiFr.Schm.var.alpinumMaxhn.
P.yokusaianum Makino
P.blumeiMeisn.
P.persicariaLinn.
P.tinctoriu耽Aiton.
P.japonicumMeish.
P .thunbergiiSieb.etZucc.
P.sieboldiMeisn.
P.aviculareLinn.
P.nodosum Pers.

P.orientaleLinn.
P.multij lorum Thumb.
P.cuspidalumSieb.etZucc.(9)
P.perfoliatum Linn.
P.bislortaLinn.
P. tenuicauleBissetetMoore_
F agopyrumesculenlu7nM oench.(-Polygonum fagopyru肋Linn.)
F.talaricumGaertn.

花粉母細.根端細胞
胞 (n) (2n)

採 集 地

29

20 小石川植物園 ･東京

20 三 島

20 三 島

20 富 士 山

40 三 島

40 .･三 島

40 三 島

40 小石川植物園 ･東京

40 三 島

40 三 島

20(ⅠⅠ) 島

60 三 島

: 22 三 島

1

. 22 東山植物園 ･名古屋
44 三 島

24 名古屋 ･三島

24 箱根 ･神奈川

16 .名 古 屋

l

花粉嚢中に形成される花粉粒数が4であ ることを報乍.A-した.本年 ミヤマタニソバ (P.

nepalenseMeisn.)およびタニソバ (P.debileMeisn.)について調査したところ,両建

とも-ルタデと同様の花粉形成を行な うことを認めた.

表Ⅱに示すごとく,これらの種においては1花粉嚢中に4個の花粉粒が形成されるので

あるが,これは薪の花粉嚢 (一個の薪は4個の花粉嚢をもつ)中に1個の花粉母細胞 (胞

原細胞がそのまま花粉母細胞としての機能をもつ)が分化するにすぎないためで,結局そ

の母細胞の減数分裂により4個の花粉粒が形成されるのである.

一方花粉形態をみると, ミヤマタニソ/ては花粉の外膜 (exine)に網目模様を有し,多数

の発芽孔はそれらの網目の中に散在する,いわゆる 〟多孔型対である.しかしタニソ/ては

網目構造'まもつが,花粉管の発芽孔は3個であ り,発 芽孔 の面からは "3溝塾''に属す

る.従ってタニソバの花粉は多孔型と3溝型の両方の特徴をもっているわけである.
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表Ⅱ ミヤマクエソバとタニソバの一花粉嚢中に形成される花粉粒数

花 粉 粒 数
材 料 F 産 地

ミヤマタニソバ

タ ニ ソ バ
タ ニ ソ バ

富士山麓 ･静岡県裾野町

十和田湖畔 ･青森県休屋八甲田山麓
+ m : 微細花粉粒 (dwarfpollengrain)

幾瀬は本種の花粉を3構型として区分している.

筆者は花粉数との関係からタニソバの花粉は多孔型の誘導型と考えてもよいのではない

かと想像する.

C.花粉形態よりみたタデ属植物

花粉の形態は或る植物群においては分類上の鍵となる形質として用いられている.本属

の植物群についても,WoDEHOUSE,HEDBERG,中井,幾瀬等の研究があり,夫々の見地

よりタデ属を幾つかのグル-プに分けている.

筆者も花粉を形態の面から研究したが,中井も指摘しているように,大きく二大別でき

表Ⅲ タデ属植物の分析(中井,1926)と

花粉形態および花粉粒数との関係

I...･･L...S･･ド ,,･r__ :･LL ･.r･･ T-.

属
属
属
属
属

亜
亜
亜
亜
亜
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リ
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ド
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ド
ヵ
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パ

ソ
ミ
イ

ッ
ソ

B
B
B
B
B

B
B
A
A
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属
属
属
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亜
亜
亜
亜

オ
デ
デ
キ
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タ
ヒ
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誓
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ワ
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メコ
タ
ツ
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ゥ

サ ナ エ タ デ

ギ シ ギ シ 属
マルバギ シ ギ シ属

㍍

A

A

A

節
節
節
節

節

節

フ
.

2

2
6
8
2

4

8
2
8

3
3
5
2
3

6

2
3

2
1

1

,

l

l

4

16

8

>

>

{

.t.′-

8

2

4

2

4

2

3

3

3

000

000

A:多発芽孔型 B:三発芽溝型
A*こ外膜に網目模様をもつ(A)那,三つの発芽溝を
もつもの(B)

1) 一つの花粉集中に形成される花粉粒の数

た.一つは多孔型 (多発芽孔型)と称す

るもので,花粉はほほ球塾で花粉の外膜

(exine)に網目模様を有し,多数の発芽孔

が網目の中に散在するものであり,他は三

蒋型 (三発芽孔塾)と称するもので,花粉

は楕円体型で花粉の長軸にそって3個の発

芽溝を有するものである,外膜には網目構

造がなく,非常に細かい症状の構造がみら

れるものである,

花粉粒数との関係をみると多孔塾は花粉

粒数1)の少ないタイプ,即ち花粉粒数 4,

8,16および 32の一部にみられた,三溝

塾は逆に花粉粒数の多いタイプ,即ち 32

の一部,64,128および 256の種(Species)

でみられた. タデ科のギシギシ (Rumex)

属の花粉は三溝型であることをスイバ,イ

ンドスイ/;等で認めたが,ちなみにこれら

の花粉粒数をみると,タデ属のものとは比

較にならない程多いことに気づ く.

次にタデ属の亜属との関係をみると表Ⅲ
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の如くで,同じ亜属においては同じ型の花粉を生じることが解った.

6.日本種子植物に関する細胞分類学的知見 Ⅰ(下山昭八)

多型植物群といわれている分析群 taxaにおける変異性の研究は桂の分化の機構を解明

するために重要である.この観点から日本産種子植物の多型分類群について形態学,生態

学,地理的分布および細胞学の総合的立場から調査を行ないつつある.

(1) イチ1)ソソウ煩:互に相似たイチリソソウ (AnemonenikoensisMaxim･),-

クサンイチゲ (A narcissijloraL.),ニリンソウ (A.jlaccidaFr.Schmidt.),サン1)

ソソウ (A.stoloniferaMaxim.)を調査した.これらの種は形態的に痩采が無柄,総萄

葉が通常根葉または茎葉とは異形である点でまとまっている.生態的には山地林中の日蔭

地に群生している多年草である.染色体数はイチ1)ソソウ 2n -16,-クサ ソイチゲ

2n-16,ニ1)ソソウ 2n-14,サンl)ソソウ2n-14で基本染色体数が7と8の系列に

分けられる.核型は前2瞳は外観上同型であったが,後2種は明らかに分化がみられた.

染色体の大きさは b-7のものが b-8のものより大きい点が特徴的である.なおこれ

らの種に共通の現象として葉形の変異がいちじるしい.この類に近縁のものにオキナグサ

(PulcatillacernuaBerchtoldetPresl.)があるが,本種は形態的に花柱が花後伸長す

ることと全章に柔かい毛が密生している点でイチl)ソソウ煩とははっきり区別できる.坐

態的には日当りのよい草原に生えている多年草である.本種の染色体数は 2n -16で,

核型はイチ1)ンソウ塀の b-8の系列のものによく似ている.本種 はかつて Anenone

cernua として記載されていたものであるが,形態的および生態的にイチリソソウ塀とは

異なった分化を元している.

(2) キツネノボタン類:この筋はキソポウゲに近縁の植物群であるが,生態的にキソ

ポウゲ類が日当りのよい草地に生えているのに反して,溝のほとりや山麓などの湿った場

所に生え七いる越年草である.この類は形態的に痩栗は扇平で平滑,集巣は球状,花は花

茎の上部に果敢状の円錐花序をなす点でまとまっている.数年来,各地に生育しているキ

ツネノボタソ (RanunculusternatusThumb.),ケキツネノポタソ (R.cantoniensis

A.P.DeCand.)およびオ トコゼリ(R.TachiroeiFranchetetSavatier)の変異につい

て注意をはらってきた.これらの種は全草に毛を生じている (キツネノボタンには時に無

毛晶が見出された). しかしキツネノボタンは花柱がかぎ形に外曲するが, ケキツネノボ

タソとオ Tlコゼ1)は花柱が外曲せずほとんど真直である.花期はキツネノボタンが4月～

8月,ケキツネノボクソが5月～7月,オ トコゼリが7月～9月である.染色体数はキツ

ネノボタソ2n-16,ケキツネノボタソ 2n -32,オ トコゼリ2n-16で染色体の形は

3種ともよく似ている.ケキツネノボタンは植物全形はキツネノボタソに,痩采はオ トコ

ゼ リに似ている.花期は両種の間にはきまっている.これらの種の分布をみると,キツネ

ノボタンがもっとも分布範囲が広く,変異も多く見られる.3種とも生育環境が同じで混

生している場合が多いことから,これらの種の問 (特にキツネノボタソとオ トコゼリ)に

introgressivehybridizationが行なわれている可能性があると推察され る. この塀の種

の分化を追求するためにこの点について解析する必要があると考えている.
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7.日本種子植物に関する細胞分類学的知見 ⅠⅠ(下山昭^ ･井上枯光1))

トリカブ ト類とt/イジンソウ類: トリカブ ト類 (Aconitum-group)とL,イジンソウ類

(Lycoctonum･group)は北半球の温帯や亜寒帯に分布し,日本列島の山野にも普通に見ら

れ,多くの種薪がある.変化が多く,分類至難 の植物である.数年来,ヤマ トリカブ ト

(Aconitum3'aponicunThund･)をめぐる植物群について形態比較,地理的分布,染色体

調査を行なってきた.調査された種は 10位(表 Ⅰ)である.これらの種は広義には全部ヤ

マ トリカブトに含められるべきものであるが,形態および地理的分布の点からはそれぞれ

分化している.染色体数は調べたものについては全部 2n-32であった.核型の分化は

認められなかった.トリカブ ト類に近縁のレイジソソウ茄は通常 トリカブ ト属(Aconitum)

に含められている分類群であるが, トリカブ ト類の椴が倒卵形で毎年更新するのに反し,

この類の板は分岐し,年々更新しない.これらの点で両植物群は別々にまとめられる. レ

イジソソウ叛の染色体数は 2n-16(レイジンソウ Lycoctonum Loczyanum Nakai,

フジレイジソソウ L･fujiisanenseNakai,アズマレイジンソウ L.pterocaileNakail

で,基本核型は トリカブ ト現とよく似ている.しかも両類を分ける横棒的な根拠はなお十

分ではない.これらの点から考えて両類について形態的変異と染色体数の変化との関連に

おいて更に追求することが必要である.

種

Aconitumjaponicu肌 Thunberg

A.japonicumvar.montanunNakai
A.rectissimun Nakai

A.hakonenseNakai

A.parahakonenseNakai

A.fujipedisNakai

A,unguiculalumNakai

A.senanenseNakai

表 Ⅰ

名

トリカブト

ヤマトリカブト

タチ トリカブト

ノ､コネ トリカブト

イヌ/､コネトリカブト

スバシリトリカブト

タンザワブシ

ホソバ トリカブト

A iwalekenSeVar.leioearpun Nakai

A.longistylumNakaj チチプトリカブト

Lycoctonu仇Loczyanu仇 Nakai レイジンソウ

L.pterocaileNakai ァズマレイジンソウ

L.fuj3'isanenseNakai フジレイジンソウ

産 地

小石川植物園(栽)

箱 根

〝
〝
〝

須 走

丹 沢 山

〝
鎌 倉

秩 父

小石川植物園(栽)

戸 隠 山

三 ツ 峠

8. トウダイグサ属植物の細胞学的研究 ⅠⅤ (下山昭八)

(1) タカ トウダイ (EuphorbiapekinensiS)群中,本州の伊吹山 (1,377m)に産す

るイブキタイゲキ (E.pehinenSisvar.ibukiensisHurusawa)2n-52(SHIMOYAWA

'59)は収教的酔性 (草丈低 く,叢生し,早熟)をもち,いわゆる山地型にて平地に生ずる

1) 特別研究生
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タカ トウダイと区別され る.済州島の漠撃山 (2,000m)に産するミヤマタイゲキ (E.

pekinensiSVar.FaurieiHurusawa)は形態および生態的にイブキタイゲキとよく似て

いる.この型は日本列島においては伊吹山以外には見出されていないのにかかわらず,朝

鮮半島植物分布帯に属する済州島に不連続的に生じていることは興味のあることである.

日下,済州島産のものの染色体研究および基準種タカ トウダイとそれとの交雑実験を行な

っている.

(2) ナットウダイ (E･SieboldianaMorretDecne)2n-20(SHtMOYAhtA'57)に

近縁の稀産種センダイゲキ (E･sendaicaMakino)を栃木県古賀恵JJにて採集し,それ

の形態的,生態的および細胞学的調査を行なった.本種は形態的に杯状花序 (Cyathium)

の腺体が先端凹入している点で,ナットウダイやハギクソウ (E.esulaNakai)と一つの

群にまとめられる.生態的には山地の林中に生じ,細い根茎が地下を横走する.本種にお

いては種子の結実を見ない.染色体の数は 2n-ca.100で型は Esula-type(染色体小

形)である.外部形態はナットウダイに似ているが,核型 (ナットウダイの染色休は大形

でいわゆる Sieboldiana-type)はまったく異なっている.形態と染色体分化との関連にお

いて更に追求する必要がある.

9.ナルコユリ属植物における染色体分化 (下山昭八)

ナルコユリ属 (Polygonatum)は北半球の温帯に約 40-45種生じ,分布の中心は東亜

と考えられている.日本列島には 12種を産する.本年,E]本産5位 (表 Ⅰ)の染色体研

究を行なって,本属の基本染色体数としていままでに知られていた b-9とb-10の外

に新たに b-11を見出した.また染色体分化についていくらかの知見を得た.

表 Ⅰ

PolygonatumlasianthumMaxim･ミヤマナルコユリ

P.humileFisher ヒメイズイ

P.odoratum Druce ァマドコロ

P.falcatumKomarov. ナルコユリ

P.nacranthum Koidzumi オオナルコユリ

22Z IZHff.I_A:yy,PeeLL呂 芸

調査された5種はすべて GroupAlternifolia(BAKERの分析による)に属し,基本染

色体数は b-10のものが3種,b-9のものが1種,a-11のものが1種であった.
核型は二つのタイプ,すなわち 0氏cinale-type(1本の長い SAT一染色体と1本の短い

SAT一染色体をもつ型)と Latifolia-type(2本の長い SAT-染色体をもつ型)に分けら

れる.まだ十分な根拠は得られていないが,本属におけ る染色体分化の方向は 2n-20

がもとで,これから 2n-18 と2n-22に分化したのではないかと考える.なお進んで

細胞遺伝学的に研究計画中である.

10.コウポキンの核の構造について (米田芳秋)

コウポ核の構造に関する仕事は 19世紀の末期からはじまって,数多くの報告があるに
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もかかわらず不明な点が多い.現在でも中央液胞に接して存在する小球体を核と考える説

と,これに液胞をふくめて核と考える核胞説とのあいだに論争が続いている.また高等生

物の核仁に相当するものの存否,核分裂の過程についても問題がある.他方,コウボの形

質の遺伝学的解析は相当に進んでいるが,細胞遺伝学的基礎づけ,たとえば,倍数性を染

色体数の面から決定することも現在のところ,できない状態である.このような点を考慮

しつつ,SaccharomyceSCereViSiaeの核の構造についての観察結果を報告する.

1) 休止核.コウボの細胞内には,通常一ケの大きな液胞があり,ルゴ-ル液や酸性フ

クシンで染色すると液胞に接して小球体があることが認められる.生体細胞を位相差顕微

鏡で観察しても同様な構造がみられる.Feulgenの核反応によると,染色部は液胞内に

はなく,細胞のどんな時期においてもつねにこの小球体に局在しているので,これを核と

考えてよいと思う.休止核は時計皿形の Feulgen陽性部と,それ以外の不染部からなる.

Giemsa染色 によると,不染郡の中央に-ケの濃染粒が認められた.

2) 出芽期の分裂核.核分裂期に入ると,染色質はしだいに粒状化し染色体様の小体と

なる.半数体コウポでは4本の小体が認められた. この時期は分裂中期とみなされるの

で,染色体数 ≠-4と推定される. しかし Feulgen染色度はひじように弱いので他の

-)J法によっても追究する必要がある.分裂を終えた二娘核のうち,-核は芽 (娘細胞)の

方へ移動する.なお Giemsaの染色による濃染粒も二分して,各娘核に入るので,分裂

に何らかの関係をもった構造体と考えられる.

3) 胞子形成期の核.Saccharomycescerevisiaeは還元分裂を行なって,4子嚢胞子を

形成する.この時期の染色体は比較的に観察しやすいという報告 (McCLARYetal,'57)

があるので,著者は四倍体コウボの還元分裂過程を Giemsa染色によって調べた.還元

第一分裂前期のはじめには,からみあった細糸状の数色体がみられ,これがしだいに短縮

していくが,前期染色体の各々を区別することは,困難であった.中期ではおそらく8本

の,ひじように短縮した二価染色体が認められた.濃染粒も認められる.還元第二分裂の

核は,きわめて小さく,染色体構造を識別することは困難である.

ll.正逆交雑によって異なった成練の得られる一原因 (F.A.LILIENFELD)

Medioagotru伽aturaGaertnの二生態塾 D(Duskygreenの略)および S(Shiny

green)は,葉緑素含有量はいずれも正常であるが,両者の Flでは,交雑の方向によって

子葉の色に顕著な差異がみられる.すなわち,Dを母親に用いた方向では,子葉は淡黄,

黄緑,あるいは淡緑の条斑のある黄線色であり,Sが母親の場合は健全な緑色一注意して

観察すると,淡緑色の地に濃緑色の条斑がみとめられる場合もある-で,両親との区別は

困難である.本葉第一葉は丙 Flとも展開始は黄線色で,その後しだいに淡轟の色合いを

生ずるにすぎないから,葉は強い葉緑素欠乏症の感を呈する.したがって,発芽当初にみ

られたような葉色の差異は一時的に不明瞭になる.つぎの葉の生長状態も同様であるか

ら,若い芽は常に黄色を皇している.ところが,2週間以後になると,両者間の差異は再

び顕著になる.すなわち,大多数の DxSの Flでは,葉は黄色のまま発育するが,Sx

Dの Flでは線色が深まり,同時に生長速度も2-3倍に増加する.後者は両親と同様に
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非常に強健で,葉色も僅かに薄いという程度の差があるにすぎない.しかし主軸や側枝の

頂上葉は明らかに色が商いから,親と間違えられることはない.この植物は盛んに枝分れ

して開花するが,DxSでは開花が遅延し,少数の花膏が形成されるにすぎない.以上の

現象は,Fl中の大多数の個体について観察されるが,中には例外もみいだされる.たと

えば,DxS中にも,葉が緑色化し,生育旺盛となってよく開花するものがあ り,SxD

の Fl中にも,葉が黄色のままで残 り,発育のわるい個体もみられる.これらの Flに親

の一方を花粉親として交雑しっづけると,DおよびSの遺伝質が,それ自身のあるいは他

の系統の細胞質に働らきかける結果,後代はそれぞれの系統に特有な発達をしてくる.FIB

では,交雑の方向による差異は認められず,いずれの方向でも生長の抑制された個体,蛋

色業の個体など,種々のものが出現する.

要するに,葉色に差異が生ずるのは,雑種の核に対する色素体の感受性に差異があり,

これが原因となって葉緑素生成機構が変調をきたすためらしい.また二つの葉色間の差異

は,単に生態型による感受性の相違によるのであろう.F之において,生長阻害植物や完

全な葉緑欠乏梧物が出現したのは,主として遺伝因子の特殊な組合せにおいて細胞質また

は色素体の感受性が一層強まったことと,一部の遺伝因子の分離によると考えられる.普

た一方,ある種の因子,または因子群がウィルスのような働をもち,葉羅素 とは関係な

しに,半致死的影響を与えることも考えられる.一定の条件下におけるD系統の行動はこ

のことを裏付けるものである.以上の全試験を通じ,花粉は完全な稔性を持っていたこ

とは,江日すべき現象である.

12.イネの早生 Isogenic系統における生産力の変異 (岡 彦-)

作物の晶軌 ま外界および栽培条件に対して一定の反応ならびに生産力を示す遺伝子型で

ある.その中の特定少数の遺伝子を他の遺伝子で置き換えるとき,遺伝子型が全体として

不調和を来し,その反応と生産力が変化する場合もあるであろうが,またその全休として

の年てrJ性を変化させないで希望形質だけを変化させることもできるであろう.例えば早生種

程収量が少なくなる価向は従来稲育種家に認められて来た原則であるが,生育日数を支配

する遺伝子の一部だけを置き換え収量は変らぬ早生の系統を育成すれば,もとの品種の遺

伝子型の潜在的に保有する早生多収性を極限まで利用できると考えられる.このような考

えのもとに筆者は台湾省立県学院粟国海氏の協力を得て,台湾における代表的栽培品種台

中 65号の Isogenic系統を育成して来た.昨年はモチ系統について報告したが,ここに

は早生系統について報告する.

華北の早生在来種 ｢大同在来｣と北海道の早生品種 ｢坊主5号｣に台中 65号を反覆親

として7回戻し交難を行なった自推第3代系統 (B7F3)を反覆親系統と共に試験した.大

同在来との戻し交雑から選出された 52系統 (A)と幼主5号による5系統 (B)は台中

65号より15日～19日早生であり,坊主5号による他の 25系統 (C)は3日～7日早

生であるが,その生育の姿態はすべて台中 65号と全く同一であった.それらの系統間の

1959年第2期作における収量の変異は表 Ⅰの如くであって,その中には台中 65号と同

一の生産力を持つ早生系統が含まれていることが認められる.
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蓑Ⅰ 台中 65号の早生 Isogenic系統における収量の変異

系 統 群 t14 16雪8莞o(2i*2当294g2rn6)28 30

対 照 (台中 65号)

A(大同在来による)

B(坊主5号による)

C( 〝 )

1

9

7

13

6

2

5

日H

2

4

3

1

1

1

11

3

2

6 1 3 2

lnlUIJIH-.出穂
9月21-25日出穂
同 上

10月3.-7日出穂

13.スイカと近縁種との雑種について (古里和夫 ･宮沢 明)

(1) スイカとシトロソとの雑種 F2および Blについて.スイカとシトロンとの雑種

Flに戻し交雑を行なって得た Bl個体とF2個体から稜々の形質の分鮭の状態を観察した.

F2のスイカ親は新大和2号で果肉は赤,果皮は緑地で縞がある.Blの西瓜は Ml号で

果肉は桃色,果皮は緑地で縞なしのものである.シトロソは西瓜よりやや濃い緑地で互い

につながっている条がある.また肉質は固く味はうすい酸味を有する.

F之では果肉の色は白色,自緑色,淡いクリーム色,淡い桃色,淡い桃色とク.)-ムの

混じた色のものが現われた.味は無味,極くうすい酸味,うすい酸味のものがあり,果肉

の質はシトロンに近いもの,やや硬いもの,西瓜に近いやや軟かいものが現われた.種皮

の色は中間型のものが多い.果皮の色は白線地,淡暗緑地,暗緑地の各地色に縞の有るも

の,波線地に太い網目状のあるものが現われた.

Blでは果肉の色は桃,淡桃,白,趣く淡いクリーム色のものが現われた.味はうすい

酸甘,酸,うすい酸,無味のものがあり,果肉の質は硬いもの,軟かいもの,やや硬いも

の,やや軟かいものが現われた.種皮の色は両親の中間型のものや,西瓜に近いものがあ

り,比較的西瓜の色の方がやや強く現われている.果皮の色は西瓜に似たもの,緑地,漢

緑地,暗緑地の各地色に縞のあるものが現われた.スイカとシトロンとの雑種 F2および

Blで以上のような分鮭を示した.

表 Ⅰ スイカとアフリカ野生種,および Flの諸形質 (1959)

品 種

嘉 宝

都 1 号

アフリカ野生
種

旭 ×アフリカ
野生種

嘉宝×アフ リ
カ野生種

アフ リカ
種 ×都 1

果 皮 色 ; 異 形

な し!一方の先端尖る

白 色
凹んだ筋あり
縞 な し
凹んだ筋あり
縞 な し
凹んだ筋あり

縞 あ り

凹んだ筋あり
円 筒 形
両端丸味を帯ぶ丸

肉 色

朱 桃

i 内 山 j

'1- :

淡 黄

淡 程 黄

肉 質

柔 し

柔 Lt 程

柔 し柔 し

柔 し柔 し

-I I/ "∴･ J, ;-,.1･-
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(2) スイカとアフリカ野生種との雑種 Flについて.スイカとアフリカ野生種との雑

種 Flについて実験調査した.スイカの旭と嘉宝の2品種を母親にしてアフリカ野生種の

花粉を受粉したものと,アフリカ野生種を母親としてスイカの都1号の花粉を受粉したも

のの三通 りの雑種 Flをつくって主に果実について観察した.その結果は表 Ⅰに示す.

以上のように Flは果皮色 ･異形 ･肉質 ･種皮色は大体中間型を示している.ただ注意

すべきことは,肉色が嘉宝×アフリカ野生種ははば中間の色を示しているが,旭×アフリ

カ野生種とアフリカ野生種×都 1号の各 Flは中間色の桃色でなく淡黄色を呈する.

14.種子なしスイカの枇について (古里和夫 ･宮沢 明)

種子なしスイカの研究の一環として,枕の発生に関する次の実験調査を行なった.

(1) 租合せに用いる親品種の良系統の選抜

昨年,各地から 4訂,2ガの各系統を集めてその良系統を選抜した.調査の結果,4ガの

官民,旭の系統と 2ガの都1号,郡3号,旭の各系統の組合せで良好な晶質のものが得ら

れた.

(2) 植物体の生育と枇との関係

植物体の発育が余り進んでいない時に結実した果実にはかなり大きな靴が見られ,その

後次第に小さくなっていた.親品種の組合せや,その時の気象条件によって同一時期に調

査しても大小の差があって,はっきりと段階的に大きい枕から小さい租へと移っては行か

なかったが,大体次のようなことが観察された.

6月 10日～18日頃に開花したものは枇の大きさが 6.5×4mm2,4×2mm之の範囲内

のものが多く,19日過ぎに開花したものは 5×3mm2,3.5×2mm2 のものが多い傾向が

見られた.

(3) 3∬に対する授粉の方法

3ガの雌花に他穫 (コロシソトウリ,シトロン,アフリカ野生種)の花粉を授粉して枕

の発育について観察した.この場合コロシソトウリ,シトロンの花粉を授粉したものが枕

が小さく,アフリカ野生瞳の花粉を授粉したものは前記2種に比較して枕がやや大きいよ

うに観察された.一般的にはこのような他種の花粉を授粉した場合の方が,スイカ同志を

瀕粉した場合よりも枕が小さい.

(4) 薬品による枕への影響

ジベレリン 0･05% ラノリン･ペーストを 3xの雌花 (柱頭 ･子房 ･柱頭を努除したも

の･果梗)および茎に塗布して単為結果を誘発させ枇-の影響の実験を試みたが,今回の

実験では一巣も結果しなかった.

15.苦瓜の斑人について (宮沢 明)

植物の斑人の遺伝研究は以前から数多く行なわれているが,瓜茄の斑人についての研究

はほとんど行なわれていない.たまたま研究所内で自然発生した苦瓜の斑入個体があった

ので,その遺伝について調べ,-,二の知見を得た.

33年夏結果してその種子が自然に落ちて再び発芽したものの中に菓身の約 1/3にわた

って白い斑の出ている株が見つかった.この斑入葉は後に枯れたが,この株を鉢柏にして
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組合せ
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表 Ⅰ 温室に入れておいたところ,33年 12月から､

3 果 】37

巨
WXG∃

粒

… 蓋い… 喜

株の根元に近い節から線色の蔓の他に2本の

白い蔓が伸びてきた.34年 1月に菅が現わ･

れ開花したので,緑色の蔓に咲いた花 (正常

のもの)と白色の蔓に咲いた花を用い,表 Ⅰ

のような交雑実験を試みた.Gは縁蔓の花,

Wは日暮の花を示す.

上記の交雑によって得た Fl植物の形質は次のようであった.

GxGの場合--茎葉は何れも緑色

GXW 〝 ･-･茎葉は何れも緑色

WXW I, --種子は発芽しなかった (理由不明).

WXG 〝 -日2株の中1枚は子葉,本葉共に白色で発芽後約 2週間を経過して

も,碁は伸長せずついに枯死した,他の1枚は同一の葉に白色と緑

色の部分が生じ,その斑入葉の葉肉内部を観察した結果,葉肉が緑

色で表皮の白いものとその道のものとが見られた.

16.コロシントウリとスイカとの雑種の苦味成分の遺伝について(古里和夫 ･宮沢 明)

スイカとコロシソトウリとの遺伝子分析を行なうため毎年引続いて栽培してきた F2お

よび Blについて各形質の分碑の状態を調べた結果,次のようなことが分った.果肉の苦

味は甘味に対し優性で 1因子,果肉色は白色が桃色に対し優性で2因子,果皮の模様 (縞

を含む)は無地に対し3因子が関与していることが推定された.また種皮の色は (コロシ

ソ トウリは白色,西瓜は黒褐色のもの)には二つの重複国子が認められる.

17.環境による受精率の変化 (古里和夫)

環境によって受精率の変化が明瞭に現われる現象を観察したので,その一例をここに挙

げてみる.

通常 Nicotianarustica と Nicotianatabacu肌 の交雑は非常に閃難で,発芽力のあ.

る様子が得られる場合は棒く稀である.1958年夏期にこの両者の正逆交雑を試みたとこ

ち,N.rusticaを母親とした場合には交配花 750に対し枇状の憧子は得られたが,交雑

桂は1本も得られなかった.

またこの道交雑,すなわち N.tabacum(Brightyellow)を母親としても交雑を試みた

が,肱珠はほとんど発育せず,前者よりも更に交雑が困難であることを知った.

つぎに環境による受精能力の相違を観察するため,1958.年秋期から1959年春期の低温

期間中に無加温のガラス室内 (宅温 30oC-3oC内外)で前記同様の交雑を試みた.

N･rusticaを母親として N･tabacu仇 を交雑した場合には,交配花数 1500才Eに対し

て結実呆数 1300果,交雑種子数 134粒を得た.またこのほか交雑によって得た種子のう

ちにメロゴニーによって生じたところの,父親と同様の形態を塁する1本の N.tabacum

が発生した.(;lL-交雑桂子数をつぎのようにして決定した.採種 した桂子の中には外観

は正常の種子と同様の形態を示す枕が多数混入しているため,発芽によって種子数を決め一
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た.)また交雑櫨の形態は大体両親の中間型を示した.

このようにこの交雑の場合は,環境によって受精率は新著に高まったが,しかしこの逆

交雑では交配数 100花試みたが,交雑種子は1粒も得られなかった.

つぎにこの N.rusticaxN.tabacum 交雑接の4倍体 (n-48)を育成した.(処種数

134粒のうち2倍体 32個体,4倍体 3個体,4倍体らしきもの (未決定)8個体,8倍

体らしきもの 27個体,枯死 64個体).

N.rusticaxN.tabacum の花粉稔性は1%内外であるが,この4倍体の花粉稔性は

89%内外である.しかしこの4倍体および2倍体は,いずれも白花受粉によっては結果し

ない.ただ4倍体に N.labacum を交雑した場合には結果して種子を生ずる. この場合

1果当り征子粒数は平均 80粒であった.この3倍休 の特性 については目下調査中であ

る.

18.ビー トの低温による不稔現象の細胞学的研究 (原田朋子1)･松村清二)

北海道でのビート採穫栽f浴こおいて,抽苔して開花が始まるころ,最低気温 6-7oCぐ

らいにさがる日が少しつづくと稔性が著しく憩いという.人為的にビー トに低温を与えて

細胞学的に異常を調べた.GW 359品純の母娘を二分し,--Jjを無処理とし,他を最初の

開花をみた約2週間の後に 5oCの低温に 24時間おいた.処理終了直後に花序の先端約

4cm をカルノア液で固定した. 4日後, 8日後にも同様の固定を行なった.そして厚さ

15JAの連続切片を作りデラフイール ドの-マ トキシリソ染色により観察した.その結果,

処理直後のものでは第一減数分裂には異常を認めなかったが,ときに巨大花粉を認めた.

四分子期を過ぎ花粉に発育していく途中で低温にあった場合,多くの菅で掛 ま壊症を起し

たり,非常花粉を生じたりして著しく花粉稔性が低下する.第二収縮腸以後,夕べ- ト細

闇から養分を吸収していく過程にあたるものでは相当破壊される.均一に破壊されるので

はなく一郭は健全で,同一の花でもある薪では壊症を起して全く破壊され,ある薪ではタ

ペ- ト紳1包の異常を起し,また他の薪はほとんど正常である場合も観察された.

19.イネのゲノム分析 (木原 均 ･頼津光也)

ロックフェラー財団の研究費による稲研究会では,本年までに野生稲の大部分を採集し

たが,そのうち著者らは R.J.RoscfIEVICZの分類による Sativa節内のゲノム分析を行

なった.材料として Oryzasativaを憎本とし,これに二倍種6種,四倍托3校を交配し

た Flを用い,成熟分裂中期の染色体接合および稔性を調査した.

その結果 (表 Ⅰ),0.sativaxO.salivavar.spontaneaと0･satiwxO.perennisと

の Flでは 12JIが観察され,半不稔であった. また 0.sativaxO.glaberrima と 0.

sativaxO.breviligulataとのFlでも同じく12JIであるが,稔性は発くない.これらに反

し,0.satitj･aXO.0.がcinalisと 0.sativaxO･australiensisとのFlでは二価染色体は

ほとんどみられず,稔性も全くない.したがって 0.salivavar.spontanea,0.peren-

nis,0.glaberrimaおよび 0.breviligulata の4樺は染色体の接合から判断して 0.

saliL.aと同じゲノム型であり,0.0.節cinalisと 0.australiensisの2榎は 0.saliva

l) 特別研究生
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表 Ⅰ イネの二倍雑種および三倍雑種の染色体接合と稔性 (1959)

交 雑 組 合 せ

0.salivax0.salivavar.spontamea
(108×WO139)

o'sativax?'perennis ‡三三三:芸:冒…喜三～

0･glaberrimaxO･glaber(r& a25×WO492日 5

0'8ativaxOlauS"aliensis('…芸;xx芸oi:≡;鳥 250.salivax0.oincinalis

0･salivaxO･minuta(4x) (414×WOO51)と55 l0-9(6)10-1
と異なったゲノム型であると考えられる.

つぎに 0.sativa と四倍程3種の Flのうち,0.sativaxO.minuta について詳細

な観察を行なった結果,一価染色体は18-36,二価染色体は 0-9個であり,モー ドは6

であった.0･minutaのゲノム型については種々の輿論がある.すなわち NANDI(1936)

は 0.08icinalisxO.仇inuta で 12Jl+121を観察し,0.sativaxO.minutaについ
ては MoRINAGA(1940)は36Ⅰが,大倉(1937)は 12Ⅱ+121が大部分であったという.

著者らの観察では大倉の結果より接合が悪いが,0.08Icinalisのゲノムは 0.minuta

の一つと相同であろう. したがって 0.ninutaは 0.sativa と 0.0.節cinalisのゲノ

ムをあわせかするものと考えられる.今後 0.salivaxO.oblcinalisFlのコルヒチソ処

理法による複二倍体の作成の結果に期待する.

なお,現在新しくSativa節,Granulata節,Coarctata節,Rhynchoryza節,合計

18種の相互間交雑を行い,目下交雑親和性について検討中であり (肌 しい根津),将来え

られた Flを用いてこれらの節のゲノム分析を行う予定である.

20.SUMP法によるイネ属の分類 (1)(木原 均 ･片山忠夫)

柄物休の表面構造が種の標徴として分類学上の枚索に役立つことがわかった.本報にお

いては普通使われている SUMP法を用いて比較検討した.ここではSection間の特徴を

述べる.

(1) SectionSativaRoschev.

細胞は正方形または矩形で格子状に規則正しく並んでいる.各細胞はほぼ円形の隆起が

あり,その表面は平滑なものと不平滑なものに分れ,更に突起状になったものと,やや平

らで破膜状になったものとに分化している.ほとんどの種に毛状体がある.

(2) SectionGranulataRoschev.
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図1 イ ネ 属 の 頴 の 表 面 構 追

A:0.saliva,B:0.granulata,C:0.coarclala,D:0･subulala
上段 低倍率:×40, 下段 高倍率:×164

細胞は輪廓が不鮮明な矩形を示し,やや波状に配列している.大形の癌は多数の小隆起

より構成されている.

(3) SectionCoarctataRoschev.

細長い細胞質より成 り癖は見られない.深い溝を持った縦縞または鐘状の配列を示す.

この Section内においては種による分化が最も著しく Orygac孤rCtataには明らかな気

孔が見られる.

(4) SectionRhynchoryzaRoschev.

大小さまざまな多角形の細胞がほぼ斜形に配列している.癌状隆起は円みを帯びた半球

形で,その先端より放射状に敏が出来ている.

更に細胞の長巾比,癌や隆起の株式等から詳細な検索の鍵が得られる.

21.イネおよびイネ属の生理形態学的研究 (ⅠⅠ)イネ属種子の発芽調査 (片山忠夫)

(1) 発 芽 習 性

イネ属各種の種子は種にはぼ-足した発芽率,発芽速度を7Tl･す.種子の頴を除いて各区

40-200粒を用いて4月 10日より8回反覆試験を行った.その結果,全種はつぎの4群

に分けることが出来る.各群の特徴とそれに含まれる種を試すとつぎの通 りである.

第 1群,1-2日で発芽を完了しその後発芽しない.0.satiJUa,0.glaberrima

第 2群,2-3日で発芽を始めおi:そ 10日で一定の発芽率まで達す るが,その後わず
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かずつではあるが発芽を続け 270日を経過してなお発芽する.0.perennis,0･Saliva

var.spontanea

第 3群,5-6日後発芽を始め約 3週間にわたって発芽率を高めるが,およそ 70%で終

る.0.granulata

第4群,2-3日で発芽を始め 3-4日で急速に発芽した後およそ 1週間少 しずつ発

芽を続けて終る. 0.alta,0.auStraliensis,0･brachyantha,0･breviligulata,0.

eiehingeri,0.latifolia,0.ninuta,0.06leinali8,0.ridleyi,0.subulata

10 10 20 10 10 日

図 1 イ ネ 属 の 発 芽 様 式

(2) 生長素を用いた発芽試験

種子に生長素燐を作用させ発芽におよはす影響を見た.13種各区 40粒ずつ用い水に

12時間浸漬後,インドール酪酸 とジベレl)ソを各々 1,10,100ppm の濃度で 12時間

および 24時間処理を行った.効果は種によって異なる.野生稲はほとんどジベレ1)ソに

より発芽が促進されるがイソドール酪酸は 100ppm で数種が促進されるだけである.長

時間処理では両者はほほ同程度の作用を示す.0.perennis以外の種では毎時間処理より

迄かに促進した.

0.australiensisおよび 0.granulataは濃度に比例して促進効果があるので Bio･

assayに使用出来る可能性がある.休眠打破の効果はいずれも明かでない.

22.イネおよびイネ属の生理形態学的研究 (lIⅠ)開花時間 (片山忠夫)

イネ属 18種をそれぞれ数系統ずつ取 り上げ各穂の開花開始時刻と開花持続時間の長文そi

を調査した.9月 12日より11月 18日までの期間中 21日調べた.ここでいう開花開

始とは少なくとも一つの小花が内頴と外頴を完全に開いた時をいう.

各EJの日の出時刻および開花時の温度を調べると開花時刻は一定しているか,あるいは

主としてこれらの因子のいずれかにブI.:右されているかが椛によって一定の傾向をiJこすこと

がわかった.そこで開花様式をつぎの3群に分けることが出来た.

1) 定型(C): 日の出や温度に変化せず常に一定の時刻に開花する.

2) 光塾(L): 日の出が遅れるに従って開花時刻も平行して遅れる.

3) 渥度刑(T): 日の出に関係なくその時の温度によって決定される.

なお湿度は常に 70% 以上に保たれたのでその限界の影響はわからなかった.

開花捧続時間は栽梧稲を標準 (M)として相対的に長時間にわたるもの (L)および比
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較的短時間のもの (S)に分けた.0.ridleyiは,雄性不稔の小花が必ず先に開花し興味

ある開花様式である.

図 1 イ ネ 属 の 開 花 様 式

開 花 開 始 時 間
種 名

0.saliva

0.8.V.SPOntanea

0.perennis

0.glaberrima

0.breviligulala

0.stapjii

0.0.節cinalis
0.australiensis

0.minuta

0.malabarensis

0.latifolia
0.alta

0.eichingeri

0.granulata

0.brachyantha
0.coarctata

0.ridleyi
0,suむulata

7116
-

15
｣
4
1

1

▲

13
し
2日リ1

"

91｡
]
8
-
7
-4-6]

続開持時花式開様

L

L

L

L

L

T

T

T

T

C

C

C

L

C

C

T

T

T

㌃

M

M

M

L

L

M

L

L

L

L

M

L

S

S

S

L

L

23
.
イネ属の日長性の研究(片山忠夫)

(1)栽培稲および近縁の野生種のうちから13時間附近に限界日長時間を示す品種を

主として用い,
短日処理時間と処理回数を組合せた場合の日長反応を調査した
.
更に一部

は13時間より長時間の限界日長時間を試す品位を用いて日長反応と百合の関係を調べ

た
.
結果は表Ⅰの通りであり十は無処理区に対して出穂促進があり短日処理効果が認めら

れた場合で,-は
認められなかった場合である.
その結果,
有効限界内の処理時間でも限界日長時間に近づくほど短日効果を得るには多

くの回数を要することがわかった.
また処理回数が多い方が促進効果は大きいが有効処理

回数内でも幾つかの段階的促進効果があり,
それは各処理時間に共通である
.
首令との関係において促進日数をみると,
百合と共に短日処理に対する反応は短日より

漸次終局において示す限界日長時間に移行する
.
(2)栽培稲および近縁の野生種の各々が持つ多くの系統が出穂期において示す変異の

巾の差を調査した
･
変異に富む順に並列するとつぎの通りである
.
0
.sativa>0.glaber･
rima,0･sa
livavar･spontanea
>0.perenn
is
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表 Ⅰ 限界日長時間附近における日長感応性の差異

12:50 13:05

+++++
--+++

-++++

一一一十+
一一+++
一一一++
一一一一+
一一一++

l

一一+十+ト ー 一 十 +

一一--+;- - 1 - -

一一一一+十 一 一 一 一

l

一 一 一 ++;一 一 一 一 一

系 統 ･̀苗令

(3) 前報においては野生稲の原産地の緯度とそれが示す限界日長時間とのT箔j係を報告

したが,同様の調査を緯度を異にする 10ヵ国の栽培稲 383系統を用いておこなった.

高緯度はど限界日長時間は長くなる傾向があるが同じ緯度に分布する系統でも榔 新前は野

生稲より出穂期の巾の変異に富んでいる.特に Zanzibar,Indiaおよび Thailand産の系

統はその傾向が強い.

Malaya産の系統は 57品種を含んでいるが,ほとんど出穂期に差がなく逆に Zanzibar

および Java産の系統においてはかなりの出穂期の差がみられる.その結果,北緯および

南緯7度附達に分布する品種に稲の日長感応性の一つの鍵があると推定される.

24.野生稲集団における形質の変異1)(酒井寛一 ･成瀬 隆 ･井山香也)

昨年,一昨年に引き続いてセイロン西海岸各地の Oryzaperennisを採集して小穂の

長さと｢桝こついての変異をしらべた.採集した集団お よび場所 は Kirimetiyana(Ky),

表 Ⅰ 小龍の長さと巾の平均値 表Ⅱ 票慧芸芸雲集[帥 小穂のJ<さと

集団 澄 __/_J選 還｣ '"

~~~二 ‡-≡ - ;∴

Nt

l

Kd

集団 小結の長さ 小穂の巾 平 均

Ky 0.1836 0.5835 0.3836

Nt 0.7892 0.6490 0.7191

Th- 1 ･ 0.9688 0.7423 0.8560

二 ~ 二二:~ 二 二二

Kd

1) 本研究は.主にセイロンEElベラデ二ヤ印において,その後は三島市において行なわれた
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Nattandiya(Nt),Thumodara(Th),Kudawala(Kd),Madampe(Md)の5カ所である.

調査した小穂の巾および長さの平均値を表Ⅰに7-];す.

さらに,小種の長さおよび巾の遺伝的変異をしらべた.年 報8号 (76貢参順)と同じ

に各集団ごとに環境分散と遺伝分散を推定し,遺伝分散の表現型分散に対する冊合を遺伝

力 として表Ⅱに示す.

さらに,丙形質の遺伝相関をもしらべた.この研究は野生稲の分布の遺伝学的調査のた

めに継続されているので,考察と結論は,研究の完 /をまって下されよう.

25.野生稲の自然交配率1)(続報)(涌井寛- ･成瀬 隆)

昨年に引続き,種子の巾の統計遺伝学的分析による自然交配率の推定を行なった.比較

用にとったセイロンの栽培1品種の外は,イソドで採集した3集卜J月の Oryzasalivaf.

spontaneaである.採集した個体別の和子から系統をつくり,和子のJ]につき,佃体内,

系統内個体間および系統問変異をしらべて,遺伝的原因による系統内および系統間変異の

比較から,他殖率を推定した (理論は酒井 ･井rlI,1957,本年械第77=7参照).
実験結果はつぎのようである (表 Ⅰ).

表 Ⅰ 野生稲の種子の巾の変只と自然交配率

栽培品種
H 106

遺伝的原因による

l霊芝冨芸芸 Tp22',

自 然 交 配 率 (%)

0.salivaf.spontanea

Trichur地区 !canning地区:Cuttack地区

:一 一 一 - I-

3
6

5

6

2

5

一

6

1

･

2

4

6

…

0

l

1

0

0

表 Ⅰの結果は,前年度とはば一致し,野生稲では,約 300/Oにのぼる自然交配を行なう

ことが明かになった.一万栽培稲では,従来の一般の理解と同じく,低い他殖率が得られ

た .

26.インドおよびセイロンの野生稲の開花期の変異2)(続報)(成瀬 隆 ･井山竜也)

1958年にイソドおよびセイロンで採集した野生稲 (OryzasalivaI.spoTitanea)の4

集LJ1の次代について開花迄口数の調査を行なった.採集地はつぎの4カ所である.

略号 地 名

CN Canning イ ソ ド 西ベンガル州

CT-B Cuttack イ ン ド オリyサ州

PL Puttalam セイロン 西海岸

各集団から無作為に採集した個体から次代系統を作って,各系統 2-10個体を, セイ

ロン国ベラデニア市に栽培して,播種から出穂までの日数を調べた.播輔は 1959年4月

1) 本研究はセイロン国ベラデエア市において行なわれた

2) 本研究は,セイロン国ベラデニヤ市において,その後は三島rpFにおいて行なわれた
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8日,本田移植は同年5月6日であった.

各集団内系統の平均出穂まで日数の変異を表 Ⅰに示す.

表 Ⅰ 野生稲4集団の系統別出穂まで日数の変輿

出穂まで日数の分散分析の結果は表Ⅱに示される.

衰Ⅱ 野生稲4集団の出穂まで日数の分散分析表

要 因

全 体

系統内個体 285

平 均 平 方 の 期 待 値

o･W2+4,8590･82+92,2180･p2

8

6

6

3

2

9

2

5

2

5

6

6

dp2 329.204

100,375 ;o･W2

榊 1% 水準で有意

以上の結果から計算した級内相関は

集団内系統間

集 団 問

o･S2

orw2+ors之
qp2

0･W2+o･S2+ql,2

=0.250

= 0.710

ow2100.375

で, 開花迄日数について集団の差は大きく, 集団内の系統問の変異は比較的に小さかっ

た .

以 ヒから,野生稲は,開花迄 日数について集団 (地域)間にかなりの分化があるといえ

る.

27.野生稲の競争力1)(成瀬 隆 ･酒井寛一)

イソドCuttack産の Oryzaperennisおよびセイロソ東海岸のIlluppaiyadichchenai

産の 0.salivaf.sponlaneaの競争力を,セイロソの栽培イネ2品種を相手としてしら

べた.0.perennisは,1958/59のマ-期 (冬期)に,0.salivaf.spontanea は同じ

マ-期と 1959のヤラ期 (夏期)の2回に突放した.栽培相は,Murungakayan302と

H105である.野生稲の単柄と,栽培相品種の各 ととの混栢区をつ くり,混相による野生

稲の栢物重および茎数の増減により溌争力を得た.実験は常に3回反復とした.

0.perennisにおいては,混楠の植物蚕および茎数におよはす効果は,統計学的に1形

1) 本研究は,セイロン国ベラデ二ア市において行なわれた



研 究 業 績 47

水準で有意であり,また 0.salivaI.Spontaneaでは,茎数に対しては季節,混穂の劾

異がそれぞれ有意であったが,植物重に対しては,季節の効果は有意であったが,混楯の

効果は有意でなかった.

実験の結果の概要を表 Ⅰにしめす.

表 Ⅰ 野生稲2種の栽培稲との混種による茎数と植物体重の増減

茎 数

perennist sponlanea

i(59)｡ 平均

霊慧 '(崇 .o喜三日 喜冒 昌 ;三

植 物 体 重 (克)

sponlanea

(;8/;'91)【i(59)' 斥 高

1串 :2…
10.43 5.45

;;莞 日 92:7572

56.10

41.84

表 Ⅰから,野生稲は,栽培稲にくらべて,競争力は弱いとい うことがわかる.

28.野生稲 (Oryzasalivaf.spontanea)におけるイモチ病感受性の変異1)(成瀬 隆)

印度およびセイロソで採集した野生イネ (OryzasalivaI.spontanea)を用いてイモ

チ病感受性の集団遺伝学的分析を行なった.材料を採集した場所はつぎのごとくである.

材料は集団より無作為に採集した母本

∴ ~ ~ 二 _ ∴ 二

で発芽させ,5月 14日水田に移植した Samalk｡t;T_4

採 集 位 置

インド,西ベンガル州

インド,アンドラ州

により,展開中の上から2番目の葉の粟

鞘を用いた.同一個体から2個の葉鞘を 表 Ⅰ イモチ病感受性の各集団における遣

供試し,検定用菌はセイ ロソにおいて

1958年に採集されたものである･実験の 集 団

結果から,各集団におけるイモチ病感受

伝変異と平均値

イモチ病に対する
平均感受性

性の遺伝的変異を表 Ⅰに示す･感受性は T-4

最大を5,最小を0とする･ pT

表 Ⅰからイモチ病感受性について各集 - -

遺伝変異の全変
異に対する割合

0.8564

0.9956

団は相実 り,かつ集団自体が感受性についてきわめて混塾的であることがわかる.さらに

環境分散 (o･e2),個体問分散 (o･12),系統間分散 (Js2),集団間分散 (o･p2)を推定して, 個

体間変異,系統間変異,集団問変異の相対的な大きさを計算した.

各集団内系統内個体問変異‥ 浩 一-o･9224

1)本研究は,セイロン国ベラデニヤ市において行なわれたが,たまたまコロンボ計画専門家として滞在中の山形大
学教授高橋幸夫博:1一に技術的掃導をうけた
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各 集 Ffl内 系 統 間 変 異:

各 集 団 問 の 変 異:

研 究 業 績

o･.q2

ore2+o･Ⅰ2+tTs2
o･p2

Je2+o･12+o･S2+olp2

= 0 .1360

:-= 0.7333
系統内個体間の変異が大きいことは,野生稲が-テロ性であることを示す と考え られる

し,葉r'fT間変只が大きいことは,野生集Ellがたがいに感受性についてちが うことを'示すと

考えられよう.

29.統計的方法によるイネ属の分類 (続報)(森島啓子 ･岡 彦-)

イネ属 (Oryza)のおける種間変異の様相を明らかにしその進化に関 する基礎的知見を

得るため,統計的方法による分析を試みた.昨年 (本年稚第 9PJ･)その一部 を報告 した

が,今何は 16種 31系統につき 42形質を調査した結果から種問の相関係数を求め,そ

の行列を因子分析法 (FactorAnalysis)および S〇KAL& MI二HENER(1957)の方法によ

って分析した結果を報うlテする.この際,柁問相関は和相71L間の類似程変を量的に表現する

ものと考えている.

用いた形質は葉舌の形,符毛の打払 地下茎の発達程度等 の質的に記 戦した 22形質
と,種子の長さ,rFl,苅長,穂長等の畳的に測定した 20形質である.前者についてはそ

れぞれの状態を codenumber(ト2-3)で表わし,後者については測定値を標準化 したも

のを用いた.まず仰関行列の因子分析 (平均解)を行ない第P_Ll因子までをill｣出し任意の2

因子によってつ くられる軽々の平面に 16種を分布させて,それらがどのような群に分け

られるかをみた.つぎに SoxAL のjjJ法にしたがって同じ相関行列を分析しその結果を樹

枝状図によって示した (図1).

これらの異なる方法によって得られた結果は和利 こよく一致し,また RoscHEVICZ の

0.8tLbtll&tA(18)
0.br&ehp Jlth (16)
0.rIAl●yl(14)
0.Br&ZLtLl■t■(18)
0.zBlhVt■(9)
0.011icln▲liJl(10)

O.lZLLl■bLr+nfl■(12)
0.LltL(8)
0.lAtilouL(1)0.●lchlAg●rl(ll)
0.LtlttrLLieZL+IJte)
0.bre▼lliBVI■tA(a)
0.81&berrILL(4)
0.4AtiT&(1)
0.per●Bhl●(a)
0.4■tl.■potLtkAtA(2)

-.4 -'2 0 .2 .4 .6 .● 1.0

相 関 係 数

l勾1 相関係数によってイネ属の類縁関係を示す模式図
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分類とも概念的によく一致した.両者ともに, RoscHEVICZの SectionSatitJaeは 0.

saliva,0.salivaI.Spontanea,0･perennis,0.glaterrima,0.bret,iligulataの5

種よりなる一群 (Satit!agroup と呼ぶ)と,0.0.伊einalisお よびその近縁の6位

(Obicinalisgroup と呼ぶ)に分析されることが 認められた. また (RoscHEVICZ の

SectionGranulataeの位置は明瞭でなかったが,SectionCoarctataeは他の種と遠縁の

一群を形成し,SectionRhynchoryza(0.subulaLa)は他のどれとも澱も遠縁であること

が示された.(Evolution14:153-165に発表)

30.0.satit,af.SPOntalZeaと 0.pereTlmisとの比較 (森島啓子 ･岡 彦-)

野生稲 0.salivaI.spontaneaと 0.perennisは栽培稲 0.sativa と容易に交祁し

その雑種は稔性が商いから,ともに 0.satiJUa と近縁であると考えられ る. しかし前者

は一年性であり後者は地下茎が発達して多年性であることによって従来異なる柾に分析さ

れている.この両種の比較研究を目的として, アジア各地 (主にインド･タイ ･マラヤ)

から採集された多数の系統につき種々の形質を調査した結果,いづれの形質においても種~

間の変異は連続的で両種を完全に分類することは不可能であった.そこで両種の間の分化

の状態を明らかにする--)J法として,中間型と思われるものを含めた 60系統につき,節

長 (A),概型 (G),葉音長 (L),穂長 (P),枝梗数 (B),の5形質間の相関係数に基く成分

分析 (ComponentAnalysis)を行ない2成分を抽出した.両成分榊に投影される各系統

の位置はつぎの式により示される.

X1-1.00A+0.94G+0.26L+0.44P10.52B

X2-0.12A-0.28G+1.00L+0.74P+0.86B

Xlと x2によりつくられる平面に各系統を分布させてみると両方向の分化ともに完全に

連続的であることがわかった.

つぎに典型的な 0.salivaI.spontaneaおよび 0.perennisと認められるものをそ

れぞれ 10系統選び,構内の分散に対し横間の差を最大にするように判別函数を計算する

と,

Y1-1.00A+0.64G+0.46L-0.02P

であった.この式から得られる各系統の判別値は Xlによる得点と高い相関 (0.90)を示

した.また栽培稲 20品種と野生稲 10系統を用いて,脱粒性程度 (S),休眠性程度(D),

百粒重 (〟),-穂粒数 (〟)の4形質により同じ方法で栽培塾と野生型の判別函数を求

考)ると,

Y2-1.00S+0.38D-0.20W10.13N

となり,これによる判別値と x2による得点との間の相関は 0.69であった.したがって

上記の成分分析による第一成分 Xlは主として sponlanea-perennisの分化を示し,節

二成分は主として栽培一野生型の分化を示すと考えられる.

第三にインド各地の 12集団 (台湾における調査成続)を用いて,集団内分散に対し集

団間分散を最大にするよう判別函数を求めると,

Z-1.OAw-ll.OL-7.OP+7.4W
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となり,これによって多数の集団につき個体別に判別値を計算した.その結果によると集

団内変異の大きさは集団により異なるが集団問変異は全く連続的にあらわれた.

以上の観察結果によると,典型的な植物をとれば 0.perenniSは 0.salivaI.spon-

1aneaより薪が長く,種子が細長く,葉舌が長い等の特徴を示すが,両建の変異は連続的

である.また地下茎の発達程度も系統により異なり両任を明瞭に区別する特徴には値しな

いことが認められた.この両建の分化はおそらく生育地の水深その他の環境に対する適応

の結果であると考えられる.しかし変異の連続性からみると,両塩を別の種として取扱う

ことの妥当性は疑わしいといえる.

31.雑種不稔性による栽培稲および野生稲の分化の観察 (日向康吉 ･岡 彦-)

岡 (1953)は東亜各地の約 120系統の栽培稲をその中から選んだ7分析系統 と交配し

て,Flの正常花粉率を調べ,供試系統間の雑佳不稔性反応型の分化を考察した. この際

には,正常花粉率 87.5%以上を稔性 (+),以下を半不稔性 (-)に分けて反応塾を +,

- の組合わせにより表示した.この方法では不稔性の程度を考慮しない欠点があるので,

本研究においては,筆者等は成分分析 (ComponentAnalysis)その他の方法を用い,各分

析系統に対する正常花粉率の変異から直接に,系統分化を考察することを試みた.

本報の栽培稲に関する結果は岡 (1953)のデータを用い,野生稲 (0.perennisおよび

0.salivaI.SPOntanea)系統についての結果は 1959年三島において短日圃場または温
室内に栽培した Fl植物のデータを用いている.分析系統としては 108,414(大陸型,

Ib,Ia),521,563(温帯島型,いずれも ⅠIb),647(熱帯島型,ⅠIa)を選んだ.

まず供試系統のこれら分析系統に対する正常花粉率 (それぞれ A,B,C,D,Eで表
わす)をその系統の〟variate''と考え,栽培稲について得られた方向余弦の比を求めて,

各系統の相対的な位置を表わしたところ,つぎの式が見出された. Yl,YZはそれぞれ第

一次,第二次の成分を示す.

Y1--0.97A-0.56B+1.00C+0.93D+0.86E

Y2-+0.57A+0.77B+0.02C+0.16D+1.00E

また岡 (1956)の形質組合せによる判別式の値から典型的な大陸型または島塾と認めら

れたものそれぞれ 40系統をえらび,上記分析系統との正常花粉率による判別式を求める

とつぎの式が得られた.

Y8- -1.00A10.18B+0.12C+0.58D+0.62E
Yl式と Y3式とはともに A,B が負,C,D,E が正の符号をもつことからみると,

成分 Ylは主として大陸型対島塾の分化を示すと考えられる.Ylの値と形質組合せによ

る大陸型対島塾の判別式の値 (岡 1956)との間には顕著な相関 (0.65)が見出された.

つぎに Yl式と Y2式を両軸とする平面上の各系統の分布は図1のごとくであって,

岡 (1953)の反応群とかなり一致する傾向が見出された.さらに野生稲の正常花粉率を

Ylおよび Y2式に代入してその分布を求めると,Yl式では野生稲は栽培稲の分布のほ

ほ中央に位置するものが多く,YB式では栽培稲より大きい数値を示す僚向があった.こ

れは野生稲にはどの分析系統に対しても稔性の高いものが多いことによる.この点からみ
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ると, Y2式は野生型対栽培 Y2

型の分化をある程度示すよう

に思われる.

栽培稲の祖先が岡 (1953)

の示唆したようにどの栽培品

種とも稔性の高いものであっ

て,それから互いに不稔性を

示すものが分化 した とする

と,その分化の様相は図1に

示すようなものではないかと

考えられる.しかしまた野生

稲の問にもある程度の分化が

兄い出される.これらの成績

から考えると,野生稲にもあ

る程度イソド塑対日本塾,あ

]50
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図1 第一次および第二次成分を両軸にとった各

系統の分布

るいは大陸群対島群のような分化が潜在的に存在するが,それが明らかに認められるのは

栽培化したものに限られるのではないかといえる.

32.野生稲における種子休漁性の変異 (森島啓子 ･岡 彦-)

野生稲 0.salivaI.S00≠taneaおよび 0.perenni8における種子休眠性の変異を明
らかにする目的で,主としてインドで採集された 28系統について発芽試験を行なった.

比較のためアジア各地の栽培稲 92品種も同時に試験した.出穂後約 20日で収穫しデシ

ケーターに保存した各系統の種子を,出穂後 50･90･180日の3回,30oCで発芽試験し

た.1回の試験には粗のままのもの 40粒と脱辞したもの 40粒を用いた.その結果は発

芽率と発芽速度で示されるが,両者を-筒の数字にまとめて発芽の良否を全体的に示すた

め,発芽勢をつぎの式により計算し,

発芽勢 -!旦旦堅毎日の発蒙堅空重
40(全粒数)×10(日数)

それがある値に達する日数によって休眠性程度を示した.こうして求めた休眠性程度の系

統間変異は表 Ⅰのごとくであった.

表Ⅰ 野生稲における休眠性 (脱梓種子,発芽勢 0.40に達する日数)の系統間変異

＼ ㌃ - - ㌔ -竺 局 oT 60 80 100 120 140 160 還

中 間 型 1t5 1 1

0.perenniS

0.saliva

* 栽培稲との雑挿集冊と患われるもの

3

2 2

系統数
合 計

ll

10

4(3*)
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蓑に示すように,一般に野生稲は栽群稲に比べて非常に休眠性が強い.しかし一つの興

味ある事実は,形態的に 0･salivaI.Spontanea と 0.perennisの中間に位する系統

の中にはかなり休眠性の弱いものが見出されたことである,しかし,これらは脱符した種

子の試験結果であって,籾のままでは野生系統は 180日後においてもほとんど発芽 しな

かった.

33.野生稲集団内の雑種不稔性に関する変異 (岡 彦一 ･張 文 財1))

インド各地の野生稲 (OISalivaf･sponlanea と 0.perennis)の集団から個体別に

採集した稀子を台湾台中で系統的に栽培し,各系統から任意に1個体を選んで,その日殖

様子を得るとともに,2系統の栽培稲とそれぞれ交配 した.その2系統は 504(台中 65

早,日本型)と 108(自殺,インドql.)でともに純系であり,両者の間の Flは正常花粉

率約 45% の半不稔性を示す.

上記の自殖系統および Fl系統 (各5個体平均)の間の正常花粉率の変異は表 Ⅰのごと

くであった.まず 0.salivaf.spontaeaの1集団 W203では,自殖系統と 108との

Flとはすべて完全稔性であり,504との Flの一部が半不稔性を示している.別に報告

されるように,〟野生 sativa"は概して栽培稲のインド型,日本型双方に対して高稔性を

-'Lfl･すが,上記の事矧 こよると,その集[朴IIの一部少数個体は日本型に対して半不稔性を起

す遺伝子を保有していたことが認さ,I)られる.

表Ⅰ 野生稲の白殖系統および栽L.,11･柿純系との Flにおける正常花粉率の変異

集 団

W203 日殖

(Sponlanea)108×
504×

W 208 自殖

(PerenniS) 108×

正 常 花 粉 率
10095 9085 80 75 7065 60555045 40 系統数

8

8

1

1

7

0

1

1

1

1

つぎに 0.perennisの集団 W 208では,自殖後代にも少数の半不稔系統が析出し,

栽培稲との Flではそれよりやや多い系統に半不稔性が起るようである.この際,野生集

団内に原有の不稔性と栽培稲との雑種による不稔性とが同一の棟桁に基くかどうかは今後

研究されるべき-問題である.

34.野生稲の浮稲性について (森島啓子 ･日向康書 ･岡 彦-)

タイ ･ヴェトナム等の一部地方では雨期になると河川が氾濫し水田の水深は数 m にも

達するので,浮稲品種の栽培が行なわれている.浮稲性とは,通常の栽培条件下では普通品

種と全く同じ草型を示すが水深が増加するとそれにしたがって急速に節間が伸長し分枝を

生じ水中茎の節から発根するなどの潜在的な性質である. アジアの栽培相 Oryzasaliva

と近縁であると考えられている野生稲 0.perenniSおよび 0.salivaf.Sponlanea の

1) ロックフェラー稲研究委員会研究協力者
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うち前者は沼地に生育しその一部は上記のような浮稲性を持つように思われる. これら

野生稲における浮稲性の系統間変異を明らかにするためつぎのような実験を行なった.メ

イおよびインドの野生稲(0･perennisおよび 0･salivaf･spontanea)10系統と栽培

稲9系統 (このうち5系統は浮稲品種)を用い,苗代で約2カ月間育成 した苗を各系統

5個体ずつ水深 72cm までの地底に移植しその 10日後から毎日4cm ずつ水深を増加

した.2カ月後に全個体を掘り取 りつぎの調査を行なった. (1)3cm 以上伸長した節間

の数,(2)伸長した節間の全長,(3)分枝の数,(4)発根した節の数,(5)地下茎の有無,

(6)分けつ数.(1)～(4)の形質によって浮稲性程度を判断す ると,供試野生稲系統のう

ち perennisはすべて浮稲性であり,典型的に sponlaneaと思われるものでもタイの1

系統は perennisと同程度に,またインドの2系統はそれよりは程度が低いがやはり若干

の浮稲性を示した.栽培系統では浮稲品種と普通品種とを明瞭に区別することができた.

地下茎の発生は perennisに属する2系統に認められた.以上の観察結果から,これら両

種の野生稲はすべて浮稲性を有するが生育地の水深によりその能力に連続的な変異を生

じ,perenni8-Spontaneaの分化に関係していると考えられる.

35 タイ国野生稲美EZl間の感光性の変異 (岡 彦- ･張 文 財)

筆者等は昨年 (本年報 9:105-106)インド各地の野生稲 0.perennisおよび 0.

8ativaI.spontaneaの集団間および集団内の感光性の変異について報告した.本年はそ

れと同様の方法による調査を,筆者の一人,岡が 1958年タイ国を旅行し採集した材料に

表 Ⅰ タ イ 国 野 生 稲 の 感 光 性 の 変 異

限 界 日 照 時 間
種 集 団 最早 最晩

個体 個体

3

1

0
9

3

0

3

7

1

4

4

2

栽培品種における最早～最晩個体の差は測定誤差を示す

平均 最早 最晩
個体 個体

13b28/

13h211 13h491 131101[

13h13/ 13b57/ 13b20｢

13b271

12b32/

12b30/

12b42/

12b44/

12b38/ 12b53/ 12b25/

12h571 13b201 12h44(

14bO41 14bO7( 14bO2[

14h23/ 14h26/ 14h21/
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ついて行なった.その結果は表Ⅰのごとくであって,インド野生稲の場合同様に,0.
perennisは強感光性であり,0･salivaf･SPOntaneaはやや弱い感光性を示すことが認
められた.別に報告するように,この両種の間の種々の形質の変異は連続的であるが,両

種の中間型と見倣される集団には perennisに近い強感光性を示すものが多いようであ

る.また表Iを見ると,Spontanea集団は感光性の強さに関して集団内変異が大きいこ

とが見出される.

36.タイ国野生稲および栽噂稲集団におけるモチ遺伝子の分布 (岡 彦-)

タイ国北部および東北部に栽培されるイネは全部モチであって,住民も精米を常食とし

ている.筆者は 1958年 11-12月この地方を旅行し表題の観察を行なった.7地点にお

いてモチ品種の栽培される水田から任意に 40-80個体を板って調査した結果ではモチ遺

伝子頻度は 97%～62% で,モチについて純粋な圃場は全く見出されなかった.モチのホ

モ個体に見出されるウルチ粒の頻度と上記のモチ遺伝子頻度から求めた各集団の他殖率

は OyQ～3.6% であった.

つぎにこのようなモチ栽培品種に囲まれて生育する野生稲 (0･perennisまたは 0.

salivaI.8POntama)の14集団について同様な調査を行なったところ,6集Eflは完全に

ウルチ,別の6集団には 1%～10% の頻度でモチ遺伝子が含まれているに過ぎなかった

が,残りの2集団にはそれぞれ 28% および 26% のモチ遺伝子の混入が見出された.し

たがって野生稲集団はある条件の下では付近の栽培稲の遺伝子を多量に吸収することが判

る.これらの2集団の他殖率はそれぞれ 44.0% および 10･9% であった.

表Ⅰ タイ国野生稲におけるモチ遺伝子 上記2集団の個体別標本を台湾台中におい

の組成と粒長の遺伝分散との関係 て,系統別に栽培調査した.その結果の1

例として,モチ遺伝子頻度 28% を認めた

集団における粒の長さの遺伝分散成分を表

Ⅰに示す.表Ⅰによると,系統間 (母集団

個体間)分散の大きはモチ遺伝子の組成に

よってほとんど変らないようであるが,系

*dp9:母集団個体軌 榊 ooB:母集団個体内 統内 (母集団個体内雑種性)分散はモチ遺

伝子につきホモの個体群では著しく小さい.このことは野生集団内のモチのホモ個体はヘ

テロ植物の自穂によって生れることを示す.

37.台湾野生稲集団内の変異の分析 (岡 彦一 ･張 文 財)

台湾野生稲は先に0.salivaI.spontaneaであると考えたが (本年報 6:56-57),そ

の地下茎の発達から見ると,むしろ 0.perennisに近いようである.現在3つの小集団

A,B,Cが見出されるが,そのおのおのから種子を個体別に多数採集し,台中で栽培し

て,種々の形質の変異を調査した.それらの桂子繁殖第1代集団には脱粒性,種子休眠

性,粒重その他の形質について栽培稲に近いものが多数分離した.

つぎに粒の長さおよび巾について第1代の系統間および系統内遺伝分散 (q孟′,o･02),蘇
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集団個体間遺伝分散 (o･p2)と原集団･第1代間の親子の共分散 (q2pp,)の成分を推定し,

理論的に求めた下記の式により,それらの形質を支配する遺伝子についての-テロ個体頻

皮 (2y)と他確率 ())との関係を計算した.その結果によると,A-0.20-0.70の範囲

において,2yの値は A,C丙集団では約 0.70,B集団では約 0.85であることが認め

られた.これらの 2yの値は自然淘汰の起らないとき期待される値 2y-i/1+A(遺伝子

頻度 x-1/2)に比較して著しく大きい.いい換えれば,原集団は大部分-テロ個体によ

って構成されている.このことから 0.perennisの集団はある条件の下では栽培塾の遺

伝子を多量に吸収して-テロの状態で存続し,桂子繁殖によってそれを析出する性質を持

ち得ることが指摘された.

計算に用いた式:

qp2-2(1-2y)d2+22y(1-2y)h2

g2p′-(1-号)22(1-2y)d2+(1-A)2弓 y(ト 2y)h2
62",-(1-i)2(1-2y)d2+(1-A)Iy(ト 2y)h2
qo2-I〔y･i(11号)(1-2y)〕d2.2 〔号+i(1-号)(1-2y)〕h2

38.野生稲 (0.8ativaF.spontanea)集団に対する栽培の圧力 (岡 彦一 ･張 文 財)

イソドRaipur地区では野生稲 (0.salivaI.spontanea)が広く分布しているが,そ
の一部は水田雑草となって農民を困らせている.筆者の1人,岡は 1957年 11月同地方

を旅行し,水田と離れた草地の集団 (Ⅰ),水田の間の空地の集団 (Ⅱ),水田中に雑草化

した集団 (Ⅲ),およびその水田の栽培稲 (Ⅳ)から種子を個体別に多数採集した.それ

らの種子を台湾台中において栽培調査したところ,集団Ⅰ (典型的野生稲)からⅣ (栽培

棉)までの間の出穂期,穂重,粒重その他種々の形質の変異は全く連続的であって,Ⅱ,

Ⅲのような集団は導入交雑によって生じたと思われることが指摘された.また酒井 ･井山

(1957)の統計学的方法によって各集団の他殖率を推定すると,集団Ⅰは 25%～30%,Ⅳ

は 10% 以下で,Ⅱ,Ⅲはその中間の 10%～20% を示した.種子の休眠性においても,

集団Ⅱ,ⅢはⅠ,Ⅳの中間と思われる特異な行動を示した.これらの事実に基いて,野生

型 ･栽培塾間の自然交雑によって生じる集団はそれに加えられる栽培圧力の強さに応じて

栽培塾化するのではないかという考え方を提出した.(Phyton13(2):105-117,1959に

発表)

39.0.gZaberrEmaのハプロイドにおける核型とゲノム内接合 (胡 兆 華 ･竹中 要)

西アフリカに分布する栽培稲 0.glaberrinaは普通の栽培稲 0.sativaと葉音の性状

その他の特性が異なり,また 0.sativaとの雑種が高い不稔性を示すので,独立した1程

と見倣されている.筆者はその1系統に生じた双子植物から-プロイドを得たので,その

根端細胞と花粉母細胞を観察して,以前 0.sativaの-プpイドについて観察 したもの

･(1958)と比較した.まず核型においては 0.glaberri仇a,0.sativaともに,大きさ,
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狭さくの位置,附随体の有無などによって9塾の染色体が区別され,両種問に差が見出さ

れなかった.また減数分裂における2価および3価染色体の出現頻度と1価染色体間の二

次接合の頻度についても,両種間に有意差が見出されなかった.したがってこれら両種の

稲は構造的に同一の染色体を持つことが結論された.(Cytologiaに発表)

40.イネ属植物の発生学的研究 (I)数種の圧嚢形成 (土井田幸郎)

イネ (OryzasalivaL.)の旺発生については,形態,生理の面より多数の研究がなさ

れている.一方隆義形成に関しても,桑田 (1910),寺田 (1928)の研究を始め幾つかの

報告がある.

筆者は比較形態学の面よりイネ属各種の旺義形成過程を観察しているが,今回はそれら

のうち,イネを始め教徒のものについての肱真形成過程を簡単に記す.

供試材料は表Ⅰに示したものである.

表 Ⅰ 使 用 せ る 材 料 と 採 集 地

(1) 0.salivaLinn.

日本型品種 ｢京都旭｣が用いられた.旺嚢形成は被子植物の荘重形成の正常塾(タデ塾)

の誘導型で8核になるまでは同じである.しかし,その後,3個の反足細胞の核は多核ま

たは高倍数性となる.このような核の状態の由来については解っていない.

0.glaberrimaSteud.

旺嚢形成は 0.sativaと同様であり,反足細胞は2次的に肥大し高倍数性の核を生じ

る.

0.auaSwallen

旺嚢形成は上記2種と同じである,反足細胞も高倍数性となる.花粉母細胞 の分裂で

24の2価染色体が観察できた.

0.breviligulataA.Cheval.

上記各瞳と同じ旺嚢形成をする.反足細胞は3細胞とも肥大し,多数の仁を含む高倍数

性の核になる.

0.ridleyiHook.

タデ塾の隆義形成で1卵細胞,2助細胞,2極核,3反足細胞をもつ隆義は,その後2

次的な発達をし,多数の反足細胞を形成する.この点は上記各種と異なり,多少興味があ

る点と思われる.

上記各種の成熟せる肱嚢は,いづれも内外2珠皮によって覆われている.さらに肱嚢の



研 究 業 績 57

反足細胞側にはよく発達した珠心組織がある.旺嚢は子房中において,斜め下向きの位置

をとり,その先に小珠孔がある.したがって小殊孔は珠心の斜め下に位置している.

41.蚕の第8連関群所属遺伝子の座位 (田島弥太郎 ･小沢民治 ･稲垣栄一 ･小林孝雄1り

蚕の第8連関群には消化液のアミラーゼ作用を支配する遺伝子 aeと体液のアミラーゼ

作用を支配する遺伝子 beとが所属し,しかも両者は比較的接近して (組換価 1.1%)存

在することが松村 ('33)により知られているが,それ以外の形態的遺伝子の座位について

は報告されていない.これはアミラーゼ遺伝子の連関検定に比較的手数がかかるので,と

もすれば敬遠されてきたためであろう.

筆者ら ('56)は所属座位未知の遺伝子多数について αβとの連関々係を調べた結果,石

蚕遺伝子 stがアミラーゼ達関群に属することをつきとめ,Stae9 に slae/+St+ae8

を交配し,st-ae問に組換価 5.7% を得た.ついで,stbe? に stbe/+St+be8を交配

し,st-be問に組換価 11.4%を得た ('59).したがって, これら3遺伝子の配列順序は

一応 st-ae-beと推定されたので3点実験によりそれらの座位を決定しようと試みた.

当所保存の st系統は staebeだったので,かけ合わせの相手として +St+ae+わe系

･銃を求めたがこの系統が入手できなかったので,やむをえず松村 ('51)にしたがいイソド

多化蚕 PureMysore種を用いることにした. この系統は +SL+ae+beであったが +be

の作用があまり強くなくへテロではしばしば判定困難におちいり所期の目的を達すること

ができなかった.

そこでヒノデ,大正白,および st系統の交配により+Stae+わe/st+aebeなる系統を

合成し, これを用いて3点実験を試みつぎの結果を得た ('59).Sトーae間 2.8%,ae-be

間1.4%,st-be間 4.2%.

この結果を以前の結果とくらべると,ae-be間の紐換価は松村が得た結果とはば一致

するが,st-ae問,ならびに,St-be間の組換価は2点実験の結果 とかなり異なった値

を示している.

42.蚕の E練合座位を構成する′Jt遺伝子の作用分担と形突発環 (田島弥太郎 ･稲垣栄

一)

多面発現をなす蚕の E複対立遺伝子系列の各遺伝子は肢および斑紋という一見全く無

関係な形質を支配しているため,おそらくいくつかの異なった機能を持つ遺伝的単位が染

色体上に相接近して座位する複合遺伝子ではないかと考えられている.この考えを確かめ

る最も確実な方法はこれら遺伝的単位間の組換えを証明することである.ところが蚕では

E 座位に近接する適当な標識遺伝子が未だ知られていないのでこの方法を適用すること

ができない.そこで止むを得ず同一遺伝子の支配下にあると考えられる複合形質を構成し

ている単位形質別に異なった突然変異を誘発し得るものかどうかの方法により間接的な推

定根拠を得ようと試みた.その結果予期したような突然変異多数を獲ることができたが,

ここには EEl遺伝子を材料として得られた突然変異4系統についての知見をのべ る.供

試した4系統の特徴は表Ⅰのごとくである.

1) 特別研究生
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表 Ⅰ 材料に用いた4系統の特性 (欠陰性の表
現率を以て示す)

Ⅳ 環 節 Ⅴ 環 節

各系統の形質発現には一応上

記のような特性が認め られた

が,それらは必ずしも安定した

ものではなく主体となる特性を

中心としてかなりの変動を示し

0･29 た.毎代 Ell型1,を正常型に庚

0･11 交雑して系統を推持 している
0.09*

1.00**
El122についてEl122/+?×+/

+8およびその道交雑における
(狂)1.00完全に欠除,0.00は欠除が全く起らないことを示す
･肢に退化が起｡相当の淋程度を示すが肢の形は言忍められる 分離の1例を挙げると +(50･T
''肢が退化し殆んど痕跡程度 %),のほか El塾(2.8%),Ell

塾 (26･3%),El2型 (13.3%),El4塾 (5.9),P塾 (1.0%)などがあげられ る. このよ

うな Elの変異型の各型を同じ正常型に庚交雑し,次代における形質表現の状態を比較し

表Ⅱ El122および El22系統の各表塾を正常塾に庚交雑し て見ると表Ⅱのごとく

交雑に用
いた親の
表型

22

2

1

2

割

〝
〝
ES

〝

*

*

1
2

型
柵

4

'lレ
7一レ

～
.レ

T
_.V

hq
E

P

Eq
Eq

l

1

3

3

1

9

9

9

9

9

5

5

5

5

5

IV 環 節 L V 環 節

である.

同じEl122,または

El22であっても交雑

肢 に用いた親の各表現型

0.29 に応じて次代の表現率

0.39 にかなりの差違が生ず

0.17** る.たとえはEl122の

0･11 系統において第4体節

0･00 の皮紋の欠除性の表現

.: 詣 競 悪霊警 需 品',tEQEn:.表芸票課 崇'豊 thi=bbna'a 率は明らか に Ell塾
… ElはEDlの略 または El2塾を親 と

した場合よりも P塾を親とした場合の方が大きいし,また第 4,第5体節の肢に関して

も同様に Ell塾を親とした場合よりEl2型を親とした場合 (P塾は一応飼育期の相違の

ため異常に低い表現率を示したものと思われる)の方がその欠陰性の表現率は大きい.一

方El22の系統においてもまた同様な傾向が見られ El4塾を親とした場合 は El型を親

とした場合よりも,第4環節の斑紋および肢に関する欠陰性の表現率はいずれも大きい.

これらのことから親における表塾の差違は Modifferに基ずいているものと考えられる.

すなわち親に用いた塾の相違によって大きく変化される形質と,ほとんど変化を受けず安

定している形質とがある.後者をこの突然変異系統の主特性による部分と見なせば,前者

はこの特性の表現が修飾遺伝子によって変更を受けている部分と見ることができる.いず

れにしても両者いずれも主たる同一遺伝子の関与している形質と見てさしつかえないよう

に患われる.

1)ELl型などについては遺伝研欧文年報(AnnualreportNot91958)亘11-13を参照



このようにModifierの関

与することが判ったので,こ

れらの形質発現に影響が大き

いことの知られている催青温

度をとり上げ,この条件を変

化させた場合における各変異

系統の形質表現の変化を調べ

た.このためには同一蛾区を

折半して 20oCおよび 30oC

で催青し以後は同一条件にお

くことにした.結果を表Ⅲに

示す.温度に対する反応塾は

突然変異系統によってそれぞ

れ異なったが,同じ系統から

得られた異なった表塾の後代

の間では影響を受ける程度に

差はあっても同様な反応型を

示すことが知られた.このこ

とから同一系統内における異
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表Ⅲ 催青温度と Mutant4系統における異常度の
Penetranceの変化

59

なった表型の出現は同一主遺伝子の表現の変更された形であるという上述の見解が支持さ

れるように思われる.

以上の結果からここに供試した4系統の突然変異遺伝子はそれぞれ異なったSiteにおける

突然変異ではないかと考えられる.もしこれが確であるとすれば原型であるEEl遺伝子は

それぞれ任意に突然変異を起し得る少なくとも4つの小遺伝子に分けられることとなる.

43.カイコの E遺伝子群と U遺伝子群に関する研究一特に第 VIと第 ⅩIV染色体

の附着のしかた (辻田光姓)

カイコにおいては,第Ⅵと第 ⅩⅠⅤ 染色体がしばしば附着することが知られている.普

た両染色体にはそれぞれ塀似の作用を示す E複合座位とU複合座位とをもつ.そこで,

(i)両染色体の附着のしかた,(ii)両部位の関連性の有無,(iii)カイコとクワコの雑桂

において現われる3価染色体と附着染色体との関係など,の問題を研究しつぎの結果をえ

た.

附着系統における ENC(VI)と Nl2(ⅩⅠⅤ)との連関は表Ⅰ,Ⅱに示すごとく,平では

完全であるが,8では組換塾を分離する.

表 I Nl2ENO/++×十 における分離
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表Ⅱ +×Nl2ENo/++における分離

10蛾区合計(平均)

上表に示すごとく,8での見かけの交叉率は 45.4であるが,精母細胞において第Ⅵと

第 ⅩⅠⅤ とが附着染色体として行動するものは少なく,大部分の細胞では自由分離してい

る (表Ⅲ),

表Ⅲ 附着系統の精母細胞に現われる染色体数

上表に見るごとく,8においては両染色体の附着が不安定であって,最後まで1つの染

色体のように行動するものは全体のおよそ 10% である.したがって表Ⅱに示した見かけ

の交叉率は附着染色体と独立行動をとる染色体とが混合して現われたもので,これを以っ

て連関距離と見るのは正しくない.

なお +×Nl2ENc/++の交雑において Nl2とENeとが分離する率には,図に示す
両染色体の附着のしかた (1),(2)のいずれかにより異なるはずである.

pP BNE

図 第 ⅤⅠと第 ⅩⅠⅤ 染色体の2様の附着のしかた

白線 第ⅩⅠⅤ染色体 黒線 第ⅤⅠ染色体

以上のことを考えに入れて計算すると,(1)の附着の場合は 50×0.9+42×0.1-49.2

となり,(2)の附着の場合は 50×0.9+8×0.1-45.8 となる.ところが実測値は 45.3

であって,この計算から推すと (1)より (2)の附着のしかたの可能性が強い.

カイコとクワコの雑種の精母細胞に現われる染色体では大部分 27コの染色体を数えう

るが,一部附着染色体の見られるものでは 26コである (写真 1,2). したがってこの雑

種に形成される3価染色体と附着染色体との間には関係がないことが判った. しかし第

ⅤⅠと第 ⅩⅠⅤ の染色体が附着することは,両者が密接な関係にあることを示すものであ

り,かつこの場合の附着のしかたが (2)のごとくであるとすれば,E 部位と U部位と

の間にも何らか重要な関係があるのかも知れない.



研 究 業 績 61

写真 1.カイコ (第VIと第 ⅩIV淡色 写真 2.写真 1と同じ材料 附着染色体

体の附着系統) とクワコの雑種 (矢印)が現われ,26コを示す.
の精母細胞第--分裂における染 (×1700)
色体 27コを示す.(×1700)

44.カイコにおける ⅣJ型突然変異体について (辻田 光雄)

HKZ,/HKp亀 甲桶にⅩ線旧別 (8000γ)してこれに十を交配した次代の例外_PM仲 には E

部位に関するものの外に無半月紋蚕 (Nl型)が数多く生ずる.1954-1958年にわたって

行なった実験結果は次表に-,Tl･すごとくである.

表 I HKp/HK p ?蛸にⅩ線 H朋寸(8000r)してこれに+をかけ た次代の 例 外 刑

例 外 型

67
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1
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1
2

1

1

夏

春

夏

〝

一
夏
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5

5

5

5

5

5

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

型重
形

′｢
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且
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一

竺

ト

3
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8

HKl,/++

46
68
04
57

一
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3

5

2

6

6

7

9

5

5

2

2

1

㌃

3-

0-

竺

6

2

2

1

上表は主として稚蚕*に調査した結果であり,見萌したものがあり,実際の出現数はこ

の表の数を相当上廻ると考えられる.1955年の実験でえられた NILgJ.2更別こついて odk

との交叉価を調べた結果は 4.1と 5.2で,Nl2型 1頭について調べた結果は 7.2であ

表Ⅱ odkxodk/Nl2 表Ⅲ odkxodk/Nll

∴ ∴ _ __ ∴ __

充実価 6.3 交叉価 3･2
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った.さらに 1958年えられた Nll型3頭と Nl2型2頭についてoaと交配したところ

Flでは + NILぉよび + Nと2は非油蚕,Nll型または Nl2型は油蚕となる.NIL塑およ

び Nl2型のおのおの1頭について odkとの交叉価を計算したところ,それぞれ 3･2と

6.3となった (衰Ⅱ,Ⅲ).

Nllまたは Nl2と Di/Diとを交配すると Nllまたは Nl盟と + を分離し第4齢幼

虫ではいずれも黒褐色の 〟dirty''斑紋を確認し難い.

以上の結果より Nl突然変異は U部位よりodkの方-の欠失によるもの と思われ

る.また Nl突然変タ軍-体は自然状態においても希に見出されるが,X線照射によって著
しくその出現頻度を増すこと,さらに欠失部位の長さは必ずしも同一でないらしいことが

推定される.

45.カイコの E複合部位の研究: ENoNsより ENNSの分離について (辻田光雄)

E Ncの?婦にⅩ線 (8000㌢)を照射して大道 さと交配した次代における例外熱中より第

5体節に過剰腹肢をもち,｢い形｣斑紋とJI!_紋とを欠くものを見出し, これと正常を交配
してえた系統である.幼

表 I ENcNsの sib-mating 表II+/ENCNSx +
虫曹面におけるIJ!_紋は常 ‥ 二

に完全に欠除す るが, +

｢い形｣斑紋はきわめて 221

僅かに現われるものがあ ー~~~~

ENONS

337
合 計 JJ竺 ｣ 合 計

る.この新刊 ENcNSのホモは腫子期に致死する(蓑 I).

この新型よりは別の E雅が分離してくることがある (表Ⅲ,IV).

表Ⅲ + × + /ENoNs 表Ⅳ +×+/ENcNB

合 計 二二〒 苛 ま

2772 590

表Ⅴ + ×HKp/ENCNS

III(.. I:＼･い

十
合
1087

上表に示すごとく無ム!.紋蚕 ENNsの他に ｢重

い｣鞄蚕を分離す る.また他のE型との-チ

合 計 pの場合にもENNSを分離することがある (義

1166 V)･

表Ⅴ巾 ENNSは ｢い形｣斑紋はあるが,星

紋を欠く優性形質である. ENNaのホモは僻化前または肺化後椎蚕中に死ぬ以外に E fu

の場合と同じように,受精にあたってホモはでき難い傾向があるのではないかと思われる.

ENcNSよりENNSの分離については突然変異によるかあるいは異常交叉によるかが考え

られる.しかし突然変異としては出現頻度が高過ぎるし,異常交叉と見るには, E NNB以

外のE型蚕も現われること,さらに HKp/ENcNSのごときへテロの場合にも出現するこ

との説明が即難である.元来 E 節は第Ⅵ染色体の左端にあ り,その長さと構成遺伝単位

の位置に変化を起しやすい異常部分のように思われるので,無∠i紋蚕の出現もこのような
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変化の一つの現われではないかと考えられる.

ENNsは E-allelesに所属し,EKp/ENNS×+ の正逆交雑よりも EKpと ENNS 以

外に少数の EKpと ENBの重複した組換型のごときものを分離する.

表Ⅵ EKp/ENNsx+

だ二,:: [':̂ '-lt.J : '-."..,:

表Ⅶ 十 ×EKp/ENNs

EKp星紋欠

上表に示した星紋を欠く EKpが組換型でないことは正逆いずれの交配にも出現し,か

つつぎのごとく正常と交雑すると4型が分離することより明らかである.

+ ×EKp星紋欠 (または星紋不完

全)は正道いずれの交雑 よりも+,
表Ⅷ + ×EKp星紋欠 (EKp/Eps/+)

EKp星紋欠, EKpおよび ENNSの +

4型を分離するが,分離比は異常で特 160

に EN-N'Sの出現数が少ない.EKp無

星紋蚕の遺伝的組成はト1)ゾ-ミックと考えられるが精母細胞の染色体について現在まで

の観察の範囲ではっきり異常が確認できない.Nl2原糸のごとき不完全なt.T)ゾ-ミック

ではないかと考えている.

46.実験用小動物の繁殖と遺伝 (1)三島市内外で採集された2変異ラットとその遺伝

(吉田俊秀)

野生にはいろいろと変った形質のネズミがいる.これらのネズミを掃獲し飼育室で馴ら

して,繁殖させ,既知の遺伝子をもつネズミとの雑種を作れば,その野生ネズミの遺伝子

構成を知ることができるし,また変った形質をもったネズミの新しい系統を作成すること

ができる.このような目的をもって筆者は野生の変異形ネズミを集めているが,現在まで

に2頭の変異ラットを三島市内外にて捕獲し,その遺伝学的研究を進めているので,その

調査結果について報告する.

それらのうち1頭は三島市内で掃獲された黄褐色毛赤限ラッT･(雌)である.この野生

雌ラットを当飼育室で飼育している CastleBlack系ラット(黒色毛)の雄 と交配し F

を得た.CastleBlackラットは Agouti(A)遺伝子 に関しては劣性ホモ (aa)である.

Flは8腹 65頭を得たが全部野生色黒眼で黒色および黄褐色毛のラットは,一頭 も生れ

なかった.F2においては野生色毛黒眼 (lol戻),黒色宅黒限 (35頭),黄褐色毛赤限

(49頭)および淡褐色毛赤眼 (13頭)の4形質が分離した (合計 198頭).これは2遺

伝子が関係したと考えての理論比 (111.5:37.1:37.1:12.4)とほは一致す る. したが

って独立する2遺伝子が関係して分離したものと推定される.関与する遺伝子の説明に対

して,黄褐色赤眼ラッt･は AApp遺伝子をもち,CastleBlackはaaPPであり,Aは

p(pinkeye)を伴えば黄褐色赤限,Pを伴なえは野生色黒限,aは pを伴なえは淡褐色

赤限,Pを伴えば,黒色慧眼になると仮定する.FlはAaPpであるから全部野生色黒限
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となり,F2でAP:Ap:aP:apが 9:3:3:1に分離する.したがって捕獲された野

生の黄褐色赤眼ラットは AA遺伝子とpp遺伝子をもっていたと考えることができよう.

他の1頭は三島市外清水村で捕獲された茶褐色ブドウ色眼の変異ラット(雄)である.

このネズミは外部形態が当飼育室で飼育しているAlbany系ラットに類似しているが,色

はそれより少し濃厚である.しかしAlbany系ラットと同一遺伝子であるかどうかは,両

者を交雑してみればわかる.両者の交配の結果 Flは全部黒色となり,Fl同志の交配で

7腹 59頭の F2を待たが,毛色の分離比は茶灰色 (19頭)淡茶灰色(11頭),黒色(29

顔)であった.茶灰色 :淡茶灰色に対する黒色はほぼ 1:1である.茶灰色と淡茶灰色の

分離は,数が少ないのではっきりしたことはいえないが,Pラットとの交配の結果新らし

く得られた野生変異種の茶灰色毛は P と複対立遺伝子の関係にあるのではないかと想像

された.

以上,野生変異種より誘導された,変った毛色をもつ変異ネズミを同系交配して,黄褐

色赤限ラット(NIG-1系と呼ぶ),淡黄褐色赤限ラット(NIG-2系),茶灰色ブドウ色限ラ

ット(NIG13系)などの系統を作成中である (この調査は飼育員の種田侶司君の協力を得

た).

47.(2)新らしく発見された神経異常マウス `̀E&lternとその遺伝 (吉田俊秀)

DBA/Ms-ce系マウスに遺伝的神経異常マウスが発生した.これは生後 10日頃から表

われるもので,後肢を少しひろげてゆらゆらと体を動揺させて,直線的運動が不能となる

マウスである.倒して腹を上にしてもすぐ立ち上ることはできない.日数が経過するにし

たがい運動が困難となり,20日前後に必ず発死する.明らかにこれは運動中枢神経の異

常によって起るものと考えられる.成長初期においては正常と異常個体の間で体重に差

異はないが,生後 12日頃から体重の減少が見られる.このような異常性から,これを

`̀falter''となづけ,仮にufa''遺伝子と名づけた.この遺伝子をホモに受けとった個体は
上記の徴候を皇し 100%究死する.従ってこの遺伝子は致死遺伝子の1位と考えられる.

-テロ同志の交配で 81頭の子供を得たが,それらのうち正常が 22頭,異常が 59頚

で,1個の単一劣性遺伝子によると考えた理論比 (20,25:60,75)と観察数はよく一致す

る.X2-0.202となり,その確率は極めて高い.したがって,この異常は単一劣性遺伝子

によると考えてさしつかえない.

falterによく似た遺伝子として ag(agitans)と rl(reeler)がある.agは生後 20-

90日で死亡するとあるが falterは 90日まで生きた個体はない.γ～は生後 18日頃よ

衰 I pおよびS遺伝子に対するfa遺伝子
の F之の分離

り特徴が表われると記載されている

が,これは falter より表現が遅いよ

うである.その他の点は falter と似

ているが,falterよりも少し長生きす

る.いずれの遺伝子も第Ⅲ染色体上に

ある.上記のように falterと類似の

遺伝子が第Ⅲ染色体上にあるので,先
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ザ第Ⅲ染色体と第 Ⅰ染色体の])ソケージ関係を調べた.

NH 系マウスは pinkeyeddilutionと recessivespotting の2形質をもっている.

pinkeyeddilution(p)は第 Ⅰ染色体上にあり,recessivespotting(S)は第Ⅲ染色体上

にあるので,NH 系雌と以fa/+〃雄を交配し,F2の分離を調べた (表 Ⅰ).

表の結果を pinkeyeddilution(p)について整理してみると下記のようになる.

以上の結果から x2を求める

とx2-6･815となりp-0.1
遺伝子 】+:+

～o･5となり,結局faとpと 観察数

の間には連関は考えられない.

即ち faは第 Ⅰ連関群にはないと考えて差しつかえなかろう.

次にS遺伝子 (第Ⅲ染色体)

上記の分離比の x2を検定し

てみると,ズ2-2.444 とな り

p:+ Ep:fa

196 J :

について表Ⅰの結果を整理してみると次の通 りである.

p=0.9-0.75で, Sとfaと 観察数

は独立しているという確立は極
一 丁~ -_-

めて高い.したがってfa遺伝子は第Ⅲ染色体上にはないと断定してよかろう (この研究

は飼育員坂本均君の協力によった).

48.(3)ライノ (rhino)と正常ネズミの皮膚の交換移植実額 (辻 無勝1)･吉田俊秀)

実験に用いたライノ (rhino)マウスは,著者の 1人,吉田が 1958年 12月に米国

JACXSON記念研究所より持ち帰って当飼育室で飼育中のものである. このネズミは生後

2週間目頃から宅が脱けだし,つづいて皮膚にしわがよる無毛症で,九γとの複対立遺伝子

(hrrh)による単純劣性の形質である.

皮膚の毛が脱け,またしわがよるという性質の発現機構を究明する一助として,ライノ

マウスの皮膚の一部を同じ系統の同一腹仔の-テロ (正常形質)の皮膚の一部と交換移植

した.

実験には生後 24日～98日のホモと-テロの 10組のマウスが用いられ,背部の皮膚を

2×3cm の大きさに切り,相互に移植した.移植率は 100%であった.先ず正常マウスに

植えられたライノの皮膚は移植後1週間の間に,表面がカサブタ状になって脱落する.そ

の後は一時全くしわを失ない.あたかも表皮を失った如く赤肌となるが,約2週間を経過

すると,次第に小雛を生じ,かつ自宅が所々に発生するのが認められる.手術後 1ケ月を

経過すると再び脱毛し,これと平行して皮膚は肥厚し,大きな深いしわが生じてくる.色

調も赤味を失ない正常ライノの皮膚と全く同じ外形を呈するようになる.次にライノマウ

スに植えられた正常マウスの皮膚は,最初角質層が脱落する外は正常マウスの皮膚と同様

に自宅を生じた.

正常マウスに植えられたライノの皮膚が一時的に毛が生えるのは,Hostからの影響に

よるものか,それとも単なる手術による機械的刺戟によるものかどうかを調べるために,

1) 特別研究生



66 研 究 業 績

ライノマウスの皮膚を切り取って,方向を900変えただけで植えてみた.その結果,同一

個体内での移植によっても一時的に自宅を生ずることには変りはなかった.この結果 よ

り,移植片に一時的に自宅を生ずるのは,Hostからの直接の影響ではなく,移植のため

の刺戟か或いは組織の一時的な若返りに原因するのではないかと考えられる.

以上の実験から,すでに遺伝的に決定された皮膚の性質は,たとえ異なった環境の下に

おかれても,その遺伝的性質を変えるものではないと結論づけられよう.

49.(4)脱毛突然変異ライノマウス (hrrh)における皮膚酸性フォスファクーゼの研究

(森脇和郎)

この突然変異種はその変異田子についてホモになると生後2週間目頃から脱毛が始まり

次第に皮膚にしわがよるようになるが,-テロのものは野生形と外形的には全く同じであ

る.FRASERは皮膚の移植実験の結果から,このような差異の現われるのは,この時期に

なると皮膚自身にすでに決定された要素が含まれているためであり,体内の他の部分一例

えは内分泌腺-からの支配によるものではないと考えた.このことは当研究室でなされた

移植実験 (辻 ･青田)の結果からも推測される.

毛の有無という外形的にはっきりした差異が生化学的な特性の面にも何等かの形で反映

しているのではないかと考えてこの実験を計画した.

カナリヤの換羽に酸性フォスファクーゼが関係しているらしいという報告があるので,

ここでも先ず酸性フォスファクーゼを測定してみた.

生後 40日の材料について比較したところ,その酸性フォスファクーゼ活性 (至適 PH

4･2)はホモの方が-テロよりも2乃至3倍高いことがわかった.生後 18日でホモの頭

の部分にわずかに脱毛が認められる時期にも,ホモの方が約 30% 活性が高い.しかし生

後8日のものは全部一様に短い毛が生えており,外形的には全くホモと-テT,の区別をつ

けることができず,このような材料では酵素活性の面でもはっきりした差異は認められな

表 Ⅰ 脱毛突然変異マウス (ライノ)のオ い･表Ⅰはこれらの結果をまとめたもの

モと-テロにおける皮膚酸性フォス である.なおこの酵素の基質 としては
ファタ-ゼ活性の比較

PNP分解量
(吸光度/組織 7.5mg,400mp)

Paranitrophenolphosphate(PNP)を用

い,37oC,20分間の incubationにより

組織 7･5mg相当の酵素標晶によって脱

鱗酸されてできた Paranitrophenolの

量を 400m/tで比色定量した.

以上の結果からみると,ホモで酸性フ

ォソファクーゼ活性が高いのは,先天的

な形質ではなく,脱毛形質の発現に平行

して現われる性質のようである.その他

に脱毛に伴なって皮膚の卿 旨質が稗増加

するのが認められる.

脱毛,皮下脂肪の蓄漬,酸性フォスフ
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ァクーゼ活性の増加の内のいずれかが先行するのかどうか.更にそれを交配している前段

階の遺伝的要因があるのではないかという問題は今後の課題として残されている.

50.動物の染色体調査 (ⅠⅠⅠ) クロゴキブリの精原細胞染色体数および性染色体 (辻

繁勝)

ゴキプ1)狭 (Blattari)の雌性先熟 に関 しては古くチャバネゴキブリ(Phyllodromia

ger仇anica)についての報告が知られている.然し,生殖器官が完全に雌性から雄性に転

換するものかどうかは,生夕直細胞についてその性別を観察しなければ決定されない.

本邦で最も普通の塀であるクロゴキブT)(PeriplanetapiceaShiraki)について,同様

のことが予見されたので,これについての研究に着手した.クロゴキブリの染色体数に関

しては小川 (1956)が体細胞の観察によって 92n-28,8n-14(内1個が一価染色

体)と報告している.筆者は精原細胞および体細胞の観察によって 92n-28,82n-

27を得,従来の研究と一致した結果を得た.

精原細胞を用いて核型分析を行なった結果,大型の中部附着の染色体が4対,大型の次

中部附着の染色体が1対,小型の中部附着の染色体が5対,やや小型の次中部附着の染色

体が3対,対合しない大型の次中部附着の染色体が1ケ,合計 27ケの染色体から成るこ

とが判った.対合しない大型の次中部附着の染色体は節構造を示し,大きさはほぼ第三番

目に当る.雌の体細胞染色体の観察結果から考えてこれがX染色体と推察された.

51.遺伝的進歩を最大にする鶏の最適繁殖構造について (山田行雄)

与えられた大きさの家鶏の繁殖集団について,選抜による遺伝的進歩を最大にするよう

な最適繁殖構造を求めるための理論的基礎は,後代検定に対して,A.RoBERTSON(1957)

によって与えられた.筆者はこれを更に拡張し,雄および雌に対する選抜が,OsBORNE

(1957)によって与えられた選抜指数によって行われ,雄お よび雌に対する選抜強度が異

なる場合についての解を得た.その解法と結果の詳細は別に報告されるが,次のような事

実が明かにされた.

一般的に,どの程度の-リクビリティーに対しても,雄当り交配される雌の数を増加さ

せるよりも,母当りの娘の数を増加させる方が遺伝的進歩が大である.しかしながら,哩

論的に得られた最大進歩を実現させることは,実際には不可能であり,実際の生物から実

現可能な雄および雌に対する選抜強度 (一般に 5-10% 程度)の範囲内では,最大進歩

は,雄および雌に対する選抜強度がはば等しい場合に期待され る.-リタビ1)ティーが

0.30で,集団の大きさが 1000の場合,理論的最大進歩量を,実現可能な範囲で期待さ

れるそれと比較すると,約 10% 程度その効率は低下するが,その量は-リタビリティー

の大きさに逆比例する.雄および雌に対する選抜強度を一定にする場合には,集団の大

きさを増加させることは,集団の大きさがすでに 1000を超える場合には,遺伝的進歩

を大きくすることに対して,余 り重要な役割をもたない (詳細は遺伝学雑誌に発表の予

定).

52.家鶏の産卵数に対するへテE)-シスと正逆交雑 Flの差異 (河原孝忠)

卵用種と兼用種を用いその Flを利用する場合,卵用種を雄親とし兼用種を雌親とした
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組合せを正交配といい,正交配が種々な経済的形質,掛 こ産卵能力について逆交配に優る

といわれている.この原因は経済形質に関する遺伝子の一部が伴性遺伝し,卵用櫨が兼用

種に比してこれらの遺伝子組成において優れていることに起因するものと考えられてき

た.本研究はこれらのことについて調査するため,産卵率について大きな差異が認められ

ない当所の白色レグホーン種 (WL),横斑プリマスT,ック種 (BPR)を用い,純粋種 と交

雑Flが半姉妹になるように交配した.材料鶏は,1956年より1958年に至る3ヶ年に将化

された総計 1019羽の初産後 120日間の部分記録について分析を行なったものである.

3ヶ年の各群の平均産卵数は表Ⅰに示した.3ヶ年の総計において,生存日数に対する産

卵数は,WL-66.32%,BPR-66.22%,WL?×BPR8-75.880/Q,BPR?×WL8
-68.00% で,純粋穫間ではほとんど差異がみられない.正逆交雑 Fl間においては,

WL?×BPR8 のいわゆる逆交雑が,BPR?×WL8 よりも 7.88% 優れていた.産卵

指数においても同様な傾向を示し,そのpotenceratio杖,WL?×BPR8においては,

5.09に対し,BPR?×WL8 は,1.16でしかなかった.一方これらのへリクビリティ

ーを分散分析によって推定した結果,WL-0.21,BPR-0.42,WL?×BPR8-0.35,
BPR?×WL8-0.36で,正逆交雑 Flの間における遺伝的変異には相違はみられなか
った.しかし全体的に,現在までの報告に比して高く推定された.これら正逆交雑 Fl間

における産卵能力の差異は,遺伝的には性染色体と母性効果とが異なることに起因してい

る.これらの結果より母性の影響,特に-テロ-シス発現の場としての細胞質の影響,普

たは常染色体と性染色体の遺伝子間の相互作用が考えられるが,2着のいずれが関与して

いるかは,今後の研究に得たねばならない.

表I WL,BPRおよびそれらの交雑Flにおける部分記録 (初産後 120日間)
の産卵指数

年 次

53.家鶏の体重における遺伝的分散の変動 (河原幸恵)

1956年より1958年に至る3ヶ年に貯化した,WL,BPRおよびそれらの正逆交雑 Fl

雌,総計 1348羽 (WL-453羽,BPR-309羽,WL?×BPR8-331羽,BPR?×
WL8-255羽)について,4,8,12,18週令,初産時および成時として 48遇令にお

ける体重の遺伝的分散を知るため,分散分析によってへリクビリティーを推定した.6期

の平均は,WL:hBs-o･88,鶴 -0･47,h2S.｡-0.68,BPR:h2S-0.62,h2d-0.66,
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h….a-0164,WL?×BPR8:h23-0･19,h3-0･71,h….｡-0･46, BPR?×WL8:

h28-0･26,h芸-1.01, h2S.a-o･64で,hl3.4は多少純粋種が高い傾向を示 している

が,大きな差異は認められない. しかし,h…と h急の推定値は発育段階によって変動
し, 特に交雑 Flの4遇令より12遇令に至る成長が速やかな時期において,九…の推定
値が低い. これに反して h言は高く推定された. ランダム交配における推定値において

は,遺伝子作用が全く相加的であって,母体の影響がないとすれば,h2S.a-hミニ境 で

ある.しかし一般的にはすべての遺伝子作用が相加的であることはまずあり得ない.すな

わち,

h28-3汁 A2十三OAA2+･･････)
hh-志 †JA2･qD2月 OAA2･iJAD2･i-0DD2.･･････)

が期待される (qp2-表型分散, dA2-相加的遺伝子に3:る分散, qD2-優性偏差に基づ

く分散,OAA2,0･DD2,0･AD2-非対立遺伝子間の相互作用すなわちエビスタシスによる分
敬).これらの点を考慮すれば,幼令における交雑 Flの体重に対して, ドミナンスまた

はエビスタシスが関与している可能性を暗示している.また,全期を通じて高いヘリクビ

リティーが得られており,遺伝的分散による部分が相当に大きく選抜に際しては,個体選

故が効果的であることをも暗示している.(日本畜産学会報 31巻に発表の予定)

表I WL,BPRおよびそれら交雑 Flの発育段階における
へリクビリティー
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54.家鶏における内臓型白血病感受性 (河原孝忠)

WL,BPRおよびそれら交雑 Flがそれぞれ半姉妹になるように品種内および品種間交

配を行ない,総計 1123羽の試験鶏を得,それらの貯化から初産後 120日間までの生存

率について,成長期 (好化より18週令まで)および成熟期 (18週令以後初産から 120

日までの期間)に分けて分析した.成長期における生存率については,本報第9号に記載

したごとく,WL-8,3%,BPR-ll.5%,WL?×BPR8-3.2%,BPR?×WL8

-4･9%の死亡率を示し顕著な-テロ-シスを示したが,成熟期に至って交雑 Flの致死

が高率で,WL-11･8%,BPR-20.9% に対し,WL?×BPR8-15.6%,BPR?×

WL8-21･5% (WLとBPRおよび BPR?×WL8間に1%,FlとWL間に5%

水準の有意差を認む)であって,純粋種および交雑 Flからなる半姉妹群においては,い

ずれも交雑 Flの死亡が高率であった.この原因について,死亡個体を致死国別に分類

し,分析した結果は表Ⅰのごとくである.すなわち,白血病致死が高率で,すべて内臓型

に分類され,成熟期にその大部分が致死した.白血病致死について,これら4群の間に有

意な差が認められた.しかし他の死亡原田についてはそれらの間に差異がなかった.白血

病については,純粋種と雑種からなる半姉妹群間に1%水準の有意な差があり,また,同

一母系内にあっては交雑 Flが純粋種に比して致死率が高く,純粋種と交雑 Fl間におい

ても有意水準に非常に近い値 (x2-3･79,.10>P>.05)を示した.これらのことよ

り,内臓塾白血病に対して,細胞質を含めた母体効果があり,母系を共通する純粋種と交

雑 Flにあっては,ホモ型 (純粋種)より-テロ塾 (交雑 Fl)に多発し,BPRは WLに

比して高い感受性を有していた.(日本畜産学会報 31巻に発表の予定)

表I WL,BPRおよびそれら正逆交雑 Flにおける将化より初産後
120日間の致死国別比較

品種または
交雑組合せ

宗孟二軍警
白 血 病

原虫および梱虫症

栄 養

神 経 系

循 環 器 系

呼 吸 器 系

排 壮 器 系

消 化 器 系

生 殖 器 系

不明または合併因

合 計

WL BPR WL与'×BPRS BPR与'×WL8

362 253 281 227

2.49(%)9.88(%)
2.21 3.16

2.21 2.37

1.38 0.79

0.28 0.40

0.28 1.19

0.28 0
1.10 1.58

2.21 1.98

7.73 11.07

6.41(%) 11.01(%)
2.14 0.44

0 0.44

0.36 0.44

0.36 0
0 0
0 0
1.08 0

1.08 3.08

7.47 11.01

20.1 32.4 18.8 26.4
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55.集団の有効な大きさを与える公式 (木村資生)

集団の有効な大きさという概念は WRIGHT('31)によって始めて集団遺伝学に導入され

たものである.後,CROW('54)はこれを (i)近親交配の効果,(ii)対立遺伝子の機会

的消失率,(iii)配偶子の任意抽出に伴なう分散の3つの面から定義することを提案した･

この内,(iii)は筆者 (Kimura,'51)も以前から採用していた定義であるが,最近これに

よる一般式として次のような結果を得たから報告する.

いま, N (8)を第 t代における実際の個体数とL,kを1個体あたりの次代に寄与する

配偶子の数とすれば,第 t代における有効な大きさは

NS(68),sA10-
k
2N (t)

(1+ft-1)+(1-ft-I)
によって与えられる.ここに

〟(£-1)

Sた2-慰 崇 二-1諾 ㌢ Tqた2,
_ Ⅳ(β-1)

k-∑ ki/N(8-I)1

で ft-1は第 (i-1)代における近交係数を表わす.これを CROW ('54)による式 と比較
すると,彼の式で o･た2となっているところが本式では 8㌔である点が異なっている.しか

し この差は集団個体数 N (8-I-1が大きければ無視し得る程度のものである.これらの点

を含め,集団の有効な大きさを与える公式について短報を雑誌 ｢科学｣Vol.29に発表し

た.

56.突然変異による荷重の計井 (木村資生)

有害な突然変異遺伝子の出現が生物集団におよはす害作用の大きさは ｢突然変異による

荷重｣(mutationalload)によってはかることができる.ここに突然変異による荷重とは

有害遺伝子の再起突然変異による出現のために集団適応度が正常遺伝子のみを含む場合に

比べて,率においてどれだけ低下するかを表わしたものである.この荷重を種々な条件の

下で計算するのが本研究の目的である.

いま,Alを野生型の正常遺伝子,A2をそれから生じた突然変異遺伝子として,Alか

ら A2-の突然変異率を毎代 p とする.世代構造は不連続であると仮定し,3遺伝子型

AIAl,AIA2および A2A2の適応度 (fitness)を淘汰値で表わしてそれぞれ 1,1-hsおよ

び 1-8とする.(1≧8>0,1≧h≧0).

Ⅰ.任意交配の場合 :集団は十分大きく,任意交配 (random mating)が行なわれてい

ると仮定すれば,平衡における突然変異の荷重は

L m - .LLt1-8+-/0-(27両J

によって与えられる.ここに

she

o≡ 2p(1- 2h)
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である.8-1(致死遺伝子),p-1015として,種々な hの値について Lmの変化を図

示したのが図1である.

突然変異による荷重 (任意交配,常染色体遺伝子座)

N-oo, S-1,p-10~5

遺伝子型

淘 汰 値

AIAIAIA2A2A2

1 1-hs 1-8

突然変異率

Al→A2
J▲

この図から,優性の度合が1%以上であれば L仇の値は完全劣性 (h-0)の場合より

完全優性の場合 (h-1)にはるかに近く,近似的に
A

Lm-2p

となることが分る.

Ⅱ.近親交配の影響 :もし,毎代低いけれども｢定の率で近親交配が行なわれていると

すれば,集団の近交係数 (inbreedingcoefhcient)を Fとして

Lm(I)- pf1-01-4･+I/(T+4)2+2011
となる.ただし

0- 2芸S(':_=2fi･ ¢…云 票 面

とする.図2の実線は 8-1,p-10~5,h-0.02として 10-4-10-1の程々な fの値
A

に対して Lm(I)の変化を示したものである.これに対し,任意交配を行なっている集団
において,それを構成する総ての個体が突然 ′だけの近親交配を行なったとき,次代 に

現われる荷重を エo(+∫)とすれば,これは

Lo(+I)-Lo+Dof
によって与えられる.ここに Doは

人人
D0-8(112h)xIx2



図 2

A
で,xlおよび x2は任意交配の下での平衡における Alおよび A2の頻度である.

xlニト 品2,品2-言い/耐 叫 ･
S= 1,p-10-5,h-0.02として,種々な fの値に対する Lo(+I)を示したものが

図 2の破線のグラフである.
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57.置換に伴なう荷重の計算 (木村資生)

置換の荷重 (substitutionalload)とは1つの遺伝子 Alを新らしい環境に適した対立

遺伝子 A2で置きかえる過程に生ずる集団適応度の減少率で,この大きさを集団個体数の

指数的増加率に対する損失として表わしたとき,これをマルサス径数で測った置換の荷重

と呼ぶことにする.最も簡単なのは単相世代が発達したいわゆる半数生物の集団について

で,1代あたり1遺伝子の率で置換が行なわれたときの荷重はマルサス径数ではかって

Le- -logep

となることが証明される.ここに pは置換の過程を経て固定される遺伝子 A2の初期頻

度である.複相世代の発達した高等生物の集団については3種の遺伝子型 AIA1,AIA2お

よび A2A巳の適応度を 0,8'hおよび slとすれば (3'>0,1≧h≧0),1代あたり1遺_

遺 伝 子 型 IAIAIAIA2 A2A2

適 応 度
(-L7ルサス径数) 081h sl

p:A2の初期頻度
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伝子の率で置換の行なわれたときの荷重は

Le-言 llogep十(1- h,logeh.-岩 記
となる.図1は種々な初期頻度 (p)と 10-4-1の範囲の優性の度合 (h)について Leの

値をグラフによって示したものである.

これから,初期頻度が小さい程,また優性の度合の小さい程,置換の荷重は大きくなる

ことが分る.

58.適応的進化の過程における遺伝的情報の蓄積について (木村資生)

古生物学的な記録が示すように,永い進化の歴史を経て簡単で原始的な生物から複雑で

高等な生物が生じたが,この過程を量的に扱う理論を立てるのが本研究の目標である.こ

のためには,集団遺伝学の数学的理論に情報理論の考えを導入し,自然淘汰による適応的

進化の過程を遺伝的情報の獲得という立場から解析する.

いま,生物の持つ遺伝的情報量をその遺伝的構成における不確からしさ(improbability)

の程度により定義すれば,自然淘汰による1代あたりの遺伝的情報量の増加率 H と集団

の置換による荷重との問には次の関係が成立つ

H-志 -1･44Le(ピ ッ = 1世代)

この関係式は次ぎのようにして導かれるものである.方法 1:もし,漸進的進化の過程に

おいて,遺伝子型に働く自然淘汰によって除去されるべき個体が総て生残 り等しい率で繁

殖すると仮定すれば,集団はt世代後に実際の

rT･･[

倍になる.自然淘汰はそれがなければ

1/eLet-e~Lef

の確率でしか起きぬことを実現させる. したがって,t代の淘汰によって蓄横された新し

い遺伝的情報量は

-log2(e-Let)-Let/loge2

と見なすことができる.1代あたりの遺伝的情報の獲得量はこのt分の1である.ゆえに

H-Le/loge2--1.44Le.

方法 2:簡単のため半数生物を考える.pを有利な突然変異遺伝子の初期頻度 とすれ

佗,自然淘汰によってこの遺伝子は必ず (確率 1で)集団中に固定するのに対して,もし

自然淘汰の力を借りなければ pだけの確率でしか固定しない. したがって自然淘汰によ

る遺伝子の固定によって

1
H=log2石-=-log2P

だけの遺伝的情報が生じたと見なすことができる.一方,この遺伝子の置換に伴なう荷重

は

Le--logep

であるから.
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表 Ⅰ 進化の過程における遺伝的情報量

の収支 (ビット/1世代)

遺伝子の置換により +0.29

芸書芸芸芸芸諾 芸:;≡,9 ::霊 ‡o･oo

H-Le/loge2.

この関係に筆者の ｢遺伝的荷重を最小に

する原理｣から導かれた値,

L8-0.206,Lm-0.099

を適用すると,表 Ⅰのような結果が得られ

計 +0.29 る.ここにLmは突然変異にi:る荷重であ

したがって,もしこの率で遺伝的情報が蓄積されたとすると,古生代カンブリア紀以後

の総計は恐らく108ビット程度と推定される.遺伝的情報は個体発生の過程で表現型の情

報に変換されるから,後者は前者を量の上で越えることはない,成体の表現型における情

報の歴史的増加は普通の意味における進化である.また遺伝子の化学構造 (DNA)につい

ての考察から,人間の染色体組 (2n)が蓄えることのできる遺伝的情報量は 1010 ビット

位と推定される.これら2つの推定値の差は情報の redundancyによると考えられる.

59.キイE)ショウジョウバエの自然美EZlおよび実験系統における DDT抵抗性の遺伝的

変異 (大島長途)

日本の各地から採集し数年 (1-7年)実験室で飼育した 20の実験系統の DDT抵抗

性を WHOで調製された4%のテストベーパ-で測定した.また 10月中下旬静岡県須

山,十里木および山梨県甲府,勝沼の自然集団から採集した雌の F3の DDT抵抗性を同

様の方法で測定した.テス トペーパーに8時間,16時間接触させ 24時間後の致死率(10,

15回繰返し実験の平均,検査和数 400,600)から実験系統,自然集団それぞれのLD50･

と致死率回帰直線の傾斜度 (slope)を得た.

それらの LD50は 7.7-26.8(時間)の間に分布し過去に殺虫剤によって淘汰をうけ

た彦根系統が最も強く,須山の第2集団が最も弱かった.実験系統の LD50の平均と自

然集団の LD50の平均とを比較したところ大した差がなく,従って長期間の銅青によっ

て DDT抵抗性が減少するということは考えられなかった.

slopeの値は DDT抵抗性の遺伝的変異の大小を表わすものと考えられるがslopeと集

団の大きさの間には正の相関のあることが推察できた.特に小集団であった十里木の2集

団は変異カi小さかった.また slopeとLD50の間には負の相関があった(r--0.63).

すなわち遺伝的変異の大きい系統 ･集団は一般にDDT抵抗性であると考えられた.slope

の値からその系統の起源の集団および自然集団の過去における DDTによる淘汰の歴史を

推察することがある程度可能であり,また同時に DDT散布によって抵抗性となる速度や

程度をもあらかじめ予告することに slopeの値は役立つものと考えられる.

60.ショウジョウバエの長期選抜系統における遺伝変異分析 (山田行雄)

腹部剛毛数の多少に関して約 30代選抜をつづけ,毎代の選抜反応が初期世代に比較し

て可成 り低下した D･melanogaSterの6系統を用い,それら系統間および系統内の変異

分析を行なった結果,次の如き事実が明らかにされた.便宜のため,Hlと H2を剛毛数

の多い方向に選抜した2系統とし,LlとL2は剛毛数の少ない方向へ選抜した2系統,
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そして Clと C2は無選抜の対照系統とする.

受精率は,Hlと H之の平均は 69.0%,Llと L2 のそれは 76.5%,そして C1と C2

とのそれは 86.5% であり,選抜系統において,対照無選抜系統に比し,明かに低い傾向

を示す.しかし各系統内にあっては,剛毛数の多い雄と多い雌との交配,または,少ない

雄と少ない雌の交配が受精しないというような傾向は見られなかった.

各系統の表現型分散を変異係数を以て比較すると,腹部剛毛数については,6.04%(Hl)

から 7.65%(L2) の問にあり,胸部剛毛数については,10.80%(H2) から 13.63%(L2)

で,選抜系統が対照系統に比し変異を増大した懐向も,また減少 した傾向も見出されな

し､.

各系統について,-リクビリティーを推定した結果は,非常に区々であるが,少なくと

ち,選抜系統において対照系統と同じ程度の遺伝的変異がなお保有されていると考えられ

る.一般に,F2集団で推定されたこの形質の-1)クビリティーは 40-50% 程度である

が,選抜開始後 30代におけるこれらの系統では,高々 20%(Hl)程度であることは,育

効な集団の大きさが小さいために生ずる近親交配の影響が大きかったことを示すものであ

表 Ⅰ 遺伝子作用に関する分散分析

** 1% 水準で有意

表Ⅱ 各系統に割付けられた相
加的遺伝子効果 (剛毛数で,

全系統の平均値からの差と

して示される)

腹部剛毛数
系統

HI
HN

c1
ら

LI
J

c.

9 9 88
胸部剛毛数

9 9 88

2.92 2.19:0.49 0.60

-≡;喜…=巌 _:o:'…∴

腹部剛毛数 胸部剛毛数
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ろう.

各系統間の平均値の差を Diallelcrossingによって分析した結果は表Ⅰの如くである.

すなわち,系統間の平均値の差異は,主として,相加的遺伝子の作用に起因するものであ

り,選抜によって,それら遺伝子型の構成が著しく変化したことを示す.相対的には可成

り小さいが,正道の差も有意であった.この場合観察された正道の差は相加的遺伝子の伴

性遺伝をもっては説明できないので,染色体問の相互作用の関与することを示唆する.

各系統に割付けられた剛毛数の,相加的遺伝子作用にもとづく差異は,表Ⅱの如くであ

り,それら系統および交雑の平均は図1に示す如くである.剛毛数の多少が,相加的遺伝

子作用の差異によって大部分説明できることを明かにしている.

61.陸稲と ｢赤米｣の Fl雑種の繁殖力と競争力 (井山審也)

わが国の陸稲圃場に雑草化して混入している ｢赤米｣と陸稲との間には,僅かながら自

然交雑が起り,この雑桂が集団中に共存することになる.それらの雑隆の陸稲集団中での

運命を予想するため,Flの繁殖力と競争力についての実験を行なった.

1) Flの繁殖九 農林モチ8号および同 18号と ｢赤米｣との交雑 Fl植物の各程の

形質を両親品瞳と比較して表 Ⅰに示す･

表 Ⅰにみるように,Fl植物は高い不稔性にもかかわらず,著しい雑憧強勢の結果.親

表 Ⅰ 農林モチ8号×｢赤米｣および農林モチ 18号×｢赤米｣の Fl
と,それらの両親品種の各種の形質

材 料

農 林 モ チ 8 号

Fl農林モチ 8号×｢赤米｣
農 林 モ チ 18 号

Fl農林モチ18号×｢赤米｣
｢赤 米｣

草丈 穂長 積数 全重
1株 1株稔実 花粉 種子
穂重 種子数 稔性 稔性

Cm Cm g g % %
90.7 20.0 7.4 22.3 9.8 333.9 98.2 -

126.4 22.2 15.4 56.2 19.5 357.6 43.7

82.5 19.7 7.4 23.0 8.0 232.4 98.4

127.7 22.9 15.7 60.7 17.1 314.2 33.6

84.4 16.3 18.9 32.6 8.9 324.1 97.1

表Ⅱ Flと陸稲の競争力の分散分析表 (対数変換)

反 復 2

親 品 種 対 Fl1

平 均 平 方

6

9

2

2

8

0

8

5

5

8

4

8

積数 全重 1株穂重 草丈 穂長

.011,237 .023,110 .000,723 .190,61xlO~3.001,341

.192,301**.250,307** .388,382**2.099,84 .001,957

.554,786**.722,964**1.129,822**6.115,57* .005,134

莞翫 8'長沼FtlF#t群 十 015･769 ･017,328 ･025,016 ･029,14 ･000,425

誤 差≒6上012,174 .009,381 .026,455 .568,13 .001,350
**1% 水準で有意 *5% 水準で有意



研 究 業 績

表Ⅲ Flおよび親品種の混植区の各形質の,単植区に対する増加

量 (単植区の形質量は表Ⅰを参照)

材 料

蔑 林 モ チ 8 号

Fl農林モチ 8号×｢赤米｣
農 林 モ チ 18 号

Fl農林モチ 18号×｢赤米｣

穂重 全重 穂数 草丈 穂長

-4.6g

18.2

-5.0

14.1

cm
o
･
8

0
･
7

1
･
7

0
･
6

一

一

g
N
.

.
7

.
8

.

6

6

4

3

一

一

3

8

8

6

2

8

3

7

一

一

g2

3

8

4

7

7

1

8

-
4

1

4
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品種よりも多くの種子を残す傾向にある.

2) Flの競争力.上記の2種の Fl植物をそれぞれの親陸稲品種と1行中に交互に植

えた混植区 (競争区)の形質量の,各 Flまたは品種の単植区の形質量に対する増減によ

り,競争力を測った.対数変換をした値にもとづ く既争力の分散分析の結果を表Ⅱに,実

測値による混栖区の単相区に対する増加量を表Ⅲに示す.

分散分析の結果,穂重,全重および積数に有意な競争力が認められ,いずれも Flは親

陸稲晶塩との競争により著しく増量し,陸稲は減量することが見 られた.以上の結果か

ら,陸稲中に生じた Fl植物は,雑種不稔性にもかかわらず,著しい雑種強勢と強い競争

力のた糾 こ集田中に有利に増殖して行くことが予想される.

62.イネにおける傾母遺伝の研究1)(酒井寛一)

イネの品種間交配で,召粒重が傾母遺伝をすることを見出し,正逆交配の Fl,F2およ

び正交配の F8(系統)より得た観測平均値および分散ならびに共分散から,傾母遺伝の

統計遺伝学的研究を行なった.

本研究から推定された遺伝学的パラメーターは次の通 りである.

細胞質の働きの強さ (帆)-0.3177±0.0710

遺伝子の優性の効果 (h)--0.4008

固定し得る遺伝分散 (刀)-0.0404±0.0392

固定し得ぬ遺伝分散 (H)-0.2879±0.1383

環 境 分 散 (E)-0.0091±0.0049

この推定のために設定した遺伝模型では,個体の表現型は,環境の効果を別とすれば,

その個体のもつ遺伝子型効果の他に,その遺伝子効果と,その母親個体の表現型 (環境効

果は除く)との差の m 倍だけ母親の表現型に向って偏らせられると考えた.

上記の推定された遺伝学的パラメーターから,F2における百粒重の遺伝力を計算した

ところ,h2-0･4009であり,また百粒重に関与する微働遺伝子群の数は,約 10と推定

された.

63.日殖性種物の雑種集団の遺伝的変異におよほす傾母遺伝の効果 (井山審也 ･酒井寛

一)

自殖性植物の塵的形質の懐母遺伝については,酒井がイネの粒重について報告し,初期

1)本研究はセイロン国農業局において行なったが,その詳細は同局局長 Dr.M･F.Chandraratnaと共著で,
英誌 "HEREDITY"にて印刷中である



80 研 究 業 虞

世代の分散および親子共分散におよはす影響を計算した.ここではその一般化を試みた.

まず傾母遺伝の働き方を,つぎのように考える.第 n世代の個体の環境効果を除いた表

表 Ⅰ 傾母遺伝がある場合の自殖性植物の雑種集団の分散と共分散

Fn世代の全体

の分散:VFn

作った Fn代系i
統間の分散:

Vi m

Fn系統内分散

の平均:VFn

Fn_1世代と Fn

世代 との親子共

分散:WF畑-1/Fn

m= O

m* 0

(11去 )D･-吉(1-去 )H･El

･11-(2忘)n11i]D･[去(11去)
I㌫ llI(忘)n十fiT_m;nh-≠-
･11-(去)n~1‡2-i笠11-(去 )n-1[]H.El
[(ト去)･i% 11-(忘)乃十意

･試 買In面 上 (忘 )n~1上 品

･11-(忘)n-1‡21竺左上(忘)n~1)]H･E2
去 D･21nH･E3

去 (1-m)2D･去(llm)2H･E3

(ト去)D･去(1一志)H
[(1-去〕+-mlT (1-(12t)n~2)-書芸

て覧 11-(志 )殉1 ]H

1) D一∑a2,a-∑h2
2)n が式の分母を0にする値をとるときには,元の等比級数の和によって求められる
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現型すなわちその遺伝的要因による部分 Pnは,その個体の遺伝子型 Gnと,親の環境効

果を除いた表現型 Pn-1から成立ち,Pn-(1-m)Gn+mPn-1の関係にあるとする.こ

こで m は母性効果を表わす値で,0≦仇 ≦1である.

一対の遺伝子 Aおよび aについて,3種の遺伝子型 AA,Aaおよび aaの値を d,

hおよび -dとするとき,AAxaaまたは aaXAA交配の Fn世代の集団平均値は

である.ここで正負号は,AAxαα交配については正を,逆交配については負をとる.分

散および共分散は表Ⅰに示す.

母性効果があると,相加的遺伝子効果による分散は減少する.その効果は m が小さい

時には最初の数世代でほとんど失われるが,m が大きいと後代にもなお分散の減少がみ

られる.上記の式により,さらに遺伝的分散の全分散に対する割合,および親子相関に対

する母性効果の影響の世代による変化をも計算したが,それによると,母性効果が大きい

ほど遺伝分散の割合は小さくなるし,親子相関も小さくなる.

64.イネ育成品種の遺伝変異続報1)(酒井寛一)

前年,遺伝変異をしらべた3品種の各々から,約 50ずつの系統を分離 し,1958年

Yala期 (夏期)における収量によって,高収,中収,低収,極低収の系統帯に分けて,

同 Maha期 (冬期)に栽培試験を行なった.ここで雨期の収量について,全系統,系統

群間,群内系統間の相関をしらべたところ,表 Ⅰのような結果を得た.

更に,色々な程度に･不良系統を 表 Ⅰ 連続2期の収量間の相関
品種内から除いたものを使って,集

団淘汰の効果をしらべたところ,明

らかに淘汰の効果が認められた.

この実験ならびに日本における他

の実験から,著者は,系統栽培を統

相 関 係 数

HIO5 HIO6 H501

全 系 統 間

収 量 群 間

けて育成した自推性植物の品種も･ 群内の系統間

なお量的形質について-テロである

0.7811 0.6005 0.5585

0.9951 0.9319 0.6890

0.3480 -0.0140 0.2759

こと,したがって優良品種といえども,増殖採種の方法によっては,退化する可能性が少

なからぬことを明らかにし,自殖性作物の原種圃の経営法は改善されるべきことを主張し

た .

65.イネの種子の大きさの統計遺伝学的研究1)(酒井寛- ･M.E.R.PINTO)

セイロンのイネの F2雑種集団 6,純系淘汰により育成した品種 6,在来品種5および

交配育成種8につき,種子の長さと巾に関する統計遺伝学的研究を行なった.研究は,各

集団または品種からランダムにとった 50乃至 140個体の各から,10または 20個の桂

子をランダムにとって,長さと巾を測 り,分散 (共分散)分析から遺伝分散 (共分散)と

1) 本研究はセイロン国農業局作物研究室で行なわれた
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環境分散 (共分散)を推定し,遺伝力,遺伝相関および環境相関を得た.

遺伝力に関する各集団または品種の分布は,表 Ⅰの通 りである.

表 Ⅰ イネの品種および F2雑僅集団の種子の形に関する遺伝力の分布

F2 集 団
在 来 品 種

純系淘汰品種

交配育成品種 i 8

-二一: 二

遺 伝 力 (種子の長さと巾の平均)

0.2 0.31 0

i - i-

; 1 日 2 巨 11

例外的に低い値を示した F21集団は平均値の計算には除外しT=

.
4
一

平均

1 3 ;

表 Iをみると,遺伝力は期待されるように,F2で最も高く,在来品櫨それに次 ぎ,紘

系淘汰によりつくられた品窪は最も低かった.ただ交配育成晶憧は晶憧間変異が極めて甚

しかった.

遺伝相関を検討したところ,種子の長さと｢r]に関す る限り,F2はほぼ0であったが,

他の晶憧群,掛 こ純系淘汰品種は,しばしば正または負の高い遺伝相関を示した.このこ

とは,遺伝子的には,両形質は互に相関する原因を もたないが,集団として放置される

と,機会的に正または負の遺伝相関を得ることを/示唆すると考えられる.

66.イネの雑草抵抗性1)(酒井寛一)

イネの栽培法が,除草をしない撒播法から,条播または移植法にうつろうとするとき,

晶薩による除草効果の変異は,育種上重要になる.本研究は,早生イネ 17品種を,除草

区と非除草区に各 3回反復で植えて,各種生産形質についてしらべたものである.

除草効果は,収量,植物全重量,草丈,穂数につき統計学的に有意であった.除草によ

る増収効果は,晶尾によって著しく異なった.ここで注目すべきことは,除草による増収

は,除料こよる穂数増加と必ずしも相伴なわなかったことである.これは,稔実率の向上

表 Ⅰ 各形質の除草による変化の間の相関

部

分

相関

穂 数 ｢0.4158

早 丈 と0.0908

5% 水準で有怒

-0.0905 . - 0.0215 .10.5312*

0･3487 .-0･6356* 0･2224

I) 本研究はセイロン国展某局作物研究室において I.P,Gunawardana技師の助力を得て行なわれた
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が,穂数増加と逆の関係にあって,穂数増加の著しいものは却って不稔率が高くなるため

であることがわかった.

除草による各生産形質の変化の程度について,相互間の全相関および部分相関をLらべ

たのが,表 Ⅰである.

表 Ⅰの部分相関表から,二三の面白い事実に気づ く.それは,収量増が稔実率に密接な

関係をもっこと,穂数の増加は稔実率を明らかに低下させる僚向があることで,このこと

は,これからの熱帯地方のイネの育種の方向に重要な示唆をあたえる.すなわち,栽培環

境の改善により,イネの生育が促進されたときに,稔実率が低くならないように考えねば

ならないことがわかる.それに加えて興味あることは,わら重の増加は,穂数の増加と全

く関係なく,草丈の増加に関係あること,わら重増加は,稔実率低下と関係あることであ

る.

67.セイロンイネ品種の肥料反応1)(酒井寛一)

東南アジアにおけるイネの育種には,施肥による増収力,すなわち肥料反応の研究が大

切である.4月イネ 13品種,5.5月イネ4品種および6月イネ4品種,合計 21品種に

ついて無肥料,40ポンドN基肥,20ポンドずつのNを基肥と幼穂形成期の2回に分施の

3処理区で,3回反復で試験した.

施肥の効果は,出穂期には見られない.収量においては,施肥の効果は,4月および

5.5月イネでは有意であったが,6月イネでは有意でない.施肥による増収率を,品種群

別に比べると,6月イネ4品種は基肥Nに対する反応が低いが,4月または 5･5月イネ

は高い.分施Nに対する反応には,群別の懐向は明らかでない,わら重および荷敷におけ

る肥料反応をみると,ワラ重は低く,穂数には高かった.

収量でみると肥料反応の品種間変異は極めていちじるしいが,基肥N反応と分施N反応

とはそれぞれ独立的な形質で,両者の問には相関がないとみられた.

収量,穂数およびわら重の互の関係を基肥N反応でしらべると,穂数 と収量 との間に

は,γ-+0･375,わら重と収量との間には,γ-+0.124の,それぞれ低い相関しかな

か った .

日本のイネと比較して,概観的にいえることは,東南アジアにおけるイネ品種は,肥料

反応において,変異性がはるかに高く,甚だ興味深いものがある.

68.熱帯におけるイネの季節的不稔性1)(酒井寛一)

セイロンにおける観察によれば,一般の栽培稲にはしばしは甚だ高い不稔性が起る.本

研究は,イネ3品種を,毎月一定の日に1年間連続播種して,不稔率の季節的変動をしら

べたものである.網室の中で,ポットに各品種9個体ずつを毎回栽培した.

その結果は表 Ⅰに示す通 りであった.

表 Ⅰから次のような結論をひき出すことができる.

(1) 4月から6月,および9月から 10月頃にかけて播かれたイネは,不稔性が高く

1) 本研究はセイロン国農業局作物研究室で行なわれた



84 研 究 業 騎

表Ⅰ イネ3品種の毎月連続播種による不稔率の変動

なる.これら両時期は実際の栽培に重要な時期である.

(2) 品種によって,不稔性の起り方は明らかにちがう.

(3) 不稔性の高い品種も,低い品種も,季節的変動を同じように示すが,両者の関係

はいつも平行的のようにみえる.

69.吉田肉腫における四倍性細胞の消長 (吉田俊秀)

ラットの吉田肉腫のいわゆる種族細胞は 40個の染色体を含む二倍性細胞によって代表

されている.ところが東京薬理研究所から入手した吉田肉腫を Buffalo一系 (以後 B一系と

略称する)ラットの教頭に移植したところ,1頭のラットのみに約1カ月後に移植が陽性

となって表われた.元来この腫疹系統には 3.4% の四倍性細胞を含んでいたが,B一系ラ

ット-移僻して陽性になった吉田肉瞳の瞳癌細胞には約 55% の四倍性細胞が含まれてい

た.さらにこの経済を SH一系ラットに移植したところ,四倍性細胞は 61.1% に増加し

た.つぎに N-,W-および LE一系統のラットに移植したところ,N-および W一系ラッ

トに対してはEq倍性細胞はさらに増加したが,LE一系ラット-の移植の場合には逆に29.0

%に減少した.四倍性細胞の消長はラットの系統によって,差異があるのではないかと考

え,N-系ラットに移植された腰痴株をWKA-,W-,N-,WPY-,B-,LE-,CW-および

CB一系ラットに移植したところ,この代においては四倍性の細胞は全ての系統において25

-35ヲ/oにまで減少した.その後同一系統に数代の累代移植したけれども四倍性細胞は減少

する一方で,移植 9-10代目では W-,CW-,WPY-および N-系 ラットの場合には

12.2,9.8,9.9,および 9･8%にまで減少した.特に LE一系ラットに対しては移植9代で

5.6% にまで減少した.B一系ラットについては材料の関係で2代しか累代移植ができなか
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ったが,この場合においても 25.3% および 16,2% と移植の経過とともに四倍性細胞は

減少した.

B-系ラットに初めて移植した場合に,なぜ四倍性腫癌細胞が増大したかの理由につい

ては不明である.元来,吉田肉腫はわが国の難系ラットに原発し,したがって雑系ラットに

は移植Lやすいが,純系ラットには移植し難いといわれていた.B一系ラットは米国か ら

輸入され,その後筆者の研究室で近親蕃穂を続けてきた高度の近交系である.今阿移植に

用いた吉田肉腫が B一系ラットに移植されたのは恐らくこれがはじめてであろう.一般に

四倍性細胞は二倍性細胞に比し異常な環境に対し適応性が強いといわれている.したがっ

て B一系に移植された吉田肉腫は,その中に含まれていた四倍性細胞が適応して一時的に

増加したものと考えられる.しかし従来の種族細胞である二倍性細胞は一時的に減少して

も移植の経過とともに再び四倍性細胞をしのぎ,移植約 10代目以後から元来の状態に戻

ったのではないかと推察された.

70.吉田肉鳳 こおける二倍性および四倍性細胞の組織浸潤性 (吉田俊秀)

瞳疹細胞はその原発の場所以外の他の器官や組織中に浸潤し,あるいは転位することが

知られており,その機構が重要な問題となっていた.筆者は瞳癌細胞の組織浸潤性と核型

との関係に興味をもち,先に (吉田1958,本年報No.8)吉田肉腫細胞の変異細胞系 (大

きなJ字形染色体を含む)と元来の睦蕩細胞系の問に組織の浸潤性を比較したところ,両

者の間に組織浸潤性に著しい差異のあることを発見した.今回はさらに吉田肉陸の二倍性

および四倍性細胞の組織浸潤性を比較した.実験材料はさきにのべた吉田肉睦系統で,B一

系ラットに移植し四倍性が一時的に増加した,睦癌株を使用した.

N一系ラットに移植された移植3代目において巨引き性細胞が 69%に増加した時,そのラ

ットの腹腔内に増殖している腹水睦癌細胞,同ラットの肺臓,腹艦内に増殖した陸痘癌をそ

れぞれ別のW一系ラットの腹腔内-移植した.腹水睦癌を移植した場合は通常のように腹

水性として増殖し,撞疹癌を移植した場合でも同様に陸揚細胞は腹水型になって増殖する.

肺臓の組織片を移植すると肺臓内に浸潤していた細胞は腹艦内で腹水塾となって増殖をは

じめる.このようにして増殖した腹水塾の腫癌細胞を調べたところ,それらの中に含まれ

ている四倍性細胞の頻度に著しい相違があった.腹水腫癌の移植の場合には四倍性細胞

は 37.5%に減少したが,逆に肺臓組織の移植によって生じた腹水腫癌の場合には 83.6%

に増加した.一方,瞳疾癖の移植の場合には四倍性細胞は 7.0%に減少した.

以上の実験から吉田肉腫の四倍性細胞は二倍性細胞に較べて,肺臓組敵中に浸潤しやす

いことが明らかである.逆に瞳蕩癖を構成している細胞の大部分は二他聖女TT野からなって

いたと結論されよう.

71.二倍性および四倍性エールリッヒ腹水癌細胞の混合移植と,それらの細胞の組織漠

潤性 (伊藤倉雄1)･吉田俊秀)

材料に用いた二倍性のエールリッヒ腹水癌は著者の1人吉田がポス トソから持ちかえっ

たもので,染色体数 46本を種族細胞とする高二倍性マウスの腫痔である.一方四倍性の

1) 特別研究生･福島韓屯医科大学粟野内科副手
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ェールリッヒ腹水癌は東大理学部動物学教室から分譲されたもので低四倍性を種族細胞と

する腫疾系統である.これらの両腰掛 まはば等しいような増殖の態度を示し Iifespanも

余り差異はない.この両腫癌細胞を等量に混じ,マウスの腹腔内に移植し,以後累代移植

をして移植の経過とともに両細胞がいかに消長するかを比較した.観察の結果は表Ⅰにま

とめて示したように移植の経過とともに四倍性細胞は除々に減少し,移植 10代目では四

倍性細胞は僅か7%に減少した.以上の実験からェ～ル1)ッヒの二倍性細胞は四倍性細胞

に比較して腹腔内での腹水性増殖に適応しているといえよう.

表Ⅰ 二倍性および四倍性エールリッヒ腹水癌細胞の混合移植によ

る四倍性細胞の減少率

移 植 世 代

四倍性細胞の頻度(%)
_6__LPL

つぎに混合移植後6代目に腫痴マウスの肺臓,肝臓および肺臓の組織片をとり,それら

を他のマウスの腹腔内に移植した.このような方法によって,器官内へ浸潤していた細胞

のみよりなる腹水性腫癌を得ることができる.さて表 Ⅰに示したように移植第6代目にお

いては四倍性細胞は 15.0% 含まれているが,第7代目には 9.5% に減少している｡一

方,移植6代目のマウスの肝臓移植によって生じた腹水睦癌においては四倍性細胞は 18

%に増大し,同様に肝臓および牌臓移植の場合においても四倍性細胞はそれぞれ 16･0お

よび 19.0% に増大した.さらに肺臓および肝臓移植によって陽性になった旺痘マウス

(第7代目)の肺臓および肝臓を再び他のマウスの腹腔内に移植した.すなわち器官の累

代移植を行なったわけであるが,このような方法によって四倍性細胞はさらにその数をま

し,肺臓および肝臓移植の場合には,それぞれ 32.0および 26.0% に増加した (対照の

場合には 8.5%).

実験に用いたエールリッヒ腹水癌の四倍性および二倍性系統は非常に早くから分れてお

り,両者の問にはかなり異なった性格となっている.したがってこの両者を比較すること

は,ある意味においては意義がうすい.そこで二倍性腫癌株の中に元来含まれている四倍

性細胞の組織浸潤性を調査した.二倍性陸痔の中には約 4･0%の割合で四倍性細胞を含ん

でいる.移植 24代目の二倍性エールリッヒ腹水癌マウスの肺臓を他のマウスに移植した

ところ新しく生じた腹水性睦癌には 12.0% の四倍性細胞を含んでいた.

以上の実験からエールリッヒ腹水癌の四倍性細胞は二倍性細胞に比し組織浸潤性が強い

と結論づけられよう.

72.ネズミ白血病に関する細胞学的研究 (1)各系毒刺こおける未楯血液像(吉田俊秀 ･浜

田忠地 1)･田端敏秀2)･票田義則)

筆者等はネズミの白血病の細胞学的研究を計画した.この研究をなすにはまづ正常マウ

スおよびラットの血液像を充分に理解しておく必要がある.しかし各系統のラy トおよび

1)2) 特別研究生
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マウスの血液像について,まとめた資料

は,国内および国外においても少ない.こ

の理由により現在当研究所にて系統維持中

の主要純系マウスおよびラットの血液像を

調べたので,ここに報告する.末梢血検査

の条件はつぎの通 りである.

1) 採血は常に給餌前の一定時刻 (午前

9時～11時の間)に正常状態と全く同一

状態で行なった.

2) 血球数算定は,赤血球数および白血

球数とも規定の各 m61angeurに目盛まで

血液を吸引し,後は定法で行なったが1頭

のマウスに 3-5回同時に繰返し,採血条

件による誤差のないのを確めた.

3) 白血球種別百分率は血液塗布標本を

Giemsa染色後,200個の白血球を観察し

て算定したが,そのうち,好中球の百分率

のみ示した.

4) 性差,個体差などの条件による変動

は目的とせず,あくまで,系統内の正常状

87

表 Ⅰ 近親交配系正常マウスの末梢血液像

狂 1)※印は尾静脈中央,なきものは末端より採血し
たことを示す
2)各系統共,5頭平均.平均年令生後 1.5-2.O寿月
3) (好中球%)幸100-(t)ンパ球%)として差支え
ない

態の標準値を求める目的で算定した値である.各系統別における血球数は表Ⅰ,Ⅱにまと
めて示した.

調査された 20系統のマウスのうち AKR/Jaxおよび C57BLノ6Msは白血病を高率に

表Ⅱ 各系統の正常ラットにおける末梢血液像

系 統 名 ､＼ -＼

WistarKing-A
Wistar
WaynePink-eyedyellow
Albany
Fisher-344

Buffalo
Long･Evans
Nagoya
Shiihashi
N.I.G.

CW (y･W)
CW (B･W)
AN
TaillessW

赤血球数(万)

812土70.2
777土 86.1
827士117.8
858土83.4
821土58.9

887土92.9
759士110.5
788士 39.9
917士 41.3
855土 39.8

890土 13.0
880士 82.2
806土213.0
875士 62.3

白血球数(万)

1.26土0.07
1.01士0.14
1.25士0.21
1.64土0.07
0.91士0.ll

1.45土0.33
0.71土0.10
1.07土0.18
0.92士0.04
1.13土0.16

1.36士0.18
1.(娼土0.25
1.97士0.27
1.43土0.28

リンパ球(%)

81.0土8.5
73.∩土6.5
80.0土3.1
74.0土6.9
83.0土4.6

77.0士8.3
80.0土8.0
72.0土5.6
74.0土7.7
88.0±8.1

87.0土1.7
77.0土6.3
84.0土3.2
70.0土7.3

社 是静脈中央より採血.各系統5頭平均
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生ずる系統である.しかしこれらのマウスといえども,正常状態においては,白血球数に

ついて他の系統と区別されるような差異は発見されない.一方,AノHeMs,C3HノMs,

CBA/Ms,dbaノMs,および DBA/Ms等,乳癌を高率に生ずるマウスは,割合に好中球

の頻度が高い.注目すべき現象である.

73.(2)放射凍照射後における血球数の変動 (栗田義則 ･吉田俊秀)

放射線により造血器管とくにリンパ系器管が損傷を受けやすいことはすでに知られてい

る.白血病を誘発する目的で,C3H/Ms,C57BLノ6Ms,C58/Ms,SLノMsの各系統マウス

にⅩ線を 200kVp,15mA,0.3Cu+0.5Al,50cm,60.8r/min,の条件で 150rおよび

300rを全身照射し,その後一定間隔で血球数の変動を観察した.その結果照射後の血球

数の変動は各系統マウスの血液中の1)ソバ系細胞と骨髄系細胞との比率に対してある一定

の関係を有するのではないかと考えられる結果を得たのでここに報告する.

各系統のⅩ線照射後の血球の変動は図1に要約されているが,これと報告の (1)に述

べた各系統の血液像をくわしく照合して,つぎのことが考えられる.

,･-･-2/%･-1一.^ /l /

-･一･一IS0r町村■hJ暮8
.-...･.-XVT 一

〇一一･lQt50r ･tA唖札
〇･･････.･.･･●伽 r ･

tl一
LS78し

1) 照射1カ月以後の血球の変動の

最も少ない C3H系は好中球を最も多

く有し(40.3%),これに反し好中球の

岱TEL 最も少ない C57BL系は血球の変動が

図1 4系統のマウスのⅩ腺照射による血液

像の変化 (各系統 10-15頭平均)

最も大きく,その中間に当る C58系

は,変動,好中球の頻度 (32.6%)と

も両者の車間に位する.したがって従

来言われている照射後1カ月内外で血

液がほぼ正常に復した後の血球の変動

は血液中にリソバ球の占める比が大き

い系統程,大きいのではないかと考え

られる.

2) この事実から照射後の血液障害からの回復速度は血液中に好中球を多く有する系統

程速く,リンパ球を多く有する系統程,おそいのではなかろうかと考えられる.したがっ

て,血球数の変動の系統差は,各系統マウスの血液中のリンパ系細胞と骨髄系細胞との比

率に,関係があるのではないかと考えられる.

74.(3)AER系マウス自発白血病の移植実験 (栗田義則)

マウスの AKRノJax系の生後 10カ月の雄に典型的な淋巴性白血病を認め,この肺臓

を同系マウスの腹腔内に移植し,その結果移植可能なるを認め,現在までに 12代の累代

移植をなした.その血液学的所見は図1のとおりである.この移植性白血病系統 (これを

AKLA一系と呼ぶ)について現在まで得られた知見を要約すればつぎの通りである.

1) 同系統への移植率は固形においても腹水型においても 100%移植は可能である.他

系統への移植は0形.

2) 被移植マウスの lifespanは各世代,性差,個体差,および移植方法により,多少
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の長短はあるが平均して 14日であ

る.

3) 病的組織片を皮下に移植すれ

ば限局性白血病とな り瞳痔 を生成

し,lifespanは1カ月以上におよ

ぶ.

4) リソバ球,白血球の比は同一

世代の同一個体においても日数によ

る変動が大きいが,病的白血病細胞

は常にペルオキシダーゼ反応に陰性

であ り,かつ リンパ球の破壊せるグ

ソブレヒト氏核影が著しく多く存在

することから,リンパ性白血病と認

-
若

T
l-

図1 AKR一系マウスの 自発白血病移植によ

るマウスの血液像の変化
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ぶ

零

･東洋
l

少

め得る.

5) 移植後白血球数は各世代ともほぼ 12日に頂点に達し,それに伴ない病的 リンパ球

も著しく増加の傾向があり,特にリーデソ氏型 1)ソバ球が増加する.

6) この系統の白血病細胞の染色体は凝集性が著しく,低調処理その他の方法によって

も染色体を細胞内に拡げることは困難であった.このことが,この睦癌細胞の特徴 といえ

る.種族細胞の染色体ははば 40本である.

75.(4)Ⅹ 按誘発白血病の移植実験 (栗田義則)

自然発生白血病および人為的誘発白血病の間に本質的な差異があるかどうかは,掛 こ生

物学的な立場において重要な問題である.筆者は正常細胞の病的細胞への変化の道程を迫

求すべく誘発白血病の研究に着手

したが,現在までに得られた知見

は下記の通 りである.

C57BL/Ms(8)の2カ月年令の

ものに 200kVp,15mA,0.3Cu

+0.5Alのフィルター,集点距

離 50cm,60.8r/分 の照射条件

の下で,1回 150rを1週間々隔

で4回 (合計 600r)全身照射し

た.それらマウスの中1頭に8カ

月後に胸線原発 リンパ肉瞳が発生

した.これを同系マウスに移植して

図1 C57BL一系マウスのⅩ線誘発白血病 を移

植 した後におけるマウスの血液像の変化

BLXL-1移植白血病系統を樹立した.現在まで4移

柏世代を経過したが移植1代目の血液学的所見は図1に示し,移植の結果は下記の通 りで

ある.

1) AKLA 系と同様に原発系統 (C57BL)には 100% の移植率を示したが,他系統に
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は全く移植陰性であった.

2) 被移植マウスの平均 lifespanは 21日であり,ほとんど個体差その他の条件によ

って左右されない.

3) 移植後,白血球数は 12日目に頂点に達するが,1)ソバ球比率は正常より減少し,
骨髄性反応が著しく,あるいは中間性白血病ではないかと思われる.

4) 病的細胞は著しく増加し,特にリーデル氏塾リンパ球および分業多核 リンパ球が増

加する.

5)BLXL1系白血病細胞の染色体は AKLA-1系のそれよりも染色体の凝集性は少

ない.染色体数は 40佃のものが多いが,詳細は後日報告する.

76.Genti&n&抽出液の植物細胞におよほす影響 (竹中 要 ･小川恕人 ･小田代亨1))

Gentiana根末にメタノールを加えてその溶解成分を抽出しメタノールを蒸去して鶴状

の抽出分を得た.この飴状物質には 2ccにつき 1gの gentiana抽出物を含んでいた.

本抽出物をもととして 0.5-10%の各水溶液をつくり,ソラマメの根端およびニソニクの

根端を 2-30の各時間処理し,直ちにその根端を塩酸酪酸オルセイン圧しつぶし法によ

ってプレパラートを作り観察した.また処理後水道水にもどし各時間放置したものを前同

様の処法でプレパラートを作り観察した.

ここには一例として5%水溶液 2,4,6および 24時間処理のニソニク材料の場合に

ついて述べる.代謝核には短時間では変化がないが長時間になるにしたがって仁を中心に

液胞拡張の気味がある.前期染色体は短時間では多少 stickyとなるだけであるが,長時

間のものには螺旋が目立ち代謝核に逆行するらしいようすを示すものを生ずる.中期前の

前期染色体は短時間ではやや stickyであるが長時間のものでは染色体の二重化が 目立

ち,かつ螺旋化がいちL'るしく代謝核に逆行するかのごときものがある.

中期では C-pairを示すが Colchicineのごとく染色体を短縮肥厚化しない.長時間に

なるとC-pairはいちじるしくなるが,やがて染色体は二重化(姉妹染色体)のまま代謝核

に移行する.中期の終りの頃のものには極性を失なった染色体が櫛歯状となってならび,

そのまま代謝核-向わんとするものが多くなる.後期には染色体橋がいちじるしく多く現

われる.ときに多極核をつくる.終期にも染色体橋を残すものがある.そして処理時間の

短かい場合には連結糸が僅かに見られるが,長時間のものでは可視困難となる.多くは2

核が接近したままでその間に細胞膜を作らず2核細胞となる.また後期の染色体移動なく

中期の二重姉妹染色体のままで倍数性代謝核となるものもある.これらの現象を総合して

本抽出物は,(1)染色体のマ トリックスの可視性を低め染色糸を裸体化する.(2)着糸点

の働らきを弱める.(3)極性を乱す.(4)紡錘糸および連結糸の可視性を低める.(5)柿

妹染色体の反発力を弱める.(6)染色体橋をつくる.(7)細胞膜の発育を阻害する.(8)

核細胞をつくる.あるいは倍数核をつくる.

Gentiana根末は人炉にとって無害あるいは非常に毒性が低いにもかかわらず植物の根

端 ごはいちじるしい放射塀似 (radiomimetic)作用を示す.したがって癌細胞抑圧に対し

1)特別研究生
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何等かの可能性を連想させる.

77.Glucuronic8Cidの生長促進性 (小川恕人)

動物に対する Glucuronicacidの生長促進性は,ネズミ (松岡ら,1957;1958)ニワ

トリ (角尾ら,1957･牛馬,1958･田村,1959)で調べられているがいまだに明確な結論

がでていない.

本清はこの種の実験にもっとも適 しているアカ-ライモリ(Trituruspyrrhogaster,

BoIE)陸を材料として Glucuronicacidとその Na塩の効果を比佼しつつ処理謂始時間

の遅速による効果の相異,各種臓器組織の分化におよはす影響などに主点を置いて調査し

た.

人工受精した旺を各種濃度 (1.0;0･1;0.01;0.001および 0.0001%)の Glucuronic

acid(Lacton20%含有)およびその Na塩の溶液中で 24時間毎に新しい液と交換 しつ

つ飼育し (20oC)涯の発育状態を観察した.対照には非処理群の外に同濃安の葡萄糖処理

群を加えた.

効果の検定は,処理群と対照群との発生階程は互に屈性が独立であると仮定し,実際視

察によって得た度数分布と同等またわそれ以上の期待から離れた度数分布を得る確率を算

定し,これが生物学的有意差を越えるか否かによって前の仮説の恰桧を決定した.

o

溢

5 10 15 20 処理日放

10 15 20 25 受精後日数

図1 アカハライモl)歴に対するGlueuronic-acidならびにそ

の Na塩の生長促進性 (受精後6日目処理開始群)
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Glucuronicacidならびにその Na塩ともにアカ-ライモリ旺に対して各種臓器組織

の分化を乱すことなく明らかに成長を促進する (P<0.01).なかでも,受精後6日目よ
り0.01%のNa-Glucuronate溶液で処理を開始した群は最も効果が著明で発生段階にし

て5段階(132時間)に相当する成長促進性を示す.しかしこの促進効果は継続処理にも

かかわらず長期間持続しない (有意差を示す時間は約2週間).

Na-Glucuronateの生長促進効果が現われる時期は発生過程の特定の時期 (受精後 13

日日,発生第 32期)に限局されていて処理開始の時期や投与した Na-Glucuronateの

量に左右されない(図1).

受精後 13日日を過ぎた肱にはもはや両物質ともに著しい効果を示さない.いままで本

題について明確な結論を得られなかったのは処理開始時期に関する実験条件の不備に因る

ものと思われる.

本物質は細胞分裂促進性がみとめられているものであり (小川,1958)その成長促進効

果の示される時期 (受精第 13日日)は同じく細胞分裂の促進性を有する Kinetinの場

令 (小川,1958)と全く同時期に当る.現在両物質の発生初期膝に対する作用の相関性が

調査されている.

78.Specificloci法によってえられる蚕の放射線誘発突然変異の性質 (田島弥太郎)

Specificloci法によって検出される変異塾には優性-劣性への遺伝子突然変異,染色体

欠失,表型模写などが含まれることが考えられる.したがって突然変異率を求めるにはあ

らかじめこれらについての吟味が必要である.

蚕において普通このような場合に利用される卵色遺伝子 pink(pe),red(re)および帰化

したばかりの幼虫の体色遺伝子 chocolate(ch)などを標識にして生じた突然変異個体の吟

味を行なったところ,遺伝子によって突然変異反応が見かけ上異なる結果を示す事実に遭

遇した.この一見不可思議な現象は speはcloci法で検出されるmutantがまず遺伝子突

然変異で生じ,これには多くの場合 lethalが伴なうので,遺伝子の発現する時期と 1ethal

発現時期といずれが先行するかでこのような差が生ずることを明にすることができた.

chを標識とした場合 -+chにⅩ線を照射Lchに交雑して型通りchmutantをさが

し出した.生じた mutantに+を交雑LF2を作ったところ,+ばかりの区と,+とch

が分離する区とが 130:512の割合に得られた.+ばかりの区は生じた mutationに関L

heteroの個体相互交配によるものと考えられ 22例中 21例は lethalを伴なっていた.

したがって検出された mutantsの大部分は +oh座の欠失によるとしても説明できるも

のであった.

peを標識とした場合 - この場合は前者と非常に異なった結果を示した.(mutant9×

+8)F2には+卵ばかりの区が全然生じてこない.mutationを起した染色体が全部逸失
するとは考えられないので mutation を起した染色体を +reで標識し-+/+re?×

+re/+re8 から生ずる赤卵を全部除いて -+/+reだけを飼育し F2を作ったところ,
テストした mutants系統 20系統いずれも +,pe,reの3種に分離する区ばかりであ

った.これは 一 座に pe(あるいはpe′)遺伝子が存在していることを示している.つま
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り +Pe座の突然変異は必らず +-,pe(orper)なる遺伝子突然変異を伴なうことを示

している.pem_utantは調査できた 16例中 lethal 13,semi-lethal1,viable2であっ

た :

以上2つの事実は一見座位によって突然変異反応が異なるかのようであるが,これは

speci丘cloci法によって検出される mutantsは一応全部 genemutationによるもので,

これに Iethalが伴なうかどうかは第2義的な問題であるとの見解をとれば統一解釈が可

能である.chは弼化直後に観察される形質であるが,これに伴なうlethalは大部分腫子

にまだ着色があらわれない時期に致死作用を発現する.しかし致死作用が荘子着色後にあ

らわれる1系統では致死隆子が明に ch色を呈しているのが認められた.この結果は日本

放射線影響学会第1回講演会で発表した.

79.蚕の卵細胞形成の異なる時期に Ⅹ按を照射した場合に見られる優性致死について
の考察 (田島弥太郎 ･鬼丸喜美治)

雌蚕の発育時期を迫って 3000rのⅩ線を照射すると, 5令初期から化癖頃にかけて放

射線感受性のいちじるしく高い時期があることが判る･この時期の照射は不産卵蛾の出現

率をいちじるしく高め,受精卵 (焚液膜の着色によって判断する)卿 ヒ歩合をいちじるし

く低下させる･醇化率-の影響はその後-たん正常にもどるが,婦後期になって卵細胞が

完成すると再び僻化率低下の影響があらわれる.

相化歩合に見られるこのような放射線影響の相違の原田を調べるため,生じた死卵につ

いて肱子の死亡時期を調査した･その結果によると5令初期一化桶頃の照射では隆子発育

の初期に死亡するものが大部分 (93･84%～84･95%)であったのに対し,婦後期の照射で

は早期死卵の出現率は比較的少く･照射線量の増加にしたがって肱子後期の死卵が急激に

増加する･いずれの時期の照射でも渠液膜細胞の色素形成はその後の発育の睡否にかかわ

らず一応正常に行なわれていたから,これらの卵が受精卵として出発したことはほぼ間違

いない･ところで精核は照射をうけていないから死卵増加の原因は卵細胞照射によって生

じた優性致死に基くものと考えられる.

優性致死を扱う場合には細胞質-の影響を考慮する必要のない雄照射の場合について扱

うのが簡単である･雄照射の場合線量とともに増加して行く死卵について上述の場合と同

様に旺子の死亡時期を調べて見たが,早期死卵の出現率が特に高いという傾向は認められ

なかった･また雄においてspeciBclocusにおける劣性誘発突然変異率の最高を示す5令

6日日照射の場合と･雌においてそれが最高を示す婦後期照射の場合とについて荘子死亡

時期別に死卵出現率を比較して見たがそれらは同じ照射線量に対し近い値を示しているこ

とが判った .

これらの事実から雌における蛸後期照射の場合に出現する死卵は Dominantlethalに
基くものであることが推定された.

これに対し卵細胞発達が未熟な5令期照射の場合に出現するおびただしい死卵は卵細胞

質の形成異常が原因で･受精核は合体後しばらくの間分裂を行ないうるが,その後組織の分

化に際し支障が生じて死に至るものと判断された･したがってこれらの死卵をDominant



94 研 究 業 黄

lethalとして扱うことは適当でないと考える.もちろんこの一部には定義にしたがった

Dominantlethalも当然含まれているはずである.

80.放射#による蚕の杜不妊現象の成田に関する 2.3の鰯察 (田島弥太郎 ･鬼丸喜美

治)

蚕の雄性生殖細胞の発育時期にしたがって一定線量の放射線照射を行なうと5令初掛 こ

いちじるしく放射線感受性の高い時期がある.この時期に照射をうけた雄を非照射の雌に

かけ合わせると卵が着色せずにほとんど全部死卵となる.受精卵が産下されてから渠液険

に着色がはじまるまでには通常 24時間内外を要するから,不着色死卵の成因には少くも

つぎの2つの可能性が考えられる.

(1)精子の進入がないため真の受精が起らない場合,(2)受精は行なわれたが照射を受

けた精核からもちこまれた異常が原因でCleavageの初期に死亡する場合.不着色卵の原

因が両者のうちのいずれであるかは放射線による優性致死について種笹の考察を行なう場

合に重要な点である.

最近 VonBoRSTELは Hdbrobracon のDominantlethalityについての観察で 60-

80% は cleavageのごく初期に隆子が致死する事実を認めた.ところが蚕についての著

者の観察は以下のべるようにこれに全く相反する.

まず第1に5令2日日に 1000rX線照射した雄を非照射雌にかけ合わせ産卵中,また

は産卵後雌を解剖して雌生殖器官内における精子の存在量を調べた.その結果 Bursa

copulatrix内にはかなりの精子が観察されたが Receptaculumseminisには精子は全く

検出されないか,検出されてもごく僅かであった.これに対し無照射区ではBursacopu-

1atrix,Rec.seminisの両方にかなり多量の精子が検出された.このことから照射雄の精

子は形態的には完成しても機能的に異常なものが多いのではないかと思われる.

一方産下卵は大部分不着色であるが,ごくまれに正常に着色した卵を混じ,また一部の

不着色卵 (3-5%)は双眼解剖巌微鏡で観察すると疑液膜のごく小部分に着色しているこ

とが認められる.このように策液膜細胞の一部に着色するものは処女雌から産下された不

受精卵においても同じような割合と状態で観察されたので,この異常は恐らく卵核が単為

生殖的に発育したものだろうと考えられた.この卵核の異常発育は数回の分裂で中止して

しまうようである.

つぎにこの推定が正しいかどうかを検討して見た.照射雄を + 雌および γβ雌に二重

交配させる.もし策液膜細胞の異常発育が Parthenogenesisに原因するとすれば,異常

着色部の色は前者では黒,後者では赤のはずである.実験の結果はこの予想に完全に一致

した.このことは不着色卵の一部に少数観察される異常着色卵の成田が受精核に由来する

ものでなく,卵核の単為生殖に原因するものであるとの考えを支持する.

以上の結果から5令初期に放射線照射を受けた雄に由来する不着色卵の原因は生殖細胞

の死または不完全に原因する受精不能によるものであると結論された.この結果は日本遺

伝学会第 31回大会で発表した.
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81.蚕における Sperm&togetLe8i8の所要時間 (佐渡敏彦)

放射線の精細胞におよはす影響ことに放射線照射後における精原細胞の再増殖による

spermatogenesisの快復の問題を考察する場合には Spermatogenesisに要する時間につ

いての知見が必要である.今まで多くの実験動物の中でこの間題について研究されたのは

マウスおよびラットだけである (OAXBERG1957,その他).この間題は,もし精細胞の生

体外培養が可能であれは比較的容易に研究することができるであろうが,現在のところ蚕

ではまだそれに成功する段階に至っていない.本研究では組織学的方法によって得たつぎ

の二つの知見に基いて Spermatogenesisの時間を推定した.

(1) 蚕児僻化後上族化婦に至る種々の発育時期に頻繁に精巣の組織学的観察を行なっ

て,精細胞のある時期の細胞が現われてから,つぎの時期の細胞が現われるまでの時間を

つぎつぎに調べてそれぞれの時間をそれぞ

れの時期に要する時間と見倣し,最後に完

成精子束が観察されるようになるまでの時

間を以って全 Spermatogenesisに要する

時間と見倣した.その結果を表 Ⅰに示す.

この結果によると精母細胞減数分裂前期は

実に約 10日,精虫形成期 (精子細胞)は

約1週間を要することになる.

(2) 1000rのⅩ線を急照射した後,

細胞の再増殖がはじまってから成熟精子

が観察されるようになるまでの時間を上

と同様の方法で調べた.その結果を表Ⅱ

に示す.この結果から精原細胞の時期は

約3日位続き,減数分裂前期および精虫

形成期は上の場合とはば等しい値が得ら

れた.

以上の結果から,精原細胞約3日.

蓑 Ⅰ

筋化後日数 始めて観察される細胞の時期

l

1

23-24q'完成精子

一旦退化し切った gonialregion において精原

表 Ⅱ

1000r
照射後日数

5-6日

8-9〝
17～18U

23〝

精 細 胞 の 発 達

精原細胞の再増殖始まる

第1精母細胞接合糸期

第1精母細胞減数分裂中期,直ぐ
に続いて若い精子細胞が現われる

完成精子

精母細胞減数分裂前期約 10日,同第1中期から第2分裂後期まで1日以内,精子細胞約

6-7日,Spermatogenesisの全時間は約 20日と推定した.

82.X線照射後における蚕の精原細胞の再増殖について (佐渡敏彦)

すでに明らかなように,精原細胞の遅い時期のものはⅩ線照射により容易に殺されるが

(佐渡 1959),ごく若い時期の精原細胞は生き残ってその後再増殖をはじめ る.それらの

細胞が受精可能な精子にまで発達し得るためには蚕児発育の何時頃までに照射すれば良い

かを調べた.このことは精原細胞における誘発突然変異率を調べる場合の基礎的知見とし

て重要である.

2令から4令に至るいくつかの時期に 1000rおよび 2000rのⅩ線を照射し,精巣の組

織学的観察と同時に堆蛾の寧精力を調べた.いづれの時期に照射を行なっても3日後には
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大部分の精原細胞はすでに退化消失し,gonialregionには尖端細胞とそれを取り巻く僅

かの精原細胞が生き残っているだけである.精原細胞の再増殖は照射後5日日頃からはじ

まるが,4令初期照射区では蚕児が上族するEj引こなっても精原細胞の数の増加はそれほど

著しくなく,またそれらの細胞から精母細胞への分化が見られない場合もある.精母細胞

から精子の完成までには約 17-18日を要することを考えると,これらの細胞がその後完

成精子として受精にあづかり得る程度にまで発達するとは考え難い.4令初期の精巣には

多数の精母細胞 (減数分裂前期)が見られるが,これらはたとえ照射を受けても完成精子

として受精にあづかるものと考えられる.受精力検定ではこの時期に 100Or照射により

受精卵歩合は約 90%,2000r照射により約 30% を示した.

2令後期に 1000r照射した区では,蚕児が5令になる弓削こは精原細胞の数は著しく増

加し,しかもこれらの細胞からすでに太糸期の精母細胞が発達しており,熟蚕期には精子

細胞,化嫡3日日頃には若干の完成精子が観察されるようになる.同 じ時期に 200Or照

射した場合にも同様のことが認められる.

2令中期には精母細胞への分化がはじまることを対照区での観察で認めたので,精原細

胞だけにおよはす放射線の遺伝的影響を研究するには2令中期以前に照射す る必要があ

る.3令初期照射の場合にも Spermatogenesisの回復は認められるが,この場合には精

母細胞として照射を受けたものが混入する可能性がある.(日本遺伝学会第 31回大会で

発表)

83.マウスの γ線長期照射による突然変異の誘発 (菅原 努 ･武田好子)

前報 (年報 No.9)に予報 した三代連続 γ線照射をした NH系の第4代につき,

HALDANE('56)の方法にしたがって F2の分離から劣性致死遺伝子の検出を試みた.同

時に同じ材料につき性比および平均一腹子数の点からも,それぞれ劣性致死遺伝子数が推

定しうるかどうかにつき検討した.実験成績およびそれにもとづく突然変異率の推定は表

Ⅰにまとめて示す.

(1)HALDANEの方法により特定遺伝子周辺の一定範囲にある劣性致死遺伝子を,(2)

性比の偏りより性染色体上のそれを,また (3)平均一腹子数の減少より全常染色体上の

それを推定できると予想した.この場合毎代 postspermatogonialstageの性細胞が照

射されており,方法 (1)および (2)からは,少数例のために統計的に有意ではないが,

表 Ⅰ
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HALDANEの推定による期待値に一致する値がえられた.しかし,方法 (3)では予想と

反対の結果を示した.統計的に有意な値を得るた桝 こ必要な動物数を,この結果から推定

すると,方法 (1),(3),(2)の順に多数を要することになり, 目下そのための実験が進

行中である.

84.マウスの生殖細胞におよはす γ練

長期照射の影響 (I)(土川 清)

雄マウスにⅩ線急照射を行なった場合,

永久不妊を起こさないある範囲の線量では 頭 8

一時的不妊または生殖力減退がみられる.

これはⅩ殊により精原細胞が稜々な程度に

破壊された結果,精子の枯渇が導かれるこ

とによる.したがって不妊期からの回復

後にあらわれる精子は精原細胞あるいは

stemcellで照射されたものと容易に考え yO

ることができる.

一方 γ線緩照射では,長期間にわたり絶

えず精子形成の種々な時期で照射をうける

ため,照射終了後たとえば精原細胞以前で

照射された精子の出現期を明確に把撞する

のがむずかしい.すでに報告されている組

織学的研究から,宰丸での精子形成および

一頃平均け放

n払tingr&tellO日

対席

1 5 10 15

照 射 終 了 後 (過)

図1 成熟雄照射後の mating-rate
および平均一腹仔数の推移
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その放出までの全期間はマウスで約 50日を要するものと推定できる.そこでC57BL/69

×SM/Rr8Fl雄に,γ線 (60Co),1日 (22時間)2rおよび 8rづつ 50日間に全線量

100rおよび 400r照射して,照射終了直後から毎 10 日間づつ雌1頭を交配して妊娠成

立を指標とする matingィate,産仔数およびこれと密接な関係にある優性致死の消長をし

らべた.

図1は全線量 400r群の照射終了後の各時期にみられた mating･rateと1腹平均産仔

数の推移を示したもので,いずれも照射終了後5週目まで顕著に減少し,その後急速に回

復し約 7-8週でほとんど正常値にもどっている.これとほは同様の関係が優性致死の消

長にもみられた.100r群では明らかな変化を認めなかったが,以上の結果から緩照射の

場合もここで用いた線量では精子形成に著しい遅滞があらわれず,照射終了8遇後には精

原細胞あるいはそれ以前に照射された精子が得られることがわかった.

優性致死について BATEAlANがⅩ線急照射で ED/IMP-EDの消長を強調しているが,

緩照射では明瞭でなくむしろ子宮壁着床前の死亡が著しい.

85.雄マウスに対するr穎長期照射の性比におよはす影響 (ⅠⅠ)(土川 津)

マウスに放射線を照射し,仔の性比にあらわれる変動から放射線の遺伝的影響をみたい

と考え,ここではまづ離乳直後からと成熟期に達した雄の,それぞれ異なる成長段階で 1

線緩照射を行なったところ,予期に反し性比の減少を示す結果がえられた.

離乳直後 (生後 30日)と成熟後 (生後 60日)から,C57BL/69×SM/RrSFl雄に

γ線 (60Co)1日 (22時間)2r,8rを 50日間それぞれ全線量 100r,400r照射し,照

射終了直後から無照射雌と sib-matingをさけ 10日間交配し産仔の出生時における性比

をしらべた･この実験では特に雌親の産次,飼育条件 (温,湿度,飼料),光 (蛍光燈の

表 Ⅰ 無照射群の産次と性比

芋

-

3

4

-

L

みにたより,午前8時から午後 10時まで点

燈),飼育箱,棚の任意配置に留意し,雌親

8 計 性比% 腹数 は仔の分離後 10日でつぎの交配に移した.

7

5

2

4

7

2

2

2

2

2

1

9

1

7

4

2

1

8

2

4

7

4

5

7

1

5

5

5

5

5

5

3

5

7

3

1

0

1

2

4

2

2

2

2

2

3

0

0

0

5

2

1

2

3

2

1

1

1

1

1

2

3

5

7

8

9

9

9

9

1日
H

表 Ⅰは無照射対照群の初産から第5産まで

の性比で,掛 こ第5産での減少がみられた原

田は解らない.蓑Ⅱの照射群で成熟雄の精原

細胞以前に照射された群での性比は明らかに

線量に関し直線的な減少を示した.このこと

495 608 1103 (55.12) 125 は ScHULLと NEEL('58)の人での結果と

逆の関係で,すでに報告されている-ツカネ

ズミ雄に対するⅩ線急照射の結果でも HERTWIG('38),400r;RUssELL('54),600r;

KoHN('59),275rのそれぞれの線量まで性比は減少しており,また CARTER('58)の微

量緩照射でも同様の結果が得られていることから,あるいは性決定機構について両者の問

に異なる不明の問題が残されているのかもしれない.

この実験で照射群も対照群と同様各産次の仔がほぼ同じ割合でとられており,平均産仔

数は 100r群 9.30,400r群 9.72で対照群 8.82からの低下がみられない, したがっ
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て性比の減少から特に雄仔の死

亡を考えないで,RUssELL等 =~= 二

('59)の scurfyで行なった解 線量区r
釈を用いて,ⅩY染色体の不分

離を考えると,それから導かれ

る Ⅹ0,ⅩⅩY は雌になり,雌

の増加について一応説 明がつ

く,そこで雄生殖細胞でのⅩあ

るいはYを持たないものの頻度

を 0.6%と推推定されているこ

とから,ここで得た性比の直線

a
lO｡
y

㌃

y

表Ⅱ γ線照射群の性比

8 計 %

374 718 52.09

285 565 50.44

190 361 52.63

190 417 45.56

Postspermatogonia照射群
Spermatogonia照射群
成熟雄照射群
鮭乳直後からの照射群

8 計 %

99

259 484 53.51

272 519 52.41

242 501 48.30

206 418 49.28

的減少をすべて ⅩYの不分離によるとして倍加線量を計算すると 17.5rとなる.しかし

このような説明にはさらに検討を要するし,染色体数の調査から Ⅹ0,ⅩⅩY の存在を明

確にする必要がある.

86.放射掛 こよる染色体の切断と執着 (5)Ⅹ一線照射によるエールリッヒ腹水癌細胞の

分裂頻度 (吉田俊秀 ･高橋貞一郎1り

材料に用いられたエールリッヒ腹水癌は染色体数 46本をモー ドとする高二倍体の瞳蕩

系統である.X線の照射状件は電圧 180kVp,電流 20mA,皮膚焦点間巨雛 50cm,bj一過

板 0.5Cu十0.5Al,分レソトゲソ 104rの条件の下で,250r,500r,750rおよび 1,000･

rの全身一回照射が行なわれた.観察は照射直前,照射直後,30分,1時間,8時間,12

時間および 72時間後に行なわれた.調査の結果は図1に示した通 り,低いレソトゲン量

(250r)では,照射直後に分裂頻度が一

時的に高まり,30分より著しい減少が

ちられ,8時間目より回復して,12時

間日には一時的な増加がみられ,以後

正常値にもどって行 く.500rおよび

750rでは照射直後に分裂頻度が一時

的にやや上昇するが,1,000rでは直

後より急激な減少がみられる.

分裂細胞を分裂前中期一中期および

分裂後期にわけて調査した.前中期一

中期の分裂頻度の変化曲線は全分裂細

胞のそれとほぼ同様に変化する.後期

β.I… 1 3 1乞 2与 43 Ihb慣

図1 Ⅹ線照射後における細胞分裂の頻度.

縦軸は分裂頻度.横軸は照射後の経過

時間.ち-照射直前.LA.-照射直後

の変化曲線も中期の場合と大体同様な変化を示した.

分裂が放射線によって一時的に抑制されること,および回復するときに分裂頻度が一時

1) 特別研究生,慈恵会医科大学放射線科副手
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的に高くなることなどはすでに知られている.しかし照射直後に,特に比較的低いⅩ線量

の照射の場合に一時的に上昇することはまだ知られていない.これらは恐らく照射のため

に分裂が一時的に刺激され,分裂が急激に進行したためではないかと考えられる.

87.(6)エールリッヒ腹水括細胞における染色体切断の3型とその頻度 (高橋貞一郎 ･

吉田俊秀)

材料および照射の条件は第5報の場合と同じである.エールリッヒ腹水癌細胞における

染色体切断の中には,1)娘染色体のみの切断.2)2本の娘染色体が同じ位置で切れる,

いわゆる染色体切断.3)完全に切断とまでいかない,いわゆる不完全切断の3つの塾が

PJAQII S L2 21 4S 72
N■■rt

図1 Ⅹ線照射による染色体切断の3型 (染色

体切断,娘染色体切断および不完全切断)

の出現頻度.上図は 750r,下図は250r
照射区.縦軸は出現頻度.横軸は経過時

間,B-照射前.I.A.-照射直後

ある.これら3型の出現頻度を 750

rおよび 250r照射の材料で調査し

た (図1).この図から明らかなこと

は,250rおよび 750r照射のいづ

れの材料でも,照射前にすでに1形

の染色体切断がみられる.照射直後

では染色体切断の上昇はみられない

が,不完全切断が約1%の割合で起

っている.30分後になると,切断

頻度は非常に高くなる.特に娘染色

体および不完全切断の頻度が高い.

750rの場合はこの両者はいづれの

場合よりも最高である.1時間目と

8時間目では分裂細胞は観察されな

いが,12時間目になると, 染色体

切断が著しく高くなって表われる.

これに反して娘染色体および不完全切断の頻度はむしろ低下している.娘染色体および染

色体切断の頻度は時間の経過とともに減少し,72時間員でははば正常に回復している.

不完全切断の頻度は多少起伏があり,-定性は見られない.

88.(7)分裂後期における遅滞染色体の頻度 (高橋貞一郎 ･吉田俊秀)

用いた材料は上記と同様に高二倍性エールリッヒ腹水癌で,照射条件も上記と同様であ

る.放射線照射を受けた細胞の著しい特徴の一つとして,分裂後期における遅滞染色体の

出現が上げられる.遅滞染色体の中には染色体または娘染色体の切断による染色体断片

(fragments)と機能的に障害を受け正常に行動のできない染色体が含まれている.これら

の染色体は後期といえども両極へ進行できず,赤道板付近にとどまっている.遅滞染色体

をもつ細胞の頻度は,照射後 12-24時間で最高になり,48時間EIで減少しているが,

72時間目でもかなり高い頻度を保っている (図1).750rを例にとり,中期核板で観察

された染色体切断の頻度と,後期に観察された遅滞染色体の頻度を比較すると表Ⅰのごと

くになる.興味のあることは,30分後では,切断の頻度に対し,遅滞染色体の頻度が非
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常に低く,12時間白では両者ははば等 し

い頻度となり,24時間 目には逆に遅滞染

色体の頻度の約2倍の高さとなっている.

30分後に中期の染色体切断頻度は高く,

これに反し頻滞染色体の頻度の低いのは,

30分後に観察された染色体切断の大部分

は,後期の遅滞染色体とならず,回復して

正常に分裂するためであろ うと考えられ

た.12時間日においては,娘染色体切断

といえども回復する能力は無く,染色体お

よび娘染色体のいづれの切断の場合でも,

そのまま遅滞染色体となる.24時間日に

染色体切断頻度よりも遅滞染色体の頻度の

升

卯
神

仙

印

40

卯

20

畑

lJL A! J2 24 48 72

101

図1 Ⅹ線照射後,遅滞染色体を持っ細胞

の出現頻度.縦軸は出現頻度.横軸

は経過時間.B-照射前.Ⅰ.A.-照
射直後.

高いのは,この頃に染色体の受けた機能的

な種々の障害が,遅滞染色体として表われるためではなかろうかと考えられた.

表 Ⅰ 750r照射による中期の染色体切断頻度と後期における遅滞
染色体の出現頻度との比較

89.(8)分裂中期にみられる異常染色体と分裂後期にみられる染色体橋との関倭 (吉田

俊秀 ･高橋貞一郎)

用いられた実験材料および実験方法は上記と同じである.切断染色体がたどる他の運命

として,切断端が他の染色体と融着して,い 品
わゆる多動原体染色体を形成す ることであ

る.このような異常な形の染色体の出現は,

少くとも今回使用した材料に関する限り非常

に少く,たとえば 250r照射後は 24時間で

0.1% のみ,750rでは 12時間目に0.5%,

24時間目では 0.6% であった.

多動原体染色体は分裂後期に染色体橋を作

ることは当然である.しかし染色体橋をもつ

細胞は決して中期でみられた異常染色体の出

現頻度程低くはない (図1).たとえば,250

r照射後 12時間では 37% の細胞は染色体

橋をもっている.750rでは 68% の高頻度

B IA.05 12 2k AS 一花
LL～ rs

図1 X線照射による染色体橋をもつ細胞
の出現頻度.縦軸は出現頻度 (%).
横軸は経過時間.B-照射前.A.I.
-照射直後



102 研 究 業 績

を示した.このような差の大部分は細胞の生理的な障害によって生じた染色体橋ではない

かと思われる.放射線を照射すると染色体の粘着性が高くなり,掛 こ基質の部分の粘性が

高まる.粘性により融著した染色体は,分裂後期に基質のみよりなる染色体橋を形成す

る.いづれにせよ,分裂後期に見られる染色体の核の大部分が,染色体基質の粘性による

一時的な生理的な出現であるということは,放射線障害を論ずる場合に特に注意せねはな

らぬ点である.

90.(9)小核形成 (高橋貞一郎)

実験材料と照射方法は上記と同じである.放射線によって生じた遅滞染色体は分裂の際

に極へ移行することなく,小核を形成することは一般に知られている.今回の実験におい

ても小核を含む細胞が,放射線照射後に多数観察された (表Ⅰ).興味のあることは,高い

線量 (1000r)では,かえって低い線量の場合よりも小核形成の頻度が低いことである.

一般に小核は遅滞染色体から形成されると考えられているが,しかし遅滞染色体をもつ細

胞の出現頻度は非常に高く,かつ線量の強弱とほぼ平行的である.たとえは,100rの24

時間では 84% の細胞が遅滞染色体を含んでいたが,小核を含む細胞はわづか 1.7%にす

ぎない.以上のことから,後期にみられる遅滞染色体の多くは小核を形成することなく,

退化吸収されてしまうか,あるいはこのような細胞はそのまま退化してしまうかいづれか

であろうと考えられた.

表Ⅰ Ⅹ線照射後における小核を持つ細胞の出現頻度 (形)

91.選抜に対する Ⅹ禄の作用 (II)選抜効果の分析 (北川 修)

キイpショウジョウバエの第4_･第5腹節腹板剛毛数の和について,20代にわた り選

抜を行なった.C系統 (Oregon-RxSamarkand)とP系統 (Oregon-Rの inbredline)

について,上方と下方にⅩ線処理につき,(1)雌雄共処理,(2)雌のみ処理,(3)雄のみ

処理,(4)無処理,(5)無処理無方向の5区に分けた.各系統各処理区で2系統ずつ反復

した.選抜強度は 20% で,Ⅹ線は毎代交配直前 1500r照射した.

各処理区の (5)からの差が選抜反応量であるが,それについて分散分析を行ない,

Repeatability(orL2/qL2+o･GL2+o･GFXL2+o･E2)を計算した.その結果,20代のみ;19･20
代;18-20代;17-20代;16-20代で 55.8;57.1;59.2;55.3;57.3%となり大差は

見られなかったので第 16-20代の平均値をとって分析した.各処理区の選抜反応量と選

抜効果の分析結果を表Ⅰ･Ⅱに示す.
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表 Ⅰ 第 16-20代の平均選抜反応量*

処 理 区

(1)雌雄共処理

(2)雌のみ処理

(3)雄のみ処理

(4)無 処 理 4･7125iO･1925

平均

表Ⅱ 選抜効果の分散分析
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CJJ 要 因 自由度 平均平方

4.8801 系 統 間 1 97.9213**

3.6625 方 向 間 1 4.3199**

4.6975 処 理 間 3 9.3381**

2.4524

`最小有青差 (5%水準)は単独系統について 0.8605,
C･P 平均について 0.6084

表 Ⅰ･Ⅱより,Ⅹ線処理によって生じた新

処理対無処理 1 21.5913**

処 理 内 2 3.2116*

両性処理対単性処理 1 2.1382*

雌処理対雄処理 1 4.2849**

たな変異が選抜反応を大きくすることは明ら 1次相互作用 4 1･5408
2次相互作用 3 5.6801**

処理系統内 14 1.2806
かである.ここで各処理区の比較によって,

ある程度Ⅹ線処理の作用機構を知ることがで

きる.すなわちP系統では,新たな変異のほ

とんどは誘発突然変異によることがわかっ

無処理系統内(誤差) 4 0.1916

*5%水準で有意, *+ 1%水準で有意

た.また (3)が (2)より大きな反応を示したことから,雄照射の場合,雌照射よりも突

然変異率が高いと考えられる,一方C系統では,選抜当初に大きな変異をもっていたか

ら,突然変異誘発の他に範換促進による効果も考えられる.ここで (3)が (2)より大き

な反応を示したことから,選抜反応を大きくするⅩ線処理の主効果は突然変異誘発の作用

によるものと結諭される.

92.選抜に対するⅩ棟の作用 (ⅠⅠⅠ)腹節腹板剛毛の誘発突然変異率の推定 (北Jll修)

キイロショウジョウバエの腹節腹板剛毛数に関する北川 (1959)の選抜実験 の結果か

ら,X線処理による誘発突然変異率を推定した.量的形質の突然変異率は質的形質のそれ

と異なり,単位線量当りの分散増加量によって表わす方法が用いられている(山田 ･北川,

1958,1959).ここでは各処理系統について毎代の遺伝的獲得量 (AG)を求め,

AGo･pofg2- -7,
の式から遺伝的分散 (org2)を計算した.ここで 有は 1.353,qpは各処理系統について,

それぞれ全世代平均した表現型分散である.(1),(2),(3)各処理区の遺伝的分散から (4)

区のそれを差引いたものが

毎代Ⅹ線処理によって生じ

た分散増加量である.求め

た結果をつぎに示す.

この表から明らかなよう

に,雄 (多くは成熟精子)

にⅩ線照射 した場合,醍

(種々の成長段階の卵)に

した場合より突然変異率が

表 分散増加量で表わした腹節腹板剛毛数の単位Ⅹ線量

当りの突然変異率

雌雄共処理されたとした平均値 -0.000296≒0.0003/r
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高いことは注目すべきであろう.ここに見られる値は,山田･北川 (1959)のホモ化法に

よって得たものよりやや高いが,その原因として,選抜実験においてある程度の同系交配

があること,ならびにⅩ線処理の組換促進からくる分散増加量が含まれること等が考えら

れる.倍加線量の比較および雌雄の感受性の差について,質的 ･畳的両形質の突然変異率

には本質的差異はみられないと思われる.

93.J的形質の倍加禎量 (山田行雄 ･北川 修)

ショウジョウバェの腹部および胸部側板の剛毛数のごとき,ポリジーンに支配される量

的形質の,自然または誘発突然変異率に関するわれわれの知識は,動物においても植物に

おいても,きわめて乏しい.連続変異を示すこれら形質の突然変異率は,自然突然変異に

対しては,1世代当りの遺伝的分散増加量によって,また誘発突然変異に対しては,単位

放射線量当りの分散増加量によって測定されるべきことは,筆者らによっても,また他の

研究者らによっても指摘されたところである.

しかしながら,分散増加量で表わされたポリジーソの突然変異率は,普通の主遺伝子の

それと比較することができない.その理由は,両者の尺度が異なるためである.すなわ

ち,ポ7)ジーソのそれは分散であり,主遺伝子のそれは出現頻度で表わされているためで

ある.DoBZANSKYandSpASSKY(1947),および BURDICK andMUKAI(1958)によっ

て,ポリプ--ソ系の突然変異率は,主遺伝子のそれよりも高いことが示唆されたが,ポリ

ジーンの突然変異が主遺伝子のそれよりも高いかどうかを知ろうとする場合には,一つの

共通な尺度で比較されなければならない.ポリジーン系においては,それに関与する遺伝

子数も,また突然変異を生じた遺伝子数も正しく推定することも閃難であるから,出現頻

度で表わすことは実際上不可能である.

ポリジーン形質の突然変異が主遺伝子のそれに比較して,より起りやすいかどうかを比

較する場合に遭遇する困難はしかしながら倍加線量を用いることによって避けられよう.

倍加線量の推定のためには,ショウジョウバェの前記2形質の自然突然変異率と誘発突

然変異率とを知らなければならない.前者は,現在までのところ,DURANT andMATHER

(1954),CLAYTON andRo】∋ERTSON (1955),および PAXMAN (1957)によって報告され

ているが,最初の推定値は MATHER(1956)によって指摘されたごとく過大推定されてい

蓑 Ⅰ ると考えられる･他の2報告

ZW (孟 ㌃ r(lTi.7

では,大約同程度の推定値が

14.7945 14.710 0

0.4834!0 .5406

散増加分で 0.005,胸部剛毛

数のそれを 0.001として倍

加線量を求めた.
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実験の方法は前報と同様であるが,線晶としては,500r,1000r,および 1500rの比較

酌低い照射量を用いた.剛毛数の平埼値と分散は衰 Ⅰに示すごとくである･

この結果から,自由度による荷重回帰で推定した誘発突然変異率は,腹部剛毛数に対し

て 8.7×10-5ノr,胸部剛毛数に対して3.5×10~5/rであり,これらから推定した倍加線量

は,前者に対して D2幸60r,後者に対して D2≒30rであった.このことから,ショウ

ジョウバェにおける典型的な2つのポリジーーソ形質における突然変只率は,可視的変異な

いしは致死効果をもつ主遺伝子におけるそれと,実質的には同じ程度であると結論して差

支えあるまい.

94.X線誘発致死突然変異をヘテ【‖こもつ個体の生存率 (大島長造 ･北川 修)

キイロショウジョウバェの数百代同系交配を続けてきた Samarkand系統 (sk)の雄に

500または 1000rのⅩ線を照射し特殊な交配法によって第2課魚 体に致死遺伝子をもち

第 113染色体を skで置換した 27の致死遺伝子系統 (ll～l27)を得た･これらの第2染

色体は常に Cy/lの状態で維持された.つぎにこれらの系統を引 こ交配することによって

致死遺伝子の染色体上の位置を調香した.その結果 l13と l20は同一と見なされたが他の

全ては異なった位間にあることがわかった.

致死遺伝子を-テロにもつ個体の幼虫生存率を調べるため,まず Cy/lの帖 こSk雄を

交配しFl個体を表現型について分粁Ll/+:Cy/+の比を求めた.つぎにFICy/+雌

にsk雄を交配しF2におけるCy/+ :+/+の比を求めて間接的にl/+ n +/+ に対す

る相対的生存率を計算した.その結果 27系統の平均として 0･9322を得たがこのことは

致死遺伝子がホモの遺伝的管見のもとでは生存率を70/o近 く抵下させることを意味する.

一方 skの代 りに heterozygosityの高い集団 (10余の野生型系統を混合し集r;Ji飼育箱

で半年以上飼育したもの)から無作意に柚出した雄を Cy/l雌と交71己し以下 sk排を用い

たときと全く同様 に して l/+ 蓑 Ⅰ 致死遺伝子系統間の幼虫/ヒ存率の差肘 こつい
の相対的生存率を求めたところ て分散分析

1.0114となった. この結果は

ヘテロの遺伝的背景のもとでは 要 因

致死遺伝子の作用が劣性化する

ことを示している. 全 体

個々の系統についてホモの遺 系統間

伝的背景では 27のうち6系統 誤 差

遺伝的背景ホモ

自由度 平均平方

188

26 101.9267*

162 64.0805

遺伝的背景-テロ

自由度 平均平方

107

26 11.2354

81 10.2396

が生存率の有意な低下を示して +5% 水準で有意

お り系統間の生存率には5%の有意差が認められたが-テロの遺伝的背景ではそのような

低下は見られず系統間の有意差もなくなってしまった.以上の結果から致死遺伝子-テロ

の生存率を論ずる際にその遺伝的背景が非常に大きな影響をもつことが明らかとなった.

95.放射線による酵母の突然変異率におよほす後処理の影響 (斎藤和男 ･名和三郎)

放射線により誘発される突然変異の固定,回復は細胞内代謝-とくに蛋白合成系,核酸

合成系,呼吸系一により変化することが知られている.
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完全培地で 300で生長せしめた Saccharomycessp.82562a(su.ga.ma.ME.MG.

adenine)を5時間 Ooに保ち分裂を抑え,つぎに 300に2時間おいてこれ を再開 させ

る.遠心分離によって細胞を集め,0.9%の食塩水に懸濁し,吸光度から約 1×107cells/
ml･となるように調整する.生存率が 1×10~2になる量の紫外線を照射する.照射 され

た懸濁液は表 Ⅰに示すようないろいろの培地で稀釈され,一定時間処理される.これを完.

全培地の平面にまき,3003日後,変異率を調べた.元のコロニーの色は桃色であるが,

紫外線により白色に変った変異体を数えて変異率を算出した.結果は表 Ⅰに要約される.

表 Ⅰ 紫外線照射後の培養液の影響

培 地

完 全 培 地

Chloramphenicol(2mg/m～)
添 加 完 全 培 地

AntimycinA(50′上g./m£)
添 加 完 全 培 地

KCN(10-3M)添加完全培地

最 小 培 地

最 小 培 地

最 小 培 地

炭素源を除いた最小培地

窒素源を除いた最小培地

食 塩 水

照射後直ちに測定した変異率

7

8

6

2

0

7

7

7

3

5

2

8

日H

2.3 5.7

細胞分裂は照射後の 10時間の培養ではおこらなかった.さらにこの異なる培地にて骨

暮したときの生存率は変らなかった.細胞が正常な代謝を営むのに好都合な条件 (完全培

地)におかれたとき,変異率は増大する.しかしながら阻害剤を加えたとき,あるいは生

長に必要な因子を除いたときの変異率でも,照射後直ちに測定されたそれより増大する.

Chloramphenicolの添加は完全培地における場合よりもさらに変異率 を増大せしめるよ

うである. この傾向はⅩ線照射のときにも見られた. 細菌においては Chloramphenicol

による後処理は変異率を減少せしめることが知られている.なお僅かであるが最小培地か

ら窒素源を除いたときも変異率は上っているのと照し合わせて興味がある.照射によって

生じたところの一一時的な突然変異がある代謝系によって固定され,他の代謝系によって同

復されると考えると,この Chloramphenicolの作用はこの一時的な変異の回復を阻害す

るのかも知れない.なお Sucroseの醗酵性に関する突然変異生成について測定した結果

も同様な傾向を与えた.

96.紫外線突然変異の代謝による回復作用 (中井 斌1))

放射線による突然変異の誘発は細胞代謝の条件によって著しい影響をうける.したがっ.
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てこれらの条件の影響を明らかにすれば突然変異誘発の代謝過程に関す る知見が得 られ

る.このため筆者は半数体酵母の生化学的複突然変異体 (アデニン,ウラシル,アルギニ

ン,7-ニールアラニン,イソロイシン要求)を用い,照射前後の核酸および蛋白質の代

謝を別々に制御して実験を行ない突然変異誘発 (イソロイシソ非要求への復帰突然変異)

に対するこれら代謝条件の関係について研究を行なった.その結果紫外線照射後突然変異

に対 し,光回復作用とは異なる暗反応的な代謝による回復作用が存在することが判った.

(1) 核酸代謝量との関係

核酸の代謝はこの回復作用に主要

な役割をもつものと考えられる.図

に示すように培地への核酸塩基の添

加量に対し突然変異率は減少し,し

か も光の条件には無関係 に作用す

る.

(2) 蛋白代謝量との関係

蛋白代謝による回復作用は暗黒条

件でしかも比較的少量の代謝範囲で

認められる.一方多量のアミノ酸添

加はかへってこの回復作用に阻害的

に働くことより,蛋白代謝は恐らく

核酸代謝との共動的な回復作用とと

もに,また促進作用の機能をも有す

ることが推測される.

(3) 光回復作用との関係

見かけ上の光回復作用効果は核酸

蛋白両代謝の阻害下で最も高い.普

た一定量以上の代謝の下ではそれぞ

れ略等価の光回復効果を示すことよ

り,見かけ上の光回後作用には,核

彪蛋白代謝によって代用される部分と,

ものと考えられる.

(4) 線量効果曲線との対応

(
9

0

7
)

訂
.anbalL
i.a.377TL∑

川 20 fq Job

T̂nMt巧 Met払ohteSuppr･･eJ(Nl/u)

要求代謝物質の添加量に対する突然変異の誘発
曲線

最小培地 (イソロイシンを含む)に対し照射直
前添加
●--暗黒 アデニン,ウラシル添加
○- -･光 アデニン,ウラシル添加
▲- - -暗黒 アルギニン,フェニールアラニン

添加
△--･･光 アルギニン,フェニールアラニ

ン添加

これと独立な代用できない部分の二つから,なる

代謝効果は実験された線量の範囲 (生残率 10~4まで)では各相対的に平行に線量に対

しほぼ直線的に増大する.(生残率 10~4付近では飽和域に達する).このことはこれらの

代謝効果はすべての線量域において共通に成立する現象であることを示す.

(5) 致死作用との関係

致死作用に対しても全く同一の効果 (生残数に対しては反対)が示される.したがって

1) 日本学術振興会流動研究員(京都女子大学助教授)
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致死作用に対しても突然変異の場合とほとんど同一の作用機構が関与しているものと考え

られる.

97.突然変異の誘発に対する代謝感受性の時間的変化 (中井 斌 ･斎藤和男)

各怪の代謝条件により突然変異の誘発は著しい影響をうけるが,その感受性は照射後の

時間とともに変化する.この変化は突然変異の誘発過程と密接な関連のあることが考えら

れる.われわれは前掛 こ述べた材料について,照射前後の隆々な時間にその代謝要求物質

を加え,その影響について研究を行なった.その結果この感受性に明確な段階の存在する

ことが明らかとなった.

(1) 感受性の段階

照射後少なくとも引き続いたつぎの5つの段階が存在する.(イ).代謝要求物の添加によ

り著しく突然変異率の減少する時斯,(ロ).代謝物の添加により影響をうけないか,または

促進される時期.(/l).添加により誘発率が低下する時楓 (i).阻害されない時期.(jl).再

び影響をうけ阻害される時湖である.対応する各段階の時間は条件によって異なるがほぼ

20-40分である.

(2) 変 動 要 田

紫外線線量はこの段階の週期性および時間的関係に大きな変化をおよばさない.(強線

量下で僅か遇期が伸びる)光の条件も同様である.温度条件は高温において幾分週期の短

縮と変化星の増大がE認められる.添加物貫通および,前培養の条件は退潮性には影響がな

いがその時間的関係に大きな関係をもつ.以上のことから突然変異の誘発過程には少なく

とも5つの階程が区別され,これらはいずれも照射後の遺伝物質の生合成の各段階に対応

するものと推測される.前報に述べたlE]]復過程はこの第一の段階に相当するものと考えら

れる.

98.コム半における中性子の放射線障害と遺伝的影響 A)一粒コム半における遺伝的

影響 (松村清二)

二倍体の Triticum ･nwnoeoecu肌 (2n-14)の気乾佳子をそれぞれ5区にわけ,原子
力研究所 JRR-1号原子炉により熱中性子を照射した.照射孔は γ線がなるべく少ない

N0.7を選び,水平熱中性子柱の表面から 4,9,14,19,24cm に種子 をおいた.4ひ

kW 運転で各点の中性子束はそれぞれ 4･2(Ⅴ),2･3(Ⅳ),1･32(Ⅲ),0178(Ⅱ),0.49×

108n/cm21SeC(I)である.2週間に 990･8kWhの運転を行なったから,全部でそれぞ

れ 37.5,20.6,ll.8,7.0,4.4×1012n/cm2の熱中性子をうけたことになる.

V は全く発芽せず,Ⅳ は 2/3ほど発芽したがその後枯死したものもあり,lX-'生も小さ

く生育したものは 1/3にすぎない.Ⅰ～Ⅲ は発芽は正常であったが芽生の伸長は照射量

が多いほど悪く,その後の生育や稔性にも同様の影響がみられた,Ⅹ1でPMCでの染色体

異常は④であり,Ⅹ之の葉緑素突然変異を Ⅱ～Ⅳ で調査したが,それらの頻度は線量に

応じて次第に高くなった.その関係は直線的ではない (表 Ⅰ).

前年度の同じコムギに対するⅩ線とγ線の 10-20kr照射の実験結果 と比較して 1r

当たりの熱中性子束を計算するとつぎのようになる.近藤によるFRICKE線量計の測定



研 究 業 績

表 Ⅰ 一粒コムギにおける熱中性子の遺伝的影響

区分塵 監im*2,.瑚 量買慧冨摩 上等芸芸,nET,oJ,rS
標準 §

109

(形) (形)

により,1012n/cm2当り430rの γ線が含まれているとする.芽生の長さが 50% に低

下する点では 1r-2.0×109n/cm2,稔性の同様な点では 1r-1･4×109n/cm2 となる.

また染色体異常からは 1r-1.2×109n/cm2,葉緑素突然変異では lr-2.3×10Bn/cm2

となり,中性子が突然変異に影響を多くおよはすといえる.

γ線のない速中性子をうるために,同様の種子を OAKRIDGE国立研究所 (ORNL)の

14MeV 中性子を用いて 0.5-20krad照射した.比較のためにⅩ線とγ線の 10および

20krの照射を同所で同時に行なった.これらX線とγ線の影響は一般に前年度のそれぞ

れよりも効果が大きいようである.速中性子では 2.Okrad以上のものは,わずかに発芽

したものもあるが,その後生育せず枯死した.成熟したものの草丈や稔性も線量とともに

低くなり,染色体異常と葉線素突然変異は次第にました (表Ⅱ).

蓑Ⅱ 一粒コムギにおける速中性子の遺伝的影響

区 分 1
標 準

･線 鳥 :≡r,

γ線 鳥:≡:

速中性子

0.5krad

1.Okrad

1.5krad

2.0krad

2.5krad

5.Okrad

7.5～20.0krad

100

92.60

266064

81996

軸

19

16

57

85

7

7

5

2

8

3

2

9

9

9

8

7

8

61
.
50

69~~09-1鴫 .621~矧｣
20237

5553

PMC染色体異常率(形)

60587504656003822122

葉緑素突然変異率(%)
ll
.
67

一138400一590
2

Ⅹ線とγ線のRBEを同じく1として中間値をとり,
速中性子の場合を計算すると,
栄

芽が60%に低下するのを基準にすると3.
5となり
,
芽生の長さが50%低下する点にな
ー
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ると 10となる･また稔性が 45% と半減するところでは 11･8,PMCの染色体異常が

22･5%の点では 8,葉緑素突然変異が 11･5%の点では 10となる.すなわち,発芽以外

ではだいたい RBE は 10前後となるわけである.

99.B)倍数性と染色体異常の関係 (根津光也)

4Ⅹと 6Xの PMCの染色体異常をみると,JRR-1号の熱中性子による異 常は主とし

て相互転座 (④,㊨)および一価染色体であった.4Ⅹに比し 6Xでは一価染色体 と㊥ の

頻度が高 くなった.一価染色体を 1,④を 2,◎を3として,1細胞あた りの切断数を計

算すると,線量の増加につれて切断は増加するが,その増し方は直線的ではない.6Ⅹは

4Ⅹの約3倍多くの切断をおこし,4Ⅹ,6ⅩともにⅡとⅢでは大差なく,ORNLで照射し

たⅩ線とγ線の 10krとほぼ同じ価であった.種子稔性は線量 に応 じて低下するが,6Ⅹ

表Ⅲ 倍数性と放射線による PMCの染色体異常
JRR-1号 (熱中性子)

;X-10kr

X-20kr

!γ-20kr
速中性子

Ⅹ-10kr

l

X-20kr

T 'vulgare(6Ⅹ)に 三3≡:
速中性子
2.5krad

E

-

1細胞あ
た りの平
均切断数

0

5

4

6

6

3

8

5

6

1

0

0

2

2

5

0.87

30 2 !異 数 体 1:2.38

!0.53

1.62
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におけるその度合は 4Xよりやや大きい (表Ⅲ,JRR-1号).

つぎに ORNLの速中性子,Ⅹ線および γ線照射の結果をみると,速 中性子の場合は

2･5krad以上のものは生育せず,この1区だけしか染色体異常はみられなかった.4Ⅹで

は観察も容易で,1細胞あた りの切断は 4.47であったが,6Ⅹでは多くの断片や高次 の

転座がみられる細胞があり,正確な算定が困難で,明瞭な異常のみでは 5.26の価をえ

た.実際にはこれより迄かに高い価となるはずである.4Xの切断はⅩ線の 20krの価の

約2倍であった.X線と γ線の結果は両線とも 6Ⅹは 4Ⅹ の約 3倍多くの切断を起した.

またⅩ線はγ線より約 1.5倍高い価を示した(表Ⅲ,ORNL).種子稔性の低下の度合では

4Ⅹと 6Xの問では差がみられない.

100.C)倍数性による放射線障害の比較 (松村清二 ･根津光也)

JRR-1号による熱中性子の場合には,Ⅴでは 2Ⅹが全々発芽しなかったが,4Ⅹでは大

部分,6Ⅹでは 2ノ3ほどが発芽した.その後 6Ⅹは枯死し,4Xはわずかが残った.Ⅳ で

は 4X,6Ⅹ ともに発芽は正常であったが,芽生の伸長がやや遅れ,その後の生育や稔性に

もわずかに影響があった. Ⅰ～Ⅲでは 4Xと 6Xでほとんど悪影響はなく,発芽や芽生の

生育も正常で,わずかに成熟後の草丈や稔性に影響した.要するに 2Xは熱中性子に著し

く感受性で,4Xは予期に反 表Ⅳ コムギ倍数性による lrに相当する効果をも

し 6Ⅹよりやや抵抗性であっ

た.

上記の 14MeV 速 中性子

照射の比較に用いたⅩ線と γ

線の実験結果と,これら倍数

体の結果とを比較して 1rに

たらした熱中性子束(×109nノcm2) の比較

讐 _(?ao言7+0誓訓 fAo76+0誓貰)儲 雷雲誓塵 霊宝

2Ⅹ ち 1.6 : 2.6 i 4.1 0.73

4Ⅹ
6Ⅹ

相当する効果をもたらした速 ~一一

中性子束を計算すると,衰ⅠⅤ

のようになり, いずれも 109

つぎに 14MeV 速中性子

の場合には,2Ⅹ と異なり4X

と6Ⅹでは 2.5kradで 発芽の

伸長が悪い程度で,稔性や染

3･6 ; 2･7

表Ⅴ コムギ倍数体によるⅩ線 (γ線)と速中性

子 RBEの比較

∴了 ･̀.:?,A

色体異常の調査もすることができた.もちろん,6Ⅹの方が 4Ⅹより影響が強い.

これらの結果からⅩ線 (または γ線)と速中性子の RBEを比較すると,だいたい表Ⅴ

のようになる.倍数性にかかわらず発芽率では速中性子が3ぐらいで低いが, その後 2Ⅹ

ではどの形質でも 10前後に上る. しかし 4Ⅹと 6Ⅹでは上昇がおそく, 芽生では 5.5

であったものが,皇育後 (稔性と染色体異常)には 20前後にまでなる.この価は他の植

物などの結果に比べると著しく大きい.
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101･放射線による芽条変異の誘発 (松村清二 ･藤井太朗)

栄養繁殖による植物では遺伝子構成が-テロのものが多く,照射世代 (Ⅹ1)で突然変異

体が発見できることが多い.またこれらは代謝活性や水分含量が高く,放射線感受性も高

いことが想像される.この実験では前報のクス,サツマイモの実験 (年報8号)に引きつ

づき, レモン,イチゴ,チューリップ,グラジオラス,カーネ-ショソ,キクの挿穂,働

包茎,球根などにⅩ線,γ線を照射し調査を行った.

イチゴは 0･5-4kr照射の結果,照射量の増加につれ乗数の減少する傾向がみられ,ま

た異形についての変化もみられたが遺伝性を検討中である.チューリップ,グラジオラス

は 1-5kr照射を行った.前者は 3krでは草丈,開花率が撫処理の約半分となるが後者

では 5krでも草丈にほとんど影響がみられず,開花率もわずかに低下す るのみで,グ

ラジオラスの方が抵抗性であるといえる. カーネ-ショソ,キクでは 0.5-10krの照射

を行った.カ-ネーションでは白色花の一部が赤色に変ったものや,桃色から白色に変っ

たものなどがかなり高い頗度 (4krで 2･5%)でえられ, またキクでもFj色から黄色,桃

負-の変)lrLT;校が60個体中3本えられた.またレモソの挿種 に対して 1-20kr照射した

結果では低量照射区 (1-4kr)の活着率が無処理区より高かった.

これらの実験結果から,挿木,球根などに対して遺伝学的実験あるいは突然変異の実験

を行 うためには,桂子の場合の約 1/10の線量が適当であり,また予期されたように芽条

変異-,とくに花色に関する変土引まかなり請い城壁でえられることがわかった (生研時報10

号 22-32頁参照).

102.倍数性植物と放射綿感受性 (藤井太朗)

各種栽培植物の放射線感受性についてはすでに報告し(年報9号),属,種のみならず変

種あるいは品性間でも感受性に差のあることが明らかとなった.今回は倍数性と放射線感

受性との関係を調べる目的で,Beta,Raphanus,Astragalus,Capsicun および Citrul-

lusの二倍体と, これらからコルヒチンで作られた同質四倍体 について実験を行った.

Betaでは 2Ⅹの LD50は20-40krであるのに,4xでは 100kr,Raphanusの2Xのそ

れは 100krであるのに,4Ⅹでは 100krでも81%が生存するなど,同質四倍体では二

倍体に比べ著しい抵抗性がみられた.

一方,Oryza(野生イネ),Trilicum,Aegilopsおよび Nicotiana を用い異質倍数体
と感受性との関係を調べたが,これらは同質倍数体にみられるような顕著な差がみられな

かった.すなわち Oryzaの7程のうちでは栽培イネにもっとも近縁である二倍体の 0.

salivaf.spontaneaが他の 2Ⅹおよび 4Xよりも著しく高い抵抗性を示した. コムギ煩

では二倍体がもっとも感受性が高く,四,六倍体の間では明らかな差はみられなかった.

さらに基本数を異にする Nicotianaについてみると,アメリカ硬では染色体数の多いほ

ど抵抗性がますようであったが,反対にオース トラリア程では染色体数のもっとも多いも

の (N.Debneyi)がもっとも高い感受性を示した.

同質倍数体では,ある遺伝子あるいは染色体が障害をうけても,他の同じ働きをもつそ

れらによってカバーされるが,異質倍数体ではゲノム間に遺伝子組成についてかなり相違
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がある.このために異質倍数体では感受性と倍数体との間に顕著な差があらわれないもと

であろう (育種学雑誌9巻 245-252頁参照).

103.-粒コム半の葉緑素突然変異体の葉緑素回復について (藤井太朗)

一粒コムギの virido-albina突然変異体は,芽生では葉の先端が線色で基部は白色,普

た basi･viridisIIは先端が線色で基部が淡緑色を示す.年報8号に報告したように両者

の間の二重妨性植物は albina と同形になり,両親が温室内で葉緑素回復能力をもってい

るにもかかわらず,この二重劣性植物には回復現象はみられない.そこで virido･albina

につき芽生時および 5-6葉の時期に,それらの緑色部を切WrL,albinaと同形として回

復現象を調べた.緑色部を切らないものは温室内では 55本中 43本 (78%)が葉緑素を

回復し生存するのに対し,切断したものでは 80本が全部枯死した.なお正常植物では切

断を行なってもなんら影響を認めなかった.

また albinaおよび前記の virido-albina-basi-viridisII二重劣性は30/asucroseを

加えた WHITE の寒天培地で栽培すると7-8葉ぐらいまで生長し (土栽培では3葉),

同じ培地で virido-albinaを栽培すると土栽培に比べ,葉緑素回復が早かった.しかしこ

の場合も JUirido-albina-basi-viridisII二重劣性は albina と同じく葉緑素を形成しな

し､.

さらに新らしくえられた basi･viridisⅢ,virido-albinaII,xantha･albaI なども温

室内で葉緑素回復がおこることがわかった.これらの結果から,葉緑素の回復能力を有す

る突然変異体は,葉緑素形成に関するある物質または酵素の温度あるいは光に対する反応

が変った結果であり,そして回復のためには光合成がわずかでも行なえる部分,すなわち

葉緑素が植物体のどこかに存在することが必要なのであろう (遺伝学雑誌 34巻 261-267

頁参照号).

104.X禎照射イネの細胞学的研究 (責 真生1))

染色体ダ弓常をもつ細胞ともたない細胞が,イネの生長を通じて組織細胞内でどのような

競争をするかということをしる目的で,この実験を行なった.方法は休眠種子に対しⅩ線

を 5-40kr照射し,Ⅹ1の根端細胞における第 1rL,1日の体細胞分裂と,花粉母細胞の減数

分裂とによって異常率を比較した.根端はフォイルゲン反応法,また花粉母細胞は酷酸カ
ー ミソ法により染色を行なった.

体細胞分裂では,後期にみられる染色体橋は粘着性染色体のような形を示し,観察が困

難なため,主として中期における断片,dicentricあるいは複合染色体を観察した. これ

ら異常頻度は線量に比例して直線的に増加した.一方,減数分裂中期では主として1回ま

たは2回の相互転座が観察された.この頻度は 20krまでは線量に対し直線的 に増加し

たが,20-30krの間でははば平行状態を示した.40kr区では生存数が少なく,計算に

充分なだけの穂が観察できなかった.

体細胞分裂と減数分裂との異常頻度を比較すると,5kr区ではだいたい同率であるが,

10,20kr区で8%,30kr区では 40% 前者が高くなった.すなわち,正常細胞と異常

1) 来訪研究員
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細胞との間に競走がおこり,高線量区では異常細胞は生育途中で除外される機会が多いと

いえる.

Xlの穂別種子稔性については正常稔性 (60-80%),半稔性 (30-40%)および不稔性

(10% 以下)とに分けて調査した.20,30kr区では上記3点にモードがみられたのに反

し,5,10kr区では前2着のみにモードがみられた. これは減数分裂の染色体異常の結

果と併せて考えると,正常細胞をもつものが正常稔性,一つの転座をもつものが半稔性,

重複転座が不稔性を示したものと解釈される.

5kr区のような低線量照射で異常糸田胞の除外が行なわれなかったのは,イネの進化の

上から重要な点である.自然界でおこる突然変異は非常に低い頻度であり,これらは生存

可能であることが上の事実から考えられる.そして自然界でイネにみられる染色体異常は

体細胞分裂時に起ったもので,そのうち,あるものは減数分裂時まで残って観察されるも

のであろう.

105.一粒コム羊における β綾の遺伝的影響 (牧村清二)

β線照射による遺伝学的影響をγ線によるものと比較する目的で,一粒コムギ(Triticun

nonoeoecu仇PaJUeSeenS,n-7)の瞳子を 32P と 181Iの水溶液に2日間浸潰した.γ線

照射は2日間浸水した種子に 60Coを用いて行なった.それら Ⅹ1の発芽率,芽生の伸

長,稔性,花粉母細胞の染色体異常と Ⅹ2の遺伝子突然変異率を調査した.その結果は,32P

や 181Iによる β線の影響は γ線のそれに比し, きわめて少なく,0.2mc/gの 32P と

0.8mc/gの 131Iの β線が 2.5krの γ線の影響に相当する.β線の影響を桂子の腫だ

けに限って計算すると 32P の 0.2mcノgが 2.4kradに相当するので,この結果をよく

説明することができる.本年度はこの点を確かめる目的で同様の実験を繰返したが,γ線

は 2.5,5および 10kr照射に,また 32P は 0.15,0.3および 0.6mc/g, 131Ⅰは 0.6

mc/gの水溶液に浸漬した.これらの濃度は前年度のものをそれぞれ3倍にしたものであ

る.82Pの 0.6mc/g と γ線の 10krは発芽も悪く,芽生もほとんど生育しない.他は

発芽率に大差はなかったが,処理が強いほど生育が遅れ,生存個体数も減じ草丈もやや低

表 Ⅰ 一粒コムギにおける β線と γ線の遺伝的影響

γ線

32P

2.5kr 94

13:Z≡: : …3
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くなった.それらの稔性についても同様の低下をみた.Xlの花粉母細胞の染色体異常は

処理が強いほど高 くな り,γ線の 5krが 64%,また 32Pの 0･3mc/gが 33% と高

く, 32Pの 0.15mc/gの6%,γ線の 2.5krの2%あまり, 131Ⅰの 0.6mc/gの2%

の3処理区と大差があった (表 Ⅰ).これらの結果を総合すると,だいたい前年度の結果と

同様で,γ線の 2.5kr照射の効果は 32Pの 0.15mc/g以上,また 131Ⅰの 0･6mc/gよ

り高い濃度に相当するといえる.

106.種子の形成におよほす放射線の影響 (根津光也)

一粒 コムギを用い,開花後 3,7,11日後にⅩ線を lkr照射した.その後成熟した

ものについてみると,照射しても着粒率には変化がない.しかし種子の乾燥重量 を計る

と,3日後照射のものは標準の約 1/2であり, 7日と 11日後のそれは標準と同じであ

った.発芽試験は内在する障害を強調する意味で,播種に先だって再菅又線 頂を褒理,10;

20,30kr)を照射し,発芽率と生存率の度合を検した.3日と7日後照射のものは線量の

増加につれて低下し,11日と標準に比べて急激であり,傾向は同じであった.

このことは3日後照射のものの重量の減少は腔の放射線障害による結果でなく,肱乳の

発育阻害によることを示す.すなわち,解剖学によると,開花後 3日ではいまだ 6-7細

胞に留まっているというから,この時期の旺は数日後のものと放射線に対し感受性が同じ

であり,これに対し3日後の旺乳は盛んに分裂しているから障害がひどかったものと思わ

れる.また第 1および第2葉の碕形 (二又葉)は3日後解射のものに全くみられず,7日

と 11日後照射のものに出現した (約3%). したがって 7-11日頃に本葉の原器が形成

されると思われる.

タカサゴユリは受粉から種子が成熟し,薪が破れるまで約 70日を要した.受粉後の各

時間にγ線またはⅩ線を照射し (1kr),成熟させた種子の発育状態と発芽を検した.その

結果,γ線で受粉後 24日,Ⅹ線で 18日より以前に照射すると桂子の発育が事く阻害さ

れる.発芽についてはγ線で 31日,Ⅹ線で 48日以後に照射されたものは発芽した.こ

れは線量率による相違であると思う.

以上の実験から,将来は照射時を受粉後3日以前に限定し,稔性と遺伝子突然変異率の

変化を検してみたい.

107.一粒コム羊の放射線による葉緑素突然変異体におけるアミノ酸の消長 (小野幸夫1)･

藤井太朗)

一粒コムギ (Triticummonococcu仇)の放射線による葉緑素突然変異体を用いて,発

芽初期における葉線素の量的関係とアミノ酸の消長について実険を行なった.まず 75%

アルコール溶液で遊離アミノ酸のアルコ-ル抽出液を作り,ペ-パークロマ トグラフ法に

よってアミノ酸を検出 した. この結果,検出されたおもなアミノ酸は Asparticacid,

Glutamicacid,Glycine,Alanine,Glutamine,Phenyl-alanineおよび Leucineの

7種塀であった.Albina および virido-albina は7種全部を検出したが,正常種およ

び chlorinaは5位で Leucineと Alanineは検出できなかった.Leucineと Alanine

1)特別研究生,田方農業高等学校
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図1 正常種 (5001)の遊離アミノ酸

一次元溶媒: Phenol(7):Water(3)
二次元溶媒: Butanol(4):Aceticacid(1):

Water(2)

冨
Ql1
-
_∴__rrPbeNQI

ユ封2 Albina(5004)の遊離アミノ酸.溶媒は図1に同じ

を除いた個々のアミノ酸の量

についてみても,albina と

virido･albina が正常種 と

chlorina よりもはるかに多

いことが認められる.そのは

か不明のaおよびb斑がある

が,aは正常種の方がalbina

系統より量的に多く,上記の

アミノ酸の結果とは逆であっ

た (図 1,2).

つぎに植物体にある (移行

したと思われる)構成アミノ

酸について,加水分解を行な

って調べた結果,(a)正常種

は albina と比較して量的に

非常に多く3-5倍ぐらいの

差が認められた.(b)アミノ

酸の種莞頁についても正常種が

14種類以上検出されたのに

対し albina系統では 10種

類にとどまっている.(C)遊

離アミノ酸に見出されなかっ

たものとしては Cystine,

Histidine,Proline,Methio･

mineなどで,とくにalbina

の場合は認められないか,ち

しくは痕跡程度であった.

(d)消長の著しいものとして

はLeucine,Glutamine,Ala･

nineなどで,斑点a(図 1,

2)はいずれも認められなか

った.(e)Virido-albinaは

遊離アミノ酸のはあいと異な

り,正常種と同じ傾向であっ

た.

以上のことから albina系

統は遊離アミノ酸は多いが構
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成アミノ酸の少ないことが認められる. したがって葉緑素と蛋白質の縮合との間に一つ

の関係が認められる.葉緑素量が正常種の約 1/2である chlorina については正常種と

ほとんど同じであった.また葉緑素の回復力を有する virido-albinaについては,さらに実

験を進めてみる必要がある.

108.X線照射したコム半における遊離アミノ酸と鋳菌感受性の相関 (小野幸夫 ･勝屋

敬三)

TrilicumSpeuaDuhamelianum のコムギ赤銃病菌 (Pucciniatrilicina21B)感受

性におよぼす放射線の影響をしる目的で,発芽後第2葉の時期にⅩ線 30krを照射し,,H.?.

射後 24時間および7日目に第 1菓および第2葉を別々にとり70%アルコールで抽出し,

遊離アミノ酸について量と軽塀の増減を調査した.またこれと同時に別の個体で照射24時

間後に赤銃病菌夏胞子の人工接種を行い,その感受性をも調査した.

その結果,照射24時間後における遊離アミノ酸畳を表 Ⅰに示した.それによると標準区

および照射区とも第 1葉より第2 表Ⅰ Ⅹ線照射の T.Spelta のアミノ酸量 (指
葉の方がアミノ酸の量が多く,ま 数)におよはす影響

l!'t り_'1 1 ･.･･; こ･一
射7日後における遊離アミノ酸に

ついては,24時間後のものと同

様に照射区における遊離アミノ酸

の総量は標準区より増加した.こ
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れは第1葉の差によるもので第2 棟準区第1柴･単位重量当りのアミノ酸量を100とした相対値

葉の照射区および標準区ではあまり差がみられなかった.なお照射7日後のものは実験不

備な点もあるので追試中である.

銃菌に対する感受性は照射 24時間後のもののみについて行なったところ,標準区は供

託全個体が抵抗性を示したが,照射区は中度抵抗性～感受性を示したものが全供式敷の

2/3余あり,他は抵抗性であり,明らかに感受性の増加をみた.

これらの結果より銃病菌感受性にアミノ酸がなんらかの形で関与していると思われ,さ

らに実験中である.なお遊離アミノ酸をペーパークロマ トグラフ法により調査した結果,

8桂のアミノ酸を検出した.おもなものは Phenyl-alanine,Hydrox-yproline,Alanine,

Glycine,Glutamicacid,Asparticacid,Leucineである.このうちⅩ線照射の影響を

受けるアミノ酸は Alanineおよび Leucineが著しく,このほか Pe:)tideと思われるち托

点が一つあげられる.これらの特殊アミノ酸についてさらに検討中である.

109.菊に対する放射線の影響について (古里和夫 ･宮沢 明)

菊の2品種,寒紅梅,ディセソパーキングに Co60 の γ線で照射して (寒紅梅-2kr

4kr.8krりディセソバ-キング-2kr.4kr.6kr.8kr.10kr),その影響についての宍

廟を行なった.

挿木活着率 :寒紅梅においては活着率は 2kr,4kr照射区では対照 との間にはっきり
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した差がなく,その活着率は 65-70%であったが,8kr照射区では急激に低下し対照の

3%であった.またディセソノミ-キングでも cont.および 2kr,4kr,6kr照射区まで

は大きな差はなく供試個体の 24-36% で,8kr照射区で急激に低下し対照の 2.5%で

あった.10kr照射区は全部枯死した.なお寒紅梅の方がディセソ/て-キングより活着率

はかなり高かったが,これは挿穂の硬さによるものと考えられるが,なお検討を要するこ

とである.

草丈 :草丈の伸長については開花始めの時期に調べたが,寒紅梅では cont.および 2

kr,4kr照射区は何れもほとんど差がなかった.8kr照射区では急に草丈が低 くなり対

照の約 1ノ5であった.ディセンバーキソグでは cont.および 2kr,4kr照射区ではほと

んど差がなく,6kr,8kr照射区でやや草丈が低 くなっており,前三者の約 60% の高さ

であった.

斑入葉 :寒紅梅では 2kr照射区に斑入葉を生じたものが 12株あった.また 12株の

中で 11株はやや黄味を帯びたものであったが1株は白色であった.4kr照射区には斑

入葉のものは5株あった.これは何れも茎の下部の葉で斑は鮮明でなかった.ディセソバ

ーキソグでは 8kr照射区で茎の上部の1枚に淡黄 の斑が出ているもの1株のみであっ

た.この場合,斑人の出現度は線量と関係がないようである.

花色 :花色が桃紫色の寒紅梅において 2kr照射区に花色がやや赤味を帯びているもの

が 1株現われた.4kr照射区では赤味を帯びているもの4株,白味 を帯びたものが3株

現われた.ディセソバ-キソグでは花色の変化したものはなかった.

開花期 :寒紅梅では2kr,4kr尺朋寸区とも花開期は対照とほとんど変らなかった.8kr

照射区は 20日遅れて開花した.ディセソバ-キソグでは 2kr,4kr照射区は前者と同

じく対照とほとんど同じ時期に開花を始めたが,6kr,8kr照射区になると約 10日開花

が遅れた.この実験により強い照射量は開花期を遅らせることがわかった.

110,ショウジョウバエ按配合成に対する Ⅹ 線の影響1)(平 俊文 ･森田敏照)

発生諸段階のショウジョウバェにX線を照射すると,その核酸合成が著 しく抑制 され

た.これは放射線の生体細胞におよはす共通現象である.完全変態するショウジョウバエ

は,化婦中に核酸の再合成が起るであろうことが考えられる.実際,幼虫期の巨大細胞核

は成虫には見られなくしかも極めて小さくなる.このような変態中の核酸再合成機構の解

明の一助として,核酸の前駆体であるヌクレオチ ドの変化を調べた.前 に報告 したよう

に,幼虫期に照射されると,婦化が遅れ,かつ乱れて致死する現象に注目し,化崎前の成

熟幼虫に 3,000r照射し,24時間後の幼虫とそれから化桶した蛸について,照射区と対

象区に分け,ヌクレオチドの分画定量を試みたところ,表 Ⅰに示す結果を得た.方法は,

酸溶性のヌクレオチド分画を Dowex-1-8Ⅹ(1.5×15cm)のカラムに吸着 させ,フラク

ションコレクターを用い,蟻酸一蟻酸アンモソによる分配抽出を行ない,その相対量

(E260/g)を比較検討した.その結果, (1)化婦の進むに従い,高次燐酸ヌクレオチ ドが

出現し,かつ増加する,(2)Ⅹ線により高次燐酸ヌクL,オチドは減少 L,低次燐酸ヌクレ

1) 総合研究 ｢細胞胞における放射線作用像借の生理生化学的研究｣の科研費による
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表Ⅰ ショウジぎウバェのヌクt/オチドにおよぼすⅩ線の影響

119

オチドが増加する.すなわち,Ⅹ線による核酸合成阻害現象は上記のようなヌクレオチド

の異常を伴なう.この原因として,(a)核酸合成酵素の失活,(b)ヌクレオチドの-燐

酸 三二燐酸 三三燐酸の転換に関与する酵素系の異常などが考えられる.しかし,酵素の

失活には極めて多量の放射線を必要とするので (a)の場合は一応考え難い. 大沢ら1)

(1957)の分離核による燐酸代謝系に見られる特異性とその放射線感受性に関する報告に

よれば,ヌクレオチドの-燐酸から三燐酸への経路は,僅か 100r位で阻害が確認される

ことを示した.このような現象がショウジョウバェの場合にも起り得ると考えるならば,

この実験結果の説明が可能のようである.

Ill.S,β-Aminoethyli80tllitlrOnillm の Ⅹ練誘発致死因子に対する影響 (菅原 努 ･

武田好子)

前年度 β-Mercaptoetbylamine-HCl(MEA)について表題のことを調べたが,照射後

第 1遇にかえって異常が見られた (年報 No.9).そこで晴乳動物について同様の放射線

防禦放果があり,しかも毒性の比較的少ない S-β-AminoethylisothiuroniumBr･HBr

(AET)を用いて再検討を試みた.

雄性マウスに AETを 250mg/kg.腹腔内投与し30分後に皐丸部にⅩ線 500rを局

部照射をし,その後毎週雌と交配,妊娠 14日目に開腹し,黄体数,着床数,生存胎児数

を調べた.AET結果から RussELL('57),BATIMAN('58)などの定義による優性致死因

子頻度を求め,Ⅹ線照射のみの群と比較したが,矢張り効果を認めえなかった.
112.マウスの放射頼感受性について,dd系マウスの放射棲感受性の検討 (尾上正明2))

現在わが国で放射線実験に一番広く用いられている均一系 dd系マウスについて,保持

繁殖箇所が異な り近交度の異なる3群:dd/Y (予研)15代 inbreeding後 random

mating,dd/T (武田薬品)randommating,dd/-(西垣動物商)random mating市販

荏,の間でⅩ線致死効果に対する感受性を検討しなお同一動物でネムプタール麻酔時間,

末梢白血球像の特定所見について比較したところ明らかに差異を認めた.X線 600rによ

1)S.OsawaeEal,I.Gen.1%ys.,40:491,1957.
2) 特別研究生
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る致死効果および体重減少率では ddノY,dd/Tが感受性高くdd/-が低い.体重減少率

の群内でのバラツキは dd/- が小さい.ネムブタール麻酔時間は著しい差がないが,秤

内でのバラツキは dd/Yが著しく小さい.末梢白血球像特有所見の出現率 (細菌感染に

対する感受性の強弱を示す)はddノY,dd/Tに少なく,ddノ- に多い.X線照射後3日日

の白血球減少の度数分布については,dd/Yが最も均一性を示している.dd系の同一系

統内でも近交度の進むにつれて感受性のバラツキが少ない (体重減少率は例外であるが)

ことがわかる.なお放射線感受性とネムブタールに対する感受性,末梢白血球特定所見出

現率との間に相関関係は認められなかった.(日本医学放射線学会雑誌 掲較予定)

113.マウスの放射線感受性について,近交系マウスの放射線感受性の検討 (尾上正明)

近交系マウス C57BL/6,A/He,C3H,C58の4系統日令 80日前後のものについてX

線一時全身照射 560r,600r,640r,680r(Ⅹ線照射の条件は前報と同様)による致死効

果および体重の減少率等より感受性の系統差を比較し,なお照射時の体重,性,年令の面

から感受性を検討した.

1) LD50/缶Oは,C57BL/6,584r;A/He,623r;C3H,626r;C58634r;で C57BL/6

が最も高い感受性を示した.

2) LDIOOを示した 680r照射で平均生存日数は C3Hが他系との間に有意の差で長

く,なお死亡の継続期間と度数分布は C57BLが比較的長い期間に2峰性の分布を示し,

A,C3H,C58,は比較的狭い期間に1峰性の分布を示して死亡した.

3) 照射後の体重減少率は照射線量と直線関係を示した.系統間の感受性の高低と体重

減少率の大小とは平行関係を示し,なお各線量に対する体重減少率の開きの大小も同様感

受性の高低と平行関係を示した.系統問の体重減少率の差は照射後第3日までは明らかで

なく,第 9-10日半数死亡日附近で最大となった.

4) 照射時体重の大なる群は,小なる群より抵抗性が大きかった.

5) 雌雄間の厩著な感受性の差を認めなかった.

6) 年令が感受性におよはす影響は強くA系,C3H 系の生後日令 20日から 120日間

のものについて,感受性は幼若期に著しく高く成熟期に至るに従って段々低下して行く傾

向を示した.(El本医学放射線学会雑誌 掲載予定)

114.椛器核酸代謝に対するⅩ綾と 60Coγ綾の生物学的効果の差異について (山本五

郎1り

C3H 系マウスを用い,放射線に対して高感受性臓器である胸腺,肝臓および皐九につ

いて,Ⅹ線と60Coγ線の等線量率 (6･66r/min･)一時全身照射 (50および 200r),並び

に 200rの6日間等分割全身照射時の核酸代謝に対する効果の差異について研究した.

1) 等線量率一時全身照射時の肺臓核酸代謝に対するⅩ線効果は 60Coγ線の効果より

も大きかった.胸腺核酸代謝に対しては見かけ上若干の差があるが,胸腺の吸収エネルギ

I,照射時の線量誤差の諸因子を合せ考えるとその効果はほぼ差異がなかった.事丸核酸

代謝に対してはいずれも殆んど効果の差異はなかった.

1) 特別研究生 (伊豆逓侶病院)
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2) 200rの6日間等分割全身照射時の各臓器核酸代謝に対するⅩ線の効果は60Coγ線

の効果よりも大であった.この場合のⅩ線と 60Coγ線は著しく線量率が異なるため一般

的因子の他に時間的因子が大きく関与していることが考えられた.(日本医学放射線学会雑誌19,

1609-1618,1959)

115.膜器核酸代謝に対する放射綾防禦剤の作用効果 (山本五郎)

マウスについてⅩ線 300r全身照射前および後に MEAを投与した時,Ⅹ線 680r全

身照射前に AETを授与した時について,胸腺,肺臓および葦丸の核酸代謝に対する放射

線化学防禦剤の作用効果を研究した.

前年報 (年報 No.9)に報告したごとく,照射前投与により放射線による臓器の核酸代

謝障害を防禦する効果があるように思われるが, この防禦効果のあらわれかたは MEA,

AETの毒性と関係しているように思われる.

核酸代謝の消長におよはす効果は照射前投与では胸腺,肺臓および皐丸にてはマウスの

放射線致死率に対する効果と平行している.しかしながらそのあらわれ方は胸腺および肺

臓にては核酸減少期より快復期にかけて有効に現われ,葦九にては核酸減少期にとくに有

効に現われる.一方肺臓にては照射後投与でも核酸恢復期には,あたかも効果のあるよう

にみえるのはこれらの臓器の生理的機能の面と関連するところがあるのではないかと考え

られる.(日本医学放射線学会雑誌 19,1003-1011,1959)

116.点線源に対する電離型線量計の読みの逆自乗則からのずれ1)(近藤栗平)

γ線などの高エネルギー光子を放出する点線源を空洞電離箱で測定する場合チェンバー

が線源に近づくと,チェンバーの中心から線源までの距離を D としたとき,チェンバー

の読み Iは 1/D2に比例せず逆自乗別からみかけ上のずれがおこる. このずれがチエソ

バーが有限の大きさをもつためである場合の理論的取扱いを実験と比べてよく一致するこ

とをみた.このずれの割合 K を与える式は球形チェンバーの場合簡単な形になり図のよ

うに実験とうまくあう.これをもちいれば弱いγ線源でもチェンバーにくっつくほど近づ

けることによって十分の精度で測定できる.この意味でも球形チェンバーは理想的形の一

つである.

BRAGG-GRAY の原理でもしられているように空洞チェンバーでは,チエソバーの読み

は大部分が空洞壁からの2次電子による.いま空洞内dGの立体角をもつ円錐部分に与え

られたエネルギーdEは次式で与えられると仮定する.

dE-e誓 迦 dGdAI Oは比例定数 (1)

これは壁面の面積 dAlからでる2次電子の電離能は余弦則に従 う角度分布をし,dAlに

比例し,線源からdAlまでの距離 dの逆自乗に比例し,空洞内の通路の長さhに比例

すると仮定したことを意味する.ここに角 421は dAlの法線と hのなす角である.(1)

の積分形は

1) 14回日本物理学会年会(広島1959)に発表,詳細はRadiationResearcbに発表(印刷中)
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E-車 AISdA2望 霊 芝 也 - 弓 wa.lJ笠 JcavitydV (2,

4/D

逆自乗則からのずれを無視した場

合は dをチエソバーの中心から

線源までの距離 D でおきかえ

Eo-篭 竺 (3)
K-E/Eoが逆自乗則からの

ずれの割合を示すから補正因子は

1/Kで与えられる.

K-器 J笠 SdA2

× cosQ21COS¢12 (4)h
図1 チェンバーの読みの距離の逆自乗法則から 半径 aの球形チェソバーのと

のずれと理論による補正 きは式 (4)から

K-誌 面 ln(豊 )-1+響 +････ (5)

実験との比較は約 10cm 直径の自作の球形チェンバ-で行ない,図1のような良好な

結果をえた.

117.銀活性化L)んさんガラスによる液体固体内の β線の絶対按量測定1) (近藤宗平)

ScHUIJMAN らは Ⅹ,γ線をあてた銀活性化りんさんガラスは紫外線照射によってオ
レソジ色の蛍光を発するようになり,その蛍光は照射線量に直線比例することを発見し

た.ここでのべる方法はそれを β線の絶対測定に応用したものである.

測定原理 :上記の蛍光量は,ガラスの吸収した線量に直線比例し,放射線の LETがた

いしてちがわない範囲では放射線によらないことをさきに著者は確かめた.そこで仮りに

無限にうすいガラス板を β線源が一様に分布している液体または固体内に入れて,一定

時間後このガラスの饗光量を測定しえたと仮定すれば,この饗光量は問題にしている系の

その時間内の radに比例するはずである.他方のこのガラスの蟹光量対吸収線量 (rad)

の比はたとえば 60Coγ線などによって容易に求めておくことができる.この値をもちい

て上記の饗光量をたやすくradに換算できる.しかし現実には無限のうすさのガラスを

作ることはできないので,厚さの異なったガラス板をつくり単位厚当りの饗光量を求めて

これをゼロ厚さに外挿することによって上記の目的を達することができる.

実験 :銀活性化りんさんガラス (AgPO38%)の 1cmxlcm 板について,0.05,0.1,

0.2,1.5mm の厚さのガラスを作り,これを濃度のわかった 82Pの溶液につけて一定時

間後取りだし,その饗光量 Zをよむ.賛光量の測定方法は ScIIULMAN-ETZEL の方法

1) 第3回日本アイソトープ会議発表 (東京 1959)
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O Q,l A2 は A4(9/CdZ)
77ラス叔0)BさL-

図1 ガラスの厚さとガラスの単位厚さ当りの読みの関係

を改良したものである.32P水溶液中での照射線量 Dβ-1radに対して,饗光量 Z(pA)

をガラスの厚さ x(g･cm~2)でわった単位厚さ当りの賛光量 Z/xDβ(pA/100erg･cm-2)
と厚さ x(g･cm~2)との関係の実験結果は図1の通りである. これからx-0に外挿し
たときの線量計の単位厚さのよみの実験値は 2.2pA/100erg･cm-2になる.他方同種の
ガラスを60Coγ線に照射したときのガラス線量計単位厚さ当りの読みはガラス内の 1rad

当り2･2(1±0･04)(lLA/g･cm-2)で,両者の一致は完全であった. これは偶然によるで

あろうが,この外挿式ガラス板法が有効であることを示すに十分である.

この外挿式ガラス板法は原理的にはあらゆる放射線に対して注目している物質内の吸収

線量の測定に用いられる.

118.R8-Beの中性子線量測定 (近藤宗平 ･加藤武司)

空洞塾電離箱線量計を放射線に照射したとき,空洞壁物質 ガ に吸収されるエネルギー

を EU,空洞気体 G 内の電離量を JGFとすると, BRAGG-GRAY の原理によって次式が

成立つ

EM-WGESMSGr~lJGt (1)

ここにWaは気体 Gに生じた1イオン対当りの2次粒子の平均消費エネルギー,さ忘,高

は壁 〟~ぉよび気体 G の平均質量阻止能である.(1)式が成立つためにはいくつかの条

件が要求される.

それらの条件を中性子の場合にも成立たせるために,われわれはポリエチレソ壁の電離

箱にエチレンガスを封入して,同一原子組成 (CH2)nをもった均質電離箱を作った.この

とき (1)式は

EctT2- W cfr2JctI･} (2)

と簡単化される.Ra-Beから放射される中性子は平均エネルギー4.5MeVで,これはポ

リエチレソ内で水素,炭素原子核と衝突し,反跳陽子,反跳炭素核にエネルギーを与える
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が,その大部分のエネルギーは陽子に与えられ る. したがって水素を含まないテフPソ

(CF2)n壁の電離箱に C02を封入したものは,中性子による吸収エネルギーははるかに′J､

さく,中性子に鈍感な γ線チエソバーになる.このとき (1)式は

EcF2- Wco2ScF2Sco211Jco2 (3)

となる.この電離箱は近似的にのみ均質だから阻止能比を計算しなければならない.

上記の特性をもつポリ-チt/ソ電離箱とテフ｡ソ電離箱をγ線で照射したときの読みを

レントゲン単位で目盛っておく.2つの電離箱を Ra-Beからでるγ-中性子混合放射線に

あてたときのそれぞれの読みを P,Tとする.式 (2),(3)より次式が成立つ.

P(r)-0.94N(fad)+T(fad)

T(r)-0.llN(fad)+T(fad) ‡ (4,

ここに N,T はそれぞれ中性子と γ線によるエチレン中の吸収線量 (rad)である.両者

の読みの差から中性子線量が求まる.測定結果を次表に示す.

表I Ra(0.1g)-Be(1g)からの速中性子とγ線の線量率

上の表でわかるように,Ra-Beから与えられる放射線線量では γ線の方が圧倒的につ

よく,速中性子の絶対線量はごく弱い.これを生物実験に利用するにはこれら中性子をパ

ラフイソなどで減速し熱中性子としてボロン,リシウムなどの熱中性子捕獲断面積の大き

い元素をあらかじめ生物に与えておいて γ線の量を減少させるため鉛容器の中で行なうは

かない.

119.60Co γ棲, 137CST美嚢およびその散乱綾のスペクトル (近藤素平 ･加藤武司)

60Coの 1.17MeV,1･33MeV,137Csは01662MeVの単-エネルギーの γ線を放射す

る.図1の点線は NaI蛍光体をもちいたシソチレーションカウンターで測定したこれら

のγ線のエネルギースペクトルである.ここで低エネルギー部に山が現われるのは蛍光体

内で散乱した γ線が外部-逃げるためや,光電増倍管のガラス面で反射した γ線によるも

のである.園内に実線で示したものは散乱 γ線で, 60Coのものはγ線照射室重量物搬入

口での散乱 γ線スペクトルであり, 137Csのものは 137Cs2000Cの鉛容器シャッター近く
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図1 60Co,137Csからのγ線とそれ らの多重散乱後の散乱 γ線のエネルギー

スペクトル

で測定したものを示す.正確にはこれらス クヾ トルに補正を加えねばならないが,散乱線

はともに 100KeV あたりにピークをもつ幅のひろいエネルギースペクトルをもっている

ことは結論できる.これは1次 γ線がコンクリー ト内でコンプ トン散乱を繰返すと次第に

低いエネルギーの γ線光子がふえていくが,ある程度低エネルギーになると光電吸収係数

が著しく大きくなるために,逆にエネルギーの小さい光子数の割合が減るためと説明され

る. コンクリー トの γ線に対するエネルギー吸収係数から大体 100KeV のところへピー

クをもった散乱 γ線ができることがいえる.コンクリー ト壁にかこまれた γ線照射室内で

1次 γ線の弱いところでは,この散乱 γ線が無視できない割合になることを考慮する必要

があり,両者の割合の測定は今後の課題となる.

120.KXC-18のⅩ綾エネルギースペクトル (近藤宗平 ･加藤武司)

Ⅹ線,γ線を使った生物実験でその作用上の差異を論ずるには,まずそれぞれのエネルギ

ースペクトルを知ることが必要であ る.われわれは NaIクリスタルをもちいたシソチレ

-ショソカウソクーによって,当研究所で最もよくもちいられるⅩ線装置からのⅩ線スペ

ク トルを厚さの異なるアクリル板を透

過させたあとで測定した.図1は 170

kVpX線について,エネルギーと光

子束 との関係を無補正のまま示したも

のである.この図からⅩ線スペクトル

は生体内でもほとんど変化しないこと

が推定できる.実際のⅩ線スペクトル

は図1のような曲線に対して,散乱に

よって NaI結晶から逃げる部分の補

正とカウンターの分解能の補正をほど

こさねばならない.

図2は測定したⅩ線のエネルギース

-mkVpldAAflller7111Z･々生し
: " ''岬 妃 JLA且

図1 170kVpX線のエネルギースペクトル
のアクリル板透過後の変化
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図2 170kVpX線のエネルギースペクト/レ
におよぽすフィルターの影響

ベクトルに上記の補正をしたものであ

る.これから図1でのエネルギーピー

クはⅩ線管のターゲット成分タングス

テンから出る特性Ⅹ線であることがわ

かる.フィルターをいろいろかえたと

きのⅩ線スペクトル変化も同時に図示

した.線質表示法として一般にもちい

られる半価層,実効電圧等では精度が

不十分でないとき,このスペクトルに

よってはじめて正確な議論が可能であ

る.

121.ニジマスの生殖細胞におよほす放射線の影響 (原田雄四郎1)･阿井敏夫2)･阿井敬

雄8)･近藤栗平)

3才のニジマスの雄,雌に 40-1200rのⅩ線を照射し,それらを非照射のものと人工

受精させる.こうしてえられた受精卵の不受精率,後期死卵率におよはすⅩ線線量の関係

を研究した.人工受精の方法は雌魚から卵をしぼりだし,これに雄の精液を人工的に混合

する.ここでいう不受精率とは発限段階に達しなかった卵数の全卵数に対す る比率をい

ラ.発眼からふ化までの間に死亡した卵数の発眼卵数に対する比率を後期死卵率とよぶ.

(Ⅰ) 雄の生殖細胞の放射線感受性と成熟度の関係 :腹部を圧迫しても容易に精液を放

出しない程度の未成熟期と,容易に精液を放出するような完熟期との2回にわたって雄を

Ⅹ線照射し,これをもちいて非照射の雌の卵に人工受精を行ない,不受精率,後期死卵率

の照射線量に対する関係を調べた.不受精率は体差がきわめて著しいが,線量とともに大

体直線的に増加し,約 800rで不受精率 50%に達し,これらの関係は成熟度にあまりよ

らなかった.しかし後期死卵率については,未成熟魚が完熟魚よりはるかに放射線感受性

が高い.たとえば300rの照射線量に対し,前者は致死率 100%であるが後者は60%で,

このことは魚体形成後期の放射線障害に対し雄の若い生殖細胞が完熟期の精虫よりも放射

線感受性が高いことを示すもので,ネズミやカイコでしられている事実と一致する.

(Ⅱ) 雌,雄生殖細胞の放射線感受性の比較 :完熟期の雌,雄の放射線感受性の比較を

図1に示す.これによると卵が精虫に比べて著しく放射線に強いことを示している.これ

はネズミやカイコの場合と必ずしも一致しない.

(Ⅲ) 生殖細胞の放射線障害からの回復 :完熟期にⅩ線照射した精虫を照射後一定期間

繰返しとっては非照射の雌の卵に人工受精を行ない,卵の不受精率,後期死卵率の変化を

調べた.図2に示すように,照射後3日から 66日にわたる実験の範囲で受精卵は後期致

死障害からの回復はみられなかった.これに比べて受精率は一時回復した形をとった.

1) 静岡県水産試験場
2) 静岡県水試下田分場
3) 静岡県富士養婦場



研 究 業 績

整

収
着

碁

か
t

X椎やS

図1 生殖細胞におよぼす放射線障害

登
星
蕪
噂

100

〉 220r

ゝ 鎧 ｣』 ,
20 40 60

帝射改組 E)_gk

図2 放射線障害の回復実験
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結び :ニジマスの卵は精虫に比べて放射線に対する抵抗性が高い.雄性ニジマスでは若

い生殖細胞の放射線感受性が精虫より高い.受精能力をもった精虫でも発眼から魚体形成

の過程で放射線による優性致死が著しくあらわれ,50% 致死線量は 200r位である.こ

れらの障害は照射後2カ月たっても回復しない.このような高感受性は放射線の生物への

障害を研究するのにニジマスが好適の材料であることを元す.

122.アイソ トープによるニジマスの餌料消化の追跡(原田雄四郎 ･阿井敏雄 ･近藤栗平)

アイソトープトレーサー法は生体内の代謝のようすを追跡するのに好適な技術である.

その手はじめにニジマスが与えられた餌をどう消化するかを, 32Pでラベルしたえさをも

表 Ⅰ 放 射 性 糸 ミ ミ ズ 餌 料

(ラ32P水溶液
の量(ml)

(参82Pの(∋内の
濃度(pc/ml)

ちいて研究した.

実験 :まず放射性餌料として

82Pでラベルした糸ミミズ (秦

Ⅰ参照)をつくった.他方ニジ

マスを1水槽1尾宛飼育し,香

1尾当り等量の糸 ミミズを与

え,個体による摂取量のちがい

をなくした.投餌後一定時間お

きにニジマスを殺し各消化器管

に残留した餌をそれぞれ灰化

し,それらの一定重量当りのカ

ウソトを求め,その値から各器

(動 (丑の中にいれ
た糸ミミズの
湿重量 (g)

■
ま
A
L等
dpq
･J妻

妾
■一W
.W
Y

淋

8

④ 糸ミミズを放
射化するに要
した時間(hr)

(参 水洗後の糸ミミ
ズの平均放射能
強度(C･p･mノg)

′一一一1- ー _一 一 一 ･一一 ㌧ IJA

_ ･- √■~ -̀ -■■■-

10 ヨit■1■IL■l 々 48 51 8日J8)

図1 ニジマスの餌料消化の時間的 経 過
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管当りの全カウソト数を算出した.実験結果を図1に示す.82Pは糸ミミズ内にとりいれ

られていると考えられるので,これらのカウント数は餌の量に比例するものと推定できる.

結論 :図1から,与えられた餌は胃では1時間後に消化し,12時間で前腸にいき,30

時間で後腸に達し45時間で排推されることがわかる.混合餌に82Pを機械的にまぜた餌

をもちいた実験でもはば図1と似た曲線がえられた.ただしイトミミズのはあいのほうが

全体的に早く消化が行なわれる.後腸の残存餌量の合計が少ないのは,恐らく前腸におい

て相当量の栄養分が吸収されていることを示すものと思われる.排継物は固形物だけの採

集であり,水中に溶出したものはカウソトしていない.図1で合計カウントのグラフが時

間とともに減るのはこのためであろう.48時間経過すると胃,前腸,後腸にほとんど残

ってなく,多少消化管壁に吸着したと思われる82Pが残存しているのみで,餌料は体内吸

収かまたは排推されたものとみなせると思 う.最終段階での餌料の魚体吸収量と投餌量と

の比を82Pのカウソトで比べると約 40% が吸収されていることになる.しかしこれが真

の吸収率であるかどうかは,82P と餌料が同じ割合で吸収されるかどうかを各臓器内壁の

吸収について詳しく調べねはならず,このほか解剖時の流出,魚体表面の吸収等を考えね

ばならない.これらの問題は今後の課題である.(詳細は静岡県水産試験所報告1号,182-8,1959)

123.外的条件によるアコヤガイのカルシウム代謝の変化のアイソトープによる追跡 (原

田雄四郎 ･近藤京平)

生物は外的条件の変化に敏感に反応するが,この反応はアイソトープによって簡単に倹

出できるばあいがある.アコヤガイの介穀および真珠形成の必須条件であるカルシウムの

吸収に対して,その環境海水がいかなる影響をおよはすかをみ るため,45Caを含む海水

にカイを飼育して実験を行なった.45Caの相対量の測定は飼育水槽よりカイをとりあげ

水洗後灰化し,料研製 RadiationCounterModell00 で測定した.測定にあたっては吸

収の誤差を少なくするため各資料とも約 100mgにして測定,その後に全カウント数を算

出した.悔水 ll,34Caを約 40pc混じた実験

海水にアコヤガイを飼育 し,15時間経過後と

りあげ上記の方法で測定を行なった.
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区1 アコヤガイの 45Ca摂取量と混合淡 図1 アコヤガイの 45Ca摂取

水の関係 量と海水の pH の関係
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海水に淡水を加えていくと淡水 20% 位から急激にカイの 45Ca摂取量が減ることが,

図1に示した突放結果からわかる.同様に海水中の pH をかえると海水 の pH8･0-8･2

からはずれるにつれ,急激にカイの 45Ca摂取量が減ることが図2からわかる.ホ1)ドー

ルその他の農薬を海水に混ずるとこれまた農薬の量とともに 45Caの摂取量が減る.ただ

し致死量以上の農薬では 45Caの量が逆にふえるが, これは弊死によりカイの体表面にあ

ると想像される無数の孔が開いたままになっていて,45Caがより自由に出入りできるよ

うになるためであろう.以上実鹸例はアコヤガイであるが,他の生物についても適当なア

イソトープをもちいて,それが同一環境条件にあるかどうか,または最適条件にあるかど

うかを同様な方法でしることができる.(詳細は静岡県水産試験所報告1号,29-37,1959)

124.ショウジョウバエの眼色素形成の研究,ell遺伝子の眼色素形成への影響(平 俊文)

811は体色および麺脈を異化する特異性があり, これはフユノール系物質の代謝異常に

よるという遺伝生化学的研究の好材料である.WoLSKYandKALICKI(1959)は,蛸殻形

成期の ellの脱水素酵素活性が野生型と比較して 26% も高いことを認め,この原因を成

長ホルモンの分泌増とその活性の高いことに求めた.このようなことは当然,細胞内酸化

還元能の差と関係してくる.限

色素形成もこれらの影響を少な

からず受けることが予測され,

従来用いて来た方法により,限

色素生成量 を比較した.これ

らの実験材料の遺伝的背景は

Oregon･Rと置換されたもので,

その結果は表 Ⅰに示した.すな

わち,811遺伝子によりいずれ

の限色素も約 20% 増加する.

系 統

Ore-R

eu

en

V

bw
Se

効果である.他方,811の中限 ¢≠;̀11

数は野生型のそれより約 20%

多いことが認められた.従って

限色素量の増加は,直接的には

表 I e11遺伝子の眼色素形成への影響

黄色眼色素 赤色眼色素 褐色眼色素

E420/mg(%)E480/mg(形)E450/mg(形)

0.4 4.1 23.3 100.0 1.7 100.0

0.4 4.1 26.1 112.0 2.2 129.4

0.3 3.1 21.3 91.4 0 0

0.3 3.1 18.0 77.3 0 0

0 0 0 0 1.3 76.5

9.6 100.0 0.7 3.0 2.5 147.1

6

0

0

2

8

04

0

8

日リ9

5

0

3

0

0

1

2

2

1

1

5

3

2

0

2 11

3

2

8

0

0

0

0

1
0000

1.6 94.1

3.2 188.2

中限数の増加によるものと考えられるが,(1)ell遺伝子は中限の形成分化を促進する働

きを有し,(2)色素の生成される色素額粒の形成分化は中限組織の形成分化と直接関係す

るということも考えられる.

125.ショウジョウバエのプリン代謝 (ⅠⅠⅠ)(森田敏鼎1))

キイロショウジョウバェの限色突然変異体rosy(ry)には,イソキサントプテリソおよ

び尿酸が変態期を通じて欠除しており,それらの前駆体である AHP2)およびヒポキサソ

1) 特別研究生

2)2-Amjno-4-hydroxypteridine
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チソ,キサソチソが集横していることはすでに報告した.また尿酸形成に関与する酵素は

DPNl)を水素受容体とするキサソチソ脱水素酵素であり,ryはこの酵素の活性が認めら

れないこともすでに報告した.

本年度は野生系統の Oregon-R,ryおよび両者の交雑による Fl.+/ryの婦と成虫に

おけるキサンチン脱水素酵素と DPNH2)酸化酵素の活性を比較した. 測定に使用した酵

素液は各材料を pH7.2･1/10モル･トリス緩衝液に庶糖を 0.3モルになるように加えた

緩衝液で摩砕し,SpincoILで 20,000回転 20分間遠沈した上燈を活性炭処理後,0･25

-0.5硫安飽和の分画を水に溶解したものである.キサンチン脱水素酵素の活性は,キサ

ソチソを基質とし,メチレン青を水素受容体として,pH8･6 トリス緩衝液中で 37oCに

おいて反応を行ない,分光光度計により295mpの吸収の増加によって測定した.DPNH

酸化酵素は,DPNH を基質としメチレン青と青酸を加え,pH7.2燐酸緩衝液で反応を行

ない,340m〟の吸収の減少によって活性を測定した.それらの結果を表Ⅰに示した.

表Ⅰ キイロショウジョバ-におけるキサソチソ脱水素酵素と

DPNH酸化酵素の活性

* キサンチン脱水素群素の活性 △E295/mgprotein/20min
**DPNH酸化酵素の活性 -△E340/mgprotein/min

表Ⅰよりキサンチン脱水素酵素の活性はryには認められず,+/ryの活性はOregon-

Rの約 1/2であることが認められた.このように-テロの系統における酵素活性が正常

なものの 1/2を示すことは非常に興味のある現象であって, これまで人額で数例, ショ

ウジョウバェで一例知られているにすぎず,遺伝子と酵素との関連性を解明する点に大い

に役立つ現象である.

調製された酵素液の DPNH の酸化能には系統間に差は認められなかった.一般にキサ

ソチソ酸化酵素が DPNH酸化能を有することが知られていることから,ショウジョウバ

エにおいてもキサンチソと DPNH の両者の酸化能を同一蛋白質が持つとすれば,遺伝子

ryの作用は酵素蛋白の合成に直接作用するのではなく,その蛋白質に活性を附与する面

に作用すると考えられ,最近微生物で認められてきた遺伝子と酵素との関連性がツヨウジ

ョウバ-にも同様に認められるであろう.

126.ショウジョウバエのキサンチン脱水素酵素のいくつかの性状について (森田敏周)

キサソチソ酸化 (または脱水素)酵素がキサ ンチン, ヒポキサンチン,アルデヒド,

1)Dipl10St)hopyridinenucleotide
2)Reduceddiphosphopyridinenucleotide
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Aロp,DPNH を基質とすることは一般に認められている.キサソチソ脱水素酵素はキサ

ソチソを尿酸に酸化するとともにDPNをDPNHに還元することはすでに知られており,

同一酵素によっ{_DPNHが DPNに酸化されることは非常に興味のあることである･

ショウジョウバェのキサソチソ脱水素酵素における DPNH酸化能の有無を明らかにす

ることは,先に報告した結果と考え合せる時,遺伝子と酵素との関連性を解明するために

重要な問題を提出すると考えられるので,これまでに得られたいくつかの結果を報告す

る.

Oregon-R の成虫から調製した酵素液についてキサンチソおよび DPNHの酸化の活性

について調べた結果を表 Ⅰに示した.

表 Ⅰ ショウジョウバェのキサソチソ脱水素酵素の活性

* キサンチン脱素水酵素の活性 △E295/mgprotein/20min
+*DPNH酸化酵素の活性 -△E340/mgprotein/min
**+M.B=メチレン青

酵素分画 (Ⅰ)は成虫を pH7.2･1/10モル ･トリス緩衝に庶糖を 0.3モルになるよう

に加えた緩衝液で摩砕し,Spinco-L20,000回転 20分間で遠沈した上澄を活性炭によっ

て処理したものである.分画 (Ⅱ)は (Ⅰ)の 0.25-0.50硫安飽和分画であ り,分画

(Ⅲ)は (Ⅱ)を更に燐酸カルシウムゲルで処理したものである.

表 Ⅰに示した結果から,Oregon-Rでは酵素の精製に従って,キサンチンと DPNHの

酸化の酵素活性は大体同じ割合で増加することが認められた.また酵素の精製の段階に従

って,DPNH の酸化には水素受容体を必要とすることを示しており,Diaphoraseに現似

していることを見出した.

CN はキサンチソの酸化を阻害するが DPNH の酸化を阻害せず,PCMBl)は両者の活

性を完全に阻害する結果を得た.DPNH の存在下において M･B･を水素受容体とした場

合,キサソチソの酸化に対して DPNH は結抗的阻害を示すことが認められたが,DPNH

の酸化にはキサソチソはほとんど阻害を示さないことを認めた.次いで澱粉ゲルによる電

気泳動を行なった結果,キサソチソの酸化と DPNH の酸化は同一分画に認められた･

これらの結果からショウジョウバェのキサンチン脱水素酵素は DPNH 酸化能を有して

おり,DPNH酸化に対する酵素の活性中心はキサンチソの活性中心とは同一酵素蛋 白質

1) SHR# PIChloromecuriben2:Oate
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B l 1 3 年 S 6
lll一■ C7R

澱粉ゲル pH8.6ベロナール緩衝液 220V9時間泳動

図1 酵素分画 (Ⅱ)の電気泳動図

内において異なった部位にあると考えられる.

MITCHELL等は野生系統のキサソチソ脱水素酵素を抗元として得られた抗体に対して,

ryにも抗元性が存在することを認めていることと,ここに報告した結果から,遺伝子ry

は酵素蛋白合成には直接関与せず,蛋白質にキサソチソ脱水素の活性を附与する面に作用

し,系統 ryはキサソチソ脱水素酵素の活性を欠除しているが,野生系統と蛋白部分は共

通したキサソチソ脱水素酵素蛋白を所有していると考えられる.

127.ショウジョウバエの限色発現に関する遺伝生化学的研究,主として黄色色素の構造

(名和三郎)

これまで限色素発現に関係する諸田子を酵素的また変異間の分析によって叛推して来た

が,野性型に見られる赤色素形成の重要な中間体と考えられるsepiaの黄色素の化学構

造を決定することができた.

さきに FoRRESTetal.また最近 VISCONTINIetal.はこの黄色素に,ある構造式を

提出しているが,その基となる反応が定量的でなく推定の域を出なかった.われわれは

boraxによる特異的な反応を見出し,それによって反応生成物をほとんど定量的に得るこ

とができた.すなわち責色素をboraxの水溶液に放置することによって,7,8-dihydro-

Ⅹanthopterinとlacticacidの1モルづつが得られた.他の反応によって6の位置に炭素

3の側鋲を有することが明らかであり,また過沃素酸酸化,光分解などの結果から次のⅠ

の構造式を提出する.

この反応は酸素の存在なしでは進行しない.また反応のとき正確に 0･5モルの酸素が

消費される.boraxは polyhydroxy化合物とComplexを形成することが知られている

ので,つぎの反応様式が考えられる.一般にhydropteridinesは容易に空気で酸化される
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ので,これまで黄色素から側鎖の切断によりhydro体を得ることができなかったが, こ

の boraxによる反応により始めて黄色素は 7,8-dihydropteridineであることが明らか

となった.他に過沃素酸を炭酸ソーダ中で働かせると 7,8-dihydropterin-61CarboxyrlC

acidとacetaldehydeが得られること,また光分解のときの生成物と酸素消費量との関係

もⅠの式を支持する.

Hydropteridinesの生体内作用は主として folicacid に関して知られているが,KA･

UF加ANは phenylalanineの tyrosineえの酸化反応に hydropteridineの共蛎を報告し

ている.辻田･坂口は家蚕の突然変異体 Ien は黄色色素 (ショウジョウバエの黄色色素

と同じと考えられる)を蓄漬し,le仇 l遺伝子の致死作用はメラニソ形成不全と黄色色素

蓄積との関係にあることを示唆している.これらのことと黄色色素が hydratedpteridine

であるというわれわれの結果から,昆虫における pteridineの役割は酸化還元系に共析し

ていると考えられる.seまたは Iem の遺伝子は,この hydratedpteridineの水素の供

受に直接関係するのか,またはこれらと共酌関係にある他の反応系の阻害によりhydrated

pteridineを蓄寮するのかはわかっていない.しかし hydratedpteridineの co-factor

としての性質から,多分少なくとも数種の酸化還元系に共編していると考えられるので,

前者の可能性が強く,遺伝子の多面発現を生化学的に説明する一つの例となろう.

128.新自卵油蚕 (wog)の遺伝生化学的研究 (辻EZ]光雄)

この新郎 P池蚕遺伝子 wOX は第Ⅹ 表Ⅰ ⅠⅩP(1ⅩPpg/乾物量 1g)
染色体に所属する劣性遺伝子であり,

w olとは複対立関係にあり,また W3

とも一見複対立関係にあるかのごとき

行動をとる.幼虫皮膚の透明度が強い

のが特徴であり,真皮細胞内における

イソキサン トプテリン(ⅠⅩP)と尿酸

の蓄横量は表 Ⅰに元すごとく著しく少

ない.

次掲の表Ⅱに示す ごとく,wOXは
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表Ⅱ 尿酸 (ペーパーク｡マトグラフイ法
による尿酸 mg/乾物量 1g)

表Ⅲ 尿酸 (ウリカーゼ法による尿酸

〝gノ乾物量 1mg)

woeEoa

平 2 均 j::≡;

wol,W8のいずれと比較しても幼虫

皮膚組織内におけるⅠⅩPおよび尿

酸の蓄横量が著しく少なく痕跡程度

である.ただし尿酸の定量はペーパ

ークロマトグラフィによる場合,操

作中の損失量が相当多いので,より

正確を期するため,別にウリカーゼ

を用いる方法で測定した.その結果

は表Ⅲのごとくである.

上見に見るごとく,wOX の皮膚

組織中の尿酸含量は wo乙のそれの

凡そ1/100に過ぎない.また od幼

虫は従来皮膚組織中に尿酸含量が最

も少ない突然変異体 とされていた

が,これと比較しても 1/10程度で

108.2 ある･

106.5 WOX の幼虫皮膚組織中のプ1)ソ

107.4 脱水素酵素の活性は,invitroの実

験では正常系統のそれよりも寧ろ強

く現われ,この酵素白体には欠陥がないことが判る.そこで AHPを wOX と wOlの第4

齢幼虫の体液中に注射して一定時間おきに皮膚組織中に増減する ⅠⅩPの量を調査した.

その結果によると wOEではAHPを体液中に入れれば間もなく皮膚組織中に ⅠⅩPが生

成されるが,その後速かに失われるのに対し, wO乙では生成された IXPが比較的緩慢に

失われることが判った.すなわちこれらの油蚕性幼虫の真皮細胞内に生成される ⅠⅩPお

よび尿酸は細胞膜を通じて体液中に透過し去るもので,この透過性の強弱が wOE,wolな

どの遺伝子より支配されているものと考えられる.

woE卵の環液険細胞中には尿酸が殆んど含まれていない.この渠液膜中に尿酸がない

こととトリプトファン系色素の生成されないこととは関連があるように思われるが,その

詳細については研究中である.

129.家蚕における黄色致死遺伝子 lemlおよびアルビノ致死遺伝子 alの発現機構につ

いて (辻田光雄)

黄色致死遺伝子 Iemlとアルビノ致死遺伝子 alの発現機構について坂口研究員ととも

に研究してきた結果を要約すると次のごとくである.

いずれもプテリジン代謝に異常があり,黄色致死蚕では黄色色素キサソトプチリソーB

が真皮細胞内に蓄積する.併しレイソキサントプテリンの生成は少なく,かつコメラニソ

の生産も乏しいので,犬飼,肢などの外皮は黒色化せずキチンの含量も少ない.従って外

皮は軟弱である.アルビノ致死蚕でもやはり真皮細胞内のイソキサソトプチリソーBの坐
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成量は少ない.この場合キサントプチ1)ソIBが蓄漬しないのは,キサソトプチリソーBよ

りも前の反応段階で閉塞されているためではないかと考えられる,leml,alのいずれも一

次的にはプテリジン代謝に関係すると考えられるが,次いでこの代謝の異常はメラニン形

成過程の異常に関連する.この場合の両代謝の関連の機構については invitroの実験の

結果に基づきイソキサントプテリンの生成量を減少するような代謝系の異常を招来し,そ

の結果メラニン形成に関与する酵素すなわちチロシナーゼ活性に影響をおよはすと考えて

いる.併し黄色色素キサソトプチリソーBの構造式の研究により, これが一種のハイ ドロ

プテリジンであることが証明され,また KAtJFAlAN(1959)がネズミの肝臓で7-ニー

ル ･アラニンのチロジンへの酸化にあたって-イドロブチリジソが補助因子とし働くこと

を証明しているので,黄色致死蚕の場合にもメラニン形成過程における基質の異常の有無

についてさらに検討するつもりでいる.

プテリジン代謝とメラニソ代謝の異常とともに外皮形成における硬質蛋白 (キチン複合

蛋白)の生成にも異常が起り,大鹿その他の外皮が軟弱となり,このため,第-眠起の致

死蚕では桑葉を食いえず餓死に至る.

黄色致死の母親遺伝,すなわち +/len l と Iem/le仇 lの交配で,+/lemlが母体の場

合には正常の黒色蟻蚕となり僻化発育するのに対し,母体が Ien/len 己の場合には黄褐色

蟻蚕となり卵殻を食い破りえず,卵内にも餓死するに至る.

len/len l型の母体より産下される卵の中の Iemlホモ型隆子を,+/le仇 l塾の母体よ

り産下された卵の中におけるそれのごとく醇化発育せしめる手段を見出すための実験はこ

れまで行なってきたが成功していない.本年も引続き異常代謝を修正しえそうな二三の物

質を Iem/leml型の中綿に注射してその次代の換定を行なった.併し未だ positiveの結

果がえられていない.

130.蚕における各種卵色ならびに脹色突然変異の研究 (小林孝雄 ･佐渡敏彦)

卵色に関する各種突然変異系統について,母体から産下卵内に移行する色素原物質 3-

0HKynurenineの量,およびその消耗状態をしらべた.3-0HKynurenineの量を波長

374mpに対する吸光度より定量し表
蓑Ⅰ 3-0HKynurenineの卵への移行量お

Ⅰのごとき結果を得た･ よび消費量

この結果,3-0HKynurenimeが母

体から卵内に移行される量は,突然変

異系統によって異なること,およびそ +(日112)

の消耗状態も正常型と突然変異系統と Pe

の間に著しい差が認められる.pe,W8, W3

Dew,などにおいては,母体から卵へ

の 3-0H Kynurenineの移行量は正

常と差がなく,b3や wo乙では僅かに少

ない.bBや wolで3-0HKynurenine
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の移行量が正常系統にくらべ,僅かながら少ないことは,これらの系統で軽度の母性遺伝
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表Ⅱ 蛾の複眼における褐色素量 現象が認められることの原因となる･b3
の移行量が少ないことはすでに知られて

9/8×100 いるところである.

次に上記卵色突然変異体を含む数種の

限色突然変異体について,NoLTEの2

重抽出法によって蛾の複眼における赤色

素および褐色素の抽出を行なった.前者

は 480mp,後者は 450仇ILに対する吸

光度から定量 した.いずれの系統にお

いても赤色素は検出されなか ったが,

tryptophane系色素とみなされる褐色素

57 については表Ⅱのごとき結果を得た.

表から明らかなように,着色の程度の

91 差異を含まれている限色素量の差異とし

て明確にとらえることができる.また,

79 いずれの系統においても雌は雄に くら

べ,褐色素量が約 10%～40% 減少して

89 いることが認められたが,このことは雌

においては体内に含まれている 3-0H

Kynurenineが産下される卵内に移行す

ることに基くものであろう.

田島 ('59)はさきに b3がその遺伝行動からみて b2の座乗する第6染色体とは独立で,

第 10染色体の wO乙と複対立または偽対立の関係にあるのではないかと推定したが,那

内に移行する 3-OHKynurenine量が b3では b2 より著しく多く, wo乙のそれに近いの

に反し 眼色素量については b3では wO乙よりはるかに多く,b2のそれに近いことは極

めて興味深いことである.

一方,b8では卵内における 3-0HKynurenineの消耗量が極めて少なく,卵色と複眼

色が一致しない事実は,鈴木 ('43)が提出したような組織の特異性によって説明できるで

あろう.

131.アカハライモリの再生脚における篇蛋白質分化 (小川恕人)

DEHAAN(1956)はAmblystomamexicanun の再生脚におけるActomyosin分化につ

いて切断手術後 29日日以降の持続的検出に先立ち,術後 20日目に一過性発現のあるこ

とを Actomyosin抗血清を用いてみとめた.発生初期の経過において一時期においての

みみとめられる蛋白質の存在が報告されている例がある (PERLMAN ら 1948;MoNROY

1950;SpAR 1953)から,この所見は Actomyosin前馬区物質の存在を暗示しているのでは

ないかという点で軽視できない.また,発生初期の骨格筋蛋白質分化では動物の種現を間

まっず Actinが Myosin に先んじて発現する (小川ら,1957;1958;1959).このごとき発
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現IIR序が再生組織においてもみとめられるかどうかが問題である.

以上2つの点を検討するため,膝関節部位で切断したアカ-ライモ.)(Trituruspyr-

rhogaSter,BoIE)の再生脚肉芽における筋蛋白質の発現時期を調査した.

成熟アカ/､ライモリの骨格筋から G-Actinおよび Myosin を分配し,それぞれ 100

mgを4回にわたって家兎に静脈注射し,Actinおよび Myosinの抗血清を得た.抗血清

はアカ-ライモリの肝,軟骨ならびに皮膚組綾の柚出液で反復吸着試験を行ない特異性を

高め,力価を 1:512に補正してから術後日を迫って調製した再生脚芽組織の抽出液と沈

降反応を行なうことによりActinおよび Myosinの検出を行なった.実施に際しては,

抗体量を一定とし抗原のみを稀釈して抗原 表 Ⅰ アカノ､ライモリの再生脚肉芽にお

過剰による阻止反応に留意した. ける筋蛋白質の発現

.､LL,十 二 二 n ∴ ∴ 二.:･･ ‥ ;

のは術後それぞれ 20日日および 27日日

である.

KESZTYtJSら(1949)によってActomyo-

sin抗血清はActinに対して交叉反応を示

すことが明らかとなっているから,DEHAAN

の所見は 20日目に分化した Actin を誤

認したものであり,また 22日日以降の一

時的陰転は抗原過剰による阻止反応のため

沈降反応終末点
(抗原濃度)辛
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と解される.したがって,再生組織におけ *10倍から160倍までのもの%JH意す

る骨格筋蛋白質の発現は発生初期におけると同様 Actinが Myosinに先んずることが確

認された.

132.発生初期の骨格崩蛋白質生合成におけるアクチンとミオシンの相関性 (小川恕人)

骨格筋蛋白質の分化では動物の種類を問わず発生初期においても再生時証においてもア

クチンが常にミオシンに先んじて分化する (小川,1957,1958,1959).ここで問題となる

のは,アクチンがミオシンe:発現を誘導するか ? 両蛋白質は分化機構の上で互いに別個

のものか? ということである.各種条件下における骨格筋分化を調べることはこの点

を解くいとぐちとなろう.

本篇ではⅩ株照射をうけたアカ-ライモリ(Trituruspyrrhogasler,BoIE)の発生初期

旺における骨格筋分化の時期を調査した.成熟アカノ､ライモリの骨格筋からG-Actinおよ

び Myosinを分離し,家兎に注射してそれぞれの抗血石'1--を得る.肝,牌,皮膚および軟骨

親織の抽出液で反復吸着試験を行ない抗血清の特異性を高めたのち,両血清の力価を検定

し 1:512に補正して本実験に用いた註.

受精後 108時間目 (発生第 15期,Actin発現の 24時間前)の豚にⅩ線照射を行な

註:131(136貞)参照
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い (50r,200rおよび 500r)照射後 24時間毎に膝抽出液を調製して抗血清と沈降反応

を行なった.なお,抗原過剰による阻止反応に留意し抗体量を一定とし逓減希釈した抗原

を用いた.

成寅は図のごとく,対照群では Actin とMyosinの分化はそれぞれ受精後 132時間邑

および 176時間目であるが,50r照射群では両蛋白質は同時発現 し,200r照射群では

Actinは 180時間目,Myosinは 144時間目に,また 500r照射時には前者が 204時

間目に,後者は 132時間目にと照射量の増加につれて Actinの発現は遅れ,骨格筋

Myosinの発現は早期化する.

PH

i1-i

120 140 160 180 200

(受精後時間)

Ⅹ線照射をうけたアカノ､ライモリ歴における骨格筋蛋白質分化

すなわち,200r以上の線量を照射された旺では両蛋白質の発現順序が非照射群の場合

とは逆となりMyosinが Actinより先に分化する.骨格筋 Myosinの分化は Actinの

存否にかかわりなく,両蛋白質は全く別個の発現経過を有していると結論できた.

133.マウス横隔膜の含水量の変化と高エネルギー燐酸量との関係 (森脇和郎)

軽々の動物器官を sliceにして冷食塩水に浸すと swellingをおこすことはすでに何人

かの研究者によって報告されている.またこの際 sliceを適当な組成の溶液に入れ 37oC

で酸素中に incubateしておくと,この swellingがおこりにくいという報告もある.こ

のような swellingおよびその恢復の過程と高エネルギー燐酸 (10′Pとして表す)量との

関係をマウスの横隔膜を材料として調べた.

(1) Swelling のおこる過程における 10′P量の消長: 横隔膜 を切出 して 3oCの

ⅩrebsRingerPhosphate(KRP と略す)に入れると,15分後には水を吸って約 20%･



研 究 業 績 139

の含水重量の増加を示す.このとき 10′P量はまだかなり高いレベルを維持 しており,

swellingが 10′P量の低下によっておこったとは考えにくい.同じ実験を 37oCの KRP

中に,切出した横隔膜を浸して行ったところ,酸素気中でよく振とうしておくと,15分後

にも swellingは全くおこらず 10′P量もかなり高いレベルに保たれる. しかし振とうを

止めたり,気相を空気さらには窒素にかえたり,あるいは 5×10~5M の 2,4-Dinitro-

phenol(DNP)を加えたりすると,10′P量の低下がおこり,10′P量が少なくなった時程

swellingが著しくなる傾向が認められる (図1).
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図1 各種条件下におけるマウス横隔膜含水重量と 10/P量の消長

(2) Swellingの恢復と 10′P量との関係: KRPに浸して swelling をおこした横

隔膜は,そのまま 3oCの KRPに 60分入れておくと 10′P量はかなり高いレベルを保

っているが含水重量は増加したままになっている.実験 (1)におけると同様に KRPの

温度を 37oCに上げ酸素気中で振とうすると,10′P量はかなり高い値を維持するととも
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図2 マウス横隔膜の Swelingの快復と 10'P量との関係
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に含水重量は swelling以前のレベルに戻る.処理温度は 37oCにしても,振とうを止め

たり,気相を空気や窒素にかえたり,あるいは 5×10-5M DNPを加えたりして 10'P量

を減少させると swellingの恢復は 10′P量が低い時程少なくなる (図2).

RoBINSON,DAVIES等の仮説によれば,細胞内液の濃度は細胞外液よりも高 く, した

がって水が osmosisによって細胞内に入って来るが,正常の状態にある細胞はこの水を

10′Pで代表されるようなエネルギーを使って外に出しているといラ.ここに得られた結

果はこのような考え方を支持するように思われる.すなわち,10′P量を低下させるような

条件の下では,水の排出機能がおとろえて swellingがおこる.また 10′P量は正常値に

近く保たれていても,低温(3oC)においては高エネルギー燐酸の合成系,消費系共に止ま

ってしまい,水の排出にエネルギーを用うることができなくなって しま うので,やはり･

swellingがおこると考えられる.

134.味覚試験試薬としての CitbittoIA (小川恕人)

CitbittoIA はコロシソトウ.)(Citrulluscolocynthis,ScHRAD)果実の苦味成分8後

のうちもっとも代表的な苦味質である.CitbittoIA と PTCによる味覚試験を閥値法に

より同一人に同時に施行することにより苦味試験試薬としての CitbittoIAの実用性を換

討した.

被検者は,札幌市 (北拓遺),花巻市 (岩手県),村松町 (新潟県),子葉市 (千葉県),三

島市 (静岡県),浜田市 (島根県),呉市 (広島県),中村市 (高知県),宮崎市 (宮崎県)なら

びに東京都両国区の各地に在住する 15才から 18才までの男女計 2545名である.

CitbittoIA に対して苦味のみを訴える者 (単純味覚者)は 67.82%,苦味以外の味-

たとえば,｢甘い｣,｢酸い｣,｢辛い｣,｢渋い｣などの異常味寛一を伴な う有味覚者 (複味
覚者)は29.81%,飽和液に対しても苦味を感じない,いわゆる味古老は2.37%である.

PTCにも CitbittoIA にも昧盲の者は 0.64%,PTCには有味覚であるが CitbittoI

A に味旨のもの 1.73%,PTCに味旨で CitbittoIA には有味覚のもの 7.84%,両物質

に対して正常味覚の者は 89.89% であった.

PTC味盲者群と PTC正常味覚者群との問において,CitbittoIA に対する苦味聞値の

分布の上に有意差がみとめられず (p-0.1),CitbittoIA 味盲者群と CitbittoIA 正常

味覚老群との間においてもPTCに対する苦味聞値の分布に関して有意差はみとめられな

かった (p-0.09).また,これら各事項についで性別による相違もみとめられない.

注目すべきことは,CitbittoIA に味盲の者が九州,関西地方に特に多く, これとは対

脈的に東北,北海道地方には寡い傾向がみ うけられた.

以上の成績により,CitbittoIA は独白の味吉の分布を有する点において味覚の試験武

薬として価値があり,殊にPTCと併用する場合には一層その実用性が高いものと信ずる.

135.パンジーの花色の遺伝生化学的研究花.(1)色の三属性とアントシアニン含量との

関係 (遠藤 徹)

7品種の各花色の属性にもとづ く相互関係を知るため,マツダ光電色択計によって三尾
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0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.7
X,

MB(品種名MontBlan°):白,RG(Rhinegold):黄,RR(Raspberry
Rose):赤み紫,FB(FireBeacon):黄み赤,AG(Alpenglow):洩赤,

LT(LakeofThun):紫み青,ち(Berna):濃紫

図1 色度図上における各花色の領域

性すなわち色相,明度,

飽和度 (刺激純度)が

測定された.測色は同

一品種内でできるだけ

色調の異なる三個体を

とり,上弁の中心付近

半径 1cm の円形部分

を対象とした.その結

果は図1に見られるご

とく各花色は色度図上

においてそれぞれ個有

の領域を占めることが

141

表 Ⅰ 光電色沢計および光電比色計による花色の測色値と花

弁のアソトシアニン含量

d入:主波長 (色相),Pe:飽和度,Y:明度はいづれも平均値
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確認された.また花色発現の主因であるアントシアニン含量 と三属性 との関係を知るた

め,上弁をその乾燥重 100mg当り100ccの1%塩酸で抽出し,アントシアニンを比色

定量した.

色素構成とそれにもとづく花色との関係は減色混合の場合に相当するため,色素量と三

属性との間には本来理論的な関係は成立し難いが,表 Ⅰから見られるごとくアントシアニ

ン含量の増大とともに明度 Y は漸次低下する傾向があり,飽和度 Peとの間には一般的

な関係は存在しないようである.

136.(2)柴み青色花と漉紫色花の7ントシ7ニン (遠藤 徹)

紫み青色花と濃紫色花の主要アソトシアニンないづれも violanin(delphinidin-3,5-p-

coumarylglucorhamnoside,Endo1959)であることはペーパークロマ トグラフ法により

判明しており,また純 violaninの 0.01% メタノール塩酸における吸収スペクトルにお

いて,E440mp/ELnaX.(540mp):8.4% であることは5-OHが糖で置換されていること

を示すものであろう(HARBORNE1958).

いま 0.01% メタノール塩酸によるこれら二瞳の花弁の粗抽出液と violaninとの吸収

スペクトルを比較すると,可視部における最大吸収はほぼ完全に一致するが,1%または

2N塩酸水溶液による抽出液のそれは濃紫色花と violaminの最大吸収が一致するのに,

紫み青色花のそれは約 28mJ▲長波長側 (青色側)にずれる.このずれは紫み青色花の

2N塩酸抽出液を 77oCに 30分処理した直後においてもなお維持されるが,その後 17

時間室温に放置するときは多量の沈澱を生じそのずれが漸く消失する.したがって青色花

の violaninは恐らく酸処理によって生成せる沈澱の二部と複合体を形成しており, この

複合体はメタノール溶液中で容易に解離し,塩酸水溶液中では比較的安定であることが認

められる.なお生成せる沈澱はメタノールに易溶,水に難溶でペーパークロマトグラフ法

による所見では quercetinと一致する.よって柴み青色花の violaninはquercetin配糖

体とadditivecomplexを形成している可能性が暗示される.なおこの COmplexは優性

に遺伝する.

137.(3)花色に関与する遺伝子と遺伝子型 (遠藤 徹)

花色を異にする7品種間の Flおよび F2 における分離にもとづき,予報的なものでは

表Ⅱ パンジーの花色とその遺伝子型

花 色

白

黄

紫 み 赤

黄 み 赤

濃 赤

紫 み 青

濃 紫

キサントフィルの生産 し アントシアニンの生産

XIXIXIXI x2x2a:2x2 rrrr bl bl bl bl b2 b2 b2 b2

XIXIXl? x2x2x2? rrrr bl bl bl bl b2 b2 b2 b2
xIXl∬lXI x2a!2x2∬2 R R ??

XIXIXl? x2x2x2? RLRL??
XIXIXl? x2x2x2? R R ??

机 XIXIXI x2∬2x2x2 BIZJBILBIL? B2LB2LB2L?

XIXIXIXI x2x2x2x2 BIBIBl ? B2B2B2 ?
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あるけれどもつぎのごとく8程の遺伝子と各花色の遺伝子型を推定した (表Ⅱ).

Xl,x 2: 3瞳のキサソトフィルの生産に関与する同義遺伝子,additiveeffectを示

す.

R: 4桂の赤色系アソトシアニソaCl,C3,D4,C5の生産に関与する.complex

geneと考えられる.

RL: 上と同様,ただし生産量は低い,

β1,月2: 2種の青色系アントシアニン aCl,aD2の生産に関与する同義遺伝子.

BIL,B2L:上と同様,ただし生産量は低い.

138.(4)アントシアニンおよびキサントフィルの生産に関与する遺伝子間の遺伝子量に

もとづく競合について (遠藤 徹)

シアニックとアシアニック品種間の Flにおいてアントシアニソの生産が抑制される場

合が見出される.従来このような場合は抑制遺伝子によって説明されるが,パンジーでは

キサントフィルの存在がアソトシアニンの抑制と密接に関連するため,つぎの仮説が考慮

された.

なおこの仮説に対する生化学的基礎はフラボノイ ドおよびカロチノイ ドの共通の生合成

素材として酢酸が知られている事実である.この場合におけるアントシアニンの抑制とは

共通な生合成素材である酢酸がキサントフィルの生産にのみ利用されることにもとづ くも

のかも知れない.

表Ⅲ アシアニック×シアニックの Flにおける推定遺伝子型とF2 におけ
るアシアニック個体の頻度

証 書Flの家政数はすべて1
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139.野生稲のイモチ病菌に対する感受性 (勝崖敬三)

イネイモチ病菌 (PiriculariaOryzae)の菌糸 P-2および54-04(ともに農業技術研

究所 (西力原)の菌株番号)を使用し,野生イネ Oryzaminutal系統,0.06lcinalis･

1系統,0.perennis3系統,0.Salivavar.spontanea3系統および 0.glaberrim a

27系統に人工接種を行ない,それらのイネイモチ病菌に対する感受性を病斑型により調

査した.

接種試験は温室で行なった.供試イネはポットに畠状態に生育が均一になるように各

10個体を栽培した.肥料は基肥として坪当り硫安 80g,過燐酸石灰 50gおよび硫化カ

1)20gを与えた.接榎方法は噴霧接種法および葉鞘内注射法の2方法を用いた.按僅の

時期は噴霧接薩は本葉3-4葉に,注射接種は4-6葉の時期に行なった.両接種法の場合

とも接種後10日間葉身上の病斑塾を観察判定した.なお接種試験は2-3回反復した.

結果は 0.minuta(W 0016)は両菌糸に対し抵抗性を示した.0.0.節cinalis(W 0046)

は噴霧接種では抵抗性を,注射接種では扶抗性～中皮感受性を示した.0.glaberrinaは

各系統とも両菌に対して噴霧接種では抵抗性を,注射法では系統により抵抗性および中皮

感受性を示した.0.perenniSの1系統 (W 0034)は両菌系に対して高度感受性を示し

たが,他の2系統 (W 0032,W 0033)は噴霧接種では抵抗性を,注射法では抵抗性～中

皮感受性を示した.0.Salivavar･spontaneaの1系統 (W 0150)は両菌系に対して中

皮感受性～高度感受性を示したが,他の2系統 (W 0106,W 0123)は噴霧接種では抵抗

性を,注射接種では抵抗性～中皮感受性を示した.

なお 0.perennis,0.Salivavar.sponlanea および 0.glaberrimaは系統により

同一系統内で感染型に大きなばらつきがみられたものがあった.

140.コム半官染色体植物とその巨態型のコムギ赤錬病菌に対する感受性 (松村清二 ･勝

崖敬三)

Triticu肌 POlonieum は 2n-28で AABBゲノムを有するが,T.Speuaは 2n-

42で AABBDD をもつ.両者の間の五倍雑種の子孫には 2m-40(20Ⅱ)という零染色
体犠牲が出現する.これはDゲノムの1対の染色体を失なったもので7種類がある (a一旗

性,b-犠牲･-･g一倭性と呼ぶ).この倭性を自殖していると,まれに巨態植物が出現し,

2m-42に落つく.これは失なったDゲノムの a一g染色体に相当する ABゲノムの染

色体を増したもので,それぞれ a-巨態,b一巨態--g-巨態と呼ぶ.

T.polonicu仇 はコムギ赤銃病菌(PueciniatriticinaERIKS.21B)に対して感受性で

あるが,T.Spellaは抵抗性である.上記の7種類の倭性とそれらの巨態塾がこの病菌に

どんな反応を示すかを調べた.その結果 e一倭性とそれらの巨態型はすべて感受性で,少

なくともDゲノムのe染色体には抵抗性遺伝子がある.g一旗性の1系統は感受性である

が,他系統からの巨態は抵抗性である.C-犠牲とその巨態は抵抗性か中皮抵抗性で,b一矯

性とその巨態は抵抗性である.a一矢委性は抵抗性であるが巨態型には抵抗性と感受性があ

り,異なった染色体が増したことを示す.d-および f一矯性は系統により抵抗性と感受性

とがあり,それぞれの巨態型はそれぞれ抵抗性と感受性である. したがって感受性遺伝
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子はDよりもABゲノムの方に多く,その数も1個以上で優位に働くものと推定される.

Ill.コムギ赤錬病菌および黒鉄病菌に対する一粒コム羊のalblnaの感受性(勝崖敬三)

前報の実験に引つづき,一粒コムギ (Triticu仇 mOnOCOeOum jlavescens)のⅩ線突然

変異体の albinaのコムギ赤痢病菌(PucciniatrilicinaERIKS.21B)およびコムギ黒鉄

病菌(P.graminiSf.sp.tritiei21)に対する感受性を調査した.前報の方法ではalbina

は接種 7-12日後に枯死するので正確な結果がえられなかったので,つぎの方法を用い

た.本葉1葉まで播種箱で生育させ,その後供試albinaを3%庶糖加用のWHITEの培養

綬 (1943)で水耕を行ない,本葉2薬の時期に両帝菌夏胞子の人=接種を行ない,感染

型により感受性を調査した.なお,この試験は Pbytotron(昼 20oC,夜15oC)で反復し

た.結果は両菌に対してalbinaは感受性を示した.なお正常のT.monococcumjlavescens

は P.triticina21B に対しては抵抗性を,P.graminisf.sp.tritiei21には感受性

を示す.正常に比較して albinaは感受性が高く,albina上の夏胞子唯は正常に比較して

(P.graminisf.sp.tritici21のみ)非常に大きい.この結果から純括物寄生菌である

コムギ黒鉄病菌および赤銃病菌の寄生植物に対する感受性は,寄生植物の葉緑素の有無お

よび量的差異に関連が少ないと思われる.なお赤鋸病菌において albinaが感受性を示し

たのは,albinaと正常の成分差によると考え,とくにアミノ酸に関して実験中である.

142.大腸菌のグアニン要式性菌の復帰突然変異に関する研究 (辻田光雄)

大腸菌 G-Lac~菌 (グアニン要求性,ラクトーズ分解能を有しないもの)のG+Lac十

への突然変異を調べる目的でつぎの合成培地を用いた.

合 成 培 地

宮 卜三アニ :. Z:Z三
･ カ ザ ミ ノ 酸 ! 0,1

i 燐 葡 二 加 里 . 0.2

1

グアニソの代りにキサソチソを用いてもこの

菌は発育するが,これらを含まない培地では発

育しない.したがってキサソチソ合成1-X-

Xl-グアニン-キサンチンの初期の段階に

障害があることが考えられる.G--G+の逆

突然変異を見るには G~菌を1日培養後遠沈

し,2回水洗してこれをⅡの培地上にまき生ず

るコロニイの出現数を調べる.Lac~-Lac+

の変異を見るには,Ⅳ の EMB寒天上にうす

めた菌をまき1日間 37oCに培養した後室温に

うつし,2-3日放置すると, コロニイ上のと

寒 天 . 0.5 起における菌はすべて Lac+に変換している.

Ⅰより糖を除いたもの
また培養基上に無菌水で洗った 107の菌をまき

1日間 36oCにおくときわめて小さいコロニイ

Ⅰよりグアニンと糖を除いたもの より成る菌膜を生ずる.これを 2-3日間おく

DifcoEMBagar とところどころに大コロニイが現われるが･
この大 コロニイを構成する菌は殆んどすべて
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Lac+に変換している.これから見ると, I培養基上にLac~菌が緩慢な発育をなし小コ

ロニイをつくるが,Lac~→Lac+に変換したものは急速な発育をとげて大コPニイをつ

くるものと思われる.

G~-G+の復帰突然変異の頻度はおよそ 10~7の菌に1コの割合で出現する.G~菌

は他の菌と同様に紫外線照射により致死し,致死歩合は照射時間とともに高くなるが 30

-45秒照射により復帰突然変異の頻度は高くなる. また照射後クロランフェニコルまた

マイ トマイシンの処理突然変異頻度に対する影響を見ている.今までの予備的実験の範囲

ではクロランフェニコルの後処理で影響をうけるようである. また G-ゥG+と La0-

-Lac+との関連性の有無についても調べているが,これらの結果はさらに実験を行なっ

て報告する予定である.

143.DrosophilazciltI'stoniの異常性比突然変異体におけるウィルス様因子の分布とそ

の特性 (坂口文書･D.F.PouLSONl))

Drosophilawillistoniの突然変異体の一種に毎代ほとんどの雄が腫子発生の初期に致

死し,雌のみが成虫化する系統がある.MALOGOLOWKINら(1957,1959)はこの特徴が細

胞質退伝をなし,さらに致死卵の細胞質中には異常性比誘起要因 (Abnormal〃sex-ratio''

agent)が存在し,この要因は正常系統の個体に感染し得ることを明らかにした.

著者らはこの突然変異体を遺伝生化学的に追跡するための初段階 として,`̀Sex-ratio''

agentの雌成虫体内における分布とその生物学的特性について調べた.

材料は異常性比突然変異体 (SRB3)に野生型 (Barbados-3,B3)を約 20代にわたって

戻し交雑を続けた SRB3 と B3系統の雌成虫個体を用いた.方法は SRB3 と B3の羽化

約2週間後の成虫個体から,おのおの血液,脂肪組織,筋組織,卵巣,腸管などを摘出

し,血液と,それ以外の組織および器官は少量の Ringer液中で磨砕した液などを羽化当

日の B3雌成虫個体に注射した.この注射した B8雌個体に B3雄を交配し,その後代に

ついて 〟Sex-ratio''agentの影響を調べた.

この結果,SRB8血液を B3に注射した区はほとんどの個体が,注射実施3日以後に産

下された卵の約半数は死卵となり,したがって羽化成虫の性比は雌個体がそのほとんどを

占め,雄は佳かしか現われない.この傾向は江射実施後の産卵日時の経過にしたがって,

ますます顕著となり,8ないし 10日後に到って,遂に一頭の雄成虫も出現しなくなる.

この結果は SRB3雌成虫個体の血液中にかなり強力な感染性の 〟Sex-ratio"agentの存

在を示している.

SRB3 の脂肪組織,卵巣,筋肉組織磨砕物注射区にも血液の場合と同様に 〟Sex-ratio乃

agentが存在しているが,これらの感染効果は血液の場合に比して弱く,注射実施約2週

間以後に産下された後代に現われはじめる.なお腸管磨砕物中には〟Sex-ratioりagentが

存在しない.

つぎに対照実験としておこなったB3雌個体の卵巣と筋組織摩砕物注射区 (いずれも10

頭内外)のうちから各 1頭づつ注射実施 23-25日以後に産下された後代にSRB3と同じ

1) 米国エール大学教授
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表現を示す個体が現われた.これをその後数代にわたって調べた結果,これらの個体は全

くSRB3 に変換されていることが明らかとなった.一方 B3の同系交配区 (10村中)の

第 7代目に到って,そのうち一対に SRB3 と同じ表現を示す子孫が現われた.これらの

ことから野生型としての B3の個体中のあるものにも 〟Sex･ratio''agentが休止状態

(Latentphase)で保持されている可能性が暗示される.

いずれにしても〟Sex･ratioリagentはその行動が,D.melanogaSterの CO2感受性

突然変異体における〟Sigmaparticle''と煩似点が多い.この 〟Sigmaparticle"は1種

のウイルスと考えられているが,`̀Sex･ratio''agentの場合もそれと同様な考えがあては

まるであろう.

〟Sex-ratio〃agentは単に雄はかりでなく,雌個体の一部をも致死せしめることが判っ

た.つまり雌は雄よりもこの Agentに対して抵抗性が強いことが窺知できる.現在性染

色体と 〟Sex-ratio''agentとの関係を調べている.

144.サルモネラ鞭毛の部分坑元と特異性決定遺伝子の構造 (飯野徹杜)

サルモネラ群の各相における鞭毛の抗元特異性は,それぞれ単一の遺伝子によって決定

されるが,いずれの遺伝子によって支配される抗元蛋白質についてもさらに共通抗元をも

つ血清型についてくわしく分析すると,独立して変異し,互いに交叉反応のない特異基を

もつ数個の構造部分よりなることが知られている.最もくわしく研究された群は-相抗元

の g,- ･血清型で,各 0-抗元型群にわたって広く分布し,代表型は KAUFFMANNおよ

び WHITE(1958)の抗元表に綜括報告されている.部分抗元特異性の変異株は自然界よ

表 I g,-･鞭毛抗元をもつサルモネラの

血清型

＼ 部分抗元

血清型妄言 ＼

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10

ifJ

12

13
14

f g m s t p q u

十 十 一 一 一 一 一 一

一 + + 一 一 一 一 一

一 ++ +一 一 一 一
一 + + - + 一 一 一

一 + 一 + 十 一 一 1

- + - - + 一 一 一

十 +一 一 十 一 一 一
一 + - + - + 一 一

一 + - 1 1 + 一 一

一 十 一 一 一 + - +

一 一 + - + + - +

- + + 一 一 一 + 一

一 + 一 一 一 一 + 一

一 一 + - + 一 一 一

りも,また実験室においても分離される.

遺伝子導入分析の結果は,現在までのと

ころ部分抗元の変異について変更因子の関

与する例は見出されず,Hl遺伝子内の部

分構造の変異によって起るものと推定され

る.これまでに報告された g,-群に属す

る血清型についての資料を整理すると表 Ⅰ

にみられるような塾が部分抗元の変異塾と

して見出されている.消失変異としてこれ

らの塾が生ずるはあいには,通常単一抗元

部分活性の消失,まれに2つ以上の部分抗

元の消失がみられる. 1段階で起る部分抗

元の変異塾や,同一分枝系において同時に

は見出されない部分抗元型について比較す

ることにより (1例として表Ⅱ参照)抗元

型を指標として Hl遺伝子内を5つに区分

し,各部分抗元の決定にあずかる構造を図

1に示された各区域内に配分することがで
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表Ⅱ 同一血清型において同時に
見出される部分抗元の組合

せ (表中+であらわす)

f g m s t p q u

+一一+一一一
十 十 + + + +

+十十十+
==岩岩二 ･･

十一十
-+

S

t

p

q

研 究 業 第

きる.各区分配列の線状性についてはさらに将来定

量的な分析が必要であり,また各区域の部分的重複

の可能性についても検討の余地が残されている.

El
reelOn 1

g
f3
8
n
一エ
Pl
qこ
■

2 5 4 5

■

u 図1 部分抗元型を指標としたHl遺伝子の区分

145.サルモネラにおける重複一相型 (飯野徹雄)

S･abony(b:enx)よりS.typhinurium(i,.1.2)への遺伝子導入分析中に,両系統
の-相抗元型 (i:b)の間で相変異を起す組換型が見出された.供与株および i:b型株に

おける b一抗元菌をもちいてそれぞれ抗血清をつくり,相互吸収試験を行なうと非吸収部

分は全く残らない.(1)同組換株の相変異頻度が両親の復相塾と等しいこと,(2)i:b型

を抗-i,一b血清により選択しても 1･2塾の現われないこと,(3)同株を供与株として鞭毛

抗元特異性決定遺伝子の導入を行 な うと,b一抗元型決定遺伝子は H2座に導入されるこ

と,などから重複一相塾は異型遺伝子接合体であるよりもむしろ,不等組換塾であると考

えられる.

i:b型を供与株,Hlと連関している Fla1-をもつ系統を受容株として Flal+を導

入し,導入細胞の抗元型を検定すると,連関塾は iのみで,b型は見出されない.

Hlb が複相塾系統の H2遺伝子座に転座することによりHlち活性が不安定化すること

から,H2遺伝子活性の安定度

を支配する因子,Vh2(昭和33

年度年報),の作用は高等生物

における斑入型位置効果と相似

性を有していると考えられる.

重複-相型出現の現象 を,

(1)-相抗元型が二相抗元型に

比し多様性に富んでいること,

(2)Hll-(H2欠失)型は見出

されるが(Hl欠失)-H2塾は見

出されず,しらべられたすべて

の単相2塾は Ahl~をふ くむ

og些
-(a.･X:)

0gflg
-(a)Ir

((

did2 /,L曲悔 vJ-;i;iTg
JiDg 29qW/gya:a).ku･X
a･･a'･･X a:aZ)
図1 各種相型の相互関係

響 --- gmJg
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Bgi･.-･--h#1--m43g_=__ a.'X
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0=H型であること,(3)-相と二相に部分共通抗元をもつ血清型が知られられている

こと,(4)第2の-相として Hll12をもつ3相塾が自然界から分離されていることなどを

ともに考察すると,サルモネラ群における相塾変異の過程として図1に示すような相互関

係が推定される.この推定に基づけば,Hlb の不等組換は Hlと H2が系統的な相同性

をもち,遺伝子導入の場合のように伝達される遺伝的断片が微小な場合には低い頻度で互

いに対合し得ることによるとして説明される.
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Dibrugarh,India

Amritsar,India

NewDelhi,India

Lucknow,India

Allahabad,India

九 州 大 学

大 阪 大 学

国立遺伝学研究所

大 阪 大 学

慶 応 大 学

沼 津 東 高 校

日立 中央 研究所

〟

広 島 大 学

〟

三 島 物 産 館

台北中華民国

BanarasHinduUniversity.

CentralRiceResearchlnsti･
tute.

BoseInstitute.

台中.中華民国

Assam AgriculturalCollege･

AssamMedicalCollege.

PanjabUniversity.

IndianAgriculturalResearch
Institute.

BirbalSabniInstituteofPal-
aeobotany.

AllahabadUniversity.

日本遺伝学会福岡談話会

第31回日本遺伝学会

日本遺伝学会三島談話会

第31回日本遺伝学会

生物物理懇談会

静岡県理科教育研究会

日本物理学会

〟

遺伝研十周年記念講演会

諏

紳

輔

添

ト･JくJlUl



松村 清二

森田 敏照
大島 長造

森脇 和郎

名和 三郎
斎藤 和男

根津 光也

大島 長造

北川 修

カナダ,アメリカ,メキシコ旅行談

放射線と遺伝

オオムギの放射線遺伝学 とその応用

一粒コムギの熱中性子の遺伝的影響

放射線遺伝学の諸問題

一粒コムギにおけるβ線の遺伝的影響

コムギにおける熱中性子の遺伝的影響

放射線による芽条変異の誘発

ブ ド ウ の 放 射 線 照 射 実 験

放射線による芽条変異の誘発

コムギ零染色体植物とその巨態型のサビ病抵抗性

60Co3-irradiatoranditsuseforplantgenetics

ショウジョウバェにおけるプリン代謝Ⅲ

諸条件ー卜における動物組織 ATP量の消長

放射線による遺伝子変異誘発に関する生化学的要因

コムギの倍数性とγ線による染色体異常の関係

ColdSpringHarborで行った研究について

X線誘発致死遺伝子の集団遺伝学的研究

4
1

6
′2

6

2

1

2

2

2

1

4

2

5

9

学

ル

杜

議

学

芸

湖

東

熱

朝

日

名

東 京 大 学

大 阪 大 学

東 京 大 学

産 経 会 館

岐 阜 大 学

Warsaw

東 京 大 学

6

6

3

5

2

1

1

1

1

=

=

日日

大 阪 大 学

〟
国立遺伝学研究所

大 阪 大 学

熱海ロータリー例会

大麦ホップ研究会

JRRll共同利用研究班報告会

名す7-足遺伝 ･東海育種談話会合
同

日本放射線影響学会第 1回研究
発表会

第31回日本遺伝学会

日本育種学会第15回講演会

第3回日本アイソトープ会議

日本育種学会第16回講演会

IAEA:ConferenceontheUse
ofLargeRadiationSourcesin
Industry

第30回日本動物学会

第77回三島遺伝談話会

第31担l日本遺伝学会

第31回日本遺伝学会

第72回三島退伝談話会

第31桝日本遺伝学会

ト■

誤

諏

鮎

琳

茨



lir･･し′Lやl_･.芯LIrーTT-ヰ】_I-1i.･ナl.lJ_～.そね一刀=-⊥向与･/丁ヽ′｢､′r_ならびに再生時における骨格筋蛋白質の分化
シソポジウム 〔Ⅰ〕 グルクロン酸と発育

モチ遺伝子の収量に対する影響

蓬莱桂稲の適応性について

11! ./tJ

佐渡 敏彦

窪呂 歪歪)
酒井 寛一

4. 21東 京 大 学

10.21琉球政府.中央農業研究指導所
第15回日本育桂学会

特別講演

野生稲の休眠覚醒について

0.sativa と 0.glaberrina との形態的形質による
判別

京東2

2

4

4

蚕の雄性生殖細肥の放射線感受性に関する細胞組織学 23.28
的研究 (予報) 1

放射線照射後における蚕の精細胞のrlnI復について rll

黄色致死蚕の生化学的研究.特に皮硬化の現象と関連
して

インド塾イネの育種学的研究

セイロソ2年間の研究生活

ココヤシの収量の遺伝学的研究

セイロソにおける栽培イネの不稔性

セイロソのイネ育成品種における量的形質の遺伝的変
輿

傾母遺伝の統計学的研究

野生イネの自然交雑率の研究

日本産カモジグサ属の種遺伝学的研究

放射線障害研究と実験動物
欧米放射線の旅

大 学 i第15何日本育種学会

6弓大 阪 大 学

3.27岳東 京 大 学

10.105静岡県農業試鮫場

2;巨

10

ll

国立遺伝学研究所

大

黄岐

ll.5!大 阪

学

大

17㌔国立遺伝学研究所

日本蚕糸学会第29同大会

第31回日本遺伝学会

日本蚕糸学会第29回大会

第35FR摘草岡育種談話会

第78回三島遺伝談話会

第16回日本育種学会

第31回日本遺伝学会

〟

第76回三島遺伝談話会1

26`日本 学 術 会 議 LZ芸是錯 誉讐禦 雷管乏実験

9･20日IJ田赤十字病町 三重県Ⅹ線技師会

･Yt

b
･
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国際学会を中心に ｢放射線医学世界の現況｣

放射線と産児の性比について

放射線による廿日ネズミの劣性致死突然変異

レ線致死効果より見たマウスの感受性の系統差につい
て

倍加線量についての考察 (2)

田島弥太郎 !放射線による蚕の雄の顕著な生殖力喪失

- - 】原子力時代と遺伝

㌔放射線による動物育種

･!･- ･車

嘉 亮 )～

二二二二 )≦

中

中
野
村
藤
津
原

竹

田
小
中
佐
深
菅

蚕で兄い出された突然変異反応の見かけ上の相違

蚕の食性に関する突然変異の研究Ⅸ.食性異常に関す
る主遺伝子の座位

Dominantlethalsの作用発現時期について

ショウジョウバェの限色素形成とプチリジソ代謝V

〝 Ⅳ

.-

′J

雄
雌
実
夫
治
努

光
伸

秀
久

国 立 金 沢 病 院

東 京 大 学

千 代 田 公 会 望

岐阜 市 日の丸会館

東 京 大 学

読 売 ホ ー ル

産 経 会 館

東 京 大 学

愛知県農民文化会
脂

111 5j大 阪 大 学

ll. 11東 京 大 学

Montreal

l･･･J

第 112回日本医学放射線学会開 設
東部会

第11回日本医学放射線学会東海
北陸部会

第 1回日本放射線影響学会

第18回日本医学放射線学会総会

第9回日本医学放射線学会東海

北陸部会

日本蚕糸学会第29回大会

遺伝研十周年記念講演会

第4回アイソトープ会議

日本放射線影響学会第 1同研究
発表会

日本蚕糸学会東海支部第11回大
.∠

Iゝ-i

第31回日本遺伝学会

第30回日本動物学会

第31匝相木遺伝学会

第24回日本植物学会

第18回日本医学放射線学会総会

ⅠⅩInternat.Bot.Congress

7E

敗

謎

惑



煙草より発散するカイコ毒物に関する研究

X線照射によりえた新自卵油蚕の遺伝生化学的研究

蚕に対する煙草毒物の本体について

常脇恒一郎 1言ノソミックスによる普通系小麦の遺伝子分析につい

B･C1 蒜 悪 sIF570;n-:Boo;mALcJh,ea,,Ftd;47n;e::o: sat-:;I:-S;bSIてflg*e:eESl二土川

l"I 1tL

二二二 二 )

山田 行雄

Ⅹ線によるマウスの白血球減数反応の遺伝的変異につ
いて

マウスのⅩ練照射による感受性の遺伝学的研究Ⅱ.白
血球数反応の遺伝

放射線によるマウスの末梢白血球数変動にみる遺伝的

家鶏の最適繁殖構造について

家鶏の最適繁殖構造についての数値解

ショウジョウバェの長期選抜系統の遺伝的変異

超優性の理論

ラソダムサンプルテストの進め方

アメリカにおける動物細胞学の最近の動向

ネズミにおける 2,3異常形質の遺伝

Ⅹ線による吉田肉睦細胞の染色体切断に関する研究

8-azaguanineおよびその誘導体の吉田肉陸細胞の染
色体におよはす影響

四倍性吉田肉瞳細胞の性格と変動

7

3

7

2

2

1

6

1

4

愛知県民文化会館

大 阪 大 学

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

Montreal,
Canada

大 阪 大 学

伝 染 病 研 究 所

千 代 田公 会 堂

産 経 会 館

国立遺伝学研究所

蚕糸学会東海支部大会

第31回日本遺伝学会

日本蚕糸学会第29回大会

第78回三島遺伝談話会

ⅠⅩ Internat.B ot. Con gre ss .

第31匝相木遺伝学会大会

第6回実験動物談話会

第18回日本医学放射線学会大会

第3回日本アイソトープ会議

日本畜産学会

第16回EI本育種学会

第31回日本遺伝学会

全国桂鶏遺伝研究会

〟

第72回三島遺伝談話会

第73回三島遺伝談話会

癌シンポジウム
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吉田 俊秀 r癌細胞の変動 と増殖

m i癌細胞の核型と組織親和性

意表妄 福 l
癌細胞におよはす放射線の影響

幡癌細胞の組織浸潤性

癌細胞染色体におよはす放射線影響,特に切断と融着
について

10.31 東 京 大 学 .第30回日本動物学会

隷

鮎

聾

忌



その他の研究活動 161

11.そ の他 の研 究 活 動

海外における活動

酒井 寛一: コロンボ計酎 こよる技術援助のためセイロソ国に出張中のところ帰任 し

た (34.9.6).

菅原 努: 放射線遺伝学研究のためアメリカ合衆国-出張および各 国大学研究施設

視察ならびに第9回国際放射線学会議日本学界代表として出席のためフ

ランス ･スイス ･西 ドイツ国に出張した (34.4.3-34.8.6).

古里 和夫: ロック7-ラー財団研究費により栽培稲および野生稲に関する調査研究

のためビルマ ･エジプ ト･イタリー/プラソス ･仏缶セネゴル ･仏領ギ

ニア ･仏領スーダン･仏領ナイジエリア ･仏領赤道アフリカ ･ガーナ ･

茶所ガソビア ･英領ナイジユリア ･スダソ･エチオピア ･英領ケニヤ ･

イソド･フイ1)ッピソ･中華民国に出張した (34.10.4-35.1.25).

木原 均: ロックフェラー財団研究費により栽培稲および野生稲に関する調査研究

のためイソド･ビルマ ･/くキスタン･中華民国に出張した (34.10.7-

34.12.ll).

岡 彦-: ロックフェラー財団研究費により栽培稲および野生稲に関する調査研究

のため南西諸島 (沖縄)および中華民国に出張した (34.10.19-35.

1.25).

併置 敬三: ロックフェラー財田研究費により栽培稲および野生稲に関する調査研究

のためビルマ ･タイ ･中華民国に出張した (34.10.4-34.12.19).

阪本 寧男.･ 米国ミネソタ大学奨学研究員として園芸植物の細胞学および遺伝学の研

究のため Dr.A.N.Wilcoxの下にて研究中 (34.8,27-).

坂口 文吾: 最中の遺伝生化学的研究のため米国エール大学奨学生として Dr.D.F

Poulsonの下にて研究中 (34.8.2-).

館岡 亜緒: 植物分析および細胞遺伝学研究のためカナダ国モソトリオ-ル大学奨学

生として Dr,A･L6veの下にて研究中 (34.8.21-).

津田 誠三: 昨年より引続き米国ニューヨークのロックフェラー研究所にて研究中.

木原 均: 1964年オリンピック大会東京開催招致運動日本使節として派遣ならびに

遺伝学研究打合せのため米国内大学研究所等視察のためアメリカ合衆国

-出張した (34.2.16-34.3.6).

近藤 宗平･. 科学技術庁原子力関係留学賃金により米国オークリッジ研究所 において

研究していたが帰任した (34.3.3).

他の横関における講義

山田 行雄: 岡山大学農学部において家畜集団遺伝学の講義(24.9.30-35.3.31).

松村 清二: 九州大学農学部において農学研究実験の講義 (大学院農学研究科授業担

当)(34.8.1-35.3.31).
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竹中 要: 静岡大学文理学部において生物学の特別講義 (34.7.1-35.3.31).

松村 清二: 横浜市立大学文理学部において遺伝学の講義(34.4.1-35.3.31).

飯野 徹雄: 東京都立大学理学部において細菌迫伝学の講義 (34.5.1-34.9.30).

Ⅵ.図書および出版

図 書 主 任 (34年 度)

図 書 委 員 ( q )

辻 田 光 雄

木村資生 ･飯野徹堆

図書PF入および雑誌

洋 書: H.G.Mattoon:PlantBuyer'sGuide.1958他 計 16冊

洋雑誌: 前年度より継続 計 44種

Jour.GeneralPhysiology,Jour.ofHeredity,Proc.Nat.Acad.Science,

Science,ScientificAmerican. 合計 49種

和 書: 放射線生物学 他 計 24冊

和雑誌: 前年度より継続 計 10種

専贈図書および報告類

国 内

各大学報告および付属研究所報告 (北海道大学 他)

各研究所報告 (国立国語研究所 他)

各試験場報告 (九州農業試験場 他)

別 刷

国 外

雑誌 AgronomiaLusitana(Portugal)他

年報々告および愛報 RevuedeBiologie(Rumaine)他

別 刷

計 104種

計 20種

計 30種

21部

計 24穫

12種

58部

図書 ScientはcMedical andTechnicalBooks.1956.

LucrariStiinti丘cedinCursulAnnlui1957.

出 版

書 名 頁数 発行数 配 布 先

胃諾 裏笥 所年報9号 176 1,000 窟外研究機関･大学･試験場,

Nat.Inst.ofGenet.Annual
ReportNo.9(1958)

144 1,000 同 上
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Ⅶ.行事および新規の施設 ･備品

1. 第3回遺伝学夏期講座

昨年度に引き続き第3回遺伝学夏期講座を下 記 しげZ'_により1道 1都2府 39県より68

名が受講した.

第3回遺伝学夏3乱#lLILi_HF77:お

午 前

日 時

9100- 10･20 :10 ･40-12･00

管が 望藍観 (Iy/,, 闇 ･*lJTAニト
第 2 日 遺伝学の基礎(H) 遺 伝 学 の応用
7月23日 理学博士 RT<学博士
(木) 木 原 均 田島弥人郎

:辻田 光雄:

第 4 日
7JJ25日
(｣二)

放 射 線 と遺伝
農学博士

行雄 松村 清二

午 後

13.00～12.00 15.20-17.00
奏 再~(I) 夷 習 (Ⅱ)
動物材料の 細胞学
理学 博 士
吉 田 俊秀

植物材 料の 細胞学
理学 博士
竹 rfl 要

i育てooこ了4.00

植物材料の遺 伝

農学博上
岡 彦山

実 習(Ⅳ)
動物材料の遺IL1-
稚学博1二
大島 lミ造

14.10～17.()O

見 学

小川恕人113.00､一15.00 : 15.0()

図1 中性子照射装置 左:遠隔操作盤,右:収容々器
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2. 中性子照射装置 RalOOmgとBelgをまぜた線源からでる中性子を照射する
ための装同である(科学技術庁原子力予算).γ線とちがって基本的にいろいろ変った生物

効果をもつ中性子の利用はい

ろいろの意味でぜひ今後開拓

しなければならない分野であ

る.ただ残念ながら現在のラ

ジウムの社では,中性子の貴

が弱すぎて基本実験以外には

使用できない (図1).

3. 137Csγ線照射装置
これは現在の 187Cs2,000C
の線源でも最高 30kr/h の

線最率までえられる装置で
(科学研究費,機関研究),

60Coγ線による低線罷率照射

と組合わせて,最近問題にな

ってきた突然変異の線最率依

7(:性の研究に偉力を発揮する

だろう.もちろん,その他こ

れによって今まで長時間を要

した照射が知新されるので,

高練馬:照射を要する微生物そ

の他の実験に大いに利用でき

るようになる.その上 137Cs

は 30年という長い半減期を

もっている.来年度に線源を

4,000C追加する予定である
(図2).

図2 137Csγ線照射装同 4. 銀LJんさんガラス線量
上:収容々器,下:照射台

計 図3は科学試験研究費に

よって試作した銀りんさんガラス線量計用の賛光量測定装置である.放射線を照射した鎚

りんさんガラスをこの装間の中-いれ紫外線を照射し,それによって生じたオレンジ色の

堕光を光電増倍管を通して電流の形でとりだし,増山したのち図に,-Jけ 電流計で よみと

るものである.こうしてえられたよみはガラスのうけた吸収線量に直線比例する.銀り
んさんガラスはいろいろな形にすることができて,たとえば 1mm 直径×6mm長さの

棒はネズミの体内に入れて各部分の線墓を測定するのに便利であ り,0.2mmxlcmxI

cm のうす板はアイソト-プ溶液内の β線の線量 を測定するのに使われるし,3mmxl
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岡3 銀 りんさんガラス線量計

cmxlcm はガラスバッジとしてフイルム/;ッジの代 りにつかえは大へん有効であろう.

その他 α線,申件子線最も測定できる (近藤宗平).

5. 特別蚕室の新築

放射線による遺伝的r鵜里研究のために,環境調節の可倖な特別の召妄室が必要であるとの

要求が‖忍められ,昭和 34年度Jl,1(T:)日用一でブロック祉 218.56m2が新築 されることに

なり,昭利 34年.-10Jj27日lYH-.,35年3)j20H竣 T-.した.

γ線.f剛､[飼育室,対Irfli.飼fF室, 押通別行'iI2室の4圭を中央にして,これに蚕卵人 Il.WF

化室,冷蔵室,機械室,杵F.7.:調布墨が付属し他に貯薬用の地下室 (23.706m2)がある.夏
期の防許を考慮してコンク.)-トスラブ上をスレー ト瓦葺きの合掌Iit根でおおい,hi-_根裏
は蚕共を格納できるようになっている.部朕の配置に当っては作業に便利なように特に注

意がはらわれた.

この蚕室の内部には恒温桓伽装置,冷蔵庫等が文部省機関研究費により設備された.こ

れによりγ線飼育室および対照飼育室の2室は,20-25oC土loC,60-85%士20/Oの条

件が確保されることになった.普通飼育室は 自動調節式の温湯ボイラーにより25oC に

維持され, また強制換気も可能になっている.冷蔵庫は 0-5oC土 loC,5-15oC士loC

の範囲内に調節可能な2宅で,蚕種の冷蔵および発蛾の調節にあてられる.

γ線,R@.射宝には 60Co2C の線源をもつ小野iγ線照射装置が床下ピット内におさめら

れ,蚕を餌育しながら下側から 7線の緩照射ができるようになっている.
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特 別 蚕 室 平 面 図

A.秤景軍,B.普通飼育室,C.八丁.時化室
D.E.冷蔵室,F.対,H.棚司育室,G.γ線照

射室,H.機械室,I.貯桑室,∫.クーリン

グタ ワー

6. 倒立型顕微鏡

オリン/くス光学 丁二業製品の倒立1=tlJ位相,慕-牛物釘微鏡 PMBが昭和 34年度の設備充実費

によって購入された.この妨l微鐘の特徴は光学部分が と部にあり,試料の下に対物 レンズ

を上向けにセットし写1'i.撮影装旧は下部に設慣されている.すなわち,普通の光学斬微鏡

を倒立させた構造のもので,シャーレ内やカレル瓶等の硝子宕:壬内にて増養した材料の観察

にはなくてはならない泌徽 鏡である.

7. 顕微鏡分光々度計

オリンパス光学二1:業製品の顕微分光々度計 MSfLA 型が,昭和 34年度の機関研究費

によって偶人された.この装置は Koana-Naora判と呼ばれ,LH:界｢桝こも進歩した助ri微分

光)<度計の一つである.申すまでもなく,顕微分先々度計は,反射対物鏡が紫外線に対し
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ても全く色収芹':がなく,したがって使用する

波長に無関係に使 うことができるという性質

を利用して,微少試料についての分光牲性を

測定するものである.すなわち,普通の光電

分光々度計を跡微鏡の51T闇 に拡張 した もの

で,この装間により紳勧勺の各部分の化学的

紳性を顕微鏡下にてたやす く測定することが

できる(図 1).

8. 移動網室

禾凝析の郡要な研究材料を鳥(.与および帆了TJ-

による損傷から.護るために,尖鹸圃場の保護

施設が長い間要望されてきた.本年度遂に

587ノ円の予算をもって幅 10m 奥行 20m

高さ 2.5m の移動網室が建設されるに決ま

ったことはこの要望を一部充すものである.

網室はLJqP謁のみを同定した基礎で支えられ

るように.設計され,他の部分は今部分解して

持ち運びできるようになっている.固定基礎

は西二番岬に二箇所とtJLIJ三番岡に一節所設け
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llXl 1

られ三年一期の輪作に応じて網室も移動できるように1二夫されている.

この種の川場の保護HJxLOl'fliとしてはLElri期的なもので将来の研究の｢堅持化が大いに期待され

る.

9. 冷凍遠心機

pノクフェラ-財団の研究蜘 こより信永製作所製の7j能冷却電気遠心沈澱機 を購入 し

た.この遠心沈澱機は三和郡の回転板 (8mlx12,40mlx8,250mlx4)をそなえ,回転

数は小形の剛 Tl三板を使えば放高毎分 18,000回転まで_用 ヱることができ,この際試料の温

度は OoC 以下に保たれる. この宗旨概は!-闇印n/LBのホモジネイ トから核や ミトコンドt)アを
//jhIr-け るために川いられるが,その他にも不安定な試料を遠心分離するのにひろく川いる

ことができる.

Ⅶ. 実 験 圃 場

圃場別面積および栽培植物

圃 場 名 両 横

西 一 番 阿 2233.8平方メー トル

所 二 U 5655.5 ,I

丙 三 〝 5815.9 〝
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東 二

束 四

東 玉

東 六

実 験 圃 場

3100.0

8393.2

7831.9

1782.0

計 34812.3平方 メー トル

他に水田 594平方 メー トル

主な研究用栽培植物

AegilopSSpp.,Agropyronspp.,Hordeum spp., Triticun sppリ Oryzaspp･,

CentaureaCyanusL.,Chrysanthemum sppり ColchicumautumnaleL.,Dianlhus

ChinensisLリGloriosasuperbaL.,MedicagotruncaluraVILLD.,Narcissusspp.,

PharbitisnilCHOIS., Zephyranlhesspp., Melandriu仇 albun L., Rumex

acelosaL., CannabissativusHEMSL., CitrullusvulgarisScHRAD., Citrullus

ColocynlhisScHRAD.,FragariagrandijloraEHRll.,RaphanussativusL.,Sac-

charum ojFciurunL.,Prunusspp.,MoruSbombycisHoIDZ.,Quercusserrata

TltUNB.

Ⅸ. 実験材料の蒐集と保存

a. コムギおよび近縁種

本年新しく系統維持に加えられたコムギおよびその近縁種はつぎの通りである

属または種名

Triticun urartu

T.dicoccum

T.polonicu肌

T.persicum

T.abySSinieun

T.aureun

T.aelhiopicum

T.palaeo-colchicum

系釈数

1

6

3

1

5

1

1

1

二粒系コムギ (種名未決定) 18

T.maeha 3

T.VaviloJUi 1

普通系コムギ (種名未決定) 9

Hordeum ( ,, ) 6

Agropyron( U ) l

Secale ( U ) 2
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b. イ ネ

0.auaSwALLEN

O.australiensisDo班IN

0.brachyanthaA.CHEV.etRoEHR･ 7

0.breviligulataA.CHEV.etRoEHR. 18

0.coαrctataRoxB.

0.eiehingeriPETER.

0.glaberrimaSTEUD.

0.grandiglunisPROD･

0.granulataNEES.

0.lalifoliaDESV.

0.meyerianaH.BAILL.

0.minutaPRESL,

0.0.節cinalisWALL.

0.perennisMoENCH.

Asia

3

3

372

1

8

ll

1

6

21

90

49

Africa(-0.barthii) 34

America

0.punctalaKoTSCHY

0.saliva L.

Asia

Africa

America

7

3

鵬

93

10

3

0

7

2

3

2
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0.salivaf.spontaneaRoscnEV. 155

0,stapカiRoscHEV. 10

-..β.ridleyiHook. 5

0.8ubulataNEES. 1

C. 花井,その他

桜

里 桜: 紅普覧,紫桜,欝金,墨染,白帯,江戸桜,楊貴妃,関山,自普賢,糾桜,

松月,一葉,苔清水,有明,大提灯,奥都,細川匂,増山,天之川,駿ケ台

匂,上旬,南穀,泰山府君,千里香, 日暮,荒川匂,寒桜,普賢枝垂,牡丹

桜,手塩,塩釜,熊谷,高砂,上香,東雲,塩金,御衣薯,大南殿,金剛山,

水上,兜桜,糸括,願麟,御車返,大内山.

彼岸桜: 八重彼岸,一重彼岸.

大島桜: 耕寒桜: 山桜: 富士桜: 線等桜
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棒

八重咲: 小紅葉,天之川,鶴毛衣,紅車,岩根絞,無現絞,蝦夷錦,寒陽袋,鈴鹿

ノ関,玉手箱,輩小船,紅千鳥,草紙洗,狩衣.

牡丹咲: 京牡丹,玉牡丹,熊坂,明石潟,淀ノ朝日,鴇ノ羽重,鴇白,濯花絞,獅

子頭,神楽獅子,紅願鱗,雪牡丹,源氏車,眉間尺,光源氏,自牡丹,君ケ

代,乱拍子,星牡丹,自雁,花椿,自獅子,蝶ノ花形,花車.

千重咲: 千年菊,鹿児島,自乙女,絞乙女,本所白,蓮見白,乙女,紅乙女,染川,

阿蘭陀紅,星車,墨染,残雪,

一重咲: 朝鮮椿,日限,天人松島,抜筆,蝶千鳥.

唐子咲: 御所車,唐糸,紅唐子,絞唐子,淡路島,京唐子,源氏唐子,黒竜,紅獅

子.

早 咲: 紅陀介,数寄屋,初嵐,太神楽,佳牡丹,Fj拍子,菊冬至,白玉,白玉絞,

太郎冠者,白露錦,仏蘭西日.

七 木: 緋縮緬,見照,鶏之子,春白野.

五 木: 唐錦,鈎箕,春之台,後軌iJ.

三 木: 藻汐,和歌ノ浦,日暮.

三 妻: 雪見軍,月見草

葉 替: 盃葉,錦負梼.

斑 入.･ 弁天帆 多福弁天,斑入乙女,覆輪一休.

新 花: 蓮上の玉,大白玉,光明,昆嵩黒,春堵紅,四海波,八重白玉,舞願鱗,

大虹,昭和ノ賛,群胡蝶,玉ノ牡丹

朝 顔

品 種: 天津,新千代宝,碧竜,右近,都の誉れ,白妙,枝垂れ,藤扇,雪の丹山,

中央の暁,紅玉,紫禁城,天の川,新紫雲,新信濃,美吉野,天竜,織家の誉

れ,春の暮,雪中梅,吹掛絞り,花丹,稀品,銀竜の変,幽口など.

花型の遺伝系: 獅子咲(風鈴,管,長]Tf,自乱れ咲き,早咲き茶鼠),林風,(黒鳩,

紫紺,栄,自紅,牡丹など),台咲を(噴上牡丹,牡丹,黒鳩覆輪,紫紺覆輪,

赤,白,栄,藤,薄紺,薄紫,鼠,刷毛目など),咲き分け,捻梅咲き,孔雀,

采咲き,切れ咲き,糸咲き,乱菊,乱菊石畳,菊咲き,石畳,縮咲曹,水色章

縮咲き,紫八重桔梗,赤桔梗八鼠 水色桔梗,斑入桔梗自覆輪,水色桔梗八

重,吹掛絞り,紫吹雪,藍吹雪,紅無地,浅黄雲輪,大輪,車輪,小輪.

葉型の遺伝型: 常(青 ･黄),丸,荏,立田,南天(青 ･黄),柳(青 ･黄),獅子(青 ･

黄 ･掬水など),渦(育 ･黄),堺渦,林風, コ-モリ,乱菊(育 ･黄),鼻,輯

輪,縮緬(青 ･黄),砂摺 (青 ･責),木立(青 ･黄 ･斑入),鍬塾(育 ･黄),枝垂

れ柳,渦柳 (青 ･黄),糸柳,浅沢柳,鶏足葉,雨竜,針,立田笹,枝打糸雨

竜,抜打南天,千鳥葉,蝉菓(青 ･責 ･斑入),恵比美貌薬,洲浜林凧,篠葉な

ど,その他を併せて,全系統では約 300余.
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桜 草

長春,遠山の雪,秋の装,白玉蓮,貌麿の実生,小夜衣,源氏鏡,望台の夢,隅田の

漣,戦勝,桜源氏,旭の光,白髪獅子,二重鶴,折紙付,銀覆,薄蛇の目,立田川,神代

の冠,直加の月,自乳 須磨,華錦,絞り立乱 重題の宴,佐保娘,秀美･木枯･匹雀･
隅田の花.

梅

満月,璃出錦,金筋梅,東都,東梅紅,千代鶴,開運橋,一重寒紅,蝶の島,簾の内,

青等,八重茶青,浜千鳥,筑紫紅,映山臼,栖鴛梅,春日野,古里錦,唐橋,内裏梅.

楓

早乙女,花泉鋳,松ヶ枝,遅々,赤地錦,立田川,紅枝垂,陀人,狂獅子,鷲の屠,輿

州紅,名月,青茶錦,紅鏡,珊瑚閣,三業楓,瓜膚蛙手,獅子頭,青〆,稲葉枝垂,袖の

内,一行寺,血染,織殿錦,大恋,外山錦,金閣,野村,梶,大滝,名鳳,爪紅,鴫立

釈,十寸鏡,唐楓,舞孔雀,男獅子,限り錦,釣錦,辰頭,日笠山,赤〆の内,大郷川,

真間,時雨鳩,琴の糸,置霜,漣波,幣取山

d.ショウジョウバエ

キイpシ ョウジ ョウバェ (201系統)

野生型 (69系統): 本邦産 44系統,外国産 13系統,isogenic12系統.

突然変異種 (123系統)

第 1染色体 (35系統): BB,car,C肌,Ct6g2,ecct692bbl/CIB,g2,lz3/yf:-,

lz37h,lz37k/yf:-,lz50e,Muller-5,rb,i,ta,V,vf,W,wB,w m,wlz50e,

W%,wbf2,woo,wool,we,wev,wh,w su,x2Cvy:-,y,yaev,ywf,ywmf,

YLo/X･YS,YLe/yw YS&yvf(Muller).

第 2染色体 (16系統): all,bprBl,bw,cl,claw,cn,cnbw,cnwt,dp,dpE,

uStd/SMI,al2Cysp≡,ltd,L2,L4,seabw,stw3,

第 3染色体 (25系統): bar-3,ca,cabv,cu,cukar,dkec,Dp/In(3L),Payn,

Zn(3R)C,Sbe1(3)e,ell,Hnr,Hnr3,Hnraell,Hnrary,Hnrasr,gl-l,mah,

pp,rucuca,ry,ryell,se,secabJU,SeCu,Seell,sest,St.

第4染色体 (4系統): Cat/eygvl,ciD/Cat,ey,pot.

染色体混合系統 (42系統): B;ell,bw;ca,bw;Hnr3,bw;ry,bw;St,Cl;cabv,

cl;ry,cn;ca;gvl,cn;gvl,cyi;ell,cn;ry,cn;se,cn;ss;gvl,cnsca;J

Hnr3,lz/dl-49m2g4;Cy/Pm,lz50e,･ry,seabw,'secu,sea;ry,sea,'ssa,stwa;

gl-l,stw3;ry,V;bw,V;elユ,vf;cl,vf;cnbw,vf;onsca;Hnr3,vf;ry,vf;

se,vf;eery,vf;sesl,vf;scabw;secu,vg;se,W;bw,W;ca,W;cl,W;

cn,W;Hnr8,W,'ry,W,･se,W;px,y,'cl.

特殊混合系統 (10系統): S-1,S-2,S-3,S-4,H-41,H-42,月L55,H165,H-200

クロシ ョウジ ョウバェ (17系統)

野生型 (3系統): 本邦産2系統,外国産1系統
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突然変異桂

第 1染色体 (6系統):

第2染色体 (1系統):

第3染色体 (1系統):

第4染色体 (1系統):

第5染色体 (3系統):

実験材料の蒐集と保存

cvmtWetb,ntBxw(2177),V4,がsi16,yap,yctap(2507).

eb.

Cn.

cd.

Sb,stes,Svpo.

染色体混合系統 (2系統): si;a;i;ca;eS,JU;eSPe.

ウスグロショウジョウパェ (47系統)

cH 型 (10系統): 807,goo,311,324,825,929,333,331,335,836.-･･･,PinTon

Flat.

AR型 (15系統)‥ 122,196,128,lip,161,313,322,333,850.･･････PinTonFlat.
1,2,3,5,6,7.11･-Texas.

sT塾 (10系統)･. 301,802,803,811,815,317,319,321,322,330.･.････PinTon

Flat.

PP塾 (12系統): 1,2,8,4,5,6,7,8,910,ll,12,14.･ ･.･･･Texas.

その他の瞳類 (4系統)

e.カ イ コ

&) 突然変異系統

第 1連 関群

第 2連 関群

第 3連関 群

第 4連 関群

第 5連関 群

第 6連関 群

第 7連関群

第 8連 関群

第 9連 関群

第 10連関 群

第 11連関群

第 12連関群

第 13連関群

第 14連関群

第 15連関 群

第 16連関群

(od;ode;ose;Ge;e)

(pM･,pS;Usa.,Y;pSo~2Y;oa)

(Ze;len;len t)

(L;sk;Spa;Llenqoc)

(re;pe;ok;oe)

(E;EOa;ED;EEl;EH;EKp;EEEKp/EEEKP;EEc;EMS;

END;ENS;Nc;Ne;bl;b2)

(q)

(ae;be;+qe;+be;st)

(I-a)

(wl;W2;W8;WOE;jl;b3;OeW)

(K;bp)

(Ng)

(ch)

(Di;oa;oak;Nll;Nl2;U)

(Se)

(cts)

そ の 他 (al;fe;Ga;Gl;nb;otm;rb;80;elp;Nd)

(食性異常;遺伝的モザイク2系統;青白;カソポージュ;褐色斑
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点蚕)

b) 染色体異常系統

ZW l (+od.W.+p･pSay/od)
ー {＼ー----I

ZW2 (+od･W･+p･pSay/oSe)/一へ J･-11､(
Z102 (+od･W ･+p･pSa/Z+/Zoa) (雌致死)

ml (橋本系雄致死)
{＼′~~■■■､､ (

H108 (W･+py･pScBy); W-P108 (W･+pyoa)
∫-~一ヽ

改7 (W･+py欠); M3 (W IPM)

限性虎蚕 (W･Ze)

P′Y (+pに伴なう致死)
′{＼

Dup (+py･PSaY/py);Q121(+py･pSy/pYoα/pyoα)
′r･､ヽ

C32 (pSa･+pYoα,+p-Y間交叉価の高い系統)

Trisomicl12(pSay/+pY/py);Trisomic521(pSaYoα/+pyoα/pyoα)

∫. ネ ズ ミ

1.系統維持をしている純系マウス (Musmusculus)

AノHeMs,AKRノJax,BALB/cJax,CFW/MS,C57BRノaJax,C57BL/6HeMs,

CBAノStMs,C3HノAnHeMs,C57/HeMs,C58ノLwMs*,DM,ddノMs,D103

DBA/MaMs,DBA/Ma-ceMs,dba/Ms,MA/Jax,NH/LwMs*,SMA,S/L,

SWR/Jax,S-4,SwissAlbino/Ms,RF*,YBR*,HR*

2.系統維持をしている突然変異系マウス (MusmusculuS)

ap,T/tto5,lx,Ay,hy,fs,at,Wtl,hrrh,Fu,je,Coれ,Brachyury(T),

DBAノMa-CNewMutant(fa)

3.系統維持をしている純系および突然変異ラット(Rattusnorvegicus)

Wistar(W),Wistar-King-A,Wayne'spinkeyedyellowhooded,Fischer,

Buffalo,Long-Evans,Albany,Castle'sBlack,TaillessIW,Shiihahi(SH),

Nagoya(N),CW-Ⅰ,CW-II,NIG-I,NIG-II,NIG-III.

4.その他のネズミの種煩

チャイニーズノ､ムスク- (Cricetulusgriseus)

クマネズミ (Rattusrattus)

*本年度新しく入手した系統
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Ⅹ.庶 務 そ の 他

沿 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年5月 31日第5回国会で設EPL案が可決 され, 同年5月

31日法律第 146号文部省設問法の公布となり,それに基づいて同年6月 1日いよいよ待

望10年の国立遺伝学研究所の創設が実現し,初代所長として,北海道大学名誉教授小熊

押博士が就任した.

本研究所は文部省設置法第 14条に基づき,遺伝に関する学預の総合研究およびその応

用の基礎的研究をつかさどり,あわせて指導,連絡および促進をはかることを使命として

いる.

本研究所は最初4部門 (庶希部,研究第 1部,研究第2部,研究第3部)の構成で発足

したが,その後研究陣容と施設を逐次整備し,昭和 27年度に化学実験室 (鉄筋コンクリ

ート二階建)および調節温室,昭和 28年度にはネズミ飼育室がそれぞれ完成して面目を

一新した.

ついで昭和 28年 1月に研究組織を改組し,形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部とし

た .

昭和 28年8月に生化学遺伝部,昭和29年7月応用遺伝部,昭和30年 9月に変異遺伝

部の増設が実現し,これに加えて昭和 32年7月変異遺伝部の拡充のため定員の増加が認

められ,次第に研究体制を固め,現在6研究部門により研究が総合的に推進 され,昭和 31

年 3月にアイソトープ突放室およびその付設としてわが国最初の考案である 60Coによる

7線照射実験室が完成し,昭和 32年 3月微生物実験室および組織培養実験室,昭和 33

年 3月隔離温室,網室およびガラス室 (一部ブロック建)ネズミ飼育室 (鉄筋ブロック

逮)といづれも冷暖房設備のものが完成し,昭和 34年3月X線実験室増築 (鉄筋コソク

.)-ト地上一階地下一階延 48.96坪)が完成したので既設のアイソトープ実験室 と併合

し,名称を放射線実験室と呼称することにした.

なおロックフェラー財団寄付により,水田温室および短日圃場 (わが国最初の環境条件

を自動調節しうる温室内水田と,自動的に年間自然日長と人為短日処理を行なうため蓋を

開閉する装置)が完成し,イネの起原に関する研究の促進を図っている.

かくして設立当初の 10部門の構成の理想に漸次近づきつつある.今後はさらに人類遺

伝部,集団遺伝部,微生物遺伝部の諸部門を加えることによって,遺伝学を中心とする生

物学のあらゆる重要テーマについて,原子力利用を加えて,総合的研究を実施し,もって

学術と社会福祉に寄与せんことを期している.以下昭和 34年中の記録のうち主なものを

述べる.

昭和34年 3月30日 X線実験室 (鉄筋コンク1)-ト地上一階地下-階建延48.96坪)

を建設省中部地方建設局から引継を完了した.

昭和34年 4月 1日 人事院指令 9-82により等級別定数が改訂された.
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昭和34年 6月 1日 国立遺伝学研究所創立 10周年記念式典を挙行した.

昭和34年 9月 1日 文部省職員定数規程 (昭和 29年文部省令第 17号)による事

務官7名,教官 28名,その他 12名を任用,定数として事務

官8名,教官 29名,その他 10名に改められた.

昭和34年10月 1日 常勤職員の定員内振替により,職 員定員 45名を 47名に改め

られた.

なお昭和 34年中に拡充される主なる施設として特別蚕室 (ブロック建 58.93坪延

66.11坪,科学技術庁国立機関原子力試験研究費)を昭和 34年 10月 15日着工し,昭

和 35年3月に竣工の予定である.

現在の内部組織,定員,土地,建物などはつぎのとおりである.
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機構及び組織

1.機 構 園 (昭和 34年 12月末現在)

一区二互亘LT庚-1人
iTr_車二面二車上

-1形質遺伝部

-/W胞遺伝元

直垂室垂

ll所 長LJ

極 議 長 会 口生理遺伝部

-生化学遺伝部

会 計 課

第1研究室第2研究室
第1研究室
第2研究室
1第1研究室
第1研究室

第2研究室
第3研究室

-:第1研究室

云毎盲訂+]壷 毒
r------------
口重亘車重享

第1研究室

ー;変異遺伝部 第2研究室

十_竺_旦竺空軍
一 人類遺 伝部 (昭和35年度設置)

一元.~~盲-一首E
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2.職鼻定数 (昭和 34年 12月末現在)

177

()内数字は併任,非常勤研究員および常勤を示す.

3.評 議 員

官 職 名 r氏

国 立 科 学 博 物 館 長

放 射 線 医 学 総 合 研究所

北 海 道 大 学 名 誉 教

学

術

売

大

技

専

長

授

授

授

長

裁

所

総

究

杜

研

公

静 岡 県 知 事

東 京 大 学 教 授

国立公衆衛生院衛生統計学部長

坂 田 佳 苗 株 式 会 社 社 長

原 子 力 委 員 会 委 員

東 京 都 立 大 学 教 授

東 京大学応用微生物研究所長

東 京 大 学 名 誉 教 授

名 !発令年月日 j備 考

冨 ………: ≡: :∃会 長

日日

か
〃
633

歳

七

郎太

精

与

俊

沼

見

永

勝

浅

盛

雄

夫

秀

寿

隈

藤

松

斎

野 口 弥 =ヒ仁∃

川 上 理 -

坂 田 武 雄

石 川 一 郎

森 脇 大五郎

1

〃

6
.
43

1

1

l

1

2

6

6

6

6

3

3

4

3

3

3

3

3

4.職 鼻

所 長 文部教官 理学博士 木 原 均

研究職員

部 別 . 官 職 名 ｣学 位

文部教官,部長,室長

･ 室長

細胞 遺伝部 :文部教官,部長,室長

: : ∴ 】

士

土
土

土

博

博

修

修

学

学

学

学

理

理

理

理

木 村 資 生

稲 垣 栄 一
鬼 九 喜美治

竹

青

森

米

中

24.ll.30

33.12. 1

24.10.31
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生 理 遺 伝 部

生化学遺伝部

応 用遺 伝 部

変 異遺 伝 郡

庶 務 そ の 他

文部教官,研究員(休職)

〝 部長,室長

〝 所長,室長
･ 研究員

〝

長

長

長

究

部

室

室

研

柵

鮎

得

(

.

心

員

･

長

長

長

究

部

室

窒

研

〟

部長,室長

室長
〟

研究員
〝

士

土

士

博

博

博

学

学

学

理

理

理

Ph.D.
農 学 修 士

士

士

博

博

学

学

農

医

農 学 博 士

士

士

士

D

博

博

博

ph

学

学

学

農

農

農

土

土

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

虎

魚

医

理

外国人研究員,併任および非常勤研究員

官職名

文部教官

研 究 員

緒

造

均

文

亜

長

俊

岡

島

原

館

大

木

平

常 脇 恒一郎

遠

飯

津

酒

顔

野

田

井

男

雄

人

郎

吾

徹

雄

三

山 田 行 雄

河 原 孝 忠

宮 沢 明

井

松

菅

近

土

藤

職 名 L氏 名
北 海 道 大 学教授

農業科学研究所長

客 員

牧 野 佐 二 郎

古 里 和 夫

フローラ ･ア リス ･
リリユニ/フェル ト

部 別 1 氏 名
形質遺 伝 部

細 胞 遺 伝 部

〟
生 理遺 伝 部

田 中 義 麿

桑 田 義 備

小 熊 拝

駒 井 卓

也

二

努

平

審

清

宗

山

村

原

藤

川 清

井 太 朗

34.10. 3

29.ll. 1
25.2.28
31.9. I
28. 8. 1

25. 4. 15

25. 4. 30

27. 9. 1

28. 8. 1

24.12. 7

29. 8. 1

29.10 . 16

29. 7. 1

24.10. 5

33.4. 1

24.12. 8

31. 2 . 16

31. 1. I

26. 7. 1

25. 9. 30

理学博士

Ph.D.

33. 4. 133. 4. 1

33. 4. 1

官 職 名 L学 位弓発令年月日
九 州大 学 名誉教授

京 都 大 学 名誉教授

31.ll.16

25. 8.25

31.ll.16
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事 務 職 員

官 職

文 部 事 務 官 務

務

計

務

事

理

度

庶

庶

会

庶

人

経

用

本年中転退出職員

官職
文部事務Tr

名
…
長

長

長

長

長

長

長

…部
課

課

係

係

係

係

_∴l 二
清 水 邦 夫 !33. 7. 1

安

吉

松

中

門

原

野

脇

筒 窮 524. 9.30

125･ 4･ 1

淳 三 ㌔24. 8. 2
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併 任

_空.旦_L竺_一一___竺V

1

庶務課長 1杉 生 純 義

任命年月日

24. 6.23

24.ll.15

慧琵年月日
34. 4. 1

35. 1.16

備 考
宇都宮大学会計
課長に配置換

島根大学庶務課

長に配置換

土 地 お よ び 建 物

土 地 総 坪 数 26,020坪 建 物 総坪数(痩) 1,959坪

内 訳 研究所敷地 25,824坪 (延) 2,708坪

宿 舎 敷 地 196坪

建 物 内 訳 (端数切捨)

追
坪 数

建 坪 L 延 坪

本 館

実験室 お よび図書室
養蚕室および昆虫飼育室
堆 肥

電

子

プ'1
'i':圧堰
車

雛

事

業

育

動

卵

自

作

僻

木 造 瓦 葺 二 階 建

鉄 筋 コ ン ク リ- ト造 り二 階 建

造 瓦 葺 平 屋 建 一 部 地 下

造 平 屋 一 部 中

壁

平

二

平

〝

葺

平

茸

二

平 良

産

屋

慶

階

畳

屋

平

平

階

建

建

建

建

建

建

建

0

0

7

0

8

6

5

8

1

6

2

7

1

3

7

4

2

8

1

3

5

6

1

9

0

1

0

8

6

0

8

1

6

2

7

6

6

8

5

2

1

8

1

3

5

1

2

1
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枚

1

コ

公

放

第

隔

水

一
宿
二
見
口

務

蘇射

ズネ2

離

田

筋鉄

舎

樹

齢

室

tDJ

t-1

鹸

舎

舎

実

舎

室

室

育飼

温

温

ヽヽヽ ツロブ
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平 屋 建 一 部 地 下 室

ク造 りお よび木 造平屋二建

一部鉄骨ブロック造り及び木造平屋建

木置物び及場置辛転自

◎国立遺伝学研究所

人 件 費

◎国立機関原子力試験研究費

◎官 庁 営 繕 費

◎科 学 研 究 費

機関研究費

総合研究費

造 平 屋 建

予 算

37,180,000円

20,265,000円 物 件 費

9,535,000円

0円

4

1

1

｣

6

8

2

2

2

3

4

2

"

3

1

9

7

8

0

5

1

i

4

1

16,915,000円

ll,990,000円 各個研究費 50,000円

6,070,000円 輸入機械隅入費 0円

会合および人事往来会合

昭和34年 1月 8日 ｢総合研究｣蚕の生理および遺伝におよばす放射線の影響の班

会議

14日 たばこ委託研究主任者会議

15日 全国憧鶏遺伝研究会研究発表会

23日 第 72LEE,T三島遺伝談話会

2月 5 日 昭和 33年度たばこ委託研究成績発表会

3月11日 フルブライ ト交換教授 Dr.B.S.STRAUSSの講開会

19日 第 24担Jバイオロジカルシソポジアム

4月17日 第 73回三島遺伝談話会

6月 1日 創立 10周年記念式典

6日 創立 10周年記念学術講演と映画の会

27日 第 75回三島遺伝談話会

27日 全国種鶏遺伝研究会第8回総会

29日 第 25回バイオロジカルシソポジアム

7月17日 第 76回三島遺伝談話会

第3阿遺伝学夏期講座
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8月10日 第 26回バイオロジカルシソポジアム

24日
25日
26日

アイソトープ利用実験講習会 (主催静岡県教育委員会)

181

30日 職員食堂開設に関する職員会議

9月25日 第 77回三島遺伝談話会

26日 第 27回バイオロジカルシソポジアム

10月 5日 第 1回極東家畜改良会議

15日 第 16Lpl東海北陸地区国立大学会計部課長会議

18日 第 28回/:イオFZジカルシソポジアム

23日 第 78回三島遺伝談話会

12月18日 第 79回三島遺伝談話会

主なる来訪者 (敬称略)

昭和34年 1月24日 鹿児島大学学長 福田得志.佐賀大学学長 今中次菅

2月11日 米国コロソビア大学教授 F.J.RyAN 夫妻

3月10日 米国シラキ ウス大学準教授, フルブライ ト交換教授 B.S.

STRAUSS

14日 文部省大学学術局研究助成課長 中西勝治

24日 ロックフェラー財団 J,J.McKEい EY.JR.

29日 西独 (ドイツ連邦共和国)連邦原子力経済大臣 Ⅰ.S.BALKE

科学専門官 H.SAVES･

4月 6 日 米国パサディナ市観光団 A.B.GANFIELD 夫妻 A.OKUDA.

16日 農林省横浜植物防疫所国際課長 清水恒久

同所清水支所長 森下強三

5月 4日 文部省大学学術局長 緒方信一

6日 ポーラソド国抗生物質研究所 W.KURYLOWICZ. 日本抗生物
質学術協議会 八木沢行正

8 日 東京芝絹電気株式会社社長 岩下文雄

〝 常務取締役 斎藤義八

〝 〝 佐藤隆弥

〝 富士工場長 駒井善雄

〝 〝 総務部長 久保元書

9日 静岡県茶業試験場長 有馬利治

17日 韓国農林部幾政局長 金 寅 権

･ 台湾省台中区農林改良場 林 克 明

21日 三島市議会議長 北山善作

･ 副議長 石渡藤二

22日 日本専売公社鹿児島たばこ試験場長 守尾秋朗
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6月 1日 文部政務次官 高見三郎

〝 文化財保護委員会委員長 河井弥八

4日 アジア種子会議 中国代表 部仲手 張訓舜 林克明 林正義

ヴェトナム代表 D.M.QUAN.T.L CopLEY･

15日 米国ロックフェラー財団 D.PARXER.

26日 昭和34年度コロンボプラン農林関係研催者 A.K.M.HUssEIN.

29日 国際原子力機関極東調査団長 H.H.SMITH.

7月14日 東邦大学学長 額田 晋

8月15日 元台北帝国大学教授 磯 永書

9月 3日 -ワイ大学教授 H.KAMEHOTO,R.A.HAMILTON.

19日 文部省官房長 斎藤 正,同大臣官房会引課長 天城 勲

･ イソド国パンジャブ大学教授 P.N.MEHRA.

U ナイゼリア国獣医研究所 A.J.MACLEED.

22日 セイロソ国農業技師 I.P.GUNAWARDENA.

29日 インド国農業技師 G.P.ARGIXAR.

11月10L! インド国-ンプルグ大学 K.HoFMAN.

11日 岐阜大学学長 吉井義次

17日 米国パーデュー大学教授 A.B.BURDICl(.

18日 米国シカゴ･アルゴソ研究所 H.SLATIS.

12月14日 科学技術庁政務次官 横山フク

栄 誉

下記の通り学位を授与された.

授与年月日

34. 9.ll 農 学 博 士農 学 博 士

I:∴ ∴ ∴ :･∴ -: -. :; 丁~ ∴

第 31回日本遺伝学会において遺伝学会賞が文部教官,木村貿生に授与された.
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附 錬

日本専売公社秦野たばこ試験場

三 島 分 場

国立遺伝学研究所は昭和 24年以降,タバコ品種改良の基礎研究を日本専売公社から委

託されている.ついで,その成果をあげるに遺恨なきを期するため,翌年2月,秦野たば

こ試験場三島分室 (現分場)が本研究所内に設けられ,タノミコの肥培管理,収穫,乾燥,

鑑定などについて公社員の技術的援助をうけることになった.委託研究は公社内における

試験研究機柄の改革にともなって,昨年,形式的に多少変更され,(1)タバコ実用形質の

遺伝 (酒井研究室担当),(2)メ/てコ属の細胞遺伝学 (竹中研究室担当),(3)種間交雑,

および倍数体にわける優良形質の遺伝 (古里研究員および リリエソフェル ド女史担 当),

(4)放射線による突然変異の誘発と利用 (松村研究室担当),および (5)蚕に対するタバ

コ毒物 (辻田研究室担当)の5項 目が委託研究として指定された.また,三島分場の研究

項目は,従来委託研究中に包含されていたが,今後委託研究から分離され,｢タバコ育種

法の基礎｣の題目のもとに,直接公社の指示に基いて実施されることになった.本年の業

績として特記すべき事項は,N.glutinosaの余剰染色体を1個具えたタバコで, うどん

こ病に対して非常に抵抗性の強い系統がリリエソフェル ド博士によって育成されたこと,

および,蚕に対するタバコ毒物の問題に関連し,各種歩/;コアルカロイ ドの静性の比較,

解毒方法など,この間題の解決に役立つ実用的な研究が辻田博士によって始められ,有望

な二,三の成果が収められたことである.

タバコ研究室一覧

分 場 長 田中正堆

場 長 長島利義,綾部富雄,川口富次

外人研究員 F.A.LILIENFELD

研 究 業 耕

さきに掲げた研究課題に関し,昭和 34年度にはつぎの成果が得られた.

1.未熟種子の発芽とGibberellinの効果 (田中正雄)---･---･･

2.タバコの菅の放射線感受性 (田中正雄)

3.-プロイ ド植物の染色体数の倍加による純系の育成 (田中正雄)---･-･-184

4.充実不良種子の構造におよはすX線処理花粉の影響 (田中正雄)･･--･･････185

5.X像処理花粉の効果とオーキシンおよびオーキシン破壊物質 (田中正雄)･･-185

6.タバコ属植物の細胞遺伝学的研究Ⅶ.種間雑種5種の減数分裂(竹中 要)･･- 186
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7.タバコにおける放射線遺伝学的研究 (松村清二 ･藤井太郎)･---･････････187

8.タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明)- -･･･-･････---･188

9.タバコより発散するカイコの毒物に関する研究 (続報その一)(辻田光雄)･-･189

10.タバコより発散するカイコの毒物に関する研究 (続報その二)

(辻田光雄 ･田中正雄)

1.未熟種子の発芽と Gibberellinの効果 (田中正雄)

N.tabacun (BrightYellow)の種子は,授粉後 15日くらいたつと内容がかなり充実

し,炉紙上でよく発芽するようになる.この時期の種子では,種皮がまだ白色を皇してい
るが,これが褐変し始める少し前ごろから休眠期に入 り,発芽が困難になる.休眠の始ま

る時期は,肱乳中の澱粉が油脂に変化する時期とも一致する.休眠期間中に薪か らと り

出した種子は,無処理のまま室内に貯蔵しておいただけでは,休眠性がなかなか失なわれ

ず,採種後1年を経過しても,発芽力はほとんど回復されない.ところが,23日以上薪

の中で育った種子,とくに新の内部で胎座から自然に離脱したものは,休眠性が弱まり,

あるいは失なあれるため,種子が非常によく発芽するようになる.昨年20石の次亜塩素酸

曹達を 30分間種子に処理すると,休眠種子の発芽が非常によくなることを報告した.本

年は,その他の物質についてしらべた結果,Gibberellinの 0.01-0.0001% の溶液 もこ

れと同様な効果のあることを発見した.

2.タバコの青の放射穎感受性 (田中正雄)

開花中のタバコ (N.tabaeum)の花序に 1,500rのX線を処理し,処理以後に咲いた

花について毎日花粉の良否を調べ,膏の発育時期による放射線感受性の推移を明らかにし

た.タバコでは,花粉母細胞の成熟分裂は開花のほほ 10日前,隆義母細胞のそれは,ほ

ぼ4日前頃に行なわれる.処理当日から5日後までに咲いた花では,花粉はほとんど正常

であったが,その後は不良花粉の歩合が次第に増加し,処理日後から 10日間にわたって

咲いた花では,それが最も多く出現し,巨大花粉もしばしは観察された.ところが,その

後の日数の経過とともに不良花粉の歩合が低下し,回復に向った.なお,不良花粉のよく

出現した期間の中弓削こ,薪の形が異常になり花粉の量が非常に減少する時期のあることが

わかった.N･knighlianaxN.tabacu恥 のFlについても同様な調査を行なった.この

植物では,花粉は累質的にすべて不良であるが,崎形の薪が出現する時期に,僅かではあ

るが良花粉の歩合が高まった.♂,;コにおける巨大花粉や雑櫛 において増加した良花粉

は,いずれも核の restitutionによって,染色体数が倍加したために生 じた と考えられ

る.

3.ハプロイ ド植物の染色体数の倍加による純系の育成 (田中正弘)

N.alataの花粉に 9,600rのX線を照射し,これを N.tabacum の一品櫨,Bright

Yellow の雌秦に交配したところ,よく着果し,多数の種子が得られた. この組合わせで

は,種子の発芽がわるく,苗も虚弱で,発芽後たいてい枯死するから,得られる種間雑程

の数はきわめて少ない.本年は約 5,000粒の種子を播種したにかかわらず,適植期まで

生きのびた苗は,わずか十数個体にす ぎなか った. これらの苗のうち,1本は生育旺盛
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で,母型の形態を具えていたが,花粉母細胞の成熟分裂と花粉稔性をしらべた結果,Bri-

ghtYellowの半数体であることがわかった.この植物の上半部に1,000rのⅩ線を照射し

たところ,若い菅は全部落下したが,あらたに発生した枝に,稔性の完全な花が咲き,よ

く着果し,充実のよい多数の種子を生じた.この枝は,-プロイ ド染色体数の倍加によっ

て生じたものである.かような植物は細胞学的に純粋であるから,遺伝学的,あるいは統

計学的研究材料として,利用価値が高い.N.tabacum(9)×N.alata(8)の組合わせで

は,Flの致死率が高く,形態による Flとタノミコの識別が茜の若い時から可能であるか

ら,タバコの-プロイ ド植物を育成する上の絶好の材料であると考えられる.この方法

で,今までに2回,-プロイ ド植物が得られている.

4.充実不良種子の構造におよはす Ⅹ練処理花粉の影響 (田中正雄)

N.alataの無処理の花粉をタバコ(N.tabacum)の雌秦に交配する組合わせでは,檀

子は容易に得られるが,それらはほとんど発芽力を具えていない.ところが,Ⅹ線処理花

粉を交配して得たものは,発芽が比較的よく,前者との間に明瞭な差異が認められる.普

者はこの原因を明らかにするため,発育段階の異なったいくつかの時期に薪を採取し,令

有種子について発生学的調査を行なった.この交雑では,Ⅹ操の処理,無処理にかかわら

ず,授粉3日後に重複受精がおこり,受精卵は発育して間もなくproembryoとなる.と

ころが,無処理の花粉を交配した場合には,歴乳核の分裂,ひいては旺乳の発達が極度に

あるく,proembryoも枯死し,種皮のみが発育を続けるため,発芽力のない空虚な種子

が得られる.これに反し,Ⅹ線処理花粉を交配した場合には,旺乳核の分裂が比較的よい

ため,旺乳の発育段階が様々に異なった種子が形式される.細胞の含有物は,発育程度の

良好な旺乳ほど豊富であった.歴乳のよく発達した種子では,proembryoの多くは枯死

を免がれ,肱にまで発育するから,発芽力のある種子が多数出現するという結果になる.

X線処理花粉が,かような桂子の発芽に好影響を与える原因は,放射線の影響によって,

旺乳核の分裂が促がされる点にあると考えられる.

5.X凍処理花粉の効果とオーキシンおよびオーキシン破壊物質 (田中正雄)

帝のエタノール浸出液を折紙の一端に滴下し,水を飽和したブタノ-ルを用いて展開さ

せ,サルコウスキー氏液で発色させると,折紙の上端,および下半部に淡紅色の数個の斑

点があらわれる.Avenatestの結果から,これらの斑点を形成する物質は,芽鮪に対し

て生長促進作用をもつオ-キシソの種類であることが立証 された. また展開後のfjj一紙に

IAA の溶液を,一定時間後にサルコウスキー氏液 を噴霧すると,赤色の地に数個の白色

の斑点があらわれる.斑点の色や,浸出液が古 くなるとオーキシソの斑点が小さくなるな

どの事実から,これらの鼠烏はある種のオーキシンに対して破壊作用をもつ物質であると

考えられる.

N.tabacum(9)×N_longijlora(8)の交雑種子は内容がほとんど空虚であるが,Ⅹ

線処理花粉を交配したものでは,桂子 の充実が著しく良好である.この両種の新につい

て,オーキシンとその破壊物質の量を,斑点の大きさによって推定したところ,オーキシ

ンの斑点の面積の総和はⅩ線処理花粉を交配して得た薪の方が大きく,破壊物質の斑点の
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総和は,無処理の花粉を交配して得た新の方が大であった.同様な差異は,N.tabacu仇

の無処理の自殖新と,Ⅹ線を処理した蘭との間にも認められた.オーキシンはⅩ線に対し

て感受性が強いということはすでに発表されているが,以上の事実から推定すると,オー

キシンよりもオーキシン破壊物質の方が, 一層感受性が強いらしい.N.tabaeum(?)×

アラータ節植物(8)の交雑において,Ⅹ線処理花粉を交配すると種子の充実が増加するの

は,おそらくⅩ線の影響によって,花粉中に含まれる抑制物質,あるいは塀似の前駆物質

の一部が破壊され,腫嚢中におけるオーキシンの活性が高まるからではなかろ うか.

6.タバコ属植物の細胞遺伝学的研究XR 種間雑種種の減数分裂 (竹中 要)

5種の種間雑種,すなわち N.debneyixN.otophora,N.knightianaxN.rustiea,

N.repandaxN.palmeri,N.bigeloviixN.megalosiphon,および N.trigonophylla

xN.palmeriの Flの減数分裂の研究を行なった.

(1) FIN.debneyi(n-24)×N.otophora(n-12)

この雑種は今までにつ くられた記鉛がない.このものの減数分裂第-中期花粉母細胞の

2価染色体数は2個をモー ドとして 0-6個をもつものであった.1個と3個をもつもの

がそれに次ぎ,0個と4個のものも相当数あったが,5個と6個のものは稀であった.こ

のように N.debneyiと N.otophoraとの雑種は僅少な2価染色体数を示すにすぎない

から,しかも N.deneyiが 2n-48の4倍性種であること,すなわちその半数 n-24

の中にゲノム内親和もあ り得るかもしれないことが推察されるから,この両親植物の間に

は近縁性は少ないとい うべきであろう.

(2) FIN.knightiana(n-12)xN.rustica(n-24)

この雑種も今までにつくられた記録がない.このものの花粉母細胞減数分裂第一中期

は,ほ とん ど完全に 12個の2価染色体と 12個の1価染色体とを示す.ごく稀に3価

染色体が見られるし,節-後期に時お り 1-2の染色体橋が見 られ る.N.rustieaは

Paniculatagenome と Undulatagenome との合成からできたと考え られ るが,N.

knightianaはN.paniculataに極 く近縁な植物であるから,N.rusticaの subgenome

である Paniculatagenomeと N.knightianaの genOmeとが親和 したものと考えら

れる.しかL subgenomePaniculataと N.knightianaの genomeとの間には少数の

逆位が存在し,それが染色体橋の原因をなすものと推察される.

(3) FIN.repanda(n-24)xN.palmeri(n-12)

この雑種の花粉母細胞減数分裂第-中期の2価染色体の数は4個のものをモ- ドとして

0-9個の幅に拡がっていた.3個,5個をもつものが次ぎ,2個と6個をもつ もの も相

当あった.0個,1個,7個,8個および9個をもつものは少数であった.このことから

推察してこの雑種の両親間の線は若干近いものと考えられる.

GooDSPEED(1954)は FIN.repandaxN.palneriの減数分裂を研究して2価染色

体 (3価染色体も含めて)6個を有するものをモードとして 4-10個もつものの存在を明

らかにした.そして4倍性種である N.repandaの一方の先祖のゲノムと N.pal仇eri

のゲノムとが近縁であ り,この丙ゲノムは進化の途中で染色体の再編成のために差異を生
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じたものであろうと述べている.GooDSDEED と筆者の観察の問には多少の差はあるが,

おおむねその推察はあたるものと考えられる.

(4) FIN.bigelovii(n-24)×N.negalosiphon(n-20)

この雑種の花粉母細胞減数分裂第-中期においては2価染色体数ははなはだ少なく,2

価染色体0個のものが 71回に対し1個のものが 25回,2個のものが7回であった.ま

た第-分裂を完成せず,復帰核をつくるものが非常に多く,他に見られぬ現象を示した.

アメリカ系である N.bigeloviiとオ-ス トラ リア系であ る N.megalosiphon との

genomeの問には殆んど近縁性はないといえよう. このことはすでに KosTOFF (1941-

1943)によって発表されているが,彼の研究結果と筆者のそれとは非常によく一致する.

(5) FIN.trigonophylla(n-12)× N.palmeri(n-12)

この雑種の花粉母細胞の減数分裂を見るに,第一期においては同形同大の染色体が接合

して完全な 12対の2価染色体を示す.節-後期も,どの染色体にも遅速がなく両極に向

って進み,染色体橋または染色体併離を示すことはない.第二分裂 も規則正しく行なわ

れ,完全な4分子をつくる. もちろん種子をつける.以上のことから別種とされている

N.trigonophyllaと N.palmeriは同一種に入れらるべきものと考える.EAST(1928,

1935)は N.palneriを N.lrigonophyllaの変種と考えた.McCRAY(1932)は別種と

考えた.KosTOFF(1941-43)は筆者と同様に両者の雑種で 12個の2価染色体を観察し

たが,この道交配は附難であり,それは多分 N.palmeriの花柱が N.trigonophylla

のそれより長いからであろうと述べている.

7.タバコにおける放射綾遺伝学的研究 (松村清二 ･藤井太朗)

1.各位野生種の放射線感受性

放射線突然変異体を育種に利用するには,まず第 1にそれぞれの種子の放射線感受性を

決定し,致死率が低く,しかも多数の突然変異体がえられる,いわゆる最適線量の決定が

重要である.また野生種の有用形質の突然変異,あるいは染色体転座により特定遺伝子を

栽培種に導入するためには野生種の感受性も問題となって くる.1958年までは主として

栽培品種によりこの実験を行なってきたが,今年度は数種の野生種を用いて実験した.

結果は表 Ⅰに示すとおりでアメリカ稀ではだいたい染色体数の増加につれて感受性が低

く,n-24の N.rusticaおよび N.tabaeum は 70krでも生育する植物がみられた.

オ-ス トラリア種ではこの反対で,染色体数の多い N.Debneyiがもっとも感骨性が高か

った.したがって N.labaeun と N.Debneyiの複二倍体が N.tabacun より感受性

が高いのは N.Debneyiゲノムのもつ高い感受性によるものと思われ る. タバコでは複

二倍体のほかに基本染色体数を異にする種が多いことから,この実験は最適線量の決定の

みならず,倍数性と放射線感受性の点でも興味ある問題といえよう.

2.栽培種における突然変異の誘発

昨年Ⅹ線,γ線を 30kr照射した3品種のうち,HicksのみⅩ線,γ線の Ⅹ2を栽培,
BrightYellow,Delcrestは γ線区のみを栽培した. いずれも各区栽培個体 16本中2

本以上同型の異常個体が出現したものを1異常として計算した結果,1ノ28-5/28の異常
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表 Ⅰ タ/てコ属植物の γ線種子照射による播種後3週間

(本葉 2-3枚)の生存率

種 名

アメリカ種

N.alataLINKetOTTO.

N.LangSdor.節 WEINM.

N.longijtoraCAV.

N.glaucaGRAH.

N.glutinosaL.

N.paniculalaL

N.sylveslriSSpEG.etCoMES.
N.rusticaL.

N.tabacumL.

オーストラリア種

N.suaveolenSLEIiM.

N.GosseiDoMTN

N.megalosiphonHEURCK.etMUELL.

N.rotundifoliaLINDL.

N.DebneyiDoMIN

複二倍体

N.tabacu仇-N.Debneyi

9

9

0

2

2

2

2

4

4

1

1

1

1

1

2

2

6

8

0

2

4

8

1

1

2

2

2

4

標準 20kr

0

0

0

0

5

0

0

5

0

0

0

0

0

1

8

0

1

4

6

3

5

0
0

5

5

0

0

0

0

2

7
0

2

0

4

6

2

3

5

1

4

8

3

7

8

5

0

5

0

5

0

0

5

5

6

4

7

2

3

1

1

7

4

3

2

5

3

9

9

7

8

0

0

0

5

5

5

0

5

0

6

9

4

9

7

2

3

6

3

7

1

7

6

3

8

9

8

8

0

5

5

5

0

4

5

3

9

0

3

6

4

1

0

0

5

5

0

7

7

2

7

2

3

【′
6

3

1

5

0

0

0

0

6

6

6

2

0

3

8

5

3

8

5

0

5

0

0

4

8

3

8

1

5

7

8

4

9

00014534565

率をえた.突然変異かどうかは Ⅹ3以下の実験をまたないと決定できないが,異常として

は今までと同じく,細葉,倭性が多かった.

放射線突然変異体の育種的利用は多くの研究者によって報告され,実用段階に入りつつ

ある.しかし,スエーデンなどの多くの実験例によると,育種的有用突然変異は誘発さ

れた突然変異中 1/200-300ぐらいの頻度でしか期待できない. また突然変異の頻度は

10~6/rとされていることから計算すると,Ⅹ2で200の突然変異をえるためには,30kr照

射の場合は約7,000個体を要することになる.さらに10~6ノrの数は二倍体にあたえられた

ものであり,複二倍体である N.labacum ではさらに多くの系統 を要するといえる.

8,タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明)

Nornicotine塾タバコの育成

(1) 雑種 N.sylvestrisxN.to仇entOSifornisの複二倍体と栽培品種 BrightYellow

(甲として)とを交配し,その子孫から Nornicotine塾の個体を選抜した.

(2) 塵抜に使用した系統は次の通 りである.

〔A.group〕-BrightYellowx(N.sylvestrisxN.tomentosiformisの複二倍体)の
F5.Flから F4の時代には BrightYellow に近いものを選抜し次代の系統とした.(い

ずれも白花授粉によって採種)
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〔B.group〕-BrightYellowx(N.sylvestrisxN.tomenlosiformisの複二倍体)の

Flに BrightYellow を戻し交雑したもの.

〔C.group〕-B.groupの系統に BrightYellow をさらに戻し交雑したもの.

〔D.group〕-B.groupと同様のものであるが,細葉型の個体を選抜したもの.

(3) 前記 A,B,C,D各 groupの合計 217個体の中から 29個体の Nornicotine

typeのものが得られた.すなわち A.groupから 18個体(品質上のもの4個体,中 12

個体,下2個体),B.groupから5個体 (全部上),C.groupから4個体 (全部上),D

groupから2個体 (全部上)の Nornicotinetypeのものが得られた.

(4) 以上の実験に用いた N.sylvestrisxN.tomentosiformiSの複二倍体 は Dr
LILIENFELDの育成されたもので,この花粉を BrightYellow に受粉した.

表 I N.sylvestrisxN.tomentosiformisの複二倍体に
Brightyellow を交雑して得たノルニコチソ塾系統

Group別

A.group

Nicotineは総てのstrainに存在が認められたので十とのみ示した.明かにNornico･
tine型と思われるものは≠,NornlCOtineをかなりの硬度で含むがNICOtlnenuと考え
る方が近いものを+,Nornicotineをほとんど含まぬものを-で示した.

9.タバコより発散するカイコの毒物に関する研究 (続報その-)(辻田光雄)

1.汚毒桑葉中のニコチンの定量法について

汚毒桑葉中に含まれるカイコの毒物の本体については従来異論があったが,われわれは

汚毒桑葉より毒物を抽出した液あるいはピクリソ酸塩の結晶として析出したものについて

種々の点より分析し,毒物の主成分はニコチソであることを同定し,その結果は昨年報告

したところである.本年は引続き汚毒桑葉よりニコチンを抽出するにはいかなる手順によ

るのが効果的か,また汚毒桑葉中に含まれるニコチンはその何割位が抽出 され るか, さ

らに少量の汚毒桑葉を材料としてニコチンの有無の検定およびその含有量を概算する簡便
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法などについて検討した.その轟巣は次の通 りである.

i) 抽出方法については,次のごとき昨年行なった手Ilrll'を変更した実験 を併用したが

ほぼ同じようなニコチソの収量をえた.

ii) 500gの正常桑葉を1/10NHClと共に磨砕し,これを清適する前または後に一定

量 5000γのニコチソ (イース トマソケミカル)のニコチンを加え,所定の抽出法により

これがどの位回収しうるかについて調べた.この結果は5割5分より6割強回収しうるこ!

とを示した.従ってわれわれの用いた方法では汚毒桑葉中のニコチソー桑葉中の結合状態

は不明であるが-の凡そ5割は抽出しうるものと思われる.

iii) 少量 (15-20g)の桑葉についても簡単にニコチン検出と定量を行ないうることを

確かめえた.

2.汚毒桑葉処理に関する実験

i) ニコチソ (あるいはノルニコチソ)を分解する土壌細菌 Pseudomonasを用いて

被害桑葉を解毒する実験を行なった.その結果簡培養液に汚毒桑葉を 16時間以上浸液 し

たものでは殆んど毒作用を宜しなかった.

ii) 種々の塩類 (MgCl2,MgSO4,NaCl,AIC18,CaC12,FeSO4,Fe2(Sol)3,NaHCO3,

Zn(HSCO2)2の数%の溶液中に汚毒桑葉を浸潰 して蚕児に与える実験を試みた. これらの

塩析溶液中比較的効果があったのは MgC12の溶液,MgC12と MgS04との混合液であ

った .

iii) 実験の範囲では4%の MgC12と2形 MgS04との混合液が実用的と思われるが,

この濃度と使用しうる蚕齢と使用の回数などについてはなお検討を要する.

3.カイコのニコチソ感受性の遺伝問題

i) カイコはニコチンに頗る敏感であ り, 5齢蚕児 1頭に対し凡そ 3×10-8g～5×

10~7gの範囲で種々の程度の中毒症状 を示す. タバコのアオムシが多量のニコチンを含

むタバコの葉を食べて異常なく発育するのに比較し,非常なちがいである.

ii) カイコにおける種々の実用品種および遺伝的系統, クワコとの雑種などを用いて

抵抗性を比較したが,まだ特に抵抗力の強い品種あるいは系統は見つかっていない.また

ニコチソ抵抗性の系統淘汰及び集団淘汰の実験も行なっているが種々困難な問題に遭遇 し

ている.

iii) 用いた多くの遺伝的系統のうちにはニコチソ溶液塗布桑葉 を忌避して殆んど食し

ないものがあるが,＼この性質の遺伝について現在調べている.

10.タバコより発散するカイコの毒物に関する研究 (続報そのニ)(辻田光雄 ･田中正

雄)

1.タバコの品種による毒物の発散量のちがい

i) タバコに含まれるアルカロイドの主なものとしては, ニコチソ, ノルニコチン,

アナバシソ (ニコチミン)などが挙げられる.一定濃度のニコチンとノルニコチソの浴液

を蚕児に与えた結果によると,毒性は前者が後者よりも相当強い.

ii) アルカpイ ドとして/ルニコチンのみを含有する NicotianaglutinoBaとアナバ
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シソのみを含有する N.glaucaの葉を同最づつとり,それぞれよりノルニコチソと7ナ

バシソを抽出し,これらの抽出液を桑葉に塗布して蚕脚 こ/i-えた結果によると,前者によ

っては激しい症状を示したが,後者によっては症状が軽微であった.しかし,この場合両

アルカロイドの純度と濃度とが判っていないので,正確な実験をさらに行なうつもりでい

る.

iii) メ/てコの数晶榎 BrightYellow,DK-51,No.2-A,HarrowVelvet,Burley21,

水戸3号,N.glutinosaおよび N.glaueaなどのそれぞれを隔離 して桑園にうえ,成熟

掛 こおける桑樹の毒物汚染の程度を観察した結果によると,N.glutinosaと N.glauea

は成熟期の最後まで毒物汚染の徴候が見られなかったのに対し,この他の品種ではいずれ

も相当強く毒物の汚染が見られ,BrightYellow による場合では7月下旬には桑葉 1kg

当り凡そ 10-12mgの汚染が認められた.

2.毒物発散の機構について

i) 本年は混植桑園において7月 10日頃よりニコチン汚染の徴候 が現われた.成熟

期にあるタバコよりのニコチソの発散には葉面を被 う毛茸とその分泌物による過程が考え

られるので,毒草の形態学的研究と菓面を被 う分泌物中のニコチソ検出実験を行なった.

これらの実験の結果を綜合すると,まだ毛筆がニコチン発散の主要な限源であるとははっ

きりいえない状態にある.

ii) 7月 10日頃タバコの下葉は黄色より褐色に変 じ枯乾 し始めでいたぶ混植桑園

(桑樹-畦おきにタバコを桑瞳の両側に植えたもの)で桑畦の両側におけるタバコの褐色

に変じ枯乾しつつある下葉をことごとく除去した区と,これを除去しないでそのままにし

ておいた区を設け,闇後 l-2週間における両区の桑葉の毒物汚染の程度の変化を蚕児に

対する中毒反応とこコチソ抽出の実験結果より比較した.その結果によると,下葉を除去

した区においては汚毒の程度は殆んど増強しなかったのに対 し,除去 しなかった区におい

ては顕著な増強が見られた.

iii) 褐色化しつつあるタノミコの下葉とその上方にある緑色 を:li主する葉をそれぞれ別々

のデシケーターの底に入れて,その上力で蚕リLiを飼育した結果前者では中毒蚕を生じ 数

日のうちに全滅 したのに対 し,後者では1週間 1頭の中毒盃児をも生じなかった.

iv) 以上の実験結果より褐色化と共に枯乾 しつつあるタバコの1葉が1つの重要なニ

コチン発散の根源となっていることは明らかである.これらの葉においては,蒸気圧の高

いニコチンが水分などの蒸発に伴なって発散して桑葉に粘着し,その後組織内に入り,恐

らく有機酸と結合して安定な塩に変化するものと考えられる.
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